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〇
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税

の
除
去
並
び
に
脱
税
及
び
租
税
回
避
の
防

止
の
た
め
の
日
本
国
と
キ
ル
ギ
ス
共
和
国

と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
に
関
す
る
件

（
外
務
二
〇
八
）

〇
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税

の
回
避
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
政
府
と
の
間

の
条
約
の
日
本
国
と
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と

の
間
に
お
け
る
適
用
の
終
了
の
通
告
に
関

す
る
件
（
同
二
〇
九
）

〇
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
の
間
の
協
定
を
改
正

す
る
議
定
書
の
効
力
発
生
に
関
す
る
件

（
同
二
一
〇
）

〇
海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
直
轄
工
事
を
国

土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件（
国
土
交
通
八
〇
七
、
八
〇
八
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
一
八
七
、
一
八
八
）

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

人
事
院
規
則
八
―
一
八
（
採
用
試
験
）
第
八

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六

年
人
事
院
公
示
第
二
十
二
号
の
一
部
改
正
に

関
し
、
決
定
し
た
件
（
人
事
院
公
示
二
五
）

法

務

公
証
人
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
公
証
人
の

採
用
に
関
す
る
公
告
（
法
務
省
）

労

働

最
低
工
賃
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
兵
庫
労
働
局
最
低
工
賃
公
示
二
）

〔
法

律
〕

〇
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る

行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
及
び
道
路

交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
五
二
）

〔
条

約
〕

〇
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
の
間
の
協
定
を
改
正

す
る
議
定
書
（
三
）

〇
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税

の
除
去
並
び
に
脱
税
及
び
租
税
回
避
の
防

止
の
た
め
の
日
本
国
と
キ
ル
ギ
ス
共
和
国

と
の
間
の
協
定
（
四
）

〔
省

令
〕

〇
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
（
総
務
八
七
）

〇
国
税
不
服
審
判
所
組
織
規
則
及
び
財
務
省

組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
財
務
四
八
）

本
日
公
布
さ
れ
た
法
令
の
「
あ
ら
ま
し
」
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
家
試
験

二
千
二
十
六
年
度
経
験
者
採
用
試
験
（
係
長

級
（
事
務
））公
告
（
人
事
院
）

二
千
二
十
六
年
度
総
務
省
経
験
者
採
用
試
験

（
係
長
級
（
技
術
））公
告
（
同
）

二
千
二
十
六
年
度
国
税
庁
経
験
者
採
用
試
験

（
国
税
調
査
官
級
）
公
告
（
同
）

二
千
二
十
六
年
度
国
土
交
通
省
経
験
者
採
用

試
験
（
係
長
級
（
技
術
））公
告
（
同
）

二
千
二
十
六
年
度
気
象
庁
経
験
者
採
用
試
験

（
係
長
級
（
技
術
））公
告
（
同
）

令
和
八
年
度
土
地
家
屋
調
査
士
試
験
に
関
す

る
公
告
（
法
務
省
）

令
和
八
年
度
簡
裁
訴
訟
代
理
等
能
力
認
定
考

査
に
関
す
る
公
告
（
同
）

通
関
士
試
験
公
告
（
財
務
省
）

医
師
国
家
試
験
の
施
行
（
厚
生
労
働
省
）

歯
科
医
師
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

基
本
測
量
関
係
事
項
公
告
（
国
土
交
通
省
）

〔
規

則
〕

〇
人
事
院
規
則
九
―
一
七
（
俸
給
の
特
別
調

整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

（
人
事
院
九

一
七

一
七
七
）

〇
人
事
院
規
則
九
―
三
〇（
特
殊
勤
務
手
当
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

（
同
九

三
〇

一
一
四
）

〇
人
事
院
規
則
九
―
五
五
（
特
地
勤
務
手
当

等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

（
同
九

五
五

一
五
七
）

〇
人
事
院
規
則
一
一
―
一
一
（
管
理
監
督
職

勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

（
同
一
一

一
一

七
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の

促
進
に
よ
る
農
山
漁
村
の
活
性
化
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
農
林
水
産
・
経
済
産
業
・
環
境
二
）

〇
低
炭
素
水
素
等
の
供
給
及
び
利
用
の
促
進

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示
（
経
済
産
業
八
一
）

〇
ヒ
ア
リ
類（
要
緊
急
対
処
特
定
外
来
生
物
）

に
係
る
対
処
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
国
土
交
通
・
環
境
四
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
地
域
に
お
け
る
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促

進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
一
部
を
改

正
す
る
告
示

（
総
務
・
財
務
・
厚
生
労
働
・
農
林
水

産
・
経
済
産
業
・
国
土
交
通
一
）
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第２ 道路交通法の一部改正（酒酔い運転を行っ
た者等に対する罰則の対象となる行為の明確
化）
第六十五条（酒気帯び運転等の禁止）第一項
の規定に違反して車両等を運転した者で、その
運転をした場合において酒に酔った状態（身体
に血液一ミリリットルにつき一・〇ミリグラム
以上又は呼気一リットルにつき〇・五ミリグラ
ム以上のアルコールを保有する状態その他アル
コールの影響により正常な運転ができないおそ
れがある状態をいう。）にあったものは、五年以
下の拘禁刑又は百万円以下の罰金に処するもの
とする。（第百十七条の二関係）
第３ その他
その他所要の規定の整備を行う。

第４ 附則
１ この法律は、公布の日から起算して二十日
を経過した日から施行する。（附則第一項関
係）
２ この法律の施行に関し必要な経過措置を定
める。

           

４ 協定第七章（自然人の移動）の改正
協定第九十五条を改め、各締約国は、入国及
び一時的な滞在等に関し、自国の法令に従い、
要件を簡素化し、並びに手続を円滑化し、及び
迅速化するよう努めること等を定める。（第五条
関係）
５ 協定第七章のＡ（電子商取引）の組込み
協定第七章の次に協定第七章のＡを加えるこ
とを定める。同章の規定の概要は、次のとおり
である。（第六条関係）
 同章の規定の適用範囲について定める。
 同章における「コンピュータ関連設備」、「個
人情報」等を定義している。
 各締約国は、電子商取引を利用する消費者
に損害を及ぼし、又は及ぼすおそれがある詐
欺的な又は誤認させる行為から当該消費者を
保護することを定める国内法令を採用し、又
は維持すること等を定める。
 各締約国は、電子商取引の利用者の個人情
報の保護を確保する法令を採用し、又は維持
すること等を定める。
 締約国は、電子商取引に関連する適用可能
な国際条約及び国際的なモデル法を考慮し
て、電子的な取引を規律する法的枠組みを採
用し、又は維持することを定める。

６ 協定第九章（知的財産）の改正
 協定第百六条３を改め、各締約国が自国の
必要な手続に従い加入するよう努める国際協
定に、千九百九十九年七月二日の意匠の国際
登録に関するハーグ協定のジュネーブ改正協
定を追加する。（第七条関係）
 協定第百十二条を改め、各締約国は、特許
出願が自国の国語に翻訳される場合には、特
許出願人等が、当該特許出願の翻訳文におけ
る誤りを訂正する機会を確保することを定め
る。（第八条関係）
 協定第百十三条を改め、各締約国は、意匠
登録出願人が、意匠に関する行政当局に対し
当該意匠登録出願人が指定する期間中に当該
意匠を公開しないよう請求することができる
こと等を定める。（第九条関係）
 協定第百十四条の次に協定第百十四条のＡ
を加え、各締約国が自国の法令に従って地理
的表示を保護するために十分かつ効果的な手
段を確保すること等を定める。（第十条関係）
 協定第百十七条を改め、不正競争行為につ
いて、他の者の商品又はサービスについての
特定の表示と同一のドメイン名を不正に使用
する行為等を禁止すること等を定める。（第十
一条関係）

 いずれの締約国も、情報（個人情報を含む。）
の電子的手段による国境を越える移転が対象
者の事業の実施のために行われる場合には、
当該移転を妨げてはならないこと等を定め
る。
 いずれの締約国も、自国の区域内において
事業を実施するための条件として、対象者に
対し、当該区域内においてコンピュータ関連
設備を利用し、又は設置することを要求して
はならないこと等を定める。

 いずれの一方の締約国も、他方の締約国の
者が所有するソフトウェア又は当該ソフト
ウェアを含む製品の自国の区域内における輸
入、頒布、販売又は利用の条件として、当該
ソフトウェアのソース・コードの移転又は当
該ソース・コードへのアクセスを要求しては
ならないこと等を定める。
 電子商取引に関する協力について、中小企
業が電子商取引の利用に対する障害を克服す
るよう支援すること等を定める。

 協定第百十九条を改め、国境措置に関し、
不正商標商品又は著作権侵害物品の自由な流
通への解放の停止の申立ての二回以上の輸送
への適用、不正商標商品若しくは著作権侵害
物品の疑いのある物品の留置又は当該物品の
解放の停止における通知、職権による当該物
品の解放の停止、権利者による税関当局への
情報提供等について定める。（第十二条関係）

◇自動車の運転により人を死傷させる行為等の処
罰に関する法律及び道路交通法の一部を改正す
る法律（法律第五十二号）（法務省）
第１ 自動車の運転により人を死傷させる行為等
の処罰に関する法律の一部改正（危険運転致死
傷罪の対象となる行為の明確化及び追加）
１ 次に掲げる行為を行い、よって、人を負傷
させた者は十五年以下の拘禁刑に処し、人を
死亡させた者は一年以上の有期拘禁刑に処す
るものとする。（第二条関係）
 アルコール影響正常運転困難状態（身体
に血液一ミリリットルにつき一・〇ミリグ
ラム以上又は呼気一リットルにつき〇・五
ミリグラム以上のアルコールを保有する状
態その他アルコールの影響により正常な運
転が困難な状態をいう。）で自動車を走行さ
せる行為
 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ
当該イ又はロに定める速度以上の高速度そ
の他道路及び交通の状況に応じて重大な交
通の危険を回避することが著しく困難な高
速度（次のイ又はロに掲げる場合の区分に
応じ当該イ又はロに定める速度に準ずるも
のに限る。）で自動車を運転する行為
イ 最高速度（道路交通法第二十二条第一
項の規定によりこれを超える速度で進行
してはならないこととされている最高速
度）が六十キロメートル毎時以下である
場合 最高速度を五十キロメートル毎時
超える速度
ロ 最高速度が六十キロメートル毎時を超
える場合 最高速度を六十キロメートル
毎時超える速度

 殊更にタイヤを滑らせ又は浮かせること
により、その進行を制御することが困難な
状態にさせて、自動車を走行させる行為

２ アルコールの影響により、その走行中に正
常な運転に支障が生じるおそれがある状態
で、自動車を運転し、よって、アルコール影

響正常運転困難状態に陥り、人を負傷させた
者は十二年以下の拘禁刑に処し、人を死亡さ
せた者は十五年以下の拘禁刑に処するものと
する。（第三条関係）

◇経済上の連携に関する日本国とインドネシア共
和国との間の協定を改正する議定書（条約第三
号）（外務省）
この議定書は、我が国とインドネシア共和国と
の間の物品及びサービスの貿易に関する市場アク
セスを改善し、並びに自然人の移動、電子商取引、
知的財産等の幅広い分野においてルールを一層整
備するものであり、その概要は、次のとおりであ
る。
１ この議定書の附属書Ａに掲げる目次が協定の
目次に代わることを定める。（第一条関係）
２ 協定第一章（総則）の改正
 協定第二条１を改め、協定の一般的定義に
「議定書」及び「貿易関連知的所有権協定」
の定義を追加する。（第二条関係）
 協定第十一条を改め、一般的例外として認
められる措置には環境に関する措置が含まれ
ること等を定めるとともに、締約国が自国の
安全保障上の重大な利益の保護のために必要

であると認める措置として中枢的な公共基盤
の防護のためにとる措置を追加すること等を
定める。（第三条関係）

３ 協定第二章（物品の貿易）の改正
協定第二十六条⒝を改め、物品の貿易に関す
る小委員会が、その任務として、協定第二章の
規定に関連する問題（統一システムの改正を反
映するために各締約国の関税率表を更新する措
置を含む。）について討議すること等を定める。
（第四条関係）
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 協定第百二十条を改め、締約国の司法当局
は、民事上の司法手続において、損害賠償の
額を決定するに当たり、権利者が提示する合
理的な価値の評価を考慮する権限を有するこ
と等を定める。（第十三条関係）
 協定第百二十一条を改め、各締約国は、不
正商標商品及び著作権侵害物品並びに当該不
正商標商品及び著作権侵害物品の材料及び道
具の没収又は廃棄が侵害者に対するいかなる
補償もなく行われることを確保すること等を
定める。（第十四条関係）

７ 協定第十章（政府調達）の改正
 協定第百二十四条の前に協定第百二十三条
のＡから協定第百二十三条のＣまでを加える
ことを定める。これらの条の規定の概要は、
次のとおりである。（第十五条関係）
イ 各締約国は、政府調達に関する措置の透
明性を高めること及び政府調達に関する措
置を客観的かつ効果的な方法で実施するこ
とを行うよう努めること等を定める。
ロ 各締約国は、法令、司法上の決定、一般
に適用する行政上の決定及び行政上の手続
であって自国の政府調達に係るもの並びに
これらの修正を速やかに公表することを定
める。
ハ 一方の締約国は、議定書の効力発生の後
に自国の政府調達市場へのアクセスに関す
る利益を第三国に与える場合には、他方の
締約国の要請に基づき、当該他方の締約国
との間で交渉するための機会を十分に与え
ることを定める。

 協定第百二十四条を改め、各締約国は、政
府調達に関する両締約国間の連絡等を円滑に
するため、連絡部局を指定すること等を定め
る。（第十六条関係）
 協定第百二十四条の次に協定第百二十四条
のＡを加え、政府調達の制度に関する理解を
高めるための両締約国間の協力について定め
る。（第十七条関係）
 他の条の改正に伴う協定第百二十五条２の
規定の技術的な修正について定める。（第十八
条関係）

８ 協定第十五章（最終規定）の改正
 協定第百五十条を改め、協定の附属書及び
注釈のほか、協定の付録も協定の不可分の一
部を成すことを定める。（第十九条関係）
 協定第百五十二条３を改め、両締約国政府
間の外交上の公文の交換によって行うことが
できる改正の対象として、統一システムの改
正に伴う協定附属書一に関係する改正であっ
て関税率の変更を伴わないものを追加する。
（第二十条関係）

９ 協定附属書の改正
協定附属書一及び協定附属書八から協定附属
書十までを、この議定書の附属書Ｂからこの議
定書の附属書Ｅまでに定めるところによりそれ
ぞれ改めることを定める。（第二十一条～第二十
四条関係）
10 議定書の附属書及びその付録の位置付け
この議定書の附属書及びその付録がこの議定
書の不可分の一部を成すことを定める。（第二十
五条関係）
11 効力発生
この議定書の効力発生等について定める。（第
二十六条関係）
12 議定書の附属書（附属書関係）
 附属書Ａ（協定の目次の改正）
協定の新たな目次について定める。

 附属書Ｂ（協定附属書一の改正）
イ 協定附属書一第一編（一般的注釈）の改
正
協定附属書一第一編に規定する一般的注
釈を、ロに記載する日本国の関税に係る約
束の修正及びハに記載するインドネシアの
関税に係る約束の修正にそれぞれ対応した
ものとなるよう修正する。
ロ 協定附属書一第二編（日本国の表）の改
正
協定附属書一第二編に定める日本国の関
税に係る約束に関し、百十四品目について
関税の撤廃及び引下げ等を行うことを定め
る。
ハ 協定附属書一第三編（インドネシアの表）
の改正
協定附属書一第三編に定めるインドネシ
アの関税に係る約束に関し、二十五品目に
ついて関税の撤廃、関税の引下げ等を行う
ことを定める。

 附属書Ｃ（協定附属書八の改正）
イ 協定附属書八第一編（日本国の特定の約
束に係る表）の改正
協定附属書八第一編に定めるサービスの
貿易に関する日本国の特定の約束を修正す
る。その概要は、次のとおりである。
 各分野に共通の制限として、日本国に
おける土地の取得等について定める。
 銀行サービスその他の金融サービス
（保険及び保険関連のサービスを除く。）
についての約束の範囲を拡大する。

ロ 協定附属書八第二編（インドネシアの特
定の約束に係る表）の改正
協定附属書八第二編に定めるサービスの
貿易に関するインドネシアの特定の約束を
修正する。その概要は、次のとおりである。
 自己が所有し、又は賃借する不動産（住
宅用途及び複合用途の高層建築物に限
る。）に関するサービスについて約束を行
う。
 倉庫サービスについて約束を行う。
 貨物運送取扱サービスについて約束を
行う。

 附属書Ｄ（協定附属書九の改正）
協定附属書九第一編（日本国の表）を改め、
サービスの貿易についての最恵国待遇に関す
る規定が適用されない日本国の措置として、
日本国における土地の取得等について定め
る。
 附属書Ｅ（協定附属書十の改正）
イ 協定附属書十第一編（日本国の特定の約
束）の改正
協定附属書十第一編に定める自然人の移
動に関する日本国の特定の約束を修正す
る。その概要は、次のとおりである。
 インドネシアの自然人のうち、企業内
転勤者、投資家、自由職業サービスに従
事する者及び日本国にある公私の機関と
の間の個人的な契約に基づいて業務活動
に従事する者について、その一時的な滞
在の期間を五年までの期間に改める。
 インドネシアの自然人のうち、日本国
にある公私の機関との間の個人的な契約
に基づいて看護師若しくは介護福祉士と

してのサービスの提供又はこれに関連す
る活動に従事する者の入国及び一時的な
滞在に係る約束及び条件を改める。

ロ 協定附属書十第二編（インドネシアの特
定の約束）の改正
協定附属書十第二編に定める自然人の移
動に関するインドネシアの特定の約束を修
正する。具体的には、日本国の自然人のう
ち、インドネシアにある公私の機関との間
の個人的な契約に基づいて業務活動に従事
する者について、業務活動の範囲を拡大す
る。

３ 不動産所得に対しては、不動産所在地国にお
いて課税することができる。一方の締約国の企
業の利得に対しては、当該企業が他方の締約国
内に恒久的施設を有する場合には、当該恒久的
施設に帰せられる利得に対してのみ当該他方の
締約国において課税することができる。一方の
締約国の企業が船舶又は航空機を国際運輸に運
用することによって取得する利得に対しては、
当該一方の締約国においてのみ課税することが
できる。両締約国の企業の間に商業上又は資金
上の特別の関係がある場合には、これらの関係
がなかったものとした場合の利得に対して課税
することができる。（第六条～第九条関係）

◇所得に対する租税に関する二重課税の除去並び
に脱税及び租税回避の防止のための日本国とキ
ルギス共和国との間の協定（条約第四号）（外務
省）
この協定は、経済的及び人的交流等に伴って発
生する国際的な二重課税の除去等を目的として日
本国とキルギス共和国との間で課税権の調整等を
行うものであり、その概要は、次のとおりである。
１ この協定は、一方又は双方の締約国の居住者
である者について適用する。日本国においては
所得税、法人税、復興特別所得税、地方法人税、
防衛特別法人税及び住民税について、キルギス
共和国においては法人の利得に対する租税及び
個人に対する所得税について適用する。（第一条
及び第二条関係）
２ この協定上、一定の用語は、それぞれこの協
定において定義された意義を有し、この協定に
定義されていない用語は、各締約国の法令上有
する意義を有する。（第三条～第五条関係）
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４
配
当
に
対
し
て
は
、
源
泉
地
国
に
お
い
て
、
親
会
社

が
子
会
社
か
ら
受
け
取
る
配
当
の
場
合
に
は
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
な
い
税
率
に
よ
り
、
そ
の
他
の
配
当
の
場

合
に
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
税
率
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。利
子
に
対
し
て
は
、

源
泉
地
国
に
お
い
て
、
政
府
等
が
取
得
す
る
利
子
の
場

合
に
は
課
税
が
免
除
さ
れ
、
そ
の
他
の
利
子
の
場
合
に

は
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
税
率
に
よ
り
課
税
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
使
用
料
に
対
し
て
は
、
源
泉
地
国
に

お
い
て
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
税
率
に
よ
り
課

税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
十
条
～
第
十
二
条
関
係
）

５
不
動
産
等
の
譲
渡
収
益
に
対
し
て
は
、
源
泉
地
国
に

お
い
て
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
の
財
産
の

譲
渡
収
益
に
対
し
て
は
、
譲
渡
者
の
居
住
地
国
に
お
い

て
の
み
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
十
三
条
関
係
）

６
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
そ
の
勤
務
に
つ
い
て
取

得
す
る
報
酬
に
対
し
て
は
、
一
定
の
場
合
を
除
き
、
勤

務
が
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
場
合
に
の

み
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
課
税
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
法
人
の
役
員
報
酬
に
対
し
て
は
、
当
該
法
人
の

居
住
地
国
に
お
い
て
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方

の
締
約
国
の
居
住
者
が
芸
能
人
又
は
運
動
家
と
し
て
他

方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
行
う
個
人
的
活
動
に
よ
っ
て

取
得
す
る
所
得
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に

お
い
て
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
十
四
条
～
第
十

六
条
関
係
）

７
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
に
支
払
わ
れ
る
退
職
年
金

等
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み

課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
の
締
約
国
等
に
対
し

て
提
供
さ
れ
る
役
務
に
つ
い
て
支
払
わ
れ
る
報
酬
及
び

退
職
年
金
に
対
し
て
は
、
一
定
の
場
合
を
除
き
、
当
該

一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
課
税
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
専
ら
教
育
又
は
訓
練
を
受
け
る
た
め
一
方
の
締
約

国
内
に
滞
在
す
る
学
生
等
が
受
け
取
る
一
定
の
給
付
に

対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
け
る
課
税
が
免

除
さ
れ
る
。（
第
十
七
条
～
第
十
九
条
関
係
）

８
こ
の
協
定
の
各
条
に
規
定
が
な
い
所
得
に
対
し
て

は
、
所
得
を
取
得
す
る
者
の
居
住
地
国
に
お
い
て
の
み

課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
二
十
条
関
係
）

９
日
本
国
の
居
住
者
が
納
付
す
る
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の

租
税
の
額
は
、
日
本
国
の
租
税
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
居
住
者
が
納
付
す
る
日
本
国
の
租

税
の
額
は
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
租
税
の
額
か
ら
控
除

す
る
。
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
企
業
は
、
他
方
の

締
約
国
に
お
い
て
、
租
税
に
関
し
、
同
様
の
状
況
に
あ

る
当
該
他
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
同
様
の
活
動
を
行

う
当
該
他
方
の
締
約
国
の
企
業
よ
り
も
不
利
に
取
り
扱

わ
れ
な
い
。（
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
関
係
）

10
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
納
税
者
の
申
立

て
に
係
る
事
案
及
び
こ
の
協
定
の
適
用
等
に
関
す
る
問

題
を
合
意
に
よ
っ
て
解
決
す
る
よ
う
努
め
る
。（
第
二
十

三
条
関
係
）

11
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
こ
の
協
定
の
規

定
の
実
施
又
は
両
締
約
国
等
が
課
す
る
全
て
の
種
類
の

租
税
に
関
す
る
両
締
約
国
の
法
令
の
運
用
若
し
く
は
執

行
に
関
連
す
る
情
報
を
交
換
す
る
。（
第
二
十
四
条
関

係
）

12
こ
の
協
定
は
、
外
交
使
節
団
又
は
領
事
機
関
の
構
成

員
の
租
税
上
の
特
権
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。（
第
二
十

五
条
関
係
）

13
取
引
等
の
主
要
な
目
的
が
こ
の
協
定
の
特
典
を
受
け

る
こ
と
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
協
定
の
特
典
は
与
え

ら
れ
な
い
。（
第
二
十
六
条
関
係
）

14
こ
の
協
定
は
、
各
締
約
国
が
こ
の
協
定
の
効
力
発
生

に
必
要
と
さ
れ
る
国
内
手
続
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認

す
る
通
告
を
他
方
の
締
約
国
に
対
し
て
行
い
、
遅
い
方

の
通
告
が
受
領
さ
れ
た
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力

を
生
ず
る
。
ま
た
、
こ
の
協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
に

よ
っ
て
終
了
さ
せ
ら
れ
る
時
ま
で
効
力
を
有
す
る
。（
第

二
十
八
条
及
び
第
二
十
九
条
関
係
）

第
二
条
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
速
度
以
上
の
高
速
度
そ
の
他
道
路

及
び
交
通
の
状
況
に
応
じ
て
重
大
な
交
通
の
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
高
速
度
（
次
の
イ
又
は

ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
速
度
に
準
ず
る
も
の
に
限
る
。）で
自
動
車
を
運
転

す
る
行
為

イ

最
高
速
度
（
道
路
交
通
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
超
え
る
速
度
で
進
行
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
最
高
速
度
（
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
法
第
三
条
に

規
定
す
る
普
通
自
動
二
輪
車
の
最
高
速
度
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
毎
時
以
下
で
あ
る
場
合

最
高
速
度
を
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
超
え
る
速
度

ロ

最
高
速
度
が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
る
場
合

最
高
速
度
を
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
超
え
る

速
度

第
二
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

薬
物
影
響
正
常
運
転
困
難
状
態
（
薬
物
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
を
い
う
。
次
条
第
一
項

に
お
い
て
同
じ
。）で
自
動
車
を
走
行
さ
せ
る
行
為

第
三
条
第
一
項
中
「
又
は
薬
物
の
影
響
に
よ
り
、」を
「
の
影
響
に
よ
り
、」に
、「
そ
の
ア
ル
コ
ー
ル
又
は
薬
物
の
影

響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
」
を
「
ア
ル
コ
ー
ル
影
響
正
常
運
転
困
難
状
態
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と

し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

薬
物
の
影
響
に
よ
り
、
そ
の
走
行
中
に
正
常
な
運
転
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
で
、
自
動
車
を
運

転
し
、
よ
っ
て
、
薬
物
影
響
正
常
運
転
困
難
状
態
に
陥
り
、
人
を
死
傷
さ
せ
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
三
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
る
。

自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
及
び
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
七
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

法
律
第
五
十
二
号

自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
及
び
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律

（
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
一
条

自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
原
動
機
付
自
転
車
」
の
下
に「（
次
条
第
四
号
イ
に
お
い
て
単
に
「
原
動
機
付
自
転
車
」
と
い

う
。）」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

ア
ル
コ
ー
ル
影
響
正
常
運
転
困
難
状
態
（
身
体
に
血
液
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
・
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上

又
は
呼
気
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
保
有
す
る
状
態
そ
の
他
ア
ル
コ
ー

ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
を
い
う
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
自
動
車
を
走
行
さ

せ
る
行
為

第
二
条
中
第
八
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
を
第
五
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

殊
更
に
タ
イ
ヤ
を
滑
ら
せ
又
は
浮
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
進
行
を
制
御
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
さ

せ
て
、
自
動
車
を
走
行
さ
せ
る
行
為


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（
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
状
態
（
」
の
下
に
「
身
体
に
血
液
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
・
〇
ミ
リ

グ
ラ
ム
以
上
又
は
呼
気
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
保
有
す
る
状
態
そ
の
他
」

を
加
え
る
。

第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
身
体
に
」
の
下
に
「
血
液
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
・
〇
ミ
リ
グ

ラ
ム
未
満
の
範
囲
内
又
は
呼
気
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
未
満
の
範
囲
内
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
免
許
の
拒
否
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
を
理
由
と
す
る
道
路
交
通
法
第
八
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
免
許
の
拒
否
、

保
留
、
取
消
し
若
し
く
は
効
力
の
停
止
又
は
同
項
に
規
定
す
る
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

法
務
大
臣

平
口

洋

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
の
間
の
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
七
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

条
約
第
三
号

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
の
間
の
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書

前
文

日
本
国
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
（
以
下
「
両
締
約
国
」
と
い
う
。）は
、

二
千
七
年
八
月
二
十
日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
作
成
さ
れ
た
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。）第
百
五
十
一
条
の
規
定
に
従
っ
て
協
定
の
一
般
的
な
見
直
し
を
行
い
、

協
定
が
、
現
在
の
進
展
に
対
応
す
る
に
当
た
り
事
業
に
と
っ
て
引
き
続
き
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、

特
に
、
物
品
の
貿
易
、
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
、
自
然
人
の
移
動
、
知
的
財
産
及
び
政
府
調
達
の
分
野
に
お
い
て
協
定
を
改

善
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

変
化
す
る
国
際
的
な
事
業
慣
行
及
び
貿
易
慣
行
並
び
に
両
締
約
国
間
の
電
子
商
取
引
の
一
層
の
重
要
性
を
考
慮
に
入

れ
て
協
定
の
近
代
化
を
図
る
こ
と
を
希
望
し
、

協
定
第
百
五
十
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
協
定
を
改
正
す
る
た
め
の
議
定
書
を
締
結
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

協
定
の
目
次
を
こ
の
議
定
書
の
附
属
書
Ａ
に
掲
げ
る
新
た
な
目
次
に
改
め
る
。

第
二
条

協
定
第
二
条
１
中
⒢
を

と
し
、
⒡
の
次
に
次
の
⒢
及
び
⒣
を
加
え
る
。

⒢

「
議
定
書
」
と
は
、
二
千
二
十
四
年
八
月
八
日
に
東
京
及
び
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
作
成
さ
れ
た
経
済
上
の
連
携
に

関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
の
間
の
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
を
い
う
。

⒣

「
貿
易
関
連
知
的
所
有
権
協
定
」
と
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
世

界
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
附
属
書
一
Ｃ
知
的
所
有
権
の
貿
易
関
連
の
側
面
に
関
す
る
協
定
を

い
う
。

第
三
条

協
定
第
十
一
条
１
か
ら
４
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

次
章
か
ら
第
五
章
ま
で
、
第
七
章
の
Ａ
及
び
第
八
章
の
規
定
の
適
用
上
、
千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
二
十

条
の
規
定
は
、
必
要
な
変
更
を
加
え
た
上
で
、
こ
の
協
定
に
組
み
込
ま
れ
、
こ
の
協
定
の
一
部
を
成
す
。

注
釈

両
締
約
国
は
、
千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
二
十
条
⒝
に
規
定
す
る
措
置
に
は
人
、
動
物
又
は
植
物

の
生
命
又
は
健
康
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
環
境
に
関
す
る
措
置
が
含
ま
れ
る
こ
と
及
び
同
条
⒢
の
規
定

が
有
限
天
然
資
源
（
生
物
資
源
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
。）の
保
存
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
適
用

さ
れ
る
こ
と
を
了
解
す
る
。

２

第
五
章
か
ら
第
七
章
の
Ａ
ま
で
の
規
定
の
適
用
上
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
一
般
協
定
第
十
四
条
（
そ
の
注
を
含
む
。）

の
規
定
は
、
必
要
な
変
更
を
加
え
た
上
で
、
こ
の
協
定
に
組
み
込
ま
れ
、
こ
の
協
定
の
一
部
を
成
す
。

注
釈

両
締
約
国
は
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
一
般
協
定
第
十
四
条
⒝
に
規
定
す
る
措
置
に
は
人
、
動
物
又
は
植
物
の

生
命
又
は
健
康
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
環
境
に
関
す
る
措
置
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
了
解
す
る
。

３

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
次
の
い
ず
れ
か
の
事
項
を
定
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

⒜

締
約
国
に
対
し
、
そ
の
開
示
が
自
国
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な
利
益
に
反
す
る
と
当
該
締
約
国
が
認
め
る
情

報
の
提
供
を
要
求
す
る
こ
と
。

⒝

締
約
国
が
自
国
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な
利
益
の
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
次
の
い
ず
れ
か
の

措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
。

核
分
裂
性
物
質
若
し
く
は
核
融
合
性
物
質
又
は
こ
れ
ら
の
生
産
原
料
で
あ
る
物
質
に
関
す
る
措
置

武
器
、
弾
薬
及
び
軍
需
品
の
取
引
並
び
に
軍
事
施
設
に
供
給
す
る
た
め
直
接
若
し
く
は
間
接
に
行
わ
れ
る

そ
の
他
の
貨
物
及
び
原
料
の
取
引
に
関
す
る
措
置
又
は
軍
事
施
設
の
た
め
直
接
若
し
く
は
間
接
に
行
わ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
措
置

通
信
、
電
力
及
び
水
道
の
基
盤
を
含
む
中
枢
的
な
公
共
基
盤
を
防
護
す
る
た
め
に
と
る
措
置

注
釈

中
枢
的
な
公
共
基
盤
は
、
公
有
の
も
の
で
あ
る
か
私
有
の
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。

国
家
の
緊
急
時
又
は
戦
時
そ
の
他
の
国
際
関
係
の
緊
急
時
に
と
る
措
置

⒞

締
約
国
が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
の
た
め
国
際
連
合
憲
章
に
基
づ
く
義
務
に
従
っ
て
措
置
を
と
る
こ

と
を
妨
げ
る
こ
と
。

４

一
方
の
締
約
国
は
、
１
か
ら
３
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
従
っ
て
、
第
五
章
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
に
適
合

し
な
い
措
置
を
と
る
場
合
に
は
、
当
該
措
置
を
と
る
前
に
、
又
は
そ
の
後
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
他
方
の
締
約

国
に
対
し
当
該
措
置
の
概
要
を
通
報
す
る
よ
う
妥
当
な
努
力
を
払
う
。

第
四
条

協
定
第
二
十
六
条
⒝
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⒝

こ
の
章
の
規
定
に
関
連
す
る
問
題
（
統
一
シ
ス
テ
ム
の
改
正
を
反
映
す
る
た
め
に
各
締
約
国
の
関
税
率
表
を

更
新
す
る
措
置
を
含
む
。）に
つ
い
て
討
議
す
る
こ
と
。

注
釈

両
締
約
国
は
、
各
締
約
国
が
統
一
シ
ス
テ
ム
の
改
正
の
後
に
附
属
書
一
の
表
に
定
め
る
関
税
の
譲
許

を
実
質
的
に
変
更
す
る
こ
と
な
く
自
国
の
関
税
率
表
の
更
新
を
行
う
こ
と
及
び
当
該
更
新
が
第
百
五
十

二
条
に
定
め
る
改
正
を
構
成
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
了
解
す
る
。


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第
五
条

協
定
第
九
十
五
条
３
の
次
に
次
の
４
か
ら
７
ま
で
を
加
え
る
。

４

一
方
の
締
約
国
は
、
入
国
の
許
可
及
び
一
時
的
な
滞
在
の
許
可
又
は
一
時
的
な
滞
在
に
係
る
期
間
の
更
新
の
許

可
に
つ
い
て
の
不
備
の
な
い
申
請
で
あ
っ
て
、
第
九
十
二
条
の
規
定
の
対
象
と
な
る
他
方
の
締
約
国
の
自
然
人
で

あ
る
申
請
者
又
は
当
該
申
請
者
の
雇
用
者
か
ら
受
理
し
た
も
の
の
処
理
を
、
不
当
に
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
行
う
。

５

締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
入
国
の
許
可
及
び
一
時
的
な
滞
在
の
許
可
に
つ
い
て
の
申
請
を
処
理
す
る
た

め
に
追
加
の
情
報
を
得
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
適
当
な
と
き
は
、
不
当
に
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
申
請
者

に
通
知
す
る
よ
う
努
め
る
。

６

各
締
約
国
は
、
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
入
国
の
許
可
及
び
一
時
的
な
滞
在
の
許
可
又
は
一
時
的
な
滞
在
に

係
る
期
間
の
更
新
の
許
可
に
つ
い
て
の
不
備
の
な
い
申
請
を
受
理
し
た
後
合
理
的
な
期
間
内
に
、
申
請
者
に
対
し

て
次
の
事
項
を
通
知
す
る
。

⒜

申
請
の
受
理

⒝

申
請
の
処
理
状
況

⒞

申
請
に
関
す
る
決
定
（
当
該
申
請
を
承
認
す
る
場
合
に
は
、
滞
在
の
期
間
そ
の
他
の
条
件
を
含
む
。）

７

各
締
約
国
は
、
入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
又
は
一
時
的
な
滞
在
に
係
る
期
間
の
更
新
に
関
し
、
自
国
の
法
令
に

従
い
、
要
件
（
必
要
と
さ
れ
る
書
類
を
含
む
。）を
簡
素
化
し
、
並
び
に
手
続
を
円
滑
化
し
、
及
び
迅
速
化
す
る
よ

う
努
め
る
。

第
六
条

協
定
第
七
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
七
章
の
Ａ

電
子
商
取
引

第
九
十
六
条
の
Ａ

適
用
範
囲

１

こ
の
章
の
規
定
は
、
電
子
商
取
引
に
影
響
を
及
ぼ
す
締
約
国
に
よ
る
措
置
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

こ
の
章
の
規
定
は
、
政
府
調
達
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

３

こ
の
章
の
規
定
と
こ
の
協
定
の
他
の
章
の
規
定
と
が
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
抵
触
の
限
度
に
お
い
て
、
当

該
他
の
章
の
規
定
が
優
先
す
る
。

第
九
十
六
条
の
Ｄ

個
人
情
報
の
保
護

１

両
締
約
国
は
、
電
子
商
取
引
の
利
用
者
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
こ
と
の
経
済
的
及
び
社
会
的
な
利
益
並
び
に

当
該
個
人
情
報
を
保
護
す
る
こ
と
の
電
子
商
取
引
に
お
け
る
消
費
者
の
信
頼
の
向
上
に
対
す
る
貢
献
を
認
め
る
。

２

各
締
約
国
は
、
電
子
商
取
引
の
利
用
者
の
個
人
情
報
の
保
護
を
確
保
す
る
法
令
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
。

各
締
約
国
は
、
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
の
法
令
を
制
定
す
る
に
当
た
り
、
関
係
す
る
国
際
的
な
機
関
又
は
団
体

の
国
際
的
な
基
準
、
原
則
、
指
針
及
び
規
準
を
考
慮
す
る
。

３

各
締
約
国
は
、
そ
の
管
轄
内
で
生
ず
る
個
人
情
報
の
保
護
の
違
反
か
ら
電
子
商
取
引
の
利
用
者
を
保
護
す
る
に

当
た
り
、
差
別
的
で
な
い
慣
行
を
採
用
す
る
よ
う
努
め
る
。

４

各
締
約
国
は
、
自
国
が
電
子
商
取
引
の
利
用
者
に
提
供
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
情
報
を
公
表
す
べ
き

で
あ
る
。
当
該
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
情
報
に
は
、
次
の
方
法
に
関
す
る
も
の
を
含
め
る
。

⒜

個
人
が
救
済
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
方
法

⒝

事
業
者
が
法
的
な
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
方
法

５

各
締
約
国
は
、
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
両
締
約
国
が
異
な
る
法
的
な
取
組
方
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
認
識
し
、
こ
の
よ
う
な
異
な
る
制
度
の
間
の
一
貫
性
を
促
進
す
る
協
力
の
発
展
を
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
。

当
該
協
力
に
は
、規
制
の
結
果
の
承
認（
一
方
的
に
与
え
る
も
の
か
相
互
の
取
決
め
に
よ
る
も
の
か
を
問
わ
な
い
。）

又
は
よ
り
広
範
な
国
際
的
な
枠
組
み
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
両
締
約
国
は
、
そ
の
区
域
内
に
お

け
る
当
該
協
力
に
関
す
る
情
報
を
交
換
す
る
よ
う
努
め
、
及
び
当
該
協
力
又
は
両
締
約
国
間
で
一
貫
性
を
促
進
す

る
他
の
適
当
な
取
決
め
を
拡
大
す
る
た
め
の
方
法
を
探
求
す
る
。

第
九
十
六
条
の
Ｅ

国
内
規
制
の
枠
組
み

各
締
約
国
は
、
千
九
百
九
十
六
年
の
電
子
商
取
引
に
関
す
る
国
際
連
合
国
際
商
取
引
法
委
員
会
モ
デ
ル
法
、
二
千

五
年
十
一
月
二
十
三
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
作
成
さ
れ
た
国
際
的
な
契
約
に
お
け
る
電
子
的
な
通
信
の
利
用
に
関
す

る
国
際
連
合
条
約
そ
の
他
の
電
子
商
取
引
に
関
連
す
る
適
用
可
能
な
国
際
条
約
及
び
国
際
的
な
モ
デ
ル
法
を
考
慮
し

て
、
電
子
的
な
取
引
を
規
律
す
る
法
的
枠
組
み
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
。

第
九
十
六
条
の
Ｂ

定
義

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、

⒜

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
設
備
」
と
は
、
商
業
上
の
利
用
の
た
め
に
情
報
を
処
理
し
、
又
は
保
存
す
る
た
め
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
ー
バ
ー
及
び
記
憶
装
置
を
い
う
。

⒝

「
対
象
者
」
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
対
象
者
に
は
、
附
属
書
七
第
一
節
２
⒜

及
び

に
定
義
す
る
「
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
」
及
び
「
公
的
機
関
」
を
含
ま
ず
、
ま
た
、
金
融
機
関
を
含
ま

な
い
。一

方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
あ
る
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
第
五
十
八
条
⒡
に
定
義
す
る「
投
資
財
産
」

第
五
十
八
条
⒣
に
定
義
す
る
「
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
」

い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
第
七
十
七
条
⒬
に
定
義
す
る
「
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
」

⒞

「
措
置
」
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
措
置
（
法
令
、
規
則
、
手
続
、
決
定
、
行
政
上
の
行
為
そ
の
他
の
い
ず
れ
の
形

式
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。）を
い
う
。

⒟

「
個
人
情
報
」
と
は
、
特
定
さ
れ
た
又
は
特
定
し
得
る
自
然
人
に
関
す
る
情
報（
デ
ー
タ
を
含
む
。）を
い
う
。

第
九
十
六
条
の
Ｃ

オ
ン
ラ
イ
ン
の
消
費
者
の
保
護

１

両
締
約
国
は
、
消
費
者
が
電
子
商
取
引
を
行
う
に
当
た
り
、
当
該
消
費
者
を
詐
欺
的
な
又
は
誤
認
さ
せ
る
行
為

か
ら
保
護
す
る
た
め
の
透
明
性
の
あ
る
、
か
つ
、
効
果
的
な
措
置
を
採
用
し
、
及
び
維
持
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

認
識
す
る
。

２

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、
詐
欺
的
な
又
は
誤
認
さ
せ
る
行
為
と
は
、
消
費
者
に
実
害
を
も
た
ら
す
詐
欺
的
な

若
し
く
は
誤
認
さ
せ
る
行
為
又
は
防
止
さ
れ
な
い
場
合
に
は
こ
の
よ
う
な
実
害
を
も
た
ら
す
急
迫
し
た
お
そ
れ
が

あ
る
詐
欺
的
な
若
し
く
は
誤
認
さ
せ
る
行
為
を
い
い
、
次
の
行
為
を
含
む
。

⒜

重
要
な
事
実
に
関
し
て
誤
っ
た
表
示
（
そ
の
暗
示
を
含
む
。）を
行
う
行
為
で
あ
っ
て
、
誤
認
し
た
消
費
者
の

経
済
的
利
益
に
重
大
な
損
失
を
も
た
ら
す
も
の

⒝

消
費
者
に
よ
る
代
金
の
支
払
の
後
、
当
該
消
費
者
に
商
品
を
引
き
渡
さ
ず
、
又
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
い

行
為

⒞

消
費
者
の
金
融
口
座
、
電
話
料
金
の
た
め
の
口
座
そ
の
他
の
口
座
に
許
可
な
く
請
求
を
行
い
、
又
は
こ
れ
ら

の
口
座
か
ら
許
可
な
く
引
落
と
し
を
行
う
行
為

３

各
締
約
国
は
、
電
子
商
取
引
を
利
用
す
る
消
費
者
に
損
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
詐
欺
的
な

又
は
誤
認
さ
せ
る
行
為
か
ら
当
該
消
費
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
定
め
る
国
内
法
令
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
。

４

両
締
約
国
は
、
消
費
者
の
保
護
を
強
化
す
る
た
め
、
電
子
商
取
引
に
関
連
す
る
活
動
に
関
し
、
消
費
者
の
保
護

に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
間
で
協
力
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
。

第
九
十
六
条
の
Ｆ

国
境
を
越
え
る
情
報
の
流
通

１

両
締
約
国
は
、
各
締
約
国
が
情
報
の
電
子
的
手
段
に
よ
る
移
転
に
関
す
る
自
国
の
規
制
上
の
要
件
を
課
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

２

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
情
報
（
個
人
情
報
を
含
む
。）の
電
子
的
手
段
に
よ
る
国
境
を
越
え
る
移
転
が
対
象
者
の

事
業
の
実
施
の
た
め
に
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
移
転
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

注
釈

こ
の
２
の
規
定
の
適
用
上
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
電
子
的
な
シ
ス
テ
ム
及
び
取
引
の
運
用
に
関
す
る
政

令
（
二
千
十
九
年
政
令
第
七
十
一
号
）又
は
当
該
政
令
の
改
正
及
び
当
該
政
令
に
代
わ
る
も
の
に
従
っ
て
、

政
府
機
関
又
は
電
子
的
な
シ
ス
テ
ム
の
運
用
の
業
務
を
行
う
た
め
に
政
府
機
関
が
委
任
す
る
機
関
の
た
め

に
及
び
こ
れ
ら
の
機
関
に
代
わ
っ
て
事
業
が
行
わ
れ
る
場
合
に
、
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
一
定
の
情
報

を
保
存
し
、
及
び
処
理
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
措
置
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
２
の
規
定
に
適
合
し
な
い
措
置
で
あ
っ
て
、
締
約
国
が
次
の
こ
と
の
た
め
に
必

要
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
当
該
締
約
国
が
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

⒜

公
共
政
策
の
正
当
な
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
措
置
に
つ
い
て
は
、
恣
意
的
若
し
く
は
不
当

な
差
別
の
手
段
又
は
貿
易
に
対
す
る
偽
装
し
た
制
限
と
な
る
こ
と
と
な
る
態
様
で
適
用
し
な
い
こ
と
及
び
目
的

の
達
成
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
以
上
に
情
報
の
移
転
に
制
限
を
課
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

⒝

自
国
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
。

４

２
の
規
定
は
、
締
約
国
に
よ
り
若
し
く
は
締
約
国
の
た
め
に
保
有
さ
れ
、
若
し
く
は
処
理
さ
れ
る
情
報
又
は
当

該
情
報
に
関
連
す
る
措
置
（
当
該
情
報
の
収
集
に
関
連
す
る
措
置
を
含
む
。）に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。


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第
九
十
六
条
の
Ｇ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
設
備
の
設
置

１

両
締
約
国
は
、
各
締
約
国
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
設
備
の
利
用
に
関
す
る
自
国
の
規
制
上
の
要
件
（
通
信
の
安

全
及
び
秘
密
を
確
保
す
る
こ
と
を
追
求
す
る
旨
の
要
件
を
含
む
。）を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

２

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
対
象
者
に
対
し
、

当
該
区
域
内
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
設
備
を
利
用
し
、
又
は
設
置
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
。

注
釈

こ
の
２
の
規
定
の
適
用
上
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
電
子
的
な
シ
ス
テ
ム
及
び
取
引
の
運
用
に
関
す
る
政

令
（
二
千
十
九
年
政
令
第
七
十
一
号
）又
は
当
該
政
令
の
改
正
及
び
当
該
政
令
に
代
わ
る
も
の
に
従
っ
て
、

政
府
機
関
又
は
電
子
的
な
シ
ス
テ
ム
の
運
用
の
業
務
を
行
う
た
め
に
政
府
機
関
が
委
任
す
る
機
関
の
た
め

に
及
び
こ
れ
ら
の
機
関
に
代
わ
っ
て
事
業
が
行
わ
れ
る
場
合
に
、
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
一
定
の
情
報

を
保
存
し
、
及
び
処
理
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
措
置
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
２
の
規
定
に
適
合
し
な
い
措
置
で
あ
っ
て
、
締
約
国
が
次
の
こ
と
の
た
め
に
必

要
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
当
該
締
約
国
が
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

⒜

公
共
政
策
の
正
当
な
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
措
置
に
つ
い
て
は
、
恣
意
的
若
し
く
は
不
当

な
差
別
の
手
段
又
は
貿
易
に
対
す
る
偽
装
し
た
制
限
と
な
る
こ
と
と
な
る
態
様
で
適
用
し
な
い
こ
と
及
び
目
的

の
達
成
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
以
上
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
設
備
の
利
用
又
は
設
置
に
制
限
を
課
す
る
も
の
で

な
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

⒝

自
国
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
。

４

２
の
規
定
は
、
締
約
国
に
よ
り
若
し
く
は
締
約
国
の
た
め
に
保
有
さ
れ
、
若
し
く
は
処
理
さ
れ
る
情
報
又
は
当

該
情
報
に
関
連
す
る
措
置
（
当
該
情
報
の
収
集
に
関
連
す
る
措
置
を
含
む
。）に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
九
十
六
条
の
Ｈ

ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド

１

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
他
方
の
締
約
国
の
者
が
所
有
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
又
は
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

含
む
製
品
の
自
国
の
区
域
内
に
お
け
る
輸
入
、
頒
布
、
販
売
又
は
利
用
の
条
件
と
し
て
、
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
の
移
転
又
は
当
該
ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

こ
の
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
１
の
規
定
に
適
合
し
な
い
措
置
で
あ
っ
て
、
一
方
の
締
約
国
が
次
の
こ
と
の
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
当
該
一
方
の
締
約
国
が
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は

な
い
。

⒜

公
共
政
策
の
正
当
な
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
措
置
に
つ
い
て
は
、
恣
意
的
若
し
く
は
不
当

な
差
別
の
手
段
又
は
貿
易
に
対
す
る
偽
装
し
た
制
限
と
な
る
こ
と
と
な
る
態
様
で
適
用
し
な
い
こ
と
及
び
目
的

の
達
成
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
以
上
に
他
方
の
締
約
国
の
者
が
所
有
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド

の
移
転
又
は
当
該
ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
制
限
を
課
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

⒝

自
国
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
。

３

こ
の
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
次
の
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

⒜

商
業
的
に
交
渉
さ
れ
た
契
約
に
お
い
て
ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
の
提
供
に
関
す
る
条
件
を
含
め
る
こ
と
又
は
当
該

条
件
を
履
行
す
る
こ
と
。

⒝

締
約
国
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
こ
の
協
定
の
規
定
に
反
し
な
い
法
令
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
の
修
正
を
要
求
す
る
こ
と
。

４

２
⒝
の
規
定
に
該
当
す
る
措
置
は
、
第
十
四
章
の
規
定
に
よ
る
紛
争
解
決
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

第
九
条

協
定
第
百
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
条
１
に
第
三
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

各
締
約
国
は
、
主
と
し
て
技
術
的
又
は
機
能
的
な
考
慮
に
よ
り
特
定
さ
れ
る
意
匠
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
護
が
及

ん
で
は
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
る
。

２

同
条
５
の
次
に
次
の
６
及
び
７
を
加
え
る
。

６

各
締
約
国
は
、
意
匠
登
録
出
願
人
が
、
意
匠
に
関
す
る
行
政
当
局
に
対
し
当
該
意
匠
登
録
出
願
人
が
指
定
す
る

期
間
（
自
国
の
法
令
に
定
め
る
期
間
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。）中
に
当
該
意
匠
を
公
開
し
な
い
よ
う
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
る
。

７

各
締
約
国
は
、
１
及
び
３
の
規
定
に
基
づ
い
て
構
成
部
品
（
構
成
部
品
が
複
合
製
品
の
元
の
外
観
を
回
復
す
る

た
め
の
修
理
を
目
的
と
し
て
使
用
さ
れ
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
。）に
意
匠
の
保
護
を
与
え
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
構
成
部
品
の
意
匠
が
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。

第
十
条

協
定
第
百
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
十
四
条
の
Ａ

地
理
的
表
示

１

各
締
約
国
は
、
自
国
の
法
令
に
従
っ
て
地
理
的
表
示
を
保
護
す
る
た
め
に
十
分
か
つ
効
果
的
な
手
段
を
確
保
す

る
。

２

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、「
地
理
的
表
示
」
と
は
、
あ
る
商
品
に
つ
い
て
、
そ
の
確
立
し
た
品
質
、
社
会
的
評

価
そ
の
他
の
特
性
が
当
該
商
品
の
地
理
的
原
産
地
に
主
と
し
て
帰
せ
ら
れ
る
場
合
に
、
当
該
商
品
が
締
約
国
の
区

域
又
は
そ
の
区
域
内
の
地
域
若
し
く
は
地
方
を
原
産
地
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
特
定
す
る
表
示
を
い
う
。

３

両
締
約
国
は
、
地
理
的
表
示
に
関
し
、
貿
易
関
連
知
的
所
有
権
協
定
第
二
十
三
条
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
こ

と
な
く
、
利
害
関
係
を
有
す
る
者
に
対
し
、
次
の
行
為
を
防
止
す
る
た
め
の
法
的
手
段
を
確
保
す
る
。

⒜

商
品
の
特
定
又
は
提
示
に
お
い
て
、商
品
の
地
理
的
原
産
地
に
つ
い
て
公
衆
を
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
で
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
商
品
が
真
正
の
原
産
地
以
外
の
地
理
的
区
域
を
原
産
地
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示

し
、
又
は
示
唆
す
る
手
段
を
使
用
す
る
こ
と
。

⒝

千
八
百
八
十
三
年
三
月
二
十
日
に
パ
リ
で
署
名
さ
れ
た
工
業
所
有
権
の
保
護
に
関
す
る
パ
リ
条
約
（
そ
の
改

正
を
含
む
。）第
十
条
の
二
に
規
定
す
る
不
正
競
争
行
為
を
構
成
す
る
形
で
使
用
す
る
こ
と
。

第
九
十
六
条
の
Ｉ

協
力

１

両
締
約
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
次
の
こ
と
の
た
め
に
協
力
す
る
。

⒜

中
小
企
業
が
電
子
商
取
引
の
利
用
に
対
す
る
障
害
を
克
服
す
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
。

⒝

両
締
約
国
が
自
国
の
電
子
商
取
引
の
た
め
の
法
的
枠
組
み
を
実
施
し
、
又
は
強
化
す
る
こ
と
に
資
す
る
両
締

約
国
間
の
対
象
を
特
定
し
た
協
力
の
た
め
の
分
野
（
研
究
活
動
及
び
訓
練
活
動
、
能
力
開
発
、
技
術
援
助
の
供

与
等
）
を
特
定
す
る
こ
と
。

⒞

電
子
商
取
引
の
発
展
及
び
利
用
に
関
連
す
る
課
題
に
対
処
す
る
に
当
た
り
、
情
報
、
経
験
及
び
最
良
の
慣
行

を
共
有
す
る
こ
と
。

⒟

産
業
界
に
対
し
、
電
子
商
取
引
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
説
明
責
任
及
び
消
費
者
の
信
頼
を
向
上
さ
せ
る

手
法
又
は
慣
行
を
生
み
出
す
よ
う
奨
励
す
る
こ
と
。

⒠

電
子
商
取
引
の
発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
地
域
的
な
及
び
多
数
国
間
の
場
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
。

２

両
締
約
国
は
、
国
際
的
な
場
に
お
い
て
追
求
さ
れ
る
協
力
に
係
る
既
存
の
自
発
的
活
動
を
基
礎
と
し
、
か
つ
、

こ
れ
と
重
複
し
な
い
形
態
の
協
力
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

第
七
条

協
定
第
百
六
条
３
⒞
の
次
に
次
の
⒟
を
加
え
る
。

⒟

千
九
百
九
十
九
年
七
月
二
日
の
意
匠
の
国
際
登
録
に
関
す
る
ハ
ー
グ
協
定
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
改
正
協
定

第
八
条

協
定
第
百
十
二
条
７
の
次
に
次
の
８
を
加
え
る
。

８

各
締
約
国
は
、
特
許
出
願
が
自
国
の
国
語
に
翻
訳
さ
れ
る
場
合
に
は
、
特
許
出
願
人
又
は
特
許
権
者
が
、
自
国

の
法
令
に
従
っ
て
特
許
を
十
分
か
つ
効
果
的
に
取
得
し
、
及
び
行
使
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
審
査
の
決
定

前
及
び
特
許
の
付
与
後
の
合
理
的
な
期
間
、
当
該
特
許
出
願
の
翻
訳
文
に
お
け
る
誤
り
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
定
め
る
。

注
釈

こ
の
８
の
規
定
は
、
当
該
特
許
出
願
が
、
自
国
の
国
語
以
外
の
言
語
で
行
わ
れ
、
か
つ
、
そ
の
後
自
国

の
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
場
合
又
は
当
該
特
許
出
願
が
、
自
国
の
国
語
以
外
の
言
語
で
記
載
さ
れ
た
一
若
し

く
は
二
以
上
の
先
の
出
願
で
あ
っ
て
優
先
権
の
主
張
の
基
礎
と
な
る
も
の
に
基
づ
き
自
国
の
国
語
に
翻
訳

さ
れ
、
か
つ
、
自
国
の
国
語
で
行
わ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。


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４

各
締
約
国
は
、
真
正
の
原
産
地
が
表
示
さ
れ
る
場
合
又
は
地
理
的
表
示
が
翻
訳
さ
れ
た
上
で
使
用
さ
れ
る
場
合

若
し
く
は
「
種
類
」、「
型
」、「
様
式
」、「
模
造
品
」
等
の
表
現
を
伴
う
場
合
に
お
い
て
も
、
利
害
関
係
を
有
す
る
者

に
対
し
、
少
な
く
と
も
ぶ
ど
う
酒
、
蒸
留
酒
そ
の
他
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
及
び
農
産
品
を
特
定
す
る
地
理
的
表
示

が
当
該
地
理
的
表
示
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
場
所
を
原
産
地
と
し
な
い
同
一
又
は
同
種
の
商
品
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
を
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
防
止
す
る
た
め
の
法
的
手
段
を
確
保
す
る
。

注
釈
１

各
締
約
国
は
、
こ
の
４
に
規
定
す
る
義
務
に
関
し
、
第
百
二
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
民
事
上

の
司
法
手
続
に
代
え
て
行
政
上
の
措
置
に
よ
る
実
施
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

注
釈
２

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、
日
本
国
に
お
け
る
地
理
的
表
示
の
保
護
に
関
し
、「
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
」

と
は
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
有
す
る
飲
料
を
い
う
。

注
釈
３

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、
日
本
国
に
お
け
る
地
理
的
表
示
の
保
護
に
関
し
、「
農
産
品
」
と
は
、
農

林
水
産
品
及
び
食
料
品
（
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
除
く
。）を
い
う
。

注
釈
４

こ
の
４
の
規
定
の
適
用
上
、「
同
種
の
商
品
」
と
は
、
締
約
国
の
制
度
に
お
い
て
保
護
さ
れ
て
い
る
地

理
的
表
示
に
係
る
商
品
に
関
連
し
て
、
当
該
締
約
国
に
お
い
て
登
録
さ
れ
て
い
る
地
理
的
表
示
に
係
る

商
品
と
同
一
の
分
類
の
商
品
に
該
当
す
る
商
品
を
い
う
。

５

両
締
約
国
は
、
地
理
的
表
示
の
相
互
承
認
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
よ
う
努
め
る
。

６

両
締
約
国
は
、
自
国
の
地
理
的
表
示
の
保
護
に
関
す
る
情
報
（
対
象
と
な
る
制
度
、
手
続
及
び
商
品
に
関
す
る

情
報
を
含
む
。）を
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条

協
定
第
百
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
条
３
⒟
の
次
に
次
の
⒠
を
加
え
る
。

⒠

不
正
な
利
益
を
得
る
意
図
又
は
他
の
者
に
損
害
を
与
え
る
意
図
で
、
当
該
他
の
者
の
商
品
若
し
く
は
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
特
定
の
表
示
と
同
一
の
ド
メ
イ
ン
名
を
使
用
す
る
権
利
を
取
得
し
、
若
し
く
は
保
有
し
、
又
は

そ
の
ド
メ
イ
ン
名
を
使
用
す
る
行
為

２

同
条
４
⒞
中
「
同
一
若
し
く
は
」
を
削
る
。

第
十
二
条

協
定
第
百
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
九
条

国
境
措
置
に
係
る
権
利
行
使

１

各
締
約
国
は
、
不
正
商
標
商
品
又
は
著
作
権
侵
害
物
品
が
輸
入
さ
れ
、
又
は
輸
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
疑

う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
を
有
す
る
権
利
者
が
、
行
政
上
又
は
司
法
上
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
、
当
該
不
正

商
標
商
品
又
は
著
作
権
侵
害
物
品
の
自
由
な
流
通
へ
の
解
放
を
税
関
当
局
が
停
止
す
る
よ
う
申
立
て
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
手
続
を
採
用
す
る
。
各
締
約
国
は
、
当
該
申
立
て
が
二
回
以
上
の
輸
送
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
定

め
る
。

注
釈

締
約
国
は
、
権
利
者
が
自
己
の
有
効
な
商
標
権
又
は
著
作
権
を
自
国
の
税
関
当
局
に
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
る
記
録
制
度
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
１
、
３
及
び
４
に
定
め
る
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２

締
約
国
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
又
は
情
報
の
秘
密
に
関
す
る
自
国
の
法
令
の
適
用
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
自
国
の

税
関
当
局
が
、
不
正
商
標
商
品
若
し
く
は
著
作
権
侵
害
物
品
の
疑
い
の
あ
る
物
品
を
留
置
し
、
又
は
当
該
物
品
の

解
放
を
停
止
し
た
場
合
に
は
、
自
国
の
税
関
当
局
が
、
権
利
者
に
対
し
、
当
該
物
品
の
荷
送
人
、
輸
入
者
、
輸
出

者
又
は
荷
受
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
、
物
品
に
関
す
る
記
述
、
物
品
の
数
量
並
び
に
判
明
し
て
い
る
と
き

は
当
該
物
品
の
原
産
国
に
つ
い
て
通
知
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
る
。

３

各
締
約
国
は
、
輸
入
貨
物
及
び
輸
出
貨
物
に
関
し
、
自
国
の
税
関
当
局
が
不
正
商
標
商
品
又
は
著
作
権
侵
害
物

品
の
疑
い
の
あ
る
物
品
の
解
放
を
停
止
す
る
た
め
に
職
権
に
よ
り
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
続
を
採
用
し
、
又

は
維
持
す
る
。

４

各
締
約
国
は
、
権
利
者
が
、
自
国
の
税
関
当
局
に
対
し
、
こ
の
条
に
定
め
る
国
境
措
置
の
実
施
に
資
す
る
こ
と

の
あ
る
情
報
を
合
理
的
な
期
間
内
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

５

各
締
約
国
は
、
１
及
び
３
に
定
め
る
手
続
の
開
始
の
後
合
理
的
な
期
間
内
に
、
不
正
商
標
商
品
又
は
著
作
権
侵

害
物
品
の
疑
い
の
あ
る
物
品
が
知
的
財
産
権
を
侵
害
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
自
国
の
行
政
上
又
は
司
法
上
の
権
限

の
あ
る
当
局
が
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
続
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
。

６

各
締
約
国
は
、
自
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
不
正
商
標
商
品
又
は
著
作
権
侵
害
物
品
で
あ
る
と
認
定
し
た
物
品

の
廃
棄
を
命
ず
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
各
締
約
国
は
、
当
該
物
品
が
廃
棄
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
例

外
的
な
と
き
を
除
く
ほ
か
、
権
利
者
に
損
害
を
与
え
な
い
よ
う
な
態
様
で
当
該
物
品
を
流
通
経
路
か
ら
排
除
す
る

こ
と
を
確
保
す
る
。
不
正
商
標
商
品
に
関
し
、
例
外
的
な
場
合
を
除
く
ほ
か
、
違
法
に
付
さ
れ
た
商
標
の
単
な
る

除
去
は
、
流
通
経
路
へ
の
商
品
の
流
入
を
許
可
す
る
た
め
に
十
分
で
は
な
い
も
の
と
す
る
。

注
釈

こ
の
６
の
規
定
の
適
用
上
、「
権
限
の
あ
る
当
局
」
に
は
、
司
法
当
局
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

各
締
約
国
は
、
知
的
財
産
権
の
行
使
の
た
め
の
国
境
措
置
に
関
連
し
て
、
申
立
て
に
係
る
手
数
料
、
商
品
保
管

料
又
は
廃
棄
費
用
を
決
定
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
料
金
が
当
該
国
境
措
置
の
利
用
を
妨
げ
る
額
に
設
定
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
る
。

第
十
三
条

協
定
第
百
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
条
中
２
を
３
と
す
る
。

２

同
条
中
１
を
削
り
、
同
条
に
次
の
１
及
び
２
を
加
え
る
。

１

各
締
約
国
は
、
自
国
の
司
法
当
局
が
、
知
的
財
産
権
の
行
使
に
関
す
る
民
事
上
の
司
法
手
続
に
お
い
て
、
侵
害

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
又
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
合
理
的
な
理
由
を
有
し
て
い
た
侵
害
者
に
対

し
、
当
該
侵
害
者
に
よ
る
権
利
者
の
知
的
財
産
権
の
侵
害
に
よ
り
当
該
権
利
者
が
被
っ
た
損
害
を
補
償
す
る
た
め

に
適
当
な
損
害
賠
償
を
当
該
権
利
者
に
支
払
う
よ
う
命
ず
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
る
。

２

締
約
国
の
司
法
当
局
は
、
１
に
規
定
す
る
損
害
賠
償
の
額
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
権
利
者
が
提
示
す
る
合
理

的
な
価
値
の
評
価
（
侵
害
の
対
象
と
な
っ
た
物
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
で
あ
っ
て
市
場
価
格
に
よ
っ
て
評
価
さ

れ
る
も
の
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。）を
考
慮
す
る
権
限
を
有
す
る
。

第
十
四
条

協
定
第
百
二
十
一
条
を
同
条
１
と
し
、
同
条
に
次
の
２
を
加
え
る
。

２

各
締
約
国
は
、
１
に
定
め
る
犯
罪
に
関
し
、
自
国
の
司
法
当
局
が
不
正
商
標
商
品
及
び
著
作
権
侵
害
物
品
並
び

に
当
該
不
正
商
標
商
品
及
び
著
作
権
侵
害
物
品
の
生
産
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
材
料
及
び
道
具
の
没
収
又
は
廃
棄

を
命
ず
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
各
締
約
国
は
、
不
正
商
標
商
品
及
び
著
作
権
侵
害
物
品
並
び
に
当
該

不
正
商
標
商
品
及
び
著
作
権
侵
害
物
品
の
材
料
及
び
道
具
の
没
収
又
は
廃
棄
が
侵
害
者
に
対
す
る
い
か
な
る
補
償

も
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

第
十
五
条

協
定
第
十
章
中
第
百
二
十
四
条
の
前
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

第
百
二
十
三
条
の
Ａ

原
則

１

各
締
約
国
は
、
両
締
約
国
の
経
済
成
長
を
増
進
さ
せ
る
た
め
に
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
一
層
改
善
す
る
に
当
た
っ
て

政
府
調
達
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
次
の
こ
と
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

⒜

政
府
調
達
に
関
す
る
措
置
の
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
。

⒝

政
府
調
達
に
関
す
る
措
置
を
客
観
的
か
つ
効
果
的
な
方
法
で
実
施
す
る
こ
と
。

２

調
達
機
関
は
、
次
の
⒜
及
び
⒝
の
要
件
を
満
た
す
透
明
性
の
あ
る
、
か
つ
、
公
平
な
方
法
に
よ
り
政
府
調
達
を

実
施
す
る
。

⒜

利
益
相
反
を
回
避
す
る
こ
と
。

⒝

腐
敗
し
た
慣
行
を
防
止
す
る
こ
と
。

第
百
二
十
三
条
の
Ｂ

調
達
に
関
す
る
情
報

各
締
約
国
は
、
法
令
、
司
法
上
の
決
定
、
一
般
に
適
用
す
る
行
政
上
の
決
定
及
び
行
政
上
の
手
続
で
あ
っ
て
自
国

の
政
府
調
達
に
係
る
も
の
並
び
に
こ
れ
ら
の
修
正
を
、
公
衆
に
広
く
周
知
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
後
も
容
易
に
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
公
式
に
指
定
さ
れ
た
電
子
的
媒
体
又
は
紙
面
に
お
い
て
、
速
や
か
に
公
表
す
る
。

第
百
二
十
三
条
の
Ｃ

新
た
な
交
渉

一
方
の
締
約
国
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
後
に
自
国
の
政
府
調
達
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
利
益
を
第
三

国
に
与
え
る
場
合
に
は
、
他
方
の
締
約
国
の
要
請
に
基
づ
き
、
当
該
他
方
の
締
約
国
と
の
間
で
交
渉
す
る
た
め
の
機

会
を
十
分
に
与
え
る
。
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第
十
六
条

協
定
第
百
二
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
条
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

各
締
約
国
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
関
す
る
全
て
の
事
項
に
つ
い
て
両
締
約
国
間
の
連
絡
、
情
報
の
交
換
、
協
力

及
び
協
議
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
連
絡
部
局
を
指
定
す
る
。

２

同
条
２
の
次
に
次
の
３
を
加
え
る
。

３

一
方
の
締
約
国
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
に
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
２
に
規
定
す
る
自
国
の
連
絡
部

局
を
通
報
す
る
。
一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
自
国
の
連
絡
部
局
の
変
更
を
通
報
す
る
。

第
十
七
条

協
定
第
百
二
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
二
十
四
条
の
Ａ

協
力

両
締
約
国
は
、
相
互
に
合
意
す
る
条
件
に
従
い
、
政
府
調
達
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
調
達
の
制
度
に
関
す
る
理
解
を
高
め
る
た
め
に
協
力
す
る
。

第
十
八
条

協
定
第
百
二
十
五
条
２
中
「
前
条
２
に
規
定
す
る
自
国
の
政
府
当
局
に
よ
っ
て
」
を
「
第
百
二
十
四
条
２
に
規
定
す

る
自
国
の
連
絡
部
局
に
よ
っ
て
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条

協
定
第
百
五
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
五
十
条

附
属
書
、
付
録
及
び
注
釈

こ
の
協
定
の
附
属
書
及
び
付
録
並
び
に
こ
の
協
定
中
の
注
釈
は
、
こ
の
協
定
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。

第
二
十
条

協
定
第
百
五
十
二
条
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
が
次
に
掲
げ
る
附
属
書
の
み
に
関
係
す
る
場
合
に
は
、
外
交
上
の
公
文
を
両

締
約
国
政
府
が
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
改
正
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

附
属
書
一
（
改
正
が
、
統
一
シ
ス
テ
ム
の
改
正
に
伴
う
改
正
で
あ
っ
て
、
同
附
属
書
の
規
定
に
従
っ
て
一
方

の
締
約
国
に
よ
り
他
方
の
締
約
国
の
原
産
品
に
適
用
さ
れ
る
関
税
率
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
に
限
る
。）

⒝

附
属
書
二

⒞

附
属
書
三

附
属
書
Ａ

協
定
の
目
次
の
改
正

目
次

前
文

第
一
章

総
則

第
一
条

目
的

第
二
条

一
般
的
定
義

第
三
条

透
明
性

第
四
条

公
衆
に
よ
る
意
見
提
出
の
手
続

第
五
条

行
政
上
の
措
置
に
関
連
す
る
手
続

第
六
条

審
査
及
び
上
訴

第
七
条

行
政
指
導

第
八
条

腐
敗
行
為
及
び
贈
収
賄
の
防
止
に
関
す
る
措
置

第
九
条

秘
密
の
情
報

第
十
条

租
税

第
十
一
条

一
般
的
例
外
及
び
安
全
保
障
の
た
め
の
例
外

第
十
二
条

他
の
協
定
と
の
関
係

第
十
三
条

実
施
取
極

第
十
四
条

合
同
委
員
会

第
十
五
条

小
委
員
会

第
十
六
条

両
締
約
国
間
の
連
絡

第
二
章

物
品
の
貿
易

第
十
七
条

定
義

第
十
八
条

物
品
の
分
類

第
十
九
条

内
国
民
待
遇

第
二
十
条

関
税
の
撤
廃

第
二
十
一
条

関
税
上
の
評
価

第
二
十
二
条

輸
出
補
助
金

第
二
十
三
条

非
関
税
措
置

第
二
十
四
条

二
国
間
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置

第
二
十
五
条

国
際
収
支
の
擁
護
の
た
め
の
制
限

第
二
十
六
条

物
品
の
貿
易
に
関
す
る
小
委
員
会

第
二
十
七
条

物
品
の
貿
易
の
た
め
の
運
用
上
の
手
続
規
則

第
二
十
一
条

協
定
附
属
書
一
を
こ
の
議
定
書
の
附
属
書
Ｂ
及
び
そ
の
付
録
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
め
る
。

第
二
十
二
条

協
定
附
属
書
八
を
こ
の
議
定
書
の
附
属
書
Ｃ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
め
る
。

第
二
十
三
条

協
定
附
属
書
九
を
こ
の
議
定
書
の
附
属
書
Ｄ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
め
る
。

第
二
十
四
条

協
定
附
属
書
十
を
こ
の
議
定
書
の
附
属
書
Ｅ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
め
る
。

第
二
十
五
条

こ
の
議
定
書
の
附
属
書
及
び
そ
の
付
録
は
、
こ
の
議
定
書
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。

第
二
十
六
条

１

こ
の
議
定
書
は
、
こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
上
の
手
続
が
完
了
し

た
旨
を
相
互
に
通
告
す
る
外
交
上
の
公
文
を
両
締
約
国
政
府
が
交
換
す
る
日
の
属
す
る
月
の
後
二
番
目
の
月
の
初
日

に
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
議
定
書
は
、
協
定
が
有
効
で
あ
る
限
り
効
力
を
有
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
。

二
千
二
十
四
年
八
月
八
日
に
東
京
及
び
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
、
英
語
、
日
本
語
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
よ
り
本
書
二
通

を
作
成
し
た
。
た
だ
し
、
附
属
書
Ｂ
第
三
編
及
び
附
属
書
Ｃ
第
二
編
に
つ
い
て
は
、
英
語
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
よ

り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。
こ
の
議
定
書
は
、
全
て
の
言
語
の
本
文
を
ひ
と
し
く
正
文
と
す
る
。
日
本
語
及
び
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
の
本
文
は
、
こ
の
議
定
書
に
つ
い
て
の
参
考
の
た
め
に
作
成
し
た
。
解
釈
に
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
英
語

の
本
文
に
よ
る
。

日
本
国
の
た
め
に

上
川

陽
子
外
務
大
臣

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
た
め
に

ズ
ル
キ
フ
リ
・
ハ
ッ
サ
ン
商
業
大
臣





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
三
章

原
産
地
規
則

第
二
十
八
条

定
義

第
二
十
九
条

原
産
品

第
三
十
条

累
積

第
三
十
一
条

僅き
ん

少
の
非
原
産
材
料

第
三
十
二
条

原
産
資
格
を
与
え
る
こ
と
と
な
ら
な
い
作
業

第
三
十
三
条

積
送
基
準

第
三
十
四
条

組
み
立
て
て
な
い
か
又
は
分
解
し
て
あ
る
産
品

第
三
十
五
条

代
替
性
の
あ
る
産
品
及
び
材
料

第
三
十
六
条

間
接
材
料

第
三
十
七
条

附
属
品
、
予
備
部
品
及
び
工
具

第
三
十
八
条

小
売
用
の
包
装
材
料
及
び
包
装
容
器

第
三
十
九
条

船
積
み
用
の
こ
ん
包
材
料
及
び
こ
ん
包
容
器

第
四
十
条

関
税
上
の
特
恵
待
遇
の
要
求

第
四
十
一
条

原
産
地
証
明
書

第
四
十
二
条

輸
出
に
関
す
る
義
務

第
四
十
三
条

原
産
地
証
明
書
に
基
づ
く
確
認
の
要
請

第
四
十
四
条

原
産
品
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
確
認
の
た
め
の
訪
問

第
四
十
五
条

原
産
品
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
決
定
及
び
関
税
上
の
特
恵
待
遇
に
係
る
決
定

第
四
十
六
条

秘
密
性

第
四
十
七
条

虚
偽
申
告
に
対
す
る
罰
則
及
び
措
置

第
四
十
八
条

雑
則

第
四
十
九
条

原
産
地
規
則
に
関
す
る
小
委
員
会

第
五
十
条

原
産
地
規
則
の
た
め
の
運
用
上
の
手
続
規
則

第
四
章

税
関
手
続

第
五
十
一
条

適
用
範
囲

第
五
十
二
条

定
義

第
五
十
三
条

透
明
性

第
五
十
四
条

通
関

第
五
十
五
条

協
力
及
び
情
報
の
交
換

第
五
十
六
条

税
関
手
続
に
関
す
る
小
委
員
会

第
五
章

投
資

第
五
十
七
条

適
用
範
囲

第
五
十
八
条

定
義

第
五
十
九
条

内
国
民
待
遇

第
六
十
条

最
恵
国
待
遇

第
六
十
一
条

一
般
的
待
遇

第
六
十
二
条

裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
る
権
利

第
六
十
三
条

特
定
措
置
の
履
行
要
求
の
禁
止

第
六
十
四
条

留
保
及
び
例
外

第
六
十
五
条

収
用
及
び
補
償

第
六
十
六
条

争
乱
か
ら
の
保
護

第
六
十
七
条

資
金
の
移
転

第
六
十
八
条

代
位

第
六
十
九
条

一
方
の
締
約
国
と
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
と
の
間
の
投
資
紛
争
の
解
決

第
七
十
条

一
時
的
な
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置

第
七
十
一
条

信
用
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
措
置

第
七
十
二
条

利
益
の
否
認

第
七
十
三
条

収
用
を
構
成
す
る
租
税
に
係
る
課
税
措
置

第
七
十
四
条

環
境
に
関
す
る
措
置

第
七
十
五
条

投
資
に
関
す
る
小
委
員
会

第
六
章

サ
ー
ビ
ス
の
貿
易

第
七
十
六
条

適
用
範
囲

第
七
十
七
条

定
義

第
七
十
八
条

市
場
ア
ク
セ
ス

第
七
十
九
条

内
国
民
待
遇

第
八
十
条

追
加
的
な
約
束

第
八
十
一
条

特
定
の
約
束
に
係
る
表

第
八
十
二
条

最
恵
国
待
遇

第
八
十
三
条

許
可
、
免
許
又
は
資
格

第
八
十
四
条

相
互
承
認

第
八
十
五
条

透
明
性

第
八
十
六
条

独
占
及
び
排
他
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

第
八
十
七
条

支
払
及
び
資
金
の
移
転

第
八
十
八
条

国
際
収
支
の
擁
護
の
た
め
の
制
限

第
八
十
九
条

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置

第
九
十
条

利
益
の
否
認

第
九
十
一
条

サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
に
関
す
る
小
委
員
会

第
七
章

自
然
人
の
移
動

第
九
十
二
条

適
用
範
囲

第
九
十
三
条

定
義

第
九
十
四
条

特
定
の
約
束

第
九
十
五
条

要
件
及
び
手
続

第
九
十
六
条

自
然
人
の
移
動
に
関
す
る
小
委
員
会

第
七
章
の
Ａ

電
子
商
取
引

第
九
十
六
条
の
Ａ

適
用
範
囲

第
九
十
六
条
の
Ｂ

定
義

第
九
十
六
条
の
Ｃ

オ
ン
ラ
イ
ン
の
消
費
者
の
保
護

第
九
十
六
条
の
Ｄ

個
人
情
報
の
保
護

第
九
十
六
条
の
Ｅ

国
内
規
制
の
枠
組
み

第
九
十
六
条
の
Ｆ

国
境
を
越
え
る
情
報
の
流
通

第
九
十
六
条
の
Ｇ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
設
備
の
設
置

第
九
十
六
条
の
Ｈ

ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド

第
九
十
六
条
の
Ｉ

協
力

第
八
章

エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
鉱
物
資
源

第
九
十
七
条

定
義

第
九
十
八
条

投
資
の
促
進
及
び
円
滑
化

第
九
十
九
条

輸
入
及
び
輸
出
の
制
限

第
百
条

輸
出
許
可
手
続
及
び
そ
の
運
用

第
百
一
条

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資
源
規
制
措
置

第
百
二
条

環
境
上
の
側
面

第
百
三
条

地
域
社
会
の
開
発

第
百
四
条

協
力

第
百
五
条

エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
鉱
物
資
源
に
関
す
る
小
委
員
会





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
九
章

知
的
財
産

第
百
六
条

一
般
規
定

第
百
七
条

定
義

第
百
八
条

内
国
民
待
遇
及
び
最
恵
国
待
遇

第
百
九
条

手
続
事
項

第
百
十
条

透
明
性

第
百
十
一
条

知
的
財
産
の
保
護
の
啓
発
の
促
進

第
百
十
二
条

特
許

第
百
十
三
条

意
匠

第
百
十
四
条

商
標

第
百
十
四
条
の
Ａ

地
理
的
表
示

第
百
十
五
条

著
作
権
及
び
関
連
す
る
権
利

第
百
十
六
条

植
物
の
新
品
種

第
百
十
七
条

不
正
競
争
行
為

第
百
十
八
条

開
示
さ
れ
て
い
な
い
情
報
の
保
護

第
百
十
九
条

国
境
措
置
に
係
る
権
利
行
使

第
百
二
十
条

民
事
上
の
救
済
に
係
る
権
利
行
使

第
百
二
十
一
条

刑
事
上
の
制
裁
に
係
る
権
利
行
使

第
百
二
十
二
条

協
力

第
百
二
十
三
条

知
的
財
産
に
関
す
る
小
委
員
会

第
十
章

政
府
調
達

第
百
二
十
三
条
の
Ａ

原
則

第
百
二
十
三
条
の
Ｂ

調
達
に
関
す
る
情
報

第
百
二
十
三
条
の
Ｃ

新
た
な
交
渉

第
百
二
十
四
条

情
報
の
交
換

第
百
二
十
四
条
の
Ａ

協
力

第
百
二
十
五
条

政
府
調
達
に
関
す
る
小
委
員
会

第
十
一
章

競
争

第
百
二
十
六
条

反
競
争
的
行
為
に
対
す
る
取
組
に
よ
る
競
争
の
促
進

第
百
二
十
七
条

競
争
の
促
進
に
関
す
る
協
力

第
百
二
十
八
条

無
差
別
待
遇

第
百
二
十
九
条

手
続
の
公
正
な
実
施

第
百
三
十
条

第
九
条
２
の
規
定
の
不
適
用

第
十
二
章

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整
備
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
上
で
の
信
頼
の
増
進

第
百
三
十
一
条

基
本
原
則

第
百
三
十
二
条

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整
備
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
上
で
の
信
頼
の
増
進
に
関
す
る
小
委
員
会

第
百
三
十
三
条

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整
備
に
関
す
る
連
絡
事
務
所

第
十
三
章

協
力

第
百
三
十
四
条

基
本
原
則

第
百
三
十
五
条

協
力
の
範
囲
及
び
形
態

第
百
三
十
六
条

協
力
の
費
用

第
百
三
十
七
条

協
力
に
関
す
る
小
委
員
会

第
十
四
章

紛
争
解
決

第
百
三
十
八
条

適
用
範
囲

第
百
三
十
九
条

一
般
原
則

第
百
四
十
条

協
議

第
百
四
十
一
条

あ
っ
せ
ん
、
調
停
又
は
仲
介

第
百
四
十
二
条

仲
裁
裁
判
所
の
設
置

第
百
四
十
三
条

仲
裁
裁
判
所
の
任
務

第
百
四
十
四
条

仲
裁
裁
判
手
続

第
百
四
十
五
条

仲
裁
裁
判
手
続
の
停
止
及
び
終
了

第
百
四
十
六
条

裁
定
の
実
施

第
百
四
十
七
条

期
間
の
変
更

第
百
四
十
八
条

費
用

第
十
五
章

最
終
規
定

第
百
四
十
九
条

目
次
及
び
見
出
し

第
百
五
十
条

附
属
書
、
付
録
及
び
注
釈

第
百
五
十
一
条

一
般
的
な
見
直
し

第
百
五
十
二
条

改
正

第
百
五
十
三
条

効
力
発
生

第
百
五
十
四
条

終
了

附
属
書
一
（
第
二
章
関
係
）

第
二
十
条
に
関
す
る
表

付
録
Ａ

附
属
書
一
第
二
編
第
一
節
７
の
規
定
に
関
連
す
る
証
明
書

附
属
書
二
（
第
三
章
関
係
）

品
目
別
規
則

附
属
書
三
（
第
三
章
関
係
）

原
産
地
証
明
書
の
必
要
的
記
載
事
項

附
属
書
四
（
第
五
章
関
係
）

第
六
十
四
条
１
⒜
に
規
定
す
る
措
置
に
関
す
る
留
保

附
属
書
五
（
第
五
章
関
係
）

第
六
十
四
条
３
に
規
定
す
る
措
置
に
関
す
る
留
保

附
属
書
六
（
第
五
章
関
係
）

第
六
十
九
条
21
に
規
定
す
る
投
資
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
追
加
的
な
規
定

附
属
書
七
（
第
六
章
関
係
）

金
融
サ
ー
ビ
ス

附
属
書
八
（
第
六
章
関
係
）

第
八
十
一
条
に
関
す
る
特
定
の
約
束
に
係
る
表

附
属
書
九
（
第
六
章
関
係
）

第
八
十
二
条
に
関
す
る
最
恵
国
待
遇
の
免
除
に
係
る
表

附
属
書
十
（
第
七
章
関
係
）

自
然
人
の
移
動
に
関
す
る
特
定
の
約
束

附
属
書
十
一
（
第
八
章
関
係
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資
源
物
品
の
表

附
属
書
十
二
（
第
八
章
関
係
）

第
九
十
八
条
２
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資
源
分
野
に
お
け
る
投
資
の
促

進
及
び
円
滑
化
に
関
す
る
追
加
的
な
規
定

附
属
書
Ｂ

協
定
附
属
書
一
（
第
二
章
関
係
）（
第
二
十
条
に
関
す
る
表
）
の
改
正

第
一
編

一
般
的
注
釈

第
Ｂ
一
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
編
１
の
柱
書
き
中
「
次
編
第
二
節
及
び
第
三
編
第
二
節
」
を
「
次
編
第
二
節
及
び
第
三
節
並
び
に
第
三
編
第
二

節
及
び
第
三
節
」
に
改
め
る
。

２

同
編
１
⒣
中
「
日
本
国
の
」
を
削
る
。

３

同
編
１
中
⒥
を
⒭
と
し
、

の
次
に
次
の
⒥
か
ら
⒬
ま
で
を
加
え
る
。

⒥

表
の
４
欄
に
「
Ｅ
０
」
を
掲
げ
た
品
目
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生

の
日
に
撤
廃
す
る
。

⒦

表
の
４
欄
に
「
Ｅ
３
」
を
掲
げ
た
品
目
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生

の
日
か
ら
行
わ
れ
る
基
準
税
率
か
ら
無
税
ま
で
の
四
回
の
毎
年
均
等
な
引
下
げ
に
よ
り
、
撤
廃
す
る
。

⒧

表
の
４
欄
に
「
Ｅ
５
」
を
掲
げ
た
品
目
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生

の
日
か
ら
行
わ
れ
る
基
準
税
率
か
ら
無
税
ま
で
の
六
回
の
毎
年
均
等
な
引
下
げ
に
よ
り
、
撤
廃
す
る
。

⒨

表
の
４
欄
に
「
Ｅ
７
」
を
掲
げ
た
品
目
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生

の
日
か
ら
行
わ
れ
る
基
準
税
率
か
ら
無
税
ま
で
の
八
回
の
毎
年
均
等
な
引
下
げ
に
よ
り
、
撤
廃
す
る
。

⒩

表
の
４
欄
に
「
Ｅ
10
」
を
掲
げ
た
品
目
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生

の
日
か
ら
行
わ
れ
る
基
準
税
率
か
ら
無
税
ま
で
の
十
一
回
の
毎
年
均
等
な
引
下
げ
に
よ
り
、
撤
廃
す
る
。
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１

２

３

４

５

関
税
率
表
番
号

品

名

基
準
税
率

区
分
注
釈

第
三
類

魚
並
び
に
甲
殻
類
、
軟
体
動
物
及
び
そ
の
他
の
水
棲せ

い

無
脊
椎
動
物

〇
三
・
〇
一

魚
（
生
き
て
い
る
も
の
に
限
る
。）

そ
の
他
の
魚
（
生
き
て
い
る
も
の
に
限
る
。）

〇
三
〇
一
・
九
四
の
う
ち

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
テ
ィ
ヌ
ス
及
び
ト
ゥ
ヌ
ス
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
）

養
魚
用
の
稚
魚
以
外
の
も
の

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
テ
ィ
ヌ
ス
）

三
・
五
％
Ｅ
５

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
）

三
・
五
％
Ｅ
５

〇
三
〇
一
・
九
五
の
う
ち

み
な
み
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
マ
ッ
コ
イ
イ
）

養
魚
用
の
稚
魚
以
外
の
も
の

三
・
五
％
Ｅ
５

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

⒪

表
の
４
欄
に
「
Ｅ
15
」
を
掲
げ
た
品
目
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生

の
日
か
ら
行
わ
れ
る
基
準
税
率
か
ら
無
税
ま
で
の
十
六
回
の
毎
年
均
等
な
引
下
げ
に
よ
り
、
撤
廃
す
る
。

⒫

表
の
４
欄
に
「
Ｄ
２
」
を
掲
げ
た
品
目
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生

の
日
か
ら
行
わ
れ
る
基
準
税
率
か
ら
の
二
回
の
毎
年
均
等
な
引
下
げ
に
よ
り
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
。

⒬

表
の
４
欄
に
「
Ｄ
５
」
を
掲
げ
た
品
目
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生

の
日
か
ら
行
わ
れ
る
基
準
税
率
か
ら
の
五
回
の
毎
年
均
等
な
引
下
げ
に
よ
り
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
。

第
Ｂ
二
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
中
３
を
削
り
、
２
の
次
に
次
の
３
か
ら
３
Ｂ
ま
で
を
加
え
る
。

３

次
編
第
二
節
及
び
第
三
編
第
二
節
に
お
け
る
記
載
は
、
二
千
二
年
一
月
一
日
に
改
正
さ
れ
た
統
一
シ
ス
テ
ム
に

従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
次
編
第
三
節
及
び
第
三
編
第
三
節
に
お
け
る
記
載
は
、
二
千
十
七
年
一
月
一
日
に

改
正
さ
れ
た
統
一
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

３
Ａ

次
編
第
三
節
に
規
定
す
る
日
本
国
の
表
に
定
め
る
関
税
に
係
る
約
束
は
、
当
該
関
税
に
係
る
約
束
に
対
応
す

る
関
税
に
係
る
約
束
で
あ
っ
て
同
編
第
二
節
に
規
定
す
る
日
本
国
の
表
に
定
め
る
も
の
に
優
先
す
る
。

３
Ｂ

第
三
編
第
三
節
に
規
定
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
表
に
定
め
る
関
税
に
係
る
約
束
は
、
当
該
関
税
に
係
る
約
束

に
対
応
す
る
関
税
に
係
る
約
束
で
あ
っ
て
同
編
第
二
節
に
規
定
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
表
に
定
め
る
も
の
に
優
先

す
る
。第

Ｂ
三
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
４
中
「
次
編
第
二
節
及
び
第
三
編
第
二
節
」
を
「
次
編
第
二
節
及
び
第
三
節
並
び
に
第
三
編

第
二
節
及
び
第
三
節
」
に
改
め
る
。

第
Ｂ
四
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
５
中
⒜
及
び
⒝
を
削
り
、
次
の
⒜
か
ら
⒞
ま
で
を
加
え
る
。

⒜

１
⒜
か
ら
⒢
ま
で
の
規
定
の
適
用
上
、
一
年
目
の
引
下
げ
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
行
う
。

⒝

１
⒣
及
び
⒥
か
ら
⒬
ま
で
の
規
定
の
適
用
上
、
一
年
目
の
引
下
げ
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
に
行
う
。

⒞

そ
の
後
の
毎
年
の
引
下
げ
は
、こ
の
編（
当
該
引
下
げ
が
日
本
国
の
表
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）

及
び
次
編
に
つ
い
て
は
毎
年
四
月
一
日
に
行
い
、
こ
の
編
（
当
該
引
下
げ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
表
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）及
び
第
三
編
に
つ
い
て
は
毎
年
一
月
一
日
に
行
う
。

第
Ｂ
五
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
６
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

こ
の
編
及
び
次
編
の
規
定
（
こ
の
編
の
規
定
に
つ
い
て
は
日
本
国
の
表
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。）

の
適
用
上
、「
年
」
と
は
、

⒜

一
年
目
に
つ
い
て
は
、
次
の
期
間
を
い
う
。

こ
の
編
の
１
⒜
か
ら
⒢
ま
で
及
び
５
⒜
並
び
に
次
編
第
一
節
１
、
４
及
び
５
並
び
に
第
二
節
の
規
定
の
適

用
上
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
そ
の
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

こ
の
編
の
１
⒣
及
び
⒥
か
ら
⒪
ま
で
、
５
⒝
並
び
に
８
並
び
に
次
編
第
一
節
２
、
３
、
６
及
び
７
並
び
に

第
三
節
の
規
定
の
適
用
上
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
そ
の
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

⒝

そ
の
後
の
各
年
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
年
の
四
月
一
日
に
開
始
す
る
十
二
箇
月
の
期
間
を
い
う
。

第
二
編

日
本
国
の
表

第
Ｂ
八
条

協
定
附
属
書
一
第
二
編
第
一
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
節
柱
書
き
中
「
１
か
ら
６
ま
で
」
を
「
１
か
ら
７
ま
で
」
に
、「
次
節
」
を
「
次
節
及
び
第
三
節
」
に
改
め
る
。

２

同
節
２
⒜

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

合
計
割
当
数
量
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
、
毎
年
四
千
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
と
す
る
。

３

同
節
２
⒜

を
削
る
。

４

同
節
３
⒜

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

合
計
割
当
数
量
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
、
毎
年
八
百
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
と
す
る
。

５

同
節
３
⒜

を
削
る
。

６

同
節
６
⒜

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

合
計
割
当
数
量
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
、
毎
年
三
万
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
と
す
る
。

７

同
節
６
⒜

を
削
る
。

８

同
節
６
の
次
に
次
の
７
を
加
え
る
。

７

表
の
４
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
関
税
の
撤
廃
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
こ
の
附
属
書
の
付
録

Ａ
の
規
定
に
従
っ
て
証
明
す
る
原
産
品
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

９

こ
の
附
属
書
の
付
録
Ａ
を
協
定
附
属
書
一
の
付
録
Ａ
と
し
て
協
定
に
加
え
る
。

第
Ｂ
九
条

協
定
附
属
書
一
第
二
編
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
編
第
二
節
の
次
に
次
の
節
を
加
え
る
。

第
三
節

前
節
の
表
に
定
め
る
関
税
に
係
る
約
束
を
修
正
す
る
日
本
国
の
表

２

同
編
第
三
節
に
次
の
表
を
加
え
る
。

第
Ｂ
六
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
７
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

７

こ
の
編
及
び
第
三
編
の
規
定
（
こ
の
編
の
規
定
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
表
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
場
合

に
限
る
。）の
適
用
上
、「
年
」
と
は
、

⒜

一
年
目
に
つ
い
て
は
、
次
の
期
間
を
い
う
。

こ
の
編
の
１
⒜
か
ら
⒢
ま
で
及
び
５
⒜
並
び
に
第
三
編
第
一
節
（
２
Ａ
及
び
15
Ａ
の
規
定
を
除
く
。）及
び

第
二
節
の
規
定
の
適
用
上
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
そ
の
後
の
最
初
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

期
間こ

の
編
の
１
⒣
、
⒧
、
⒫
及
び
⒬
、
５
⒝
並
び
に
８
並
び
に
第
三
編
第
一
節
２
Ａ
及
び
15
Ａ
並
び
に
第
三

節
の
規
定
の
適
用
上
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
そ
の
後
の
最
初
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

⒝

そ
の
後
の
各
年
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
年
の
一
月
一
日
に
開
始
す
る
十
二
箇
月
の
期
間
を
い
う
。

第
Ｂ
七
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
８
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

８

関
税
割
当
て
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
一
年
目
が
十
二
箇
月
未
満
の
場
合
に
は
、
次
編
第
一
節
及
び
第
三
編
第

一
節
に
定
め
る
一
年
目
の
合
計
割
当
数
量
は
、
残
余
の
完
全
な
月
数
に
比
例
す
る
数
量
に
減
ず
る
。
第
一
段
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
編
第
一
節
に
定
め
る
合
計
割
当
数
量
に
関
し
て
は
、
第
一
段
の
規
定
に
従
っ
て
減
ぜ
ら
れ

た
合
計
割
当
数
量
が
一
年
目
に
お
い
て
議
定
書
の
効
力
発
生
の
前
に
既
に
適
用
さ
れ
て
い
る
合
計
割
当
数
量
を
下

回
る
場
合
に
は
、
当
該
既
に
適
用
さ
れ
て
い
る
合
計
割
当
数
量
を
一
年
目
の
合
計
割
当
数
量
と
す
る
。
こ
の
８
の

規
定
の
適
用
上
、
次
編
第
一
節
及
び
第
三
編
第
一
節
の
関
連
す
る
規
定
に
特
定
す
る
単
位
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
、
一
・
〇
未
満
の
端
数
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
（
〇
・
五
は
、
一
・
〇
と
す
る
。）。





〇
三
〇
一
・
九
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

養
魚
用
の
稚
魚
以
外
の
も
の

そ
の
他
の
も
の

ひ
ら
め
（
パ
ラ
リ
ク
テ
ィ
ス
属
の
も
の
）

三
・
五
％
Ｅ
５

〇
三
・
〇
二

魚
（
生
鮮
の
も
の
及
び
冷
蔵
し
た
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
第
〇
三
・
〇
四
項
の
魚

の
フ
ィ
レ
そ
の
他
の
魚
肉
を
除
く
。）

ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
属
の
も
の
）及
び
か
つ
お（
エ
ウ
テ
ィ
ヌ
ス（
カ
ツ
オ
ヌ
ス
）・

ペ
ラ
ミ
ス
）（
第
〇
三
〇
二
・
九
一
号
か
ら
第
〇
三
〇
二
・
九
九
号
ま
で
の
食
用
の

魚
の
く
ず
肉
を
除
く
。）

〇
三
〇
二
・
三
三

か
つ
お

三
・
五
％
Ｅ
５

〇
三
〇
二
・
三
五
の
う
ち

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
テ
ィ
ヌ
ス
及
び
ト
ゥ
ヌ
ス
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
）

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
）

Ｅ
０

〇
三
〇
二
・
三
九

そ
の
他
の
も
の

Ｅ
０

〇
三
・
〇
三

魚
（
冷
凍
し
た
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
第
〇
三
・
〇
四
項
の
魚
の
フ
ィ
レ
そ
の
他

の
魚
肉
を
除
く
。）

ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
属
の
も
の
）及
び
か
つ
お（
エ
ウ
テ
ィ
ヌ
ス（
カ
ツ
オ
ヌ
ス
）・

ペ
ラ
ミ
ス
）（
第
〇
三
〇
三
・
九
一
号
か
ら
第
〇
三
〇
三
・
九
九
号
ま
で
の
食
用
の

魚
の
く
ず
肉
を
除
く
。）

〇
三
〇
三
・
四
二

き
は
だ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
ア
ル
バ
カ
レ
ス
）

三
・
五
％
Ｅ
５

〇
三
〇
三
・
四
五
の
う
ち

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
テ
ィ
ヌ
ス
及
び
ト
ゥ
ヌ
ス
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
）

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
）

Ｅ
０

〇
三
〇
三
・
四
九

そ
の
他
の
も
の

Ｅ
０

そ
の
他
の
魚
（
第
〇
三
〇
三
・
九
一
号
か
ら
第
〇
三
〇
三
・
九
九
号
ま
で
の
食
用

の
魚
の
く
ず
肉
を
除
く
。）

〇
三
〇
三
・
八
一

さ
め

Ｅ
０

〇
三
〇
三
・
八
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

に
し
ん
（
ク
ル
ペ
ア
属
の
も
の
）、
ぶ
り
（
セ
リ
オ
ー
ラ
属
の
も
の
）、
さ

ば
（
ス
コ
ム
ベ
ル
属
の
も
の
）
及
び
う
る
め
い
わ
し
（
エ
ト
ル
メ
ウ
ス
属

の
も
の
）
並
び
に
バ
ラ
ク
ー
タ
（
か
ま
す
科
又
は
く
ろ
た
ち
か
ま
す
科
の

も
の
）、
キ
ン
グ
ク
リ
ッ
プ
（
ゲ
ニ
ュ
プ
テ
ル
ス
属
の
も
の
）
及
び
た
い

（
た
い
科
の
も
の
）
以
外
の
も
の

た
ち
う
お

三
・
五
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の（
ふ
ぐ
、め
ぬ
け
類（
セ
バ
ス
テ
ス
属
の
も
の
に
限
る
。）、

ぎ
ん
だ
ら
、
き
ん
め
だ
い
、
あ
ゆ
及
び
く
さ
か
り
つ
ぼ
だ
い
（
プ
セ
ウ

ド
ペ
ン
タ
ケ
ロ
ス
・
ウ
ェ
エ
レ
リ
に
限
る
。）を
除
く
。）

さ
ん
ま（
コ
ロ
ラ
ビ
ス
属
の
も
の
。コ
ロ
ラ
ビ
ス
・
サ
イ
ラ
を
除
く
。）

Ｘ

そ
の
他
の
も
の

三
・
五
％
Ｅ
15

〇
三
・
〇
四

魚
の
フ
ィ
レ
そ
の
他
の
魚
肉
（
生
鮮
の
も
の
及
び
冷
蔵
し
又
は
冷
凍
し
た
も
の
に
限

る
も
の
と
し
、
細
か
く
切
り
刻
ん
で
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
な
い
。）

魚
の
フ
ィ
レ
（
テ
ィ
ラ
ピ
ア
（
オ
レ
オ
ク
ロ
ミ
ス
属
の
も
の
）、
な
ま
ず
（
パ
ン

ガ
シ
ウ
ス
属
、
シ
ル
ル
ス
属
、
ク
ラ
リ
ア
ス
属
又
は
イ
ク
タ
ル
ル
ス
属
の
も
の
）、

こ
い
（
ク
テ
ノ
フ
ァ
リ
ュ
ン
ゴ
ド
ン
・
イ
デ
ル
ル
ス
、
ミ
ュ
ロ
フ
ァ
リ
ュ
ン
ゴ
ド

ン
・
ピ
ケ
ウ
ス
、
カ
ト
ラ
・
カ
ト
ラ
、
オ
ス
テ
オ
キ
ル
ス
・
ハ
セ
ル
テ
ィ
、
レ
プ

ト
バ
ル
ブ
ス
・
ホ
イ
ヴ
ェ
ニ
及
び
キ
ュ
プ
リ
ヌ
ス
属
、
カ
ラ
シ
ウ
ス
属
、
ヒ
ュ
ポ

フ
タ
ル
ミ
ク
テ
ュ
ス
属
、
キ
ル
リ
ヌ
ス
属
、
ラ
ベ
オ
属
又
は
メ
ガ
ロ
ブ
ラ
マ
属
の

も
の
）、
う
な
ぎ
（
ア
ン
グ
イ
ル
ラ
属
の
も
の
）、
ナ
イ
ル
パ
ー
チ
（
ラ
テ
ス
・
ニ

ロ
テ
ィ
ク
ス
）
又
は
ら
い
ぎ
ょ
（
カ
ン
ナ
属
の
も
の
）
の
も
の
）（
生
鮮
の
も
の
及

び
冷
蔵
し
た
も
の
に
限
る
。）

〇
三
〇
四
・
三
一

テ
ィ
ラ
ピ
ア
（
オ
レ
オ
ク
ロ
ミ
ス
属
の
も
の
）

三
・
五
％
Ｅ
５

〇
三
〇
四
・
三
二

な
ま
ず
（
パ
ン
ガ
シ
ウ
ス
属
、
シ
ル
ル
ス
属
、
ク
ラ
リ
ア
ス
属
又
は
イ
ク
タ
ル

ル
ス
属
の
も
の
）

三
・
五
％
Ｅ
５

〇
三
〇
四
・
三
九

そ
の
他
の
も
の

三
・
五
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
魚
の
フ
ィ
レ
（
生
鮮
の
も
の
及
び
冷
蔵
し
た
も
の
に
限
る
。）

〇
三
〇
四
・
四
五

め
か
じ
き
（
ク
ス
ィ
フ
ィ
ア
ス
・
グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
）

三
・
五
％
Ｅ
５

〇
三
〇
四
・
四
八

え
い
（
が
ん
ぎ
え
い
科
の
も
の
）

三
・
五
％
Ｅ
５

〇
三
〇
四
・
四
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

に
し
ん
（
ク
ル
ペ
ア
属
の
も
の
）、
ぶ
り
（
セ
リ
オ
ー
ラ
属
の
も
の
）、
さ

ば
（
ス
コ
ム
ベ
ル
属
の
も
の
）、
い
わ
し
（
エ
ト
ル
メ
ウ
ス
属
、サ
ル
デ
ィ

ノ
プ
ス
属
又
は
エ
ン
グ
ラ
ウ
リ
ス
属
の
も
の
）、
あ
じ
（
ト
ラ
ク
ル
ス
属

又
は
デ
カ
プ
テ
ル
ス
属
の
も
の
）
及
び
さ
ん
ま（
コ
ロ
ラ
ビ
ス
属
の
も
の
）

以
外
の
も
の

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
テ
ィ
ヌ
ス
及
び
ト
ゥ
ヌ
ス
・
オ
リ
エ
ン
タ

リ
ス
）
及
び
み
な
み
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
マ
ッ
コ
イ
イ
）
以
外
の
も

の

三
・
五
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の
（
生
鮮
の
も
の
及
び
冷
蔵
し
た
も
の
に
限
る
。）

〇
三
〇
四
・
五
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

に
し
ん
（
ク
ル
ペ
ア
属
の
も
の
）、
ぶ
り
（
セ
リ
オ
ー
ラ
属
の
も
の
）、
さ

ば
（
ス
コ
ム
ベ
ル
属
の
も
の
）、
い
わ
し
（
エ
ト
ル
メ
ウ
ス
属
、サ
ル
デ
ィ

ノ
プ
ス
属
又
は
エ
ン
グ
ラ
ウ
リ
ス
属
の
も
の
）、
あ
じ
（
ト
ラ
ク
ル
ス
属

又
は
デ
カ
プ
テ
ル
ス
属
の
も
の
）
及
び
さ
ん
ま（
コ
ロ
ラ
ビ
ス
属
の
も
の
）

以
外
の
も
の

バ
ラ
ク
ー
タ
（
か
ま
す
科
又
は
く
ろ
た
ち
か
ま
す
科
の
も
の
）、
キ
ン

グ
ク
リ
ッ
プ
（
ゲ
ニ
ュ
プ
テ
ル
ス
属
の
も
の
）
及
び
た
い
（
た
い
科
の

も
の
）
以
外
の
も
の

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
テ
ィ
ヌ
ス
及
び
ト
ゥ
ヌ
ス
・
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ス
）
及
び
み
な
み
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
マ
ッ
コ
イ
イ
）
以
外

の
も
の

Ｅ
０

〇
三
・
〇
五

魚
（
乾
燥
し
、
塩
蔵
し
又
は
塩
水
漬
け
し
た
も
の
に
限
る
。）、
く
ん
製
し
た
魚
（
く

ん
製
す
る
前
に
又
は
く
ん
製
す
る
際
に
加
熱
に
よ
る
調
理
を
し
て
あ
る
か
な
い
か
を

問
わ
な
い
。）並
び
に
魚
の
粉
、
ミ
ー
ル
及
び
ペ
レ
ッ
ト
（
食
用
に
適
す
る
も
の
に
限

る
。）乾

燥
し
た
魚
（
食
用
の
魚
の
く
ず
肉
を
除
き
、
塩
蔵
し
て
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ

な
い
も
の
と
し
、
く
ん
製
し
た
も
の
を
除
く
。）

〇
三
〇
五
・
五
二

テ
ィ
ラ
ピ
ア
（
オ
レ
オ
ク
ロ
ミ
ス
属
の
も
の
）、
な
ま
ず
（
パ
ン
ガ
シ
ウ
ス
属
、

シ
ル
ル
ス
属
、
ク
ラ
リ
ア
ス
属
又
は
イ
ク
タ
ル
ル
ス
属
の
も
の
）、
こ
い
（
ク

テ
ノ
フ
ァ
リ
ュ
ン
ゴ
ド
ン
・
イ
デ
ル
ル
ス
、
ミ
ュ
ロ
フ
ァ
リ
ュ
ン
ゴ
ド
ン
・
ピ

ケ
ウ
ス
、
カ
ト
ラ
・
カ
ト
ラ
、
オ
ス
テ
オ
キ
ル
ス
・
ハ
セ
ル
テ
ィ
、
レ
プ
ト
バ

ル
ブ
ス
・
ホ
イ
ヴ
ェ
ニ
及
び
キ
ュ
プ
リ
ヌ
ス
属
、
カ
ラ
シ
ウ
ス
属
、
ヒ
ュ
ポ
フ

タ
ル
ミ
ク
テ
ュ
ス
属
、
キ
ル
リ
ヌ
ス
属
、
ラ
ベ
オ
属
又
は
メ
ガ
ロ
ブ
ラ
マ
属
の

も
の
）、
う
な
ぎ
（
ア
ン
グ
イ
ル
ラ
属
の
も
の
）、
ナ
イ
ル
パ
ー
チ
（
ラ
テ
ス
・

ニ
ロ
テ
ィ
ク
ス
）
及
び
ら
い
ぎ
ょ
（
カ
ン
ナ
属
の
も
の
）

一
〇
・
五
％
Ｅ
７

〇
三
〇
五
・
五
四
の
う
ち

に
し
ん
（
ク
ル
ペ
ア
・
ハ
レ
ン
グ
ス
及
び
ク
ル
ペ
ア
・
パ
ラ
ス
ィ
イ
）、
か
た

く
ち
い
わ
し
（
エ
ン
グ
ラ
ウ
リ
ス
属
の
も
の
）、
い
わ
し
（
ス
プ
ラ
ト
ゥ
ス
・

ス
プ
ラ
ト
ゥ
ス
、
サ
ル
デ
ィ
ナ
・
ピ
ル
カ
ル
ド
ゥ
ス
及
び
サ
ル
デ
ィ
ノ
プ
ス
属

又
は
サ
ル
デ
ィ
ネ
ル
ラ
属
の
も
の
）、
さ
ば
（
ス
コ
ム
ベ
ル
・
ス
コ
ム
ブ
ル
ス
、

ス
コ
ム
ベ
ル
・
ア
ウ
ス
ト
ラ
ラ
シ
ク
ス
及
び
ス
コ
ム
ベ
ル
・
ヤ
ポ
ニ
ク
ス
）、

ぐ
る
く
ま
（
ラ
ス
ト
レ
ル
リ
ゲ
ル
属
の
も
の
）、
さ
わ
ら
（
ス
コ
ム
ベ
ロ
モ
ル

ス
属
の
も
の
）、
ま
あ
じ
（
ト
ラ
ク
ル
ス
属
の
も
の
）、
ぎ
ん
が
め
あ
じ
（
カ
ラ

ン
ク
ス
属
の
も
の
）、
す
ぎ
（
ラ
キ
ュ
ケ
ン
ト
ロ
ン
・
カ
ナ
ド
ゥ
ム
）、
ま
な
が

つ
お
（
パ
ム
プ
ス
属
の
も
の
）、
さ
ん
ま
（
コ
ロ
ラ
ビ
ス
・
サ
イ
ラ
）、
む
ろ
あ

じ
（
デ
カ
プ
テ
ル
ス
属
の
も
の
）、
か
ら
ふ
と
し
し
ゃ
も
（
マ
ル
ロ
ト
ゥ
ス
・

ヴ
ィ
ル
ロ
ス
ス
）、
め
か
じ
き
（
ク
ス
ィ
フ
ィ
ア
ス
・
グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
）、
す
ま

（
エ
ウ
テ
ィ
ヌ
ス
・
ア
フ
ィ
ニ
ス
）、
は
が
つ
お
（
サ
ル
ダ
属
の
も
の
）
及
び

か
じ
き
（
ま
か
じ
き
科
の
も
の
）

に
し
ん
（
ク
ル
ペ
ア
・
ハ
レ
ン
グ
ス
及
び
ク
ル
ペ
ア
・
パ
ラ
ス
ィ
イ
）、

い
わ
し
（
サ
ル
デ
ィ
ノ
プ
ス
属
又
は
エ
ン
グ
ラ
ウ
リ
ス
属
の
も
の
）、
さ

ば
（
ス
コ
ム
ベ
ル
・
ス
コ
ム
ブ
ル
ス
、
ス
コ
ム
ベ
ル
・
ア
ウ
ス
ト
ラ
ラ
シ

ク
ス
及
び
ス
コ
ム
ベ
ル
・
ヤ
ポ
ニ
ク
ス
）、
あ
じ
（
ト
ラ
ク
ル
ス
属
又
は

デ
カ
プ
テ
ル
ス
属
の
も
の
）
及
び
さ
ん
ま
（
コ
ロ
ラ
ビ
ス
・
サ
イ
ラ
）
以

外
の
も
の

一
〇
・
五
％
Ｅ
７

〇
三
〇
五
・
五
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

さ
け
科
の
も
の
以
外
の
も
の

に
し
ん
（
ク
ル
ペ
ア
属
の
も
の
）、
ぶ
り
（
セ
リ
オ
ー
ラ
属
の
も
の
）、

さ
ば
（
ス
コ
ム
ベ
ル
属
の
も
の
）
及
び
う
る
め
い
わ
し
（
エ
ト
ル
メ
ウ

ス
属
の
も
の
）
以
外
の
も
の

さ
ん
ま（
コ
ロ
ラ
ビ
ス
属
の
も
の
。コ
ロ
ラ
ビ
ス
・
サ
イ
ラ
を
除
く
。）

Ｘ

そ
の
他
の
も
の

一
〇
・
五
％
Ｅ
15

魚
の
ひ
れ
、
頭
、
尾
、
浮
袋
そ
の
他
の
食
用
の
魚
の
く
ず
肉

〇
三
〇
五
・
七
二
の
う
ち

魚
の
頭
、
尾
及
び
浮
袋

浮
袋
以
外
の
も
の

乾
燥
し
た
も
の

さ
け
科
の
も
の
以
外
の
も
の

に
し
ん
（
ク
ル
ペ
ア
属
の
も
の
）、
た
ら
（
ガ
ド
ゥ
ス
属
、
テ
ラ

グ
ラ
属
又
は
メ
ル
ル
シ
ウ
ス
属
の
も
の
）、
ぶ
り
（
セ
リ
オ
ー
ラ

属
の
も
の
）、
さ
ば
（
ス
コ
ム
ベ
ル
属
の
も
の
）、
い
わ
し
（
エ
ト

ル
メ
ウ
ス
属
、
サ
ル
デ
ィ
ノ
プ
ス
属
又
は
エ
ン
グ
ラ
ウ
リ
ス
属
の

も
の
）、
あ
じ
（
ト
ラ
ク
ル
ス
属
又
は
デ
カ
プ
テ
ル
ス
属
の
も
の
）

及
び
さ
ん
ま
（
コ
ロ
ラ
ビ
ス
属
の
も
の
）
以
外
の
も
の

一
〇
・
五
％
Ｅ
７
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〇
三
〇
五
・
七
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

内
臓
以
外
の
も
の

乾
燥
し
た
も
の

さ
け
科
の
も
の
以
外
の
も
の

に
し
ん
（
ク
ル
ペ
ア
属
の
も
の
）、
た
ら
（
ガ
ド
ゥ
ス
属
、
テ
ラ

グ
ラ
属
又
は
メ
ル
ル
シ
ウ
ス
属
の
も
の
）、
ぶ
り
（
セ
リ
オ
ー
ラ

属
の
も
の
）、
さ
ば
（
ス
コ
ム
ベ
ル
属
の
も
の
）、
い
わ
し
（
エ
ト

ル
メ
ウ
ス
属
、
サ
ル
デ
ィ
ノ
プ
ス
属
又
は
エ
ン
グ
ラ
ウ
リ
ス
属
の

も
の
）、
あ
じ
（
ト
ラ
ク
ル
ス
属
又
は
デ
カ
プ
テ
ル
ス
属
の
も
の
）

及
び
さ
ん
ま
（
コ
ロ
ラ
ビ
ス
属
の
も
の
）
以
外
の
も
の

一
〇
・
五
％
Ｅ
７

〇
三
・
〇
六

甲
殻
類
（
生
き
て
い
る
も
の
、
生
鮮
の
も
の
及
び
冷
蔵
し
、
冷
凍
し
、
乾
燥
し
、
塩

蔵
し
又
は
塩
水
漬
け
し
た
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
殻
を
除
い
て
あ
る
か
な
い
か
を

問
わ
な
い
。）、
く
ん
製
し
た
甲
殻
類
（
殻
を
除
い
て
あ
る
か
な
い
か
又
は
く
ん
製
す

る
前
に
若
し
く
は
く
ん
製
す
る
際
に
加
熱
に
よ
る
調
理
を
し
て
あ
る
か
な
い
か
を
問

わ
な
い
。）、
蒸
気
又
は
水
煮
に
よ
る
調
理
を
し
た
殻
付
き
の
甲
殻
類
（
冷
蔵
し
、
冷

凍
し
、乾
燥
し
、塩
蔵
し
又
は
塩
水
漬
け
し
た
も
の
で
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
な
い
。）

並
び
に
甲
殻
類
の
粉
、
ミ
ー
ル
及
び
ペ
レ
ッ
ト
（
食
用
に
適
す
る
も
の
に
限
る
。）

冷
凍
し
た
も
の

〇
三
〇
六
・
一
四
の
う
ち

か
に

が
ざ
み

四
・
〇
％
Ｅ
５

生
き
て
い
る
も
の
、
生
鮮
の
も
の
及
び
冷
蔵
し
た
も
の

〇
三
〇
六
・
三
三
の
う
ち

か
に

が
ざ
み

四
・
〇
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の

〇
三
〇
六
・
九
三

か
に

く
ん
製
し
た
も
の

七
・
二
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の

一
〇
・
〇
％
Ｅ
７

〇
三
・
〇
七

軟
体
動
物
（
生
き
て
い
る
も
の
、
生
鮮
の
も
の
及
び
冷
蔵
し
、
冷
凍
し
、
乾
燥
し
、

塩
蔵
し
又
は
塩
水
漬
け
し
た
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
殻
を
除
い
て
あ
る
か
な
い
か

を
問
わ
な
い
。）、
く
ん
製
し
た
軟
体
動
物
（
殻
を
除
い
て
あ
る
か
な
い
か
又
は
く
ん

製
す
る
前
に
若
し
く
は
く
ん
製
す
る
際
に
加
熱
に
よ
る
調
理
を
し
て
あ
る
か
な
い
か

を
問
わ
な
い
。）並
び
に
軟
体
動
物
の
粉
、
ミ
ー
ル
及
び
ペ
レ
ッ
ト
（
食
用
に
適
す
る

も
の
に
限
る
。）

か
き

〇
三
〇
七
・
一
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

く
ん
製
し
た
も
の

貝
柱

六
・
七
％
Ｅ
３

ス
キ
ャ
ロ
ッ
プ
（
ペ
ク
テ
ン
属
、
ク
ラ
ミ
ュ
ス
属
又
は
プ
ラ
コ
ペ
ク
テ
ン
属
の
も

の
。
い
た
や
貝
を
含
む
。）

〇
三
〇
七
・
二
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

く
ん
製
し
た
も
の

六
・
七
％
Ｅ
３

い
貝
（
ミ
ュ
テ
ィ
ル
ス
属
又
は
ペ
ル
ナ
属
の
も
の
）

〇
三
〇
七
・
三
一

生
き
て
い
る
も
の
、
生
鮮
の
も
の
及
び
冷
蔵
し
た
も
の

七
・
〇
％
Ｅ
７

〇
三
〇
七
・
三
二

冷
凍
し
た
も
の

七
・
〇
％
Ｅ
５

〇
三
〇
七
・
三
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

く
ん
製
し
た
も
の

貝
柱

六
・
七
％
Ｅ
３

ク
ラ
ム
、
コ
ッ
ク
ル
及
び
ア
ー
ク
シ
ェ
ル
（
ふ
ね
が
い
科
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
が
い

科
、
ざ
る
が
い
科
、
ふ
じ
の
は
な
が
い
科
、
き
ぬ
ま
と
い
が
い
科
、ば
か
が
い
科
、

ち
ど
り
ま
す
お
が
い
科
、
お
お
の
が
い
科
、
あ
さ
じ
が
い
科
、
き
ぬ
た
あ
げ
ま
き

が
い
科
、
ま
て
が
い
科
、
し
ゃ
こ
が
い
科
又
は
ま
る
す
だ
れ
が
い
科
の
も
の
）

〇
三
〇
七
・
七
二
の
う
ち

冷
凍
し
た
も
の

貝
柱

Ｘ

は
ま
ぐ
り

三
・
五
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の

あ
さ
り

七
・
〇
％
Ｅ
７

〇
三
〇
七
・
七
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

く
ん
製
し
た
も
の

貝
柱

六
・
七
％
Ｅ
３

あ
わ
び
（
ハ
リ
オ
テ
ィ
ス
属
の
も
の
）
及
び
そ
で
ぼ
ら
（
ス
ト
ロ
ム
ブ
ス
属
の
も

の
）

〇
三
〇
七
・
八
八
の
う
ち

そ
の
他
の
そ
で
ぼ
ら
（
ス
ト
ロ
ム
ブ
ス
属
の
も
の
）

く
ん
製
し
た
も
の

六
・
四
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の
（
軟
体
動
物
の
粉
、
ミ
ー
ル
及
び
ペ
レ
ッ
ト
（
食
用
に
適
す
る
も

の
に
限
る
。）を
含
む
。）

〇
三
〇
七
・
九
一
の
う
ち

生
き
て
い
る
も
の
、
生
鮮
の
も
の
及
び
冷
蔵
し
た
も
の

貝
柱

Ｘ

そ
の
他
の
も
の

し
じ
み

七
・
〇
％
Ｅ
７

〇
三
〇
七
・
九
二
の
う
ち

冷
凍
し
た
も
の

貝
柱

Ｘ

そ
の
他
の
も
の

し
じ
み

七
・
〇
％
Ｅ
７

〇
三
〇
七
・
九
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

く
ん
製
し
た
も
の

ス
キ
ャ
ロ
ッ
プ
（
い
た
や
が
い
科
の
も
の
）
及
び
貝
柱

六
・
七
％
Ｅ
３

第
八
類

食
用
の
果
実
及
び
ナ
ッ
ト
、
か
ん
き
つ
類
の
果
皮
並
び
に
メ
ロ
ン
の
皮

〇
八
・
〇
三

バ
ナ
ナ
（
プ
ラ
ン
テ
イ
ン
を
含
む
も
の
と
し
、
生
鮮
の
も
の
及
び
乾
燥
し
た
も
の
に

限
る
。）

〇
八
〇
三
・
一
〇
の
う
ち

プ
ラ
ン
テ
イ
ン

生
鮮
の
も
の

毎
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
〇
日
ま
で
に
輸
入
さ
れ
る
も
の

Ｑ

２

毎
年
一
〇
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
輸
入
さ
れ
る
も
の

Ｑ

２

〇
八
〇
三
・
九
〇
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

生
鮮
の
も
の

毎
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
〇
日
ま
で
に
輸
入
さ
れ
る
も
の

Ｑ

２

毎
年
一
〇
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
輸
入
さ
れ
る
も
の

Ｑ

２

〇
八
・
〇
四

な
つ
め
や
し
の
実
、
い
ち
じ
く
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
ア
ボ
カ
ド
ー
、
グ
ア
バ
、
マ
ン

ゴ
ー
及
び
マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
（
生
鮮
の
も
の
及
び
乾
燥
し
た
も
の
に
限
る
。）

〇
八
〇
四
・
三
〇
の
う
ち

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

生
鮮
の
も
の

一
個
の
重
量
が
九
〇
〇
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
（
全
形
の
も
の
で
皮
を
除
い

て
な
い
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
冠
芽
が
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
な
い
。）

Ｑ

３

第
一
三
類

ラ
ッ
ク
並
び
に
ガ
ム
、
樹
脂
そ
の
他
の
植
物
性
の
液
汁
及
び
エ
キ
ス

一
三
・
〇
二

植
物
性
の
液
汁
及
び
エ
キ
ス
、
ペ
ク
チ
ン
質
、
ペ
ク
チ
ニ
ン
酸
塩
、
ペ
ク
チ
ン
酸
塩

並
び
に
寒
天
そ
の
他
植
物
性
原
料
か
ら
得
た
粘
質
物
及
び
シ
ッ
ク
ナ
ー
（
変
性
さ
せ

て
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
な
い
。）

植
物
性
の
液
汁
及
び
エ
キ
ス

一
三
〇
二
・
一
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

飲
料
の
も
と

植
物
性
の
一
種
類
の
原
料
か
ら
得
た
も
の
以
外
の
も
の

一
六
・
五
％
Ｅ
15

第
一
五
類

動
物
性
又
は
植
物
性
の
油
脂
及
び
そ
の
分
解
生
産
物
、
調
製
食
用
脂
並
び
に
動
物
性

又
は
植
物
性
の
ろ
う

一
五
・
一
二

ひ
ま
わ
り
油
、
サ
フ
ラ
ワ
ー
油
及
び
綿
実
油
並
び
に
こ
れ
ら
の
分
別
物
（
化
学
的
な

変
性
加
工
を
し
て
な
い
油
及
び
分
別
物
に
限
る
も
の
と
し
、
精
製
し
て
あ
る
か
な
い

か
を
問
わ
な
い
。）

ひ
ま
わ
り
油
及
び
サ
フ
ラ
ワ
ー
油
並
び
に
こ
れ
ら
の
分
別
物

一
五
一
二
・
一
一
の
う
ち

粗
油

酸
価
が
〇
・
六
を
超
え
る
も
の

サ
フ
ラ
ワ
ー
油

一
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
き
八
円
五

〇
銭

Ｅ
15

そ
の
他
の
も
の

ひ
ま
わ
り
油

一
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
き
一
〇
円

四
〇
銭

Ｅ
15

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第
一
六
類

肉
、
魚
又
は
甲
殻
類
、
軟
体
動
物
若
し
く
は
そ
の
他
の
水
棲せ

い

無
脊
椎
動
物
の
調
製
品

一
六
・
〇
二

そ
の
他
の
調
製
を
し
又
は
保
存
に
適
す
る
処
理
を
し
た
肉
、
く
ず
肉
及
び
血

一
六
〇
二
・
二
〇
の
う
ち

動
物
の
肝
臓
の
も
の

牛
又
は
豚
の
も
の
以
外
の
も
の

気
密
容
器
入
り
の
も
の

三
・
〇
％
Ｅ
15

一
六
・
〇
四

魚
（
調
製
し
又
は
保
存
に
適
す
る
処
理
を
し
た
も
の
に
限
る
。）、
キ
ャ
ビ
ア
及
び
魚

卵
か
ら
調
製
し
た
キ
ャ
ビ
ア
代
用
物

魚
（
全
形
の
も
の
及
び
断
片
状
の
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
細
か
く
切
り
刻
ん

だ
も
の
を
除
く
。）

一
六
〇
四
・
一
一
の
う
ち

さ
け

気
密
容
器
入
り
の
も
の

九
・
六
％
Ｅ
７

一
六
〇
四
・
一
四

ま
ぐ
ろ
、
は
が
つ
お
（
サ
ル
ダ
属
の
も
の
）
及
び
か
つ
お

か
つ
お
（
気
密
容
器
入
り
の
も
の
に
限
る
。）

Ｅ
０

そ
の
他
の
も
の

か
つ
お
節

Ｅ
０
７

ま
ぐ
ろ
（
気
密
容
器
入
り
の
も
の
に
限
る
。）

Ｅ
０

そ
の
他
の
も
の

Ｅ
０
７

一
六
・
〇
五

甲
殻
類
、
軟
体
動
物
及
び
そ
の
他
の
水
棲せ
い

無
脊
椎
動
物
（
調
製
し
又
は
保
存
に
適
す

る
処
理
を
し
た
も
の
に
限
る
。）

一
六
〇
五
・
一
〇
の
う
ち

か
に

気
密
容
器
入
り
の
も
の
（
く
ん
製
し
た
も
の
を
除
く
。）以
外
の
も
の

米
を
含
む
も
の
以
外
の
も
の

七
・
二
％
Ｅ
５

一
六
〇
五
・
三
〇
の
う
ち

ロ
ブ
ス
タ
ー

く
ん
製
し
た
も
の
及
び
単
に
水
若
し
く
は
塩
水
で
煮
又
は
そ
の
後
に
冷
蔵

し
、
冷
凍
し
、
塩
蔵
し
、
塩
水
漬
け
し
若
し
く
は
乾
燥
し
た
も
の
以
外
の
も

の

Ｅ
０

一
六
〇
五
・
四
〇
の
う
ち

そ
の
他
の
甲
殻
類

え
びく

ん
製
し
た
も
の
及
び
単
に
水
若
し
く
は
塩
水
で
煮
又
は
そ
の
後
に
冷
蔵

し
、
冷
凍
し
、
塩
蔵
し
、
塩
水
漬
け
し
若
し
く
は
乾
燥
し
た
も
の
以
外
の

も
の

五
・
〇
％
Ｅ
５

軟
体
動
物

一
六
〇
五
・
五
一
の
う
ち

か
き

く
ん
製
し
た
も
の

貝
柱

六
・
七
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の

六
・
四
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の

気
密
容
器
入
り
の
も
の

七
・
二
％
Ｅ
５

一
六
〇
五
・
五
三
の
う
ち

い
貝

く
ん
製
し
た
も
の
以
外
の
も
の

気
密
容
器
入
り
の
も
の

七
・
二
％
Ｅ
５

一
六
〇
五
・
五
五
の
う
ち

た
こ

く
ん
製
し
た
も
の

六
・
四
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の

気
密
容
器
入
り
の
も
の

七
・
二
％
Ｅ
５

一
六
〇
五
・
五
六
の
う
ち

ク
ラ
ム
、
コ
ッ
ク
ル
及
び
ア
ー
ク
シ
ェ
ル

く
ん
製
し
た
も
の

貝
柱

六
・
七
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の

六
・
四
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の

気
密
容
器
入
り
の
も
の

七
・
二
％
Ｅ
５

一
六
〇
五
・
五
八
の
う
ち

か
た
つ
む
り
そ
の
他
の
巻
貝
（
海
棲せ

い

の
も
の
を
除
く
。）

く
ん
製
し
た
も
の

六
・
四
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の

気
密
容
器
入
り
の
も
の

七
・
二
％
Ｅ
５

一
六
〇
五
・
五
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

帆
立
貝
（
い
た
や
が
い
科
の
も
の
。
ペ
ク
テ
ン
属
、
ク
ラ
ミ
ュ
ス
属
又
は

プ
ラ
コ
ペ
ク
テ
ン
属
の
も
の
及
び
い
た
や
貝
を
除
く
。）

く
ん
製
し
た
も
の

六
・
七
％
Ｅ
７

そ
の
他
の
も
の

七
・
二
％
Ｅ
７

そ
の
他
の
も
の

く
ん
製
し
た
も
の

貝
柱

六
・
七
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の

六
・
四
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
も
の

気
密
容
器
入
り
の
も
の

七
・
二
％
Ｅ
５

そ
の
他
の
水
棲せ
い

無
脊
椎
動
物

一
六
〇
五
・
六
一

な
ま
こく

ん
製
し
た
も
の

六
・
四
％
Ｅ
７

そ
の
他
の
も
の

八
・
〇
％
Ｅ
７

一
六
〇
五
・
六
二

う
に

く
ん
製
し
た
も
の

六
・
四
％
Ｅ
７

そ
の
他
の
も
の

八
・
〇
％
Ｅ
７

一
六
〇
五
・
六
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

く
ん
製
し
た
も
の

う
に

六
・
四
％
Ｅ
７

そ
の
他
の
も
の

う
に

八
・
〇
％
Ｅ
７

第
一
八
類

コ
コ
ア
及
び
そ
の
調
製
品

一
八
・
〇
六

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
そ
の
他
の
コ
コ
ア
を
含
有
す
る
調
製
食
料
品

一
八
〇
六
・
一
〇
の
う
ち

コ
コ
ア
粉
（
砂
糖
そ
の
他
の
甘
味
料
を
加
え
た
も
の
に
限
る
。）

砂
糖
を
加
え
た
も
の
以
外
の
も
の

一
二
・
五
％
Ｅ
10

第
一
九
類

穀
物
、
穀
粉
、
で
ん
粉
又
は
ミ
ル
ク
の
調
製
品
及
び
ベ
ー
カ
リ
ー
製
品

一
九
・
〇
五

パ
ン
、
ペ
ー
ス
ト
リ
ー
、
ケ
ー
キ
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
そ
の
他
の
ベ
ー
カ
リ
ー
製
品
（
コ

コ
ア
を
含
有
す
る
か
し
な
い
か
を
問
わ
な
い
。）及
び
聖
さ
ん
用
ウ
エ
ハ
ー
、
医
療
用

に
適
す
る
オ
ブ
ラ
ー
ト
、
シ
ー
リ
ン
グ
ウ
エ
ハ
ー
、
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
物
品

一
九
〇
五
・
二
〇

ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
品

九
・
〇
％
Ｅ
15

第
二
〇
類

野
菜
、
果
実
、
ナ
ッ
ト
そ
の
他
植
物
の
部
分
の
調
製
品

二
〇
・
〇
一

食
酢
又
は
酢
酸
に
よ
り
調
製
し
又
は
保
存
に
適
す
る
処
理
を
し
た
野
菜
、果
実
、ナ
ッ

ト
そ
の
他
植
物
の
食
用
の
部
分

二
〇
〇
一
・
九
〇
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

砂
糖
を
加
え
た
も
の
以
外
の
も
の

そ
の
他
の
も
の

し
ょ
う
が

九
・
〇
％
Ｅ
10

二
〇
・
〇
四

調
製
し
又
は
保
存
に
適
す
る
処
理
を
し
た
そ
の
他
の
野
菜
（
冷
凍
し
た
も
の
に
限
る

も
の
と
し
、
食
酢
又
は
酢
酸
に
よ
り
調
製
し
又
は
保
存
に
適
す
る
処
理
を
し
た
も
の

及
び
第
二
〇
・
〇
六
項
の
物
品
を
除
く
。）

二
〇
〇
四
・
九
〇
の
う
ち

そ
の
他
の
野
菜
及
び
野
菜
を
混
合
し
た
も
の

砂
糖
を
加
え
た
も
の

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
以
外
の
も
の

二
三
・
八
％
Ｅ
７
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二
〇
・
〇
七

ジ
ャ
ム
、
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
、
マ
ー
マ
レ
ー
ド
、
果
実
又
は
ナ
ッ
ト
の
ピ
ュ
ー
レ
ー

及
び
果
実
又
は
ナ
ッ
ト
の
ペ
ー
ス
ト
（
加
熱
調
理
を
し
て
得
ら
れ
た
も
の
に
限
る
も

の
と
し
、
砂
糖
そ
の
他
の
甘
味
料
を
加
え
て
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
な
い
。）

そ
の
他
の
も
の

二
〇
〇
七
・
九
一
の
う
ち

か
ん
き
つ
類
の
果
実

ジ
ャ
ム
、
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
及
び
マ
ー
マ
レ
ー
ド

砂
糖
を
加
え
た
も
の

ジ
ャ
ム

一
六
・
八
％
Ｅ
10

フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
及
び
マ
ー
マ
レ
ー
ド

一
六
・
八
％
Ｅ
10

フ
ル
ー
ツ
ピ
ュ
ー
レ
ー
及
び
フ
ル
ー
ツ
ペ
ー
ス
ト

砂
糖
を
加
え
た
も
の

三
四
・
〇
％
Ｅ
15

そ
の
他
の
も
の

二
一
・
三
％
Ｅ
10

二
〇
〇
七
・
九
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

ジ
ャ
ム
及
び
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
以
外
の
も
の

砂
糖
を
加
え
た
も
の

フ
ル
ー
ツ
ピ
ュ
ー
レ
ー
及
び
フ
ル
ー
ツ
ペ
ー
ス
ト
以
外
の
も
の

三
四
・
〇
％
Ｅ
15

そ
の
他
の
も
の

フ
ル
ー
ツ
ピ
ュ
ー
レ
ー
及
び
フ
ル
ー
ツ
ペ
ー
ス
ト
以
外
の
も
の

二
一
・
三
％
Ｅ
15

二
〇
・
〇
八

果
実
、
ナ
ッ
ト
そ
の
他
植
物
の
食
用
の
部
分
（
そ
の
他
の
調
製
を
し
又
は
保
存
に
適

す
る
処
理
を
し
た
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
砂
糖
そ
の
他
の
甘
味
料
又
は
ア
ル
コ
ー

ル
を
加
え
て
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
ず
、
他
の
項
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

二
〇
〇
八
・
三
〇
の
う
ち

か
ん
き
つ
類
の
果
実

砂
糖
を
加
え
た
も
の
以
外
の
も
の

パ
ル
プ
状
の
も
の

二
一
・
三
％
Ｅ
15

そ
の
他
の
も
の
（
混
合
し
た
も
の
（
第
二
〇
〇
八
・
一
九
号
の
も
の
を
除
く
。）を

含
む
。）

二
〇
〇
八
・
九
七
の
う
ち

混
合
し
た
も
の

ミ
ッ
ク
ス
ド
フ
ル
ー
ツ
、
フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ
及
び
フ
ル
ー
ツ
カ
ク
テ
ル
以

外
の
も
の

砂
糖
を
加
え
た
も
の

パ
ル
プ
状
の
も
の
以
外
の
も
の

二
三
・
八
％
Ｅ
10

そ
の
他
の
も
の

パ
ル
プ
状
の
も
の

二
一
・
三
％
Ｅ
15

二
〇
・
〇
九

果
実
又
は
野
菜
の
ジ
ュ
ー
ス
（
ぶ
ど
う
搾
汁
を
含
み
、
発
酵
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
加
え
て
な
い
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
砂
糖
そ
の
他
の
甘
味
料
を
加

え
て
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
な
い
。）

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
（
ポ
メ
ロ
を
含
む
。）ジ
ュ
ー
ス

二
〇
〇
九
・
二
一
の
う
ち

ブ
リ
ッ
ク
ス
値
が
二
〇
以
下
の
も
の

砂
糖
を
加
え
た
も
の

し
ょ
糖
（
天
然
に
含
有
す
る
も
の
を
含
む
。）の
含
有
量
が
全
重
量
の
一

〇
％
を
超
え
る
も
の

二
九
・
八
％

（
そ
の
率
が
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
き
二
三
円
の

従
量
税
率
よ
り

低
い
と
き
は
、

当
該
従
量
税

率
）

Ｅ
15

そ
の
他
の
も
の

し
ょ
糖
の
含
有
量
が
全
重
量
の
一
〇
％
を
超
え
る
も
の

二
五
・
五
％
Ｅ
15

二
〇
〇
九
・
二
九

そ
の
他
の
も
の

砂
糖
を
加
え
た
も
の

し
ょ
糖
（
天
然
に
含
有
す
る
も
の
を
含
む
。）の
含
有
量
が
全
重
量
の
一

〇
％
以
下
の
も
の

二
三
・
〇
％
Ｅ
15

そ
の
他
の
も
の

二
九
・
八
％

（
そ
の
率
が
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
き
二
三
円
の

従
量
税
率
よ
り

低
い
と
き
は
、

当
該
従
量
税

率
）

Ｅ
15

そ
の
他
の
も
の

し
ょ
糖
の
含
有
量
が
全
重
量
の
一
〇
％
以
下
の
も
の

一
九
・
一
％
Ｅ
15

そ
の
他
の
も
の

二
五
・
五
％
Ｅ
15

そ
の
他
の
か
ん
き
つ
類
の
果
実
の
ジ
ュ
ー
ス
（
二
以
上
の
果
実
か
ら
得
た
も
の
を

除
く
。）

二
〇
〇
九
・
三
一
の
う
ち

ブ
リ
ッ
ク
ス
値
が
二
〇
以
下
の
も
の

砂
糖
を
加
え
た
も
の

し
ょ
糖
（
天
然
に
含
有
す
る
も
の
を
含
む
。）の
含
有
量
が
全
重
量
の
一

〇
％
以
下
の
も
の

二
三
・
〇
％
Ｅ
15

そ
の
他
の
も
の

二
九
・
八
％

（
そ
の
率
が
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
き
二
三
円
の

従
量
税
率
よ
り

低
い
と
き
は
、

当
該
従
量
税

率
）

Ｅ
15

そ
の
他
の
も
の

し
ょ
糖
の
含
有
量
が
全
重
量
の
一
〇
％
を
超
え
る
も
の

二
五
・
五
％
Ｅ
15

二
〇
〇
九
・
三
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

砂
糖
を
加
え
た
も
の

し
ょ
糖
（
天
然
に
含
有
す
る
も
の
を
含
む
。）の
含
有
量
が
全
重
量
の
一

〇
％
以
下
の
も
の

二
三
・
〇
％
Ｅ
15

そ
の
他
の
果
実
又
は
野
菜
の
ジ
ュ
ー
ス
（
二
以
上
の
果
実
又
は
野
菜
か
ら
得
た
も

の
を
除
く
。）

二
〇
〇
九
・
八
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

果
汁
及
び
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
以
外
の
も
の

砂
糖
を
加
え
た
も
の

一
三
・
四
％
Ｅ
10

二
〇
〇
九
・
九
〇
の
う
ち

混
合
ジ
ュ
ー
ス

果
汁
を
主
成
分
と
す
る
も
の

砂
糖
を
加
え
た
も
の

し
ょ
糖
（
天
然
に
含
有
す
る
も
の
を
含
む
。）の
含
有
量
が
全
重
量
の
一

〇
％
を
超
え
る
も
の

二
九
・
八
％

（
そ
の
率
が
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
き
二
三
円
の

従
量
税
率
よ
り

低
い
と
き
は
、

当
該
従
量
税

率
）

Ｅ
15

そ
の
他
の
も
の
（
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を
主
成
分
と
す
る
も
の
を
除
く
。）

砂
糖
を
加
え
た
も
の

一
三
・
四
％
Ｅ
10

第
二
一
類

各
種
の
調
製
食
料
品

二
一
・
〇
三

ソ
ー
ス
、
ソ
ー
ス
用
の
調
製
品
、
混
合
調
味
料
、
マ
ス
タ
ー
ド
の
粉
及
び
ミ
ー
ル
並

び
に
調
製
し
た
マ
ス
タ
ー
ド

二
一
〇
三
・
九
〇
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

ソ
ー
ス

マ
ヨ
ネ
ー
ズ

一
二
・
八
％
Ｅ
７

フ
レ
ン
チ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
及
び
サ
ラ
ダ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

一
〇
・
五
％
Ｅ
７

第
二
二
類

飲
料
、
ア
ル
コ
ー
ル
及
び
食
酢

二
二
・
〇
二

水
（
鉱
水
及
び
炭
酸
水
を
含
む
も
の
と
し
、
砂
糖
そ
の
他
の
甘
味
料
又
は
香
味
料
を

加
え
た
も
の
に
限
る
。）そ
の
他
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
有
し
な
い
飲
料
（
第
二
〇
・
〇

九
項
の
果
実
又
は
野
菜
の
ジ
ュ
ー
ス
を
除
く
。）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



二
二
〇
二
・
一
〇
の
う
ち

水
（
鉱
水
及
び
炭
酸
水
を
含
む
も
の
と
し
、
砂
糖
そ
の
他
の
甘
味
料
又
は
香
味
料

を
加
え
た
も
の
に
限
る
。）

砂
糖
を
加
え
た
も
の

一
三
・
四
％
Ｅ
10

そ
の
他
の
も
の

二
二
〇
二
・
九
一
の
う
ち

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル

砂
糖
を
加
え
た
も
の

一
三
・
四
％
Ｅ
10

二
二
〇
二
・
九
九
の
う
ち

そ
の
他
の
も
の

砂
糖
を
加
え
た
も
の

一
三
・
四
％
Ｅ
10

二
二
・
〇
七

エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
（
変
性
さ
せ
て
な
い
も
の
で
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
八
〇
％
以
上
の

も
の
に
限
る
。）及
び
変
性
ア
ル
コ
ー
ル
（
ア
ル
コ
ー
ル
分
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
。）

二
二
〇
七
・
一
〇
の
う
ち

エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
（
変
性
さ
せ
て
な
い
も
の
で
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
八
〇
％
以
上

の
も
の
に
限
る
。）

ア
ル
コ
ー
ル
分
が
九
〇
％
以
上
の
も
の

工
業
用
ア
ル
コ
ー
ル
又
は
酢
酸
エ
チ
ル
若
し
く
は
エ
チ
ル
ア
ミ
ン
の
製
造

の
用
に
供
す
る
も
の

酢
酸
エ
チ
ル
の
製
造
の
用
に
供
す
る
も
の

Ｅ
０

エ
チ
ル
ア
ミ
ン
の
製
造
の
用
に
供
す
る
も
の

Ｅ
０

第
二
九
類

有
機
化
学
品

二
九
・
〇
五

非
環
式
ア
ル
コ
ー
ル
並
び
に
そ
の
ハ
ロ
ゲ
ン
化
誘
導
体
、
ス
ル
ホ
ン
化
誘
導
体
、
ニ

ト
ロ
化
誘
導
体
及
び
ニ
ト
ロ
ソ
化
誘
導
体

そ
の
他
の
多
価
ア
ル
コ
ー
ル

二
九
〇
五
・
四
四

Ｄ

グ
ル
シ
ト
ー
ル
（
ソ
ル
ビ
ト
ー
ル
）

Ｑ

６

（
第
三
編
は
、
英
語
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
こ
の
附
属
書
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。）

２

同
編
の
分
野
ご
と
に
行
う
特
定
の
約
束
の
表
の
表
題
を
「
Ⅱ

分
野
ご
と
に
行
う
特
定
の
約
束
」
に
改
め
、
同
表

の
前
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

Ⅰ

各
分
野
に
共
通
の
約
束

分

野

SS/S

市
場
ア
ク
セ
ス
に
係
る
制
限

内
国
民
待
遇
に
係
る
制
限

追
加
的
な
約
束

こ
の
約
束
表
に
掲
げ
る
全
て
の
分

野

日
本
国
に
お
け
る
土
地
の
取

得
又
は
賃
貸
借
を
禁
止
し
、
又

は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
国
に
お
け
る
土
地
の
取

得
又
は
賃
貸
借
を
禁
止
し
、
又

は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
国
に
お
け
る
土
地
の
取

得
又
は
賃
貸
借
を
禁
止
し
、
又

は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
国
に
お
け
る
土
地
の
取

得
又
は
賃
貸
借
を
禁
止
し
、
又

は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
国
に
お
け
る
土
地
の
取

得
又
は
賃
貸
借
を
禁
止
し
、
又

は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
国
に
お
け
る
土
地
の
取

得
又
は
賃
貸
借
を
禁
止
し
、
又

は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
国
に
お
け
る
土
地
の
取

得
又
は
賃
貸
借
を
禁
止
し
、
又

は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
国
に
お
け
る
土
地
の
取

得
又
は
賃
貸
借
を
禁
止
し
、
又

は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

同
編
の
分
野
ご
と
に
行
う
特
定
の
約
束
の
表
中
「
７

金
融
サ
ー
ビ
ス
」
の
「
Ｂ

銀
行
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
金

融
サ
ー
ビ
ス
（
保
険
及
び
保
険
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
。）」
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

Ｂ

銀
行
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
金

融
サ
ー
ビ
ス
（
保
険
及
び
保
険

関
連
の
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
。）

第
七
十
七
条
⒰

及
び

に
規

定
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
し

て
市
場
ア
ク
セ
ス
に
係
る
制
限
の

欄
に
記
載
す
る
特
定
の
約
束
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
了
解
の
Ｂ

３
及
び
４
の
規
定
に
基
づ
き
こ
の

分
野
に
お
い
て
第
七
十
八
条
か
ら

第
八
十
条
ま
で
の
規
定
及
び
附
属

書
七
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
に
追

加
し
て
負
う
義
務
を
除
く
ほ
か
、

約
束
し
な
い
。
了
解
の
Ｂ
３
及
び

４
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
に
つ
い

て
は
、
次
の
条
件
及
び
制
限
に
従

う
。

制
限
し
な
い
。

制
限
し
な
い
。

制
限
し
な
い
。

制
限
し
な
い
。

制
限
し
な
い
。

預
金
保
険
制
度
は
、
外
国
銀

行
の
支
店
が
扱
う
預
金
を
対
象

と
し
な
い
。

企
業
内
転
勤
者
の
数
に
つ
い

て
は
、
相
互
主
義
に
基
づ
い
て

制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

企
業
内
転
勤
者
の
数
に
つ
い

て
は
、
相
互
主
義
に
基
づ
い
て

制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
第
二
編
は
、
英
語
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
こ
の
附
属
書
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

付
録
Ａ

附
属
書
一
第
二
編
第
一
節
７
の
規
定
に
関
連
す
る
証
明
書

１

附
属
書
一
第
二
編
第
一
節
７
の
規
定
の
適
用
上
、
関
税
率
表
番
号
第
一
六
〇
四
・
一
四
号
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品

で
あ
っ
て
、
同
編
第
三
節
に
規
定
す
る
日
本
国
の
表
の
５
欄
に
「
７
」
を
掲
げ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
附
属
書
の

規
定
に
基
づ
く
関
税
上
の
特
恵
待
遇
の
た
め
に
品
目
証
明
書
（
輸
出
締
約
国
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
品
目
証
明
書
で

あ
っ
て
、
当
該
原
産
品
が
長
さ
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
か
つ
お
を
含
ま
な
い
原
材
料
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
）
を
添
付
す
る
。

２

輸
出
締
約
国
の
発
給
当
局
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
漁
獲
証
明
書
は
、次
の
⒜
及
び
⒝
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、

１
に
規
定
す
る
品
目
証
明
書
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

⒜

産
品
を
特
定
す
る
詳
細
の
欄
に
次
の
情
報
が
含
ま
れ
る
こ
と
。

１
に
規
定
す
る
原
産
品
が
分
類
さ
れ
る
品
名
で
あ
っ
て
、
附
属
書
一
第
二
編
第
三
節
に
規
定
す
る
日
本
国
の

表
の
２
欄
に
定
め
る
も
の

仕
入
書
の
番
号
及
び
日
付

⒝

１
に
規
定
す
る
原
産
品
が
長
さ
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
か
つ
お
を
含
ま
な
い
原
材
料
に
よ
り
製
造
さ
れ

た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
。

３

１
に
規
定
す
る
品
目
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
物
品
の
貿
易
の
た
め
の
運
用
上
の
手
続
規

則
に
定
め
る
細
目
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

４
⒜

輸
入
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
輸
出
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
、
１
に
規
定
す
る
品
目
証
明

書
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
か
又
は
当
該
品
目
証
明
書
に
含
ま
れ
る
情
報
が
正
確
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
確

認
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
輸
出
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
そ
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該

要
請
の
受
領
の
日
の
後
九
十
日
以
内
に
、
要
請
さ
れ
た
情
報
を
提
供
す
る
。

⒝

輸
入
締
約
国
の
税
関
当
局
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
は
、
附
属
書
一
及
び
こ
の
付
録
の
規
定
に
基
づ
く
関

税
上
の
特
恵
待
遇
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

輸
出
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
、
⒜
の
規
定
に
基
づ
く
輸
入
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
か
ら
の
要
請

を
受
領
し
た
日
の
後
九
十
日
以
内
に
回
答
し
な
い
場
合

輸
出
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
り
⒜
の
規
定
に
従
っ
て
提
供
さ
れ
た
情
報
が
、
証
明
書
が
１
に
規
定

す
る
品
目
証
明
書
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す
る
の
に
十
分
で
な
い
場
合

５

両
締
約
国
は
、
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
議
定
書
の
効
力
発
生
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
後
、
こ
の

付
録
の
規
定
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
。

附
属
書
Ｃ

協
定
附
属
書
八
（
第
六
章
関
係
）（
第
八
十
一
条
に
関
す
る
特
定
の
約
束
に
係
る
表
）
の
改
正

第
一
編

日
本
国
の
特
定
の
約
束
に
係
る
表

第
Ｃ
一
条

協
定
附
属
書
八
第
一
編
に
規
定
す
る
日
本
国
の
特
定
の
約
束
に
係
る
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
編
注
釈
中
４
の
次
に
次
の
５
を
加
え
る
。

５

各
分
野
に
共
通
の
約
束
に
規
定
す
る
条
件
及
び
制
限
は
、
分
野
ご
と
に
行
う
特
定
の
約
束
に
お
け
る
全
て
の
分

野
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
各
分
野
に
共
通
の
約
束
に
規
定
す
る
条
件
及
び
制
限
と
分
野
ご
と
に
行
う
特
定
の
約
束

に
規
定
す
る
条
件
及
び
制
限
と
が
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
抵
触
の
限
度
に
お
い
て
、
各
分
野
に
共
通
の
約
束

に
規
定
す
る
条
件
及
び
制
限
が
優
先
す
る
。





附
属
書
Ｄ

協
定
附
属
書
九
（
第
六
章
関
係
）（
第
八
十
二
条
に
関
す
る
最
恵
国
待
遇
の
免
除
に
係
る
表
）
の
改

正

協
定
附
属
書
九
第
一
編
に
規
定
す
る
日
本
国
の
表
中
海
上
貨
物
利
用
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
の
項
の
前
に
次
の
項
を

加
え
る
。全

て
の
分
野

日
本
国
に
お
け
る
土
地
の
取
得

又
は
賃
貸
借
を
禁
止
し
、
又
は
制

限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

無
期
限

日
本
国
の
領
土
保
全
及
び

安
全
保
障
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附
属
書
Ｅ

協
定
附
属
書
十
（
第
七
章
関
係
）（
自
然
人
の
移
動
に
関
す
る
特
定
の
約
束
）
の
改
正

第
一
編

日
本
国
の
特
定
の
約
束

第
Ｅ
一
条

協
定
附
属
書
十
第
一
編
第
二
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
節
１
の
柱
書
き
中
「
一
年
間
又
は
三
年
間
」
を
「
五
年
ま
で
の
期
間
」
に
改
め
る
。

２

同
節
１
⒞
中

及
び

を
削
り
、

の
次
に
次
の

を
加
え
る
。

物
理
学
、
工
学
そ
の
他
の
自
然
科
学
若
し
く
は
法
律
学
、
経
済
学
、
経
営
学
、
会
計
学
そ
の
他
の
人
文
科

学
に
関
す
る
高
度
の
水
準
の
技
術
若
し
く
は
知
識
を
必
要
と
す
る
活
動
又
は
日
本
国
以
外
の
国
の
文
化
に
基

盤
を
有
す
る
思
考
若
し
く
は
感
受
性
を
必
要
と
す
る
活
動
で
あ
っ
て
、
日
本
国
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
に
定
め
る
「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
の
在
留
資
格

に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の

３

同
節
２
中
「
１
⒞

及
び

」
を
「
１
⒞

」に
改
め
る
。

第
Ｅ
二
条

協
定
附
属
書
十
第
一
編
第
三
節
及
び
第
四
節
の
柱
書
き
中
「
一
年
間
又
は
三
年
間
」
を
「
五
年
ま
で
の
期
間
」
に
改

め
る
。

第
Ｅ
三
条

協
定
附
属
書
十
第
一
編
第
五
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
節
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

日
本
国
に
あ
る
公
私
の
機
関
と
の
間
の
個
人
的
な
契
約
に
基
づ
き
、
日
本
国
に
お
け
る
一
時
的
な
滞
在
の
間
に

次
の
い
ず
れ
か
の
活
動
に
該
当
す
る
業
務
活
動
（
日
本
国
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
に
定
め
る
「
技
術
・

人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
の
在
留
資
格
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の
）
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
自
然
人
に
つ
い
て
は
、
五
年
ま
で
の
期
間
（
こ
の
期
間
は
、
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）、
入
国
及
び
一
時
的

な
滞
在
が
許
可
さ
れ
る
。

⒜

物
理
学
、
工
学
そ
の
他
の
自
然
科
学
又
は
法
律
学
、
経
済
学
、
経
営
学
、
会
計
学
そ
の
他
の
人
文
科
学
に
関

す
る
高
度
の
水
準
の
技
術
又
は
知
識
を
必
要
と
す
る
活
動

⒝

日
本
国
以
外
の
国
の
文
化
に
基
盤
を
有
す
る
思
考
又
は
感
受
性
を
必
要
と
す
る
活
動

２

同
節
２
中
「
１
⒜
及
び
⒝
」
を
「
１
⒜
」
に
改
め
る
。

第
Ｅ
四
条

協
定
附
属
書
十
第
一
編
第
六
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
節
１
の
柱
書
き
中
「
⒟
ま
で
」
を
「
⒢
ま
で
」
に
、「
二
回
」
を
「
四
回
」
に
改
め
る
。

２

同
節
１
⒜
中
「
修
了
証
書
Ⅲ
」
の
下
に
「
若
し
く
は
そ
れ
以
上
の
学
位
」
を
加
え
る
。

３

同
節
１
中
⒞
及
び
⒟
を
そ
れ
ぞ
れ
⒠
及
び
⒡
と
す
る
。

４

同
節
１
⒝
の
次
に
次
の
⒞
及
び
⒟
を
加
え
る
。

⒞

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
日
本
語
の
語
学
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

⒟

自
然
人
の
移
動
に
関
す
る
小
委
員
会
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
日
本
語
能
力
に
関
す
る
要
件
を
満
た
し
た
者
で
あ

る
こ
と
。

５

同
節
１
の
新
た
な
⒡

中
「
六
箇
月
間
」
の
下
に「（
両
締
約
国
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え

る
。

６

同
節
１
の
新
た
な
⒡
の
次
に
次
の
⒢
を
加
え
る
。

⒢

三
回
目
及
び
四
回
目
の
滞
在
の
期
間
の
更
新
の
場
合
に
は
、
⒜
か
ら
⒡
ま
で
の
要
件
に
加
え
て
、
日
本
国
政

府
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
対
し
通
報
す
る
条
件
を
満
た
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

７

同
節
１
の
注
釈
２
中
「
三
回
」
を
「
五
回
」
に
改
め
る
。

８

同
節
２
の
柱
書
き
中
「
⒟
ま
で
」
を
「
⒢
ま
で
」
に
、「
三
回
」
を
「
四
回
」
に
改
め
る
。

９

同
節
２
⒜

中
「
修
了
証
書
Ⅲ
」
の
下
に
「
又
は
そ
れ
以
上
の
学
位
」
を
加
え
る
。

10

同
節
２
中
⒞
及
び
⒟
を
そ
れ
ぞ
れ
⒠
及
び
⒡
と
す
る
。

11

同
節
２
⒝
の
次
に
次
の
⒞
及
び
⒟
を
加
え
る
。

⒞

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
日
本
語
の
語
学
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

⒟

自
然
人
の
移
動
に
関
す
る
小
委
員
会
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
日
本
語
能
力
に
関
す
る
要
件
を
満
た
し
た
者
で
あ

る
こ
と
。

12

同
節
２
の
新
た
な
⒡

中
「
六
箇
月
間
」
の
下
に「（
両
締
約
国
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え

る
。

13

同
節
２
の
新
た
な
⒡
の
次
に
次
の
⒢
を
加
え
る
。

⒢

三
回
目
及
び
四
回
目
の
滞
在
の
期
間
の
更
新
の
場
合
に
は
、
⒜
か
ら
⒡
ま
で
の
要
件
に
加
え
て
、
日
本
国
政

府
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
対
し
通
報
す
る
条
件
を
満
た
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

14

同
節
５
か
ら
７
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

日
本
国
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
自
然
人
の
言
語
能
力
が
１
⒡

又
は
２
⒡

に
規
定
す
る
活
動
に
従
事
す
る
た

め
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
自
然
人
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
⒞
若

し
く
は
⒡

又
は
２
⒞
若
し
く
は
⒡

に
規
定
す
る
研
修
を
全
面
的
又
は
部
分
的
に
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

日
本
国
政
府
は
、
１
⒞
及
び
⒡

並
び
に
２
⒞
及
び
⒡

に
規
定
す
る
研
修
に
つ
い
て
、
様
式
そ
の
他
の
関
連

す
る
情
報
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
対
し
通
報
す
る
。

７

１
⒡
に
規
定
す
る
「
看
護
師
」
の
監
督
の
下
で
の
研
修
及
び
病
院
、
２
⒡
に
規
定
す
る
「
介
護
福
祉
士
」
の
監

督
の
下
で
の
研
修
及
び
介
護
施
設
、
並
び
に
１
⒡
、
２
⒡
及
び
３
⒝
に
規
定
す
る
個
人
的
な
契
約
及
び
日
本
国
に

あ
る
公
私
の
機
関
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
政
府
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
対
し
通
報
す
る
条
件
を
満
た
す
も
の
と

す
る
。

第
二
編

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
特
定
の
約
束

第
Ｅ
五
条

附
属
書
十
第
二
編
第
四
節
中
「
機
械
技
術
者
、
電
気
技
術
者
な
ど
の
業
務
活
動
」
を
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
関
係
法
令

に
従
っ
て
物
理
学
、
工
学
そ
の
他
の
自
然
科
学
又
は
経
済
学
、
経
営
学
、
会
計
学
そ
の
他
の
人
文
科
学
に
関
す
る
知
識

を
必
要
と
す
る
業
務
活
動
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

法
務
大
臣

平
口

洋

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





（
右
条
約
の
英
文
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
二
条

対
象
と
な
る
租
税

１

こ
の
協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
又
は
一
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
が
課
す
る
所
得
に
対

す
る
租
税
（
課
税
方
法
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
。）に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

総
所
得
又
は
所
得
の
要
素
に
対
す
る
全
て
の
租
税
（
財
産
の
譲
渡
か
ら
生
ず
る
収
益
に
対
す
る
租
税
、
企
業
が
支

払
う
賃
金
又
は
給
料
の
総
額
に
対
す
る
租
税
及
び
資
産
の
価
値
の
上
昇
に
対
す
る
租
税
を
含
む
。）は
、
所
得
に
対
す

る
租
税
と
さ
れ
る
。

３

こ
の
協
定
が
適
用
さ
れ
る
現
行
の
租
税
は
、
次
の
も
の
と
す
る
。

⒜

日
本
国
に
お
い
て
は
、

所
得
税

法
人
税

復
興
特
別
所
得
税

地
方
法
人
税

防
衛
特
別
法
人
税

住
民
税

（
以
下
「
日
本
国
の
租
税
」
と
い
う
。）

⒝

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
い
て
は
、

法
人
の
利
得
に
対
す
る
租
税

個
人
に
対
す
る
所
得
税

（
以
下
「
キ
ル
ギ
ス
の
租
税
」
と
い
う
。）

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
除
去
並
び
に
脱
税
及
び
租
税
回
避
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
キ
ル
ギ

ス
共
和
国
と
の
間
の
協
定
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
七
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

条
約
第
四
号

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
除
去
並
び
に
脱
税
及
び
租
税
回
避
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
キ

ル
ギ
ス
共
和
国
と
の
間
の
協
定

日
本
国
及
び
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
は
、

両
国
間
の
経
済
関
係
の
一
層
の
発
展
を
図
る
こ
と
及
び
租
税
に
関
す
る
両
国
間
の
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
希
望

し
、所

得
に
対
す
る
租
税
に
関
し
て
、
脱
税
又
は
租
税
回
避
を
通
じ
た
非
課
税
又
は
租
税
の
軽
減
（
第
三
国
の
居
住
者
の

間
接
的
な
利
益
の
た
め
に
こ
の
協
定
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
租
税
の
免
除
又
は
軽
減
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
条
約

漁あ
さ

り
の
仕
組
み
を
通
じ
た
も
の
を
含
む
。）の
機
会
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
二
重
課
税
を
除
去
す
る
た
め
の
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

対
象
と
な
る
者

１

こ
の
協
定
は
、
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

こ
の
協
定
の
適
用
上
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
租
税
に
関
す
る
法
令
の
下
に
お
い
て
全
面
的
若
し
く
は
部
分
的
に

課
税
上
存
在
し
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
団
体
若
し
く
は
仕
組
み
に
よ
っ
て
又
は
こ
の
よ
う
な
団
体
若
し
く

は
仕
組
み
を
通
じ
て
取
得
さ
れ
る
所
得
は
、
一
方
の
締
約
国
に
お
け
る
課
税
上
当
該
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
の
所

得
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
の
所
得
と
み
な
す
。

３

こ
の
協
定
は
、
第
九
条
２
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
及
び
第
二
十
五
条
の

規
定
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
る
特
典
に
関
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
に
対
す
る
当
該
一
方

の
締
約
国
に
お
け
る
課
税
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
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こ
の
協
定
は
、
現
行
の
租
税
に
加
え
て
又
は
こ
れ
に
代
わ
っ
て
こ
の
協
定
の
署
名
の
日
の
後
に
課
さ
れ
る
租
税
で

あ
っ
て
、
現
行
の
租
税
と
同
一
で
あ
る
も
の
又
は
実
質
的
に
類
似
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。
両
締
約
国

の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、各
締
約
国
の
租
税
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
重
要
な
改
正
を
相
互
に
通
知
す
る
。

第
三
条

一
般
的
定
義

１

こ
の
協
定
の
適
用
上
、
文
脈
に
よ
り
別
に
解
釈
す
べ
き
場
合
を
除
く
ほ
か
、

⒜

「
日
本
国
」
と
は
、
地
理
的
意
味
で
用
い
る
場
合
に
は
、
日
本
国
の
租
税
に
関
す
る
法
令
が
施
行
さ
れ
て
い
る

全
て
の
領
域
（
領
海
を
含
む
。）及
び
そ
の
領
海
の
外
側
に
位
置
す
る
区
域
で
あ
っ
て
、
日
本
国
が
国
際
法
に
基
づ

い
て
主
権
的
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
日
本
国
の
租
税
に
関
す
る
法
令
が
施
行
さ
れ
て
い
る
全
て
の
区
域
（
海
底
及

び
そ
の
下
を
含
む
。）を
い
う
。

⒝

「
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
」
と
は
、
地
理
的
意
味
で
用
い
る
場
合
に
は
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
全
て
の
領
域（
領
土
、

水
域
並
び
に
こ
れ
ら
の
下
及
び
上
空
を
含
む
。）で
あ
っ
て
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
が
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
国
内
法
令

及
び
国
際
法
に
基
づ
い
て
主
権
的
権
利
及
び
管
轄
権
を
行
使
し
、
か
つ
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
租
税
に
関
す
る
法

令
が
施
行
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

⒞

「
一
方
の
締
約
国
」
及
び
「
他
方
の
締
約
国
」
と
は
、
文
脈
に
よ
り
、日
本
国
又
は
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
を
い
う
。

⒟

「
者
」
に
は
、
個
人
、
法
人
及
び
法
人
以
外
の
団
体
を
含
む
。

⒠

「
法
人
」
と
は
、
法
人
格
を
有
す
る
団
体
又
は
租
税
に
関
し
法
人
格
を
有
す
る
団
体
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
団

体
を
い
う
。

⒡

「
企
業
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
遂
行
に
つ
い
て
用
い
る
。

⒢

「
一
方
の
締
約
国
の
企
業
」
及
び
「
他
方
の
締
約
国
の
企
業
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が

営
む
企
業
及
び
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
営
む
企
業
を
い
う
。

⒣

「
国
際
運
輸
」
と
は
、
船
舶
又
は
航
空
機
に
よ
る
運
送
（
当
該
船
舶
又
は
航
空
機
が
一
方
の
締
約
国
内
の
地
点

の
間
に
お
い
て
の
み
運
用
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
船
舶
又
は
航
空
機
を
運
用
す
る
企
業
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
企

業
で
な
い
場
合
に
お
け
る
運
送
を
除
く
。）を
い
う
。

⒤

「
権
限
の
あ
る
当
局
」
と
は
、
次
の
者
を
い
う
。

日
本
国
に
お
い
て
は
、
財
務
大
臣
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
い
て
は
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
経
済
商
務
省
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者

⒥

一
方
の
締
約
国
に
つ
い
て
の
「
国
民
」
と
は
、
次
の
者
を
い
う
。

当
該
一
方
の
締
約
国
の
国
籍
を
有
す
る
全
て
の
個
人

当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
る
法
令
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
全
て
の
法
人
、

組
合
又
は
団
体

⒦

「
事
業
」
に
は
、
自
由
職
業
そ
の
他
の
独
立
の
性
格
を
有
す
る
活
動
を
含
む
。

⒧

一
方
の
締
約
国
の
「
公
認
の
年
金
基
金
」
と
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
る
団
体

又
は
仕
組
み
で
あ
っ
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
租
税
に
関
す
る
法
令
の
下
に
お
い
て
独
立
し
た
者
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
、
か
つ
、
次
の

又
は

の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。

専
ら
又
は
主
と
し
て
、
個
人
に
対
す
る
退
職
手
当
及
び
補
助
的
若
し
く
は
付
随
的
な
手
当
又
は
他
の
こ
れ
ら

に
類
す
る
報
酬
を
管
理
し
、
又
は
給
付
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
か
つ
、
運
営
さ
れ
る
団
体
又
は

仕
組
み
で
あ
っ
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
又
は
当
該
一
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
に

よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
も
の

専
ら
又
は
主
と
し
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
他
の
公
認
の
年
金
基
金
の
利
益
の
た
め
に
投
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
か
つ
、
運
営
さ
れ
る
団
体
又
は
仕
組
み

一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
る
団
体
又
は
仕
組
み
が
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
租
税
に
関
す

る
法
令
の
下
に
お
い
て
独
立
し
た
者
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
と
し
た
な
ら
ば

又
は

の
規
定
に
基
づ
い
て
公
認

の
年
金
基
金
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
当
該
団
体
又
は
仕
組
み
は
、
こ
の
協
定
の
適
用
上
、
当
該
一

方
の
締
約
国
の
租
税
に
関
す
る
法
令
の
下
に
お
い
て
公
認
の
年
金
基
金
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
独
立
し
た
者
と
み

な
し
、
か
つ
、
当
該
団
体
又
は
仕
組
み
の
全
て
の
資
産
及
び
所
得
は
、
他
の
者
で
は
な
く
、
当
該
独
立
し
た
者
に

よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
資
産
及
び
取
得
さ
れ
る
所
得
と
し
て
取
り
扱
う
。

２

一
方
の
締
約
国
に
よ
る
こ
の
協
定
の
適
用
に
際
し
て
は
、
こ
の
協
定
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
な
い
用
語
は
、
文

脈
に
よ
り
別
に
解
釈
す
べ
き
場
合
又
は
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
異
な
る

意
義
に
つ
い
て
合
意
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
租
税
に
関
し
て
当
該
一
方
の
締
約
国
の

法
令
に
お
い
て
当
該
用
語
が
そ
の
適
用
の
時
点
で
有
す
る
意
義
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お

い
て
適
用
さ
れ
る
租
税
に
関
す
る
法
令
に
お
け
る
当
該
用
語
の
意
義
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
他
の
法
令
に
お
け

る
当
該
用
語
の
意
義
に
優
先
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

居
住
者

１

こ
の
協
定
の
適
用
上
、「
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
」
と
は
、
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
下
に
お
い
て
、
住
所
、
居

所
、
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、設
立
場
所
、事
業
の
管
理
の
場
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
基
準
に
よ
っ

て
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
者
を
い
い
、
当
該
一
方
の
締
約
国
、
当
該

一
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
又
は
地
方
公
共
団
体
及
び
当
該
一
方
の
締
約
国
の
公
認
の
年
金
基
金
を
含
む
。た
だ
し
、

「
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
」
に
は
、
一
方
の
締
約
国
内
に
源
泉
の
あ
る
所
得
に
つ
い
て
の
み
当
該
一
方
の
締
約
国

に
お
い
て
租
税
を
課
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
ま
な
い
。

２

１
の
規
定
に
よ
っ
て
双
方
の
締
約
国
の
居
住
者
に
該
当
す
る
個
人
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
そ
の
地
位
を
決
定

す
る
。

⒜

当
該
個
人
は
、
そ
の
使
用
す
る
恒
久
的
住
居
が
存
在
す
る
締
約
国
の
居
住
者
と
み
な
す
。
そ
の
使
用
す
る
恒
久

的
住
居
を
双
方
の
締
約
国
内
に
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
個
人
は
、
そ
の
人
的
及
び
経
済
的
関
係
が
よ
り
密
接
な

締
約
国
（
重
要
な
利
害
関
係
の
中
心
が
あ
る
締
約
国
）
の
居
住
者
と
み
な
す
。

⒝

そ
の
重
要
な
利
害
関
係
の
中
心
が
あ
る
締
約
国
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
又
は
そ
の
使
用
す
る
恒
久

的
住
居
を
い
ず
れ
の
締
約
国
内
に
も
有
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
個
人
は
、
そ
の
有
す
る
常
用
の
住
居
が
存
在
す

る
締
約
国
の
居
住
者
と
み
な
す
。

⒞

そ
の
常
用
の
住
居
を
双
方
の
締
約
国
内
に
有
す
る
場
合
又
は
こ
れ
を
い
ず
れ
の
締
約
国
内
に
も
有
し
な
い
場
合

に
は
、
当
該
個
人
は
、
当
該
個
人
が
国
民
で
あ
る
締
約
国
の
居
住
者
と
み
な
す
。

⒟

当
該
個
人
が
双
方
の
締
約
国
の
国
民
で
あ
る
場
合
又
は
い
ず
れ
の
締
約
国
の
国
民
で
も
な
い
場
合
に
は
、
両
締

約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
合
意
に
よ
っ
て
当
該
事
案
を
解
決
す
る
。

３

１
の
規
定
に
よ
っ
て
双
方
の
締
約
国
の
居
住
者
に
該
当
す
る
者
で
個
人
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
両
締
約
国
の

権
限
の
あ
る
当
局
は
、
そ
の
者
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、そ
の
者
の
事
業
の
実
質
的
な
管
理
の
場
所
、

そ
の
者
が
設
立
さ
れ
た
場
所
そ
の
他
関
連
す
る
全
て
の
要
因
を
考
慮
し
て
、
こ
の
協
定
の
適
用
上
そ
の
者
が
居
住
者

と
み
な
さ
れ
る
締
約
国
を
合
意
に
よ
っ
て
決
定
す
る
よ
う
努
め
る
。
そ
の
よ
う
な
合
意
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
者

は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
る
租
税
の
軽
減
又
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
五
条

恒
久
的
施
設

１

こ
の
協
定
の
適
用
上
、「
恒
久
的
施
設
」
と
は
、
事
業
を
行
う
一
定
の
場
所
で
あ
っ
て
企
業
が
そ
の
事
業
の
全
部
又

は
一
部
を
行
っ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

２

「
恒
久
的
施
設
」
に
は
、
特
に
、
次
の
も
の
を
含
む
。

⒜

事
業
の
管
理
の
場
所

⒝

支
店

⒞

事
務
所

⒟

工
場

⒠

作
業
場

⒡

鉱
山
、
石
油
又
は
天
然
ガ
ス
の
坑
井
、
採
石
場
そ
の
他
の
天
然
資
源
を
採
取
す
る
場
所

⒢

農
業
、
牧
畜
業
又
は
林
業
の
た
め
に
使
用
す
る
場
所
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「
恒
久
的
施
設
」
に
は
、
次
の
も
の
を
含
む
。

⒜

建
築
工
事
現
場
若
し
く
は
建
設
、
組
立
て
若
し
く
は
据
付
け
の
工
事
又
は
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
監
督
活
動
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
現
場
、
工
事
又
は
活
動
が
十
二
箇
月
を
超
え
る
期
間
存
続
す
る
場
合
に
限
る
。

⒝

企
業
が
行
う
役
務
の
提
供
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
役
務
の
提
供
を
含
む
。）で
あ
っ
て
、
使
用
人
そ
の
他
の
職
員

（
当
該
役
務
の
提
供
の
た
め
に
採
用
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な

活
動
が
、
単
一
の
又
は
関
連
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
き
当
該
課
税
年
度
に
お
い
て
開
始
し
、
又
は
終
了
す
る
い

ず
れ
か
の
十
二
箇
月
の
期
間
に
お
い
て
合
計
百
八
十
三
日
を
超
え
る
期
間
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る

場
合
に
限
る
。

４

１
か
ら
３
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
活
動
を
行
う
場
合
に
は
、「
恒
久
的
施
設
」
に
当
た
ら
な
い
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
活
動
（
⒡
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
⒡
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
一
定
の
場
所
に
お

け
る
活
動
の
全
体
）
が
準
備
的
又
は
補
助
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。

⒜

企
業
に
属
す
る
物
品
又
は
商
品
の
保
管
、
展
示
又
は
引
渡
し
の
た
め
に
の
み
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
。

⒝

企
業
に
属
す
る
物
品
又
は
商
品
の
在
庫
を
保
管
、
展
示
又
は
引
渡
し
の
た
め
に
の
み
保
有
す
る
こ
と
。

⒞

企
業
に
属
す
る
物
品
又
は
商
品
の
在
庫
を
他
の
企
業
に
よ
る
加
工
の
た
め
に
の
み
保
有
す
る
こ
と
。

⒟

企
業
の
た
め
に
物
品
若
し
く
は
商
品
を
購
入
し
、
又
は
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
、
事
業
を

行
う
一
定
の
場
所
を
保
有
す
る
こ
と
。

⒠

企
業
の
た
め
に
そ
の
他
の
活
動
を
行
う
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
、
事
業
を
行
う
一
定
の
場
所
を
保
有
す
る
こ

と
。

⒡

⒜
か
ら
⒠
ま
で
に
規
定
す
る
活
動
を
組
み
合
わ
せ
た
活
動
を
行
う
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
、
事
業
を
行
う
一

定
の
場
所
を
保
有
す
る
こ
と
。

５

４
の
規
定
は
、
事
業
を
行
う
一
定
の
場
所
を
使
用
し
、
若
し
く
は
保
有
す
る
企
業
又
は
当
該
企
業
と
密
接
に
関
連

す
る
企
業
が
当
該
一
定
の
場
所
又
は
当
該
一
定
の
場
所
が
存
在
す
る
締
約
国
内
の
他
の
場
所
に
お
い
て
事
業
活
動
を

行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
の
⒜
又
は
⒝
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
一
定
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

い
。
た
だ
し
、
当
該
企
業
及
び
当
該
企
業
と
密
接
に
関
連
す
る
企
業
が
当
該
一
定
の
場
所
に
お
い
て
行
う
事
業
活
動

又
は
当
該
企
業
若
し
く
は
当
該
企
業
と
密
接
に
関
連
す
る
企
業
が
当
該
一
定
の
場
所
及
び
当
該
他
の
場
所
に
お
い
て

行
う
事
業
活
動
が
、
一
体
的
な
業
務
の
一
部
と
し
て
補
完
的
な
機
能
を
果
た
す
場
合
に
限
る
。

⒜

こ
の
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
一
定
の
場
所
又
は
当
該
他
の
場
所
が
当
該
企
業
又
は
当
該
企
業
と
密
接
に
関

連
す
る
企
業
の
恒
久
的
施
設
を
構
成
す
る
こ
と
。

⒝

当
該
企
業
及
び
当
該
企
業
と
密
接
に
関
連
す
る
企
業
が
当
該
一
定
の
場
所
に
お
い
て
行
う
活
動
の
組
合
せ
又
は

当
該
企
業
若
し
く
は
当
該
企
業
と
密
接
に
関
連
す
る
企
業
が
当
該
一
定
の
場
所
及
び
当
該
他
の
場
所
に
お
い
て
行

う
活
動
の
組
合
せ
に
よ
る
活
動
の
全
体
が
準
備
的
又
は
補
助
的
な
性
格
の
も
の
で
な
い
こ
と
。

６

１
及
び
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
７
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て

企
業
に
代
わ
っ
て
行
動
す
る
者
が
、
そ
の
よ
う
に
行
動
す
る
に
当
た
っ
て
、
反
復
し
て
契
約
を
締
結
し
、
又
は
当
該

企
業
に
よ
っ
て
重
要
な
修
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
日
常
的
に
締
結
さ
れ
る
契
約
の
締
結
の
た
め
に
反
復
し
て
主
要

な
役
割
を
果
た
す
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
契
約
が
次
の
⒜
か
ら
⒞
ま
で
の
規
定
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
当
該
企
業
は
、
そ
の
者
が
当
該
企
業
の
た
め
に
行
う
全
て
の
活
動
に
つ
い
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
内
に
恒
久

的
施
設
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
の
活
動
が
、
４
に
規
定
す
る
活
動
で
あ
っ
て
、
事
業
を
行
う
一

定
の
場
所
（
５
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
除
く
。）を
通
じ
て
行
わ
れ
た
と
し
て
も
４
の
規
定
に
よ

り
当
該
一
定
の
場
所
が
恒
久
的
施
設
と
は
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
の
み
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

⒜

当
該
企
業
の
名
に
お
い
て
締
結
さ
れ
る
契
約

⒝

当
該
企
業
が
所
有
し
、
又
は
使
用
の
権
利
を
有
す
る
財
産
に
つ
い
て
、
所
有
権
を
移
転
し
、
又
は
使
用
の
権
利

を
与
え
る
た
め
の
契
約

⒞

当
該
企
業
に
よ
る
役
務
の
提
供
の
た
め
の
契
約

７

６
の
規
定
は
、
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
他
方
の
締
約
国
の
企
業
に
代
わ
っ
て
行
動
す
る
者
が
、
当
該
一
方
の

締
約
国
内
に
お
い
て
独
立
の
代
理
人
と
し
て
事
業
を
行
い
、
か
つ
、
当
該
企
業
の
た
め
に
通
常
の
方
法
で
当
該
事
業

を
行
う
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
者
は
、
専
ら
又
は
主
と
し
て
一
又
は
二
以
上
の
自
己
と
密
接
に

関
連
す
る
企
業
に
代
わ
っ
て
行
動
す
る
場
合
に
は
、
当
該
企
業
に
つ
き
、
こ
の
７
に
規
定
す
る
独
立
の
代
理
人
と
は

さ
れ
な
い
。

８

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
法
人
が
、
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
法
人
若
し
く
は
他
方
の
締
約
国
内

に
お
い
て
事
業
（
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
。）を
行
う
法
人
を
支
配
し
、

又
は
こ
れ
ら
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
の
み
に
よ
っ
て
は
、
い
ず
れ
の
一
方
の
法
人
も
、
他
方
の
法
人
の
恒

久
的
施
設
と
は
さ
れ
な
い
。

９

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、
あ
る
者
又
は
企
業
と
あ
る
企
業
と
は
、
全
て
の
関
連
す
る
事
実
及
び
状
況
に
基
づ
い

て
、
一
方
が
他
方
を
支
配
し
て
い
る
場
合
又
は
両
者
が
同
一
の
者
若
し
く
は
企
業
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
す
る
。
い
か
な
る
場
合
に
も
、
あ
る
者
又
は
企
業
と
あ
る
企
業
と
は
、
一
方
が
他

方
の
受
益
に
関
す
る
持
分
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
も
の
（
法
人
の
場
合
に
は
、
当
該
法
人
の
株
式
の
議
決
権

及
び
価
値
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
又
は
当
該
法
人
の
資
本
に
係
る
受
益
に
関
す
る
持
分
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る

も
の
）
を
直
接
若
し
く
は
間
接
に
所
有
す
る
場
合
又
は
他
の
者
若
し
く
は
企
業
が
そ
の
者
及
び
そ
の
企
業
の
若
し
く

は
そ
の
二
の
企
業
の
受
益
に
関
す
る
持
分
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
も
の
（
法
人
の
場
合
に
は
、
当
該
法
人
の

株
式
の
議
決
権
及
び
価
値
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
又
は
当
該
法
人
の
資
本
に
係
る
受
益
に
関
す
る
持
分
の
五
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
る
も
の
）
を
直
接
若
し
く
は
間
接
に
所
有
す
る
場
合
に
は
、
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条

不
動
産
所
得

１

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
他
方
の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
不
動
産
か
ら
取
得
す
る
所
得
（
農
業
、
牧
畜
業
又
は

林
業
か
ら
生
ず
る
所
得
を
含
む
。）に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

「
不
動
産
」と
は
、当
該
財
産
が
存
在
す
る
締
約
国
の
法
令
に
お
け
る
不
動
産
の
意
義
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。「
不

動
産
」
に
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
不
動
産
に
附
属
す
る
財
産
、
農
業
又
は
林
業
に
用
い
ら
れ
る
家
畜
類
及
び
設

備
、
不
動
産
に
関
す
る
一
般
法
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
権
利
、
不
動
産
用
益
権
並
び
に
鉱
石
、
水
そ
の
他
の
天
然
資

源
の
採
取
又
は
採
取
の
権
利
の
対
価
と
し
て
料
金
（
変
動
制
で
あ
る
か
固
定
制
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。）を
受
領
す

る
権
利
を
含
む
。
船
舶
及
び
航
空
機
は
、
不
動
産
と
は
み
な
さ
な
い
。

３

１
の
規
定
は
、
不
動
産
の
直
接
使
用
、
賃
貸
そ
の
他
の
全
て
の
形
式
に
よ
る
使
用
か
ら
生
ず
る
所
得
に
つ
い
て
適

用
す
る
。

４

１
及
び
３
の
規
定
は
、
企
業
の
不
動
産
か
ら
生
ず
る
所
得
に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。

第
七
条

事
業
利
得

１

一
方
の
締
約
国
の
企
業
の
利
得
に
対
し
て
は
、
そ
の
企
業
が
他
方
の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ

て
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
事
業
を
行
わ
な
い
限
り
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
方
の
締
約
国
の
企
業
が
他
方
の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
当
該
他
方
の
締

約
国
内
に
お
い
て
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
企
業
の
利
得
の
う
ち
当
該
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る
部
分
に
対

し
て
の
み
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

３
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
一
方
の
締
約
国
の
企
業
が
他
方
の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設

を
通
じ
て
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
恒
久
的
施
設
が
、
同
一
又
は
類
似
の
条

件
で
同
一
又
は
類
似
の
活
動
を
行
う
別
個
の
か
つ
分
離
し
た
企
業
で
あ
っ
て
、
当
該
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
企
業
と

全
く
独
立
の
立
場
で
取
引
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
当
該
恒
久
的
施
設
が
取
得
し
た
と
み
ら
れ
る
利
得

が
、
各
締
約
国
に
お
い
て
当
該
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

３

恒
久
的
施
設
の
利
得
を
算
定
す
る
に
当
た
り
、
経
営
費
及
び
一
般
管
理
費
を
含
む
費
用
で
あ
っ
て
当
該
恒
久
的
施

設
の
た
め
に
生
ず
る
も
の
は
、
当
該
恒
久
的
施
設
が
存
在
す
る
締
約
国
内
に
お
い
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
他
の
場

所
に
お
い
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
控
除
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
。


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２
の
規
定
は
、
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
利
得
を
企
業
の
利
得
の
総
額
の
当
該
企
業
の
各
構
成
部
分
へ
の

配
分
に
よ
っ
て
決
定
す
る
慣
行
が
一
方
の
締
約
国
に
あ
る
場
合
に
は
、
租
税
を
課
さ
れ
る
べ
き
利
得
を
そ
の
慣
行
と

さ
れ
て
い
る
配
分
の
方
法
に
よ
っ
て
当
該
一
方
の
締
約
国
が
決
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、

用
い
ら
れ
る
配
分
の
方
法
は
、
当
該
配
分
の
方
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
が
こ
の
条
に
定
め
る
原
則
に
適
合
す
る

よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

恒
久
的
施
設
が
企
業
の
た
め
に
物
品
又
は
商
品
の
単
な
る
購
入
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
は
、
い
か
な
る
利

得
も
、
当
該
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

６

１
か
ら
５
ま
で
の
規
定
の
適
用
上
、
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る
利
得
は
、
毎
年
同
一
の
方
法
に
よ
っ
て
算
定
す

る
。
た
だ
し
、
別
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

７

他
の
条
で
別
個
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
所
得
が
企
業
の
利
得
に
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
他
の
条
の
規
定
は
、

こ
の
条
の
規
定
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

第
八
条

国
際
運
輸

１

一
方
の
締
約
国
の
企
業
が
船
舶
又
は
航
空
機
を
国
際
運
輸
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
得
す
る
利
得
に
対
し
て

は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
の
企
業
は
、
船
舶
又
は
航
空
機
を
国
際
運
輸
に
運
用
す
る
こ
と

に
つ
き
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
企
業
で
あ
る
場
合
に
は
日
本
国
の
事
業
税
を
、
日
本
国
の
企
業
で
あ
る
場
合
に
は
日

本
国
の
事
業
税
に
類
似
す
る
租
税
で
あ
っ
て
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
い
て
こ
の
協
定
の
署
名
の
日
の
後
に
課
さ
れ
る

も
の
を
、
免
除
さ
れ
る
。

３

１
及
び
２
の
規
定
は
、
共
同
計
算
、
共
同
経
営
又
は
国
際
経
営
共
同
体
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
得
す

る
利
得
に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。

第
九
条

関
連
企
業

１

次
の
⒜
又
は
⒝
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
商
業
上
又
は
資
金
上

の
関
係
に
お
い
て
、
双
方
の
企
業
の
間
に
、
独
立
の
企
業
の
間
に
設
け
ら
れ
る
条
件
と
異
な
る
条
件
が
設
け
ら
れ
、

又
は
課
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
条
件
が
な
い
と
し
た
な
ら
ば
一
方
の
企
業
の
利
得
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
利
得

で
あ
っ
て
そ
の
条
件
の
た
め
に
当
該
一
方
の
企
業
の
利
得
と
な
ら
な
か
っ
た
も
の
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
当
該
一
方

の
企
業
の
利
得
に
算
入
し
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

一
方
の
締
約
国
の
企
業
が
他
方
の
締
約
国
の
企
業
の
経
営
、
支
配
又
は
資
本
に
直
接
又
は
間
接
に
参
加
し
て
い

る
場
合

⒝

同
一
の
者
が
一
方
の
締
約
国
の
企
業
及
び
他
方
の
締
約
国
の
企
業
の
経
営
、
支
配
又
は
資
本
に
直
接
又
は
間
接

に
参
加
し
て
い
る
場
合

２

一
方
の
締
約
国
が
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
さ
れ
た
当
該
他
方
の
締
約
国
の
企
業
の
利
得
を
当
該
一

方
の
締
約
国
の
企
業
の
利
得
に
算
入
し
て
租
税
を
課
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
算
入
さ
れ
た
利
得
が
、
双
方
の
企

業
の
間
に
設
け
ら
れ
た
条
件
が
独
立
の
企
業
の
間
に
設
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
条
件
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
一

方
の
締
約
国
の
企
業
の
利
得
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
利
得
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
は
、
そ
の
利
得
に

対
し
て
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
課
さ
れ
た
租
税
の
額
に
つ
い
て
適
当
な
調
整
を
行
う
。こ
の
調
整
に
当
た
り
、

こ
の
協
定
の
他
の
規
定
に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
も
の
と
し
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
相
互
に
協
議
す
る
。

第
十
条

配
当

１

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
法
人
が
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
に
支
払
う
配
当
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の

締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
法
人
が
支
払
う
配
当
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
も
、
当
該

一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
租
税
の
額
は
、
当
該
配
当
の
受

益
者
が
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
⒜
又
は
⒝
に
掲
げ
る
額
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

⒜

当
該
配
当
の
受
益
者
が
、
当
該
配
当
の
支
払
を
受
け
る
者
が
特
定
さ
れ
る
日
を
含
む
六
箇
月
の
期
間
を
通
じ
、

次
の

又
は

に
掲
げ
る
も
の
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
直
接
に
所
有
す
る
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
配
当

の
額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
。
当
該
期
間
の
計
算
に
当
た
り
、
当
該
配
当
を
支
払
う
法
人
の
株
式
を
所
有
す
る
法
人
又

は
当
該
配
当
を
支
払
う
法
人
の
合
併
、
分
割
そ
の
他
の
組
織
再
編
成
の
直
接
の
結
果
と
し
て
行
わ
れ
る
所
有
の
変

更
は
、
考
慮
し
な
い
。

当
該
配
当
を
支
払
う
法
人
が
日
本
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
法
人
の
議
決
権

当
該
配
当
を
支
払
う
法
人
が
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
法
人
の
資
本

⒝

そ
の
他
の
全
て
の
場
合
に
は
、
当
該
配
当
の
額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト

３

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
法
人
の
支
払
う
配
当
が
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お

け
る
当
該
法
人
の
課
税
所
得
の
計
算
上
控
除
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
配
当
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に

お
い
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
租
税
の
額
は
、

当
該
配
当
の
受
益
者
が
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
配
当
の
額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な

い
も
の
と
す
る
。

４

２
及
び
３
の
規
定
は
、
配
当
を
支
払
う
法
人
の
そ
の
配
当
に
充
て
ら
れ
る
利
得
に
対
す
る
課
税
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
は
な
い
。

５

こ
の
条
に
お
い
て
、「
配
当
」
と
は
、
株
式
、
受
益
株
式
、
鉱
業
株
式
、
発
起
人
株
式
そ
の
他
利
得
の
分
配
を
受
け

る
権
利
（
信
用
に
係
る
債
権
を
除
く
。）か
ら
生
ず
る
所
得
及
び
他
の
権
利
か
ら
生
ず
る
所
得
で
あ
っ
て
分
配
を
行
う

法
人
が
居
住
者
で
あ
る
締
約
国
の
法
令
上
租
税
に
関
し
株
式
か
ら
生
ず
る
所
得
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
を
い

う
。

６

１
か
ら
３
ま
で
の
規
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
配
当
の
受
益
者
が
、
当
該
配
当
を
支
払
う
法
人
が

居
住
者
で
あ
る
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
事
業
を
行

う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
配
当
の
支
払
の
基
因
と
な
っ
た
株
式
そ
の
他
の
持
分
が
当
該
恒
久
的
施
設
と
実
質
的
な
関

連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
第
七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

７

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
法
人
が
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
利
得
又
は
所
得
を
取
得
す
る
場
合
に
は
、

当
該
他
方
の
締
約
国
は
、
当
該
法
人
の
支
払
う
配
当
及
び
当
該
法
人
の
留
保
所
得
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
配
当
及

び
留
保
所
得
の
全
部
又
は
一
部
が
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
ず
る
利
得
又
は
所
得
か
ら
成
る
と
き
に
お
い

て
も
、
当
該
配
当
（
当
該
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
に
支
払
わ
れ
る
配
当
及
び
配
当
の
支
払
の
基
因
と
な
っ
た
株
式

そ
の
他
の
持
分
が
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
と
実
質
的
な
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
場
合

の
配
当
を
除
く
。）に
対
し
て
い
か
な
る
租
税
も
課
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
当
該
留
保
所
得
に
対
し
て
租
税
を

課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
一
条

利
子

１

一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
じ
、
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
に
支
払
わ
れ
る
利
子
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の

締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
ず
る
利
子
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
も
、
当
該
一
方
の
締
約

国
の
法
令
に
従
っ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
租
税
の
額
は
、
当
該
利
子
の
受
益
者
が
他
方

の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
利
子
の
額
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

３

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
ず
る
利
子
で
あ
っ
て
次
の
⒜
か
ら
⒞
ま
で
の
規
定
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

当
該
利
子
の
受
益
者
が
、
当
該
他
方
の
締
約
国
、当
該
他
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
、

当
該
他
方
の
締
約
国
の
中
央
銀
行
又
は
当
該
他
方
の
締
約
国
若
し
く
は
当
該
他
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く

は
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
全
面
的
に
所
有
さ
れ
る
機
関
で
あ
る
場
合

⒝

当
該
利
子
の
受
益
者
が
当
該
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
利
子
が
当
該
他
方
の
締
約
国
、

当
該
他
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
中
央
銀
行
若
し
く
は
当
該

他
方
の
締
約
国
若
し
く
は
当
該
他
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
全
面
的
に
所
有

さ
れ
る
機
関
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
債
権
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
保
険
の
引
受
け
が
行
わ
れ
た
債
権
又
は
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
間
接
融
資
に
係
る
債
権
に
関
し
て
支
払
わ
れ
る
場
合

⒞

当
該
利
子
の
受
益
者
が
当
該
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
利
子
が
当
該
他
方
の
締
約
国
の

居
住
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
信
用
供
与
に
よ
る
設
備
若
し
く
は
物
品
の
販
売
又
は
役
務
の
提
供
の
一
環
と
し
て
生

ず
る
債
権
に
関
し
て
支
払
わ
れ
る
場
合


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こ
の
条
に
お
い
て
、「
利
子
」
と
は
、
全
て
の
種
類
の
信
用
に
係
る
債
権
（
担
保
の
有
無
及
び
債
務
者
の
利
得
の
分

配
を
受
け
る
権
利
の
有
無
を
問
わ
な
い
。）か
ら
生
ず
る
所
得
、
特
に
、
公
債
、債
券
又
は
社
債
か
ら
生
ず
る
所
得（
公

債
、
債
券
又
は
社
債
の
割
増
金
及
び
賞
金
を
含
む
。）及
び
他
の
所
得
で
あ
っ
て
当
該
所
得
が
生
ず
る
締
約
国
の
法
令

上
租
税
に
関
し
貸
付
金
か
ら
生
ず
る
所
得
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。
前
条
で
取
り
扱
わ
れ
る
所
得
及

び
支
払
の
遅
延
に
対
し
て
課
さ
れ
る
損
害
金
は
、
こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、
利
子
に
は
該
当
し
な
い
。

５

１
か
ら
３
ま
で
の
規
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
利
子
の
受
益
者
が
当
該
利
子
の
生
ず
る
他
方
の
締

約
国
内
に
お
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
事
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該

利
子
の
支
払
の
基
因
と
な
っ
た
債
権
が
当
該
恒
久
的
施
設
と
実
質
的
な
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
適
用

し
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
第
七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

６

利
子
は
、
そ
の
支
払
者
が
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
じ

た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
子
の
支
払
者
が
一
方
の
締
約
国
内
に
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

利
子
の
支
払
の
基
因
と
な
っ
た
債
務
が
当
該
恒
久
的
施
設
に
つ
い
て
生
じ
、
か
つ
、
当
該
利
子
が
当
該
恒
久
的
施
設

に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
利
子
の
支
払
者
が
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
か
否

か
を
問
わ
ず
、
当
該
利
子
は
、
当
該
恒
久
的
施
設
の
存
在
す
る
当
該
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
と
す

る
。

７

利
子
の
支
払
の
基
因
と
な
っ
た
債
権
に
つ
い
て
考
慮
し
た
場
合
に
お
い
て
、
利
子
の
支
払
者
と
受
益
者
と
の
間
又

は
そ
の
双
方
と
他
の
者
と
の
間
の
特
別
の
関
係
に
よ
っ
て
、
当
該
利
子
の
額
が
、
そ
の
関
係
が
な
い
と
し
た
な
ら
ば

当
該
支
払
者
及
び
当
該
受
益
者
が
合
意
し
た
と
み
ら
れ
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
こ
の
条
の
規
定
は
、
そ
の
合
意
し

た
と
み
ら
れ
る
額
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
支
払
わ
れ
た
額
の
う
ち
そ
の
超
過
す
る
部
分
に
対

し
て
は
、
こ
の
協
定
の
他
の
規
定
に
妥
当
な
考
慮
を
払
っ
た
上
で
、
各
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
租
税
を
課
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

３

船
舶
又
は
航
空
機
を
国
際
運
輸
に
運
用
す
る
一
方
の
締
約
国
の
企
業
が
当
該
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
の
譲
渡
又
は

当
該
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
の
運
用
に
係
る
財
産
（
第
六
条
に
規
定
す
る
不
動
産
を
除
く
。）の
譲
渡
に
よ
っ
て
取
得

す
る
収
益
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
法
人
の
株
式
又
は
同
等
の
持
分
（
組
合
又
は
信
託
財
産
の
持
分
を
含
む
。）の
譲
渡
に

よ
っ
て
取
得
す
る
収
益
に
対
し
て
は
、
当
該
株
式
又
は
同
等
の
持
分
の
価
値
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
、
当
該
譲

渡
に
先
立
つ
三
百
六
十
五
日
の
期
間
の
い
ず
れ
か
の
時
点
に
お
い
て
、
第
六
条
に
規
定
す
る
不
動
産
で
あ
っ
て
他
方

の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
も
の
に
よ
っ
て
直
接
又
は
間
接
に
構
成
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い

て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

１
か
ら
４
ま
で
に
規
定
す
る
財
産
以
外
の
財
産
の
譲
渡
か
ら
生
ず
る
収
益
に
対
し
て
は
、
譲
渡
者
が
居
住
者
で
あ

る
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条

給
与
所
得

１

次
条
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
そ
の

勤
務
に
つ
い
て
取
得
す
る
給
料
、
賃
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
報
酬
に
対
し
て
は
、
勤
務
が
他
方
の
締
約
国
内
に

お
い
て
行
わ
れ
な
い
限
り
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
勤
務
が
他
方
の

締
約
国
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
勤
務
に
つ
い
て
取
得
す
る
給
料
、
賃
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

報
酬
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
行
う
勤
務
に
つ
い
て
取
得

す
る
報
酬
に
対
し
て
は
、
次
の
⒜
か
ら
⒞
ま
で
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お

い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

当
該
課
税
年
度
に
お
い
て
開
始
し
、
又
は
終
了
す
る
い
ず
れ
の
十
二
箇
月
の
期
間
に
お
い
て
も
、
当
該
報
酬
の

受
領
者
が
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
滞
在
す
る
期
間
が
合
計
百
八
十
三
日
を
超
え
な
い
こ
と
。

⒝

当
該
報
酬
が
当
該
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
な
い
雇
用
者
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
者
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

⒞

当
該
報
酬
が
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
雇
用
者
が
有
す
る
恒
久
的
施
設
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ

と
。

３

１
及
び
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
、
船
舶
又
は
航
空
機
の
通
常
の
乗
組
員
の
一
員

と
し
て
、
国
際
運
輸
に
運
用
さ
れ
る
船
舶
内
又
は
航
空
機
内
に
お
い
て
行
う
勤
務
（
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
の

み
運
用
さ
れ
る
船
舶
内
又
は
航
空
機
内
に
お
い
て
行
う
勤
務
を
除
く
。）に
つ
い
て
取
得
す
る
報
酬
に
対
し
て
は
、
当

該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条

役
員
報
酬

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
法
人
の
取
締
役
会
又
は
こ
れ
に
類
す
る
機
関
の
構
成

員
の
資
格
で
取
得
す
る
役
員
報
酬
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
支
払
金
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税

を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条

使
用
料

１

一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
じ
、
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
に
支
払
わ
れ
る
使
用
料
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方

の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
ず
る
使
用
料
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
も
、
当
該
一
方
の
締

約
国
の
法
令
に
従
っ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
租
税
の
額
は
、
当
該
使
用
料
の
受
益
者
が

他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
使
用
料
の
額
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

３

こ
の
条
に
お
い
て
、「
使
用
料
」
と
は
、
文
学
上
、
芸
術
上
若
し
く
は
学
術
上
の
著
作
物
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
映
画

フ
ィ
ル
ム
及
び
ラ
ジ
オ
放
送
用
又
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
用
の
フ
ィ
ル
ム
又
は
記
録
物
を
含
む
。）の
著
作
権
、
特
許

権
、
商
標
権
、
意
匠
、
模
型
、
図
面
、
秘
密
方
式
若
し
く
は
秘
密
工
程
の
使
用
若
し
く
は
使
用
の
権
利
の
対
価
と
し

て
又
は
産
業
上
、
商
業
上
若
し
く
は
学
術
上
の
経
験
に
関
す
る
情
報
の
対
価
と
し
て
受
領
さ
れ
る
全
て
の
種
類
の
支

払
金
を
い
う
。

４

１
及
び
２
の
規
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
使
用
料
の
受
益
者
が
当
該
使
用
料
の
生
ず
る
他
方
の
締

約
国
内
に
お
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
事
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該

使
用
料
の
支
払
の
基
因
と
な
っ
た
権
利
又
は
財
産
が
当
該
恒
久
的
施
設
と
実
質
的
な
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
第
七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

５

使
用
料
は
、
そ
の
支
払
者
が
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生

じ
た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
使
用
料
の
支
払
者
が
一
方
の
締
約
国
内
に
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、

当
該
使
用
料
を
支
払
う
債
務
が
当
該
恒
久
的
施
設
に
つ
い
て
生
じ
、か
つ
、当
該
使
用
料
が
当
該
恒
久
的
施
設
に
よ
っ

て
負
担
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
使
用
料
の
支
払
者
が
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
か
否
か
を

問
わ
ず
、
当
該
使
用
料
は
、当
該
恒
久
的
施
設
の
存
在
す
る
当
該
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
と
す
る
。

６

使
用
料
の
支
払
の
基
因
と
な
っ
た
使
用
、
権
利
又
は
情
報
に
つ
い
て
考
慮
し
た
場
合
に
お
い
て
、
使
用
料
の
支
払

者
と
受
益
者
と
の
間
又
は
そ
の
双
方
と
他
の
者
と
の
間
の
特
別
の
関
係
に
よ
っ
て
、
当
該
使
用
料
の
額
が
、
そ
の
関

係
が
な
い
と
し
た
な
ら
ば
当
該
支
払
者
及
び
当
該
受
益
者
が
合
意
し
た
と
み
ら
れ
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
こ
の
条

の
規
定
は
、
そ
の
合
意
し
た
と
み
ら
れ
る
額
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
支
払
わ
れ
た
額
の
う
ち

そ
の
超
過
す
る
部
分
に
対
し
て
は
、
こ
の
協
定
の
他
の
規
定
に
妥
当
な
考
慮
を
払
っ
た
上
で
、
各
締
約
国
の
法
令
に

従
っ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条

譲
渡
収
益

１

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
第
六
条
に
規
定
す
る
不
動
産
で
あ
っ
て
他
方
の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
も
の
の
譲
渡

に
よ
っ
て
取
得
す
る
収
益
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

一
方
の
締
約
国
の
企
業
が
他
方
の
締
約
国
内
に
有
す
る
恒
久
的
施
設
の
事
業
用
資
産
を
構
成
す
る
財
産
（
第
六
条

に
規
定
す
る
不
動
産
を
除
く
。）の
譲
渡
か
ら
生
ず
る
収
益
（
当
該
恒
久
的
施
設
の
譲
渡
又
は
企
業
全
体
の
譲
渡
の
一

部
と
し
て
の
当
該
恒
久
的
施
設
の
譲
渡
か
ら
生
ず
る
収
益
を
含
む
。）に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て

租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
十
六
条

芸
能
人
及
び
運
動
家

１

第
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
演
劇
、
映
画
、
ラ
ジ
オ
若
し
く
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
の
俳
優
、
音
楽
家
そ
の
他
の
芸
能
人
又
は
運
動
家
と
し
て
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
行
う
個
人
的
活
動
に
よ
っ

て
取
得
す
る
所
得
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

芸
能
人
又
は
運
動
家
と
し
て
の
個
人
的
活
動
に
関
す
る
所
得
が
当
該
芸
能
人
又
は
運
動
家
以
外
の
者
に
帰
属
す
る

場
合
に
は
、
当
該
所
得
に
対
し
て
は
、
第
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
芸
能
人
又
は
運
動
家
の
活
動
が
行

わ
れ
る
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条

退
職
年
金

次
条
２
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
に
支
払
わ
れ
る
退
職
年
金
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
報
酬
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条

政
府
職
員

１
⒜

一
方
の
締
約
国
又
は
一
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
提
供
さ
れ
る
役
務
に
つ

い
て
、
個
人
に
対
し
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
又
は
当
該
一
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体

に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
給
料
、
賃
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
報
酬
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い

て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒝

も
っ
と
も
、
当
該
役
務
が
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
個
人
が
次
の

又

は

の
規
定
に
該
当
す
る
当
該
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
給
料
、
賃
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
報
酬
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
他
方
の
締
約
国
の
国
民

専
ら
当
該
役
務
を
提
供
す
る
た
め
当
該
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
と
な
っ
た
者
で
な
い
も
の

２
⒜

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
又
は
一
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
提
供
さ
れ
る
役
務
に
つ
い
て
、
個
人
に
対
し
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
若
し
く
は
当
該
一
方
の
締
約
国
の
地

方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
、
又
は
当
該
一
方
の
締
約
国
若
し
く
は
当
該
一
方
の
締
約

国
の
地
方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
が
設
立
し
、
若
し
く
は
拠
出
し
た
基
金
か
ら
支
払
わ
れ
る
退
職
年
金
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
報
酬
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒝

も
っ
と
も
、
当
該
個
人
が
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
国
民
で
あ
る
場

合
に
は
、
当
該
退
職
年
金
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
報
酬
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税

を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

一
方
の
締
約
国
又
は
一
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
行
う
事
業
に
関
連
し
て
提
供
さ
れ

る
役
務
に
つ
い
て
支
払
わ
れ
る
給
料
、
賃
金
、
退
職
年
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
報
酬
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条

か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
十
九
条

学
生

専
ら
教
育
又
は
訓
練
を
受
け
る
た
め
一
方
の
締
約
国
内
に
滞
在
す
る
学
生
、
事
業
修
習
者
又
は
研
修
員
で
あ
っ
て
、

現
に
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
も
の
又
は
そ
の
滞
在
の
直
前
に
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
っ
た
も
の
が
そ

の
生
計
、
教
育
又
は
訓
練
の
た
め
に
受
け
取
る
給
付
（
当
該
一
方
の
締
約
国
外
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）に
対

し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
は
、
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
条

そ
の
他
の
所
得

１

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
の
所
得（
源
泉
地
を
問
わ
な
い
。）で
あ
っ
て
前
各
条
に
規
定
が
な
い
も
の
に
対
し
て
は
、

当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

１
の
規
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
所
得
（
第
六
条
２
に
規
定
す
る
不
動
産
か
ら
生
ず
る
所
得
を
除

く
。）の
受
益
者
が
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
事
業
を

行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
所
得
の
支
払
の
基
因
と
な
っ
た
権
利
又
は
財
産
が
当
該
恒
久
的
施
設
と
実
質
的
な
関
連

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
所
得
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
第
七
条
の
規
定
を
適

用
す
る
。

３

１
に
規
定
す
る
所
得
の
支
払
者
と
受
益
者
と
の
間
又
は
そ
の
双
方
と
他
の
者
と
の
間
の
特
別
の
関
係
に
よ
っ
て
、

当
該
所
得
の
額
が
、
そ
の
関
係
が
な
い
と
し
た
な
ら
ば
当
該
支
払
者
及
び
当
該
受
益
者
が
合
意
し
た
と
み
ら
れ
る
額

を
超
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
条
の
規
定
は
、
そ
の
合
意
し
た
と
み
ら
れ
る
額
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
は
、
当
該
所
得
の
額
の
う
ち
そ
の
超
過
す
る
部
分
に
対
し
て
は
、
こ
の
協
定
の
他
の
規
定
に
妥
当
な
考
慮
を
払
っ

た
上
で
、
各
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条

二
重
課
税
の
除
去

１

日
本
国
に
お
い
て
は
、
二
重
課
税
は
、
次
の
方
法
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
。

日
本
国
以
外
の
国
に
お
い
て
納
付
さ
れ
る
租
税
を
日
本
国
の
租
税
か
ら
控
除
す
る
こ
と
に
関
す
る
日
本
国
の
法
令

の
規
定
に
従
い
、
日
本
国
の
居
住
者
が
こ
の
協
定
の
規
定
に
従
っ
て
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ

と
が
で
き
る
所
得
を
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
内
に
お
い
て
取
得
す
る
場
合
に
は
、
当
該
所
得
に
つ
い
て
納
付
さ
れ
る
キ
ル

ギ
ス
の
租
税
の
額
は
、
当
該
居
住
者
に
対
し
て
課
さ
れ
る
日
本
国
の
租
税
の
額
か
ら
控
除
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
控

除
の
額
は
、
日
本
国
の
租
税
の
額
の
う
ち
当
該
所
得
に
対
応
す
る
額
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

２

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
い
て
は
、
二
重
課
税
は
、
次
の
方
法
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
。

⒜

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
居
住
者
が
こ
の
協
定
の
規
定
に
従
っ
て
日
本
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る

所
得
を
取
得
す
る
場
合
（
当
該
所
得
が
日
本
国
の
居
住
者
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
所
得
で
あ
る
こ
と
の
み
を
理
由

と
し
て
こ
の
協
定
の
規
定
に
従
っ
て
日
本
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
く
。）に
は
、
キ

ル
ギ
ス
共
和
国
は
、
日
本
国
に
お
い
て
納
付
さ
れ
る
日
本
国
の
租
税
の
額
を
当
該
居
住
者
の
所
得
に
対
す
る
キ
ル

ギ
ス
の
租
税
の
額
か
ら
控
除
す
る
。
第
一
文
の
規
定
に
従
っ
て
控
除
さ
れ
る
租
税
の
額
は
、
そ
の
日
本
国
に
お
い

て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
所
得
に
対
し
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
税
率
に
よ
れ
ば
課
さ
れ

た
と
み
ら
れ
る
キ
ル
ギ
ス
の
租
税
の
額
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

⒝

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
居
住
者
が
こ
の
協
定
の
規
定
に
従
っ
て
日
本
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
さ
れ
る
所
得
を

取
得
す
る
場
合
に
は
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
は
、
当
該
所
得
を
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
い
て
租
税
を
課
さ
れ
る
所

得
に
係
る
税
率
を
決
定
す
る
た
め
に
の
み
、
キ
ル
ギ
ス
の
租
税
の
課
税
標
準
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
条

無
差
別
待
遇

１

一
方
の
締
約
国
の
国
民
は
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
、
租
税
又
は
こ
れ
に
関
連
す
る
要
件
で
あ
っ
て
、
特
に
居

住
者
で
あ
る
か
否
か
に
関
し
て
同
様
の
状
況
に
あ
る
当
該
他
方
の
締
約
国
の
国
民
に
課
さ
れ
て
お
り
、
若
し
く
は
課

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
租
税
若
し
く
は
こ
れ
に
関
連
す
る
要
件
以
外
の
も
の
又
は
こ
れ
ら
よ
り
も
重
い
も
の
を
課
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
１
の
規
定
は
、
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
の
締
約
国
の
居
住
者
で
も
な
い
者

に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。

２

一
方
の
締
約
国
の
企
業
が
他
方
の
締
約
国
内
に
有
す
る
恒
久
的
施
設
に
対
す
る
租
税
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に

お
い
て
、
同
様
の
活
動
を
行
う
当
該
他
方
の
締
約
国
の
企
業
に
対
し
て
課
さ
れ
る
租
税
よ
り
も
不
利
に
課
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
こ
の
２
の
規
定
は
、
一
方
の
締
約
国
に
対
し
て
、
家
族
の
状
況
又
は
家
族
を
扶
養
す
る
た
め
の
負
担
を

理
由
と
し
て
当
該
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
に
認
め
る
租
税
上
の
人
的
控
除
、
救
済
及
び
軽
減
を
他
方
の
締
約
国
の

居
住
者
に
認
め
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

第
九
条
１
、
第
十
一
条
７
、
第
十
二
条
６
又
は
第
二
十
条
３
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の

締
約
国
の
企
業
が
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
に
支
払
っ
た
利
子
、
使
用
料
そ
の
他
の
支
払
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
一

方
の
締
約
国
の
企
業
の
課
税
利
得
の
算
定
に
当
た
り
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
に
支
払
わ
れ
た
と
し
た
場
合

に
お
け
る
条
件
と
同
様
の
条
件
で
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

４

一
方
の
締
約
国
の
企
業
で
あ
っ
て
そ
の
資
本
の
全
部
又
は
一
部
が
他
方
の
締
約
国
の
一
又
は
二
以
上
の
居
住
者
に

よ
っ
て
直
接
又
は
間
接
に
所
有
さ
れ
、
又
は
支
配
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
、
租
税
又

は
こ
れ
に
関
連
す
る
要
件
で
あ
っ
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
類
似
の
他
の
企
業
に
課
さ
れ
て
お
り
、
若
し
く
は
課

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
租
税
若
し
く
は
こ
れ
に
関
連
す
る
要
件
以
外
の
も
の
又
は
こ
れ
ら
よ
り
も
重
い
も
の
を
課
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。

５

こ
の
条
の
規
定
は
、
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
又
は
一
方
の
締
約
国
の
地
方
政
府
若
し
く

は
地
方
公
共
団
体
が
課
す
る
全
て
の
種
類
の
租
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。


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第
二
十
三
条

相
互
協
議
手
続

１

一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
措
置
に
よ
り
こ
の
協
定
の
規
定
に
適
合
し
な
い
課
税
を
受
け
た
と
認
め
る
者
又
は
受

け
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
る
者
は
、
そ
の
事
案
に
つ
き
、
当
該
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
法
令
に
定
め
る
救
済
手

段
と
は
別
に
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
て
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
申
立
て

は
、
こ
の
協
定
の
規
定
に
適
合
し
な
い
課
税
に
係
る
措
置
の
最
初
の
通
知
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
、
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

１
に
規
定
す
る
申
立
て
を
受
け
た
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
当
該
申
立
て
を
正
当
と
認
め
る
が
自

ら
満
足
す
べ
き
解
決
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
協
定
の
規
定
に
適
合
し
な
い
課
税
を
回
避
す
る

た
め
、
他
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
と
の
合
意
に
よ
っ
て
そ
の
事
案
を
解
決
す
る
よ
う
努
め
る
。
成
立
し
た

全
て
の
合
意
は
、
両
締
約
国
の
法
令
上
の
い
か
な
る
期
間
制
限
に
も
か
か
わ
ら
ず
、実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
し
て
生
ず
る
困
難
又
は
疑
義
を
合
意
に

よ
っ
て
解
決
す
る
よ
う
努
め
る
。
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
ま
た
、
こ
の
協
定
に
定
め
の
な
い
場
合
に
お

け
る
二
重
課
税
を
除
去
す
る
た
め
、
相
互
に
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
２
及
び
３
に
規
定
す
る
合
意
に
達
す
る
た
め
、
直
接
相
互
に
連
絡
す
る
こ
と

（
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
又
は
そ
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
合
同
委
員
会
を
通
じ
て
連
絡
す
る
こ
と

を
含
む
。）が
で
き
る
。

第
二
十
四
条

情
報
の
交
換

１

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
こ
の
協
定
の
規
定
の
実
施
又
は
両
締
約
国
若
し
く
は
両
締
約
国
の
地
方
政
府

若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
が
課
す
る
全
て
の
種
類
の
租
税
に
関
す
る
両
締
約
国
の
法
令
（
当
該
法
令
に
基
づ
く
課
税

が
こ
の
協
定
の
規
定
に
反
し
な
い
場
合
に
限
る
。）の
運
用
若
し
く
は
執
行
に
関
連
す
る
情
報
を
交
換
す
る
。
情
報
の

交
換
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
制
限
を
受
け
な
い
。

２

１
の
規
定
に
基
づ
い
て
一
方
の
締
約
国
が
受
領
し
た
情
報
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
が
そ
の
法
令
に
基
づ
い
て
入

手
し
た
情
報
と
同
様
に
秘
密
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
し
、
１
に
規
定
す
る
租
税
の
賦
課
若
し
く
は
徴
収
、
当
該
租

税
に
関
す
る
執
行
若
し
く
は
訴
追
、
当
該
租
税
に
関
す
る
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
又
は
こ
れ
ら
の
監
督
に
関

与
す
る
者
又
は
当
局
（
裁
判
所
及
び
行
政
機
関
を
含
む
。）に
対
し
て
の
み
開
示
さ
れ
る
。こ
れ
ら
の
者
又
は
当
局
は
、

当
該
情
報
を
そ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
の
み
使
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
者
又
は
当
局
は
、
当
該
情
報
を
公
開
の
法
廷

に
お
け
る
審
理
又
は
司
法
上
の
決
定
に
お
い
て
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
文
か
ら
第
三
文
ま
で
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
が
受
領
し
た
情
報
は
、
両
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
他
の
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
情
報
を
提
供
し
た
他
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
そ
の
よ
う
な
使
用

を
許
可
す
る
と
き
は
、
他
の
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

１
及
び
２
の
規
定
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
一
方
の
締
約
国
に
対
し
て
、
次
の
こ
と
を
行
う
義
務
を
課
す
る
も

の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

⒜

当
該
一
方
の
締
約
国
又
は
他
方
の
締
約
国
の
法
令
及
び
行
政
上
の
慣
行
に
抵
触
す
る
行
政
上
の
措
置
を
と
る
こ

と
。

⒝

当
該
一
方
の
締
約
国
又
は
他
方
の
締
約
国
の
法
令
の
下
に
お
い
て
又
は
行
政
の
通
常
の
運
営
に
お
い
て
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

⒞

営
業
上
、
事
業
上
、
産
業
上
、
商
業
上
若
し
く
は
職
業
上
の
秘
密
若
し
く
は
取
引
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
と
な
る
情
報
又
は
公
開
す
る
こ
と
が
公
の
秩
序
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

４

一
方
の
締
約
国
が
こ
の
条
の
規
定
に
従
っ
て
情
報
の
提
供
を
要
請
す
る
場
合
に
は
、
他
方
の
締
約
国
は
、
当
該
情

報
が
自
己
の
課
税
目
的
の
た
め
に
必
要
で
な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
、
当
該
情
報
を
入
手
す
る
た
め
に
必
要
な
手
段
を

用
い
る
。
第
一
文
に
規
定
す
る
義
務
は
、
３
に
定
め
る
制
限
に
従
う
が
、
そ
の
制
限
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
当

該
情
報
が
自
己
の
課
税
目
的
の
た
め
に
必
要
で
な
い
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
、
締
約
国
が
情
報
の
提
供
を
拒
否
す

る
こ
と
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

５

３
の
規
定
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
提
供
を
要
請
さ
れ
た
情
報
が
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
、
名
義
人
、
代
理

人
若
し
く
は
受
託
者
が
有
す
る
情
報
又
は
あ
る
者
の
所
有
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
、
締
約

国
が
情
報
の
提
供
を
拒
否
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条

外
交
使
節
団
及
び
領
事
機
関
の
構
成
員

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
際
法
の
一
般
原
則
又
は
特
別
の
協
定
に
基
づ
く
外
交
使
節
団
又
は
領
事
機
関
の

構
成
員
の
租
税
上
の
特
権
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
二
十
六
条

特
典
を
受
け
る
権
利

こ
の
協
定
の
他
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
関
連
す
る
事
実
及
び
状
況
を
考
慮
し
て
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
特

典
を
受
け
る
こ
と
が
当
該
特
典
を
直
接
又
は
間
接
に
得
る
こ
と
と
な
る
仕
組
み
又
は
取
引
の
主
た
る
目
的
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
当
該
特
典
を
与
え
る
こ
と
が
こ

の
協
定
の
関
連
す
る
規
定
の
目
的
に
適
合
す
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
と
き
を
除
く
ほ
か
、
そ
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
当

該
特
典
は
、
与
え
ら
れ
な
い
。

第
二
十
七
条

改
正

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
間
の
合
意
に
よ
っ
て
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
八
条

効
力
発
生

１

各
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
、
書
面
に
よ
り
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の

た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
国
内
手
続
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
通
告
を
行
う
。
こ
の
協
定
は
、
遅
い
方
の
通
告
が

受
領
さ
れ
た
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
協
定
は
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

⒜

日
本
国
に
お
い
て
は
、

課
税
年
度
に
基
づ
い
て
課
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
協
定
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日

以
後
に
開
始
す
る
各
課
税
年
度
の
租
税

課
税
年
度
に
基
づ
か
な
い
で
課
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
協
定
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月

一
日
以
後
に
課
さ
れ
る
租
税

⒝

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
い
て
は
、

源
泉
徴
収
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
協
定
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
に
支
払
わ

れ
、
又
は
貸
記
さ
れ
る
額

そ
の
他
の
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
協
定
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
各
課

税
年
度
の
租
税

３

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
十
四
条
の
規
定
は
、
当
該
規
定
の
対
象
と
な
る
租
税
が
課
さ
れ
る
日
又
は
当
該

租
税
に
係
る
課
税
年
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

第
二
十
九
条

終
了

こ
の
協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
に
よ
っ
て
終
了
さ
せ
ら
れ
る
時
ま
で
効
力
を
有
す
る
。い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、

こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
五
年
の
期
間
が
満
了
し
た
後
に
開
始
す
る
各
暦
年
の
末
日
の
六
箇
月
前
ま
で
に
外
交

上
の
経
路
を
通
じ
て
他
方
の
締
約
国
に
対
し
て
終
了
の
通
告
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
こ
の
協
定
は
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
な
く
な
る
。

⒜

日
本
国
に
お
い
て
は
、

課
税
年
度
に
基
づ
い
て
課
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
当
該
通
告
が
行
わ
れ
た
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後

に
開
始
す
る
各
課
税
年
度
の
租
税

課
税
年
度
に
基
づ
か
な
い
で
課
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
当
該
通
告
が
行
わ
れ
た
年
の
翌
年
の
一
月
一
日

以
後
に
課
さ
れ
る
租
税





（
右
条
約
の
英
文
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

⒝

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
い
て
は
、

源
泉
徴
収
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
当
該
通
告
が
行
わ
れ
た
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
に
支
払
わ
れ
、

又
は
貸
記
さ
れ
る
額

そ
の
他
の
租
税
に
関
し
て
は
、
当
該
通
告
が
行
わ
れ
た
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
各
課
税
年

度
の
租
税

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日
に
東
京
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
日
本
語
、
キ
ル
ギ
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
英
語

に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。
解
釈
に
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
英
語
の
本
文
に
よ
る
。

日
本
国
の
た
め
に

茂
木
敏
充

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
た
め
に

Ｂ
・
ス
ィ
デ
ィ
コ
フ

議
定
書

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
除
去
並
び
に
脱
税
及
び
租
税
回
避
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
キ
ル
ギ

ス
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。）の
署
名
に
当
た
り
、
日
本
国
及
び
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
は
、
協
定

の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
次
の
規
定
を
協
定
し
た
。

協
定
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
匿
名
組
合
契
約
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
契
約
に
基
づ
い

て
行
う
出
資
に
つ
い
て
取
得
す
る
所
得
に
対
し
て
は
、
当
該
所
得
が
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
じ
、
か
つ
、
当
該

他
方
の
締
約
国
に
お
け
る
当
該
所
得
の
支
払
者
の
課
税
所
得
の
計
算
上
控
除
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国

に
お
い
て
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
国
に
つ
い
て
は
、「
匿
名
組

合
契
約
」
と
は
、
日
本
国
の
商
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）第
二
編
第
四
章
第
五
百
三
十
五
条
の
規
定（
そ

の
一
般
原
則
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
随
時
行
わ
れ
る
改
正
の
後
の
も
の
を
含
む
。）に
規
定
す
る
匿
名
組
合
契
約
を
い
う

こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
。

二
千
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日
に
東
京
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
日
本
語
、
キ
ル
ギ
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
英
語

に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。
解
釈
に
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
英
語
の
本
文
に
よ
る
。

日
本
国
の
た
め
に

茂
木
敏
充

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
た
め
に

Ｂ
・
ス
ィ
デ
ィ
コ
フ

総
務
大
臣

林

芳
正

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



〇

〇

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



省

令

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
三
十
一
年
総
務
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
私
有
林
人
工
林
の
面
積
の
算
定
）

（
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
私
有
林
人
工
林
の
面
積
の
算
定
）

第
一
条
の
二

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
各
市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
私
有
林
人
工
林
の
面
積
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
、
第
四
条
及
び

附
則
第
三
条
に
お
い
て
「
私
有
林
人
工
林
の
面
積
」
と
い
う
。）は
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
規
則
（
昭
和
四
十
四
年

農
林
省
令
第
三
十
九
号
）
に
よ
り
調
査
し
た
令
和
七
年
二
月
一
日
現
在
に
お
け
る
私
有
林
か
つ
人
工
林
の
面
積

と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
私
有
林
人
工
林
の
面
積
が
公
表
さ
れ
た
後
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
が
あ
っ
た

と
き
は
、
総
務
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
当
該
廃
置
分
合
に
係
る
区
域
の
私
有
林
人
工
林
の
面
積

を
関
係
市
町
村
の
私
有
林
人
工
林
の
面
積
に
加
え
、
又
は
関
係
市
町
村
の
私
有
林
人
工
林
の
面
積
か
ら
減
じ
た

も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
私
有
林
人
工
林
の
面
積
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
条
の
二

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
各
市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
私
有
林
人
工
林
の
面
積
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
、
第
四
条
及
び

附
則
第
三
条
に
お
い
て
「
私
有
林
人
工
林
の
面
積
」
と
い
う
。）は
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
規
則
（
昭
和
四
十
四
年

農
林
省
令
第
三
十
九
号
）
に
よ
り
調
査
し
た
令
和
二
年
二
月
一
日
現
在
に
お
け
る
私
有
林
か
つ
人
工
林
の
面
積

と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
私
有
林
人
工
林
の
面
積
が
公
表
さ
れ
た
後
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
が
あ
っ
た

と
き
は
、
総
務
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
当
該
廃
置
分
合
に
係
る
区
域
の
私
有
林
人
工
林
の
面
積

を
関
係
市
町
村
の
私
有
林
人
工
林
の
面
積
に
加
え
、
又
は
関
係
市
町
村
の
私
有
林
人
工
林
の
面
積
か
ら
減
じ
た

も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
私
有
林
人
工
林
の
面
積
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
私
有
林
人
工
林
の
面
積
の
補
正
）

（
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
私
有
林
人
工
林
の
面
積
の
補
正
）

第
一
条
の
三

私
有
林
人
工
林
の
面
積
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
補
正
す
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
の
三

私
有
林
人
工
林
の
面
積
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
補
正
す
る
も
の
と
す
る
。

市
町
村
の
区
分

率

市
町
村
の
区
分

率

農
林
業
セ
ン
サ
ス
規
則
に
よ
り
調
査
し
た
令
和
七
年
二
月
一
日
現
在

に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
区
域
に
係
る
林
野
率（
次
項
に
お
い
て「
林

野
率
」
と
い
う
。）が
百
分
の
七
十
五
以
上
百
分
の
八
十
五
未
満
で
あ

る
も
の

﹇
略
﹈

農
林
業
セ
ン
サ
ス
規
則
に
よ
り
調
査
し
た
令
和
二
年
二
月
一
日
現
在

に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
区
域
に
係
る
林
野
率（
次
項
に
お
い
て「
林

野
率
」
と
い
う
。）が
百
分
の
七
十
五
以
上
百
分
の
八
十
五
未
満
で
あ

る
も
の

﹇
同
上
﹈

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
二
の
規
定
は
、
令
和
八
年
度
以
後
の
年
度
分
の
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
七
年
度
分
ま
で
の
森
林
環
境
譲
与
税
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
総
務
省
令
第
八
十
七
号

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
三
号
）
第
二
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

総
務
大
臣

林

芳
正

〇
財
務
省
令
第
四
十
八
号

財
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
十
四
条
第
四
項
、
第
十
六
条
第
六
項
、
第
十
七
条
第
二
項
、
第
二
十
三
条
第
六
項
及
び
第
二
十
四
条
第
二
項
、
国
税
不
服
審
判
所
組
織
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
五
十
号
）
第
三
条

並
び
に
財
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
第
六
十
七
条
第
三
項
、
第
六
十
八
条
第
二
項
、
第
六
十
九
条
第
二
項
、
第
八
十
一
条
第
三
項
及
び
第
八
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
及
び
同
令
を
実
施
す
る

た
め
、
国
税
不
服
審
判
所
組
織
規
則
及
び
財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き





国
税
不
服
審
判
所
組
織
規
則
及
び
財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
国
税
不
服
審
判
所
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
税
不
服
審
判
所
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
大
蔵
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
国
税
審
査
官
）

（
国
税
審
査
官
）

第
三
条

国
税
不
服
審
判
所
に
、
国
税
審
査
官
百
七
十
四
人
以
内
を
置
く
。

第
三
条

国
税
不
服
審
判
所
に
、
国
税
審
査
官
百
七
十
五
人
以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

財
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
財
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正

後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
監
査
室
及
び
管
理
室
並
び
に
会
計
調
査
官
、
予
算
企
画
専
門
官
、
主
任
会
計
事
務
効
率
化
専
門
官
及
び
契
約

専
門
官
）

（
監
査
室
及
び
管
理
室
並
び
に
会
計
調
査
官
、
予
算
企
画
専
門
官
及
び
契
約
専
門
官
）

第
四
条

会
計
課
に
、
監
査
室
及
び
管
理
室
並
び
に
会
計
調
査
官
、
予
算
企
画
専
門
官
、
主
任
会
計
事
務
効
率
化

専
門
官
及
び
契
約
専
門
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

第
四
条

会
計
課
に
、
監
査
室
及
び
管
理
室
並
び
に
会
計
調
査
官
、
予
算
企
画
専
門
官
及
び
契
約
専
門
官
そ
れ
ぞ

れ
一
人
を
置
く
。

﹇
２
〜
11

略
﹈

﹇
２
〜
11

同
上
﹈

12

主
任
会
計
事
務
効
率
化
専
門
官
は
、
命
を
受
け
て
、
会
計
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
会
計
に
関
す
る
事
務
の
効

率
化
そ
の
他
専
門
的
事
項
を
処
理
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

13

﹇
略
﹈

12

﹇
同
上
﹈

（
業
務
調
整
室
並
び
に
地
方
連
携
推
進
官
、
人
事
調
整
官
及
び
人
事
専
門
官
）

（
業
務
調
整
室
並
び
に
地
方
連
携
推
進
官
及
び
人
事
調
整
官
）

第
五
条

地
方
課
に
、
業
務
調
整
室
並
び
に
地
方
連
携
推
進
官
、
人
事
調
整
官
（
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る

者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。）及
び
人
事
専
門
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

第
五
条

地
方
課
に
、
業
務
調
整
室
並
び
に
地
方
連
携
推
進
官
及
び
人
事
調
整
官
（
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め

る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。）そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

﹇
２
〜
６

略
﹈

﹇
２
〜
６

同
上
﹈

７

人
事
専
門
官
は
、
命
を
受
け
て
、
財
務
局
の
職
員
の
採
用
試
験
並
び
に
教
養
及
び
訓
練
に
関
す
る
事
務
の
調

整
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

（
主
計
事
務
管
理
室
及
び
主
計
企
画
官
）

（
主
計
事
務
管
理
室
及
び
主
計
企
画
官
）

第
十
条

総
務
課
に
、
主
計
事
務
管
理
室
及
び
主
計
企
画
官
二
人
以
内
を
置
く
。

第
十
条

総
務
課
に
、
主
計
事
務
管
理
室
及
び
主
計
企
画
官
一
人
を
置
く
。

﹇
２
〜
６

略
﹈

﹇
２
〜
６

同
上
﹈

（
デ
ジ
タ
ル
基
盤
統
括
室
及
び
シ
ス
テ
ム
協
力
専
門
官
）

（
事
務
管
理
室
及
び
シ
ス
テ
ム
協
力
専
門
官
）

第
十
六
条

総
務
課
に
、
デ
ジ
タ
ル
基
盤
統
括
室
及
び
シ
ス
テ
ム
協
力
専
門
官
一
人
を
置
く
。

第
十
六
条

総
務
課
に
、
事
務
管
理
室
及
び
シ
ス
テ
ム
協
力
専
門
官
一
人
を
置
く
。

２

デ
ジ
タ
ル
基
盤
統
括
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

２

事
務
管
理
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

３

デ
ジ
タ
ル
基
盤
統
括
室
に
、
室
長
及
び
電
算
シ
ス
テ
ム
専
門
官
二
人
を
置
く
。

３

事
務
管
理
室
に
、
室
長
及
び
電
算
シ
ス
テ
ム
専
門
官
二
人
を
置
く
。

﹇
４
・
５

略
﹈

﹇
４
・
５

同
上
﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
特
殊
関
税
調
査
室
、
原
産
地
規
則
室
、
税
関
調
査
室
及
び
経
済
連
携
室
並
び
に
経
済
安
全
保
障
政
策
企
画
官

及
び
国
際
協
力
専
門
官
）

（
特
殊
関
税
調
査
室
、
原
産
地
規
則
室
、
税
関
調
査
室
及
び
経
済
連
携
室
並
び
に
国
際
協
力
専
門
官
）

第
十
八
条

関
税
課
に
、
特
殊
関
税
調
査
室
、
原
産
地
規
則
室
、
税
関
調
査
室
及
び
経
済
連
携
室
並
び
に
経
済
安

全
保
障
政
策
企
画
官
及
び
国
際
協
力
専
門
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

第
十
八
条

関
税
課
に
、
特
殊
関
税
調
査
室
、
原
産
地
規
則
室
、
税
関
調
査
室
及
び
経
済
連
携
室
並
び
に
国
際
協

力
専
門
官
一
人
を
置
く
。

﹇
２
〜
９

略
﹈

﹇
２
〜
９

同
上
﹈

10

経
済
安
全
保
障
政
策
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
関
税
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
安
全
保
障
の
確
保
に
関
す
る

経
済
施
策
に
関
す
る
重
要
な
専
門
的
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
当
た
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

11

国
際
協
力
専
門
官
は
、
命
を
受
け
て
、
関
税
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
関
税
局
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
協
力

に
関
す
る
こ
と
そ
の
他
専
門
的
事
項
を
処
理
す
る
。

10

国
際
協
力
専
門
官
は
、
命
を
受
け
て
、
関
税
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
関
税
局
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
協
力

に
関
す
る
こ
と
そ
の
他
専
門
的
事
項
を
処
理
す
る
。

（
外
国
為
替
室
、
対
外
取
引
管
理
室
、
投
資
企
画
審
査
室
及
び
為
替
実
査
室
並
び
に
シ
ス
テ
ム
開
発
専
門
官
、

外
国
為
替
調
査
官
、
国
際
投
資
企
画
官
及
び
為
替
実
査
官
）

（
外
国
為
替
室
、
対
外
取
引
管
理
室
、
投
資
企
画
審
査
室
及
び
為
替
実
査
室
並
び
に
外
国
為
替
調
査
官
、
国
際

投
資
企
画
官
及
び
為
替
実
査
官
）

第
三
十
二
条

調
査
課
に
、
外
国
為
替
室
、
対
外
取
引
管
理
室
、
投
資
企
画
審
査
室
及
び
為
替
実
査
室
並
び
に
シ

ス
テ
ム
開
発
専
門
官
一
人
、
外
国
為
替
調
査
官
一
人
（
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ

る
も
の
と
す
る
。）、
国
際
投
資
企
画
官
一
人
及
び
為
替
実
査
官
十
六
人
以
内
（
う
ち
十
二
人
は
、
関
係
の
あ
る

他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。）を
置
く
。

第
三
十
二
条

調
査
課
に
、
外
国
為
替
室
、
対
外
取
引
管
理
室
、
投
資
企
画
審
査
室
及
び
為
替
実
査
室
並
び
に
外

国
為
替
調
査
官
一
人
（
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。）、
国
際
投
資

企
画
官
一
人
及
び
為
替
実
査
官
十
六
人
以
内
（
う
ち
十
二
人
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て

充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。）を
置
く
。

﹇
２
〜
12

略
﹈

﹇
２
〜
12

同
上
﹈

13

シ
ス
テ
ム
開
発
専
門
官
は
、
命
を
受
け
て
、
調
査
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
に
関

す
る
事
務
に
係
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
及
び
運
用
に
関
す
る
事
務
そ
の
他
専
門
的
事
項
を
処
理
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

14
〜
16

﹇
略
﹈

13
〜
15

﹇
同
上
﹈

（
デ
ー
タ
分
析
専
門
官
）

（
デ
ー
タ
分
析
専
門
官
）

第
四
十
四
条
の
二

総
務
研
究
部
に
、
デ
ー
タ
分
析
専
門
官
二
人
以
内
を
置
く
。

第
四
十
四
条
の
二

総
務
研
究
部
に
、
デ
ー
タ
分
析
専
門
官
一
人
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
上
席
会
計
事
務
専
門
官
及
び
主
任
会
計
事
務
専
門
官
）

（
上
席
会
計
事
務
専
門
官
及
び
主
任
会
計
事
務
専
門
官
）

第
六
十
九
条

管
理
運
用
部
に
、
上
席
会
計
事
務
専
門
官
一
人
及
び
主
任
会
計
事
務
専
門
官
三
人
以
内
を
置
く
。

第
六
十
九
条

管
理
運
用
部
に
、
上
席
会
計
事
務
専
門
官
一
人
及
び
主
任
会
計
事
務
専
門
官
二
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
関
税
中
央
分
析
所
に
置
く
課
等
）

（
関
税
中
央
分
析
所
に
置
く
課
等
）

第
七
十
九
条

関
税
中
央
分
析
所
に
、
総
務
課
並
び
に
首
席
分
析
官
、
分
析
指
導
官
及
び
分
析
調
整
官
そ
れ
ぞ
れ

一
人
並
び
に
分
析
官
九
人
以
内
並
び
に
主
任
研
究
官
一
人
並
び
に
研
究
官
四
人
以
内
を
置
く
。

第
七
十
九
条

関
税
中
央
分
析
所
に
、
総
務
課
並
び
に
首
席
分
析
官
、
分
析
指
導
官
及
び
分
析
調
整
官
そ
れ
ぞ
れ

一
人
並
び
に
分
析
官
八
人
以
内
並
び
に
主
任
研
究
官
一
人
並
び
に
研
究
官
四
人
以
内
を
置
く
。

（
上
席
証
券
検
査
官
及
び
証
券
検
査
官
）

（
上
席
証
券
検
査
官
及
び
証
券
検
査
官
）

第
百
九
十
一
条

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
上
席
証
券
検
査
官
四
十
四
人
以
内
及
び
証
券
検
査
官

二
百
十
九
人
以
内
を
置
く
。

第
百
九
十
一
条

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
上
席
証
券
検
査
官
四
十
三
人
以
内
及
び
証
券
検
査
官

二
百
十
八
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
上
席
証
券
調
査
官
及
び
証
券
調
査
官
）

（
上
席
証
券
調
査
官
及
び
証
券
調
査
官
）

第
百
九
十
一
条
の
二

関
東
財
務
局
に
、
上
席
証
券
調
査
官
八
人
以
内
を
、
東
海
財
務
局
及
び
近
畿
財
務
局
に
、

上
席
証
券
調
査
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
、
関
東
財
務
局
に
、
証
券
調
査
官
四
十
人
以
内
を
、
近
畿
財
務
局
に
、
証

券
調
査
官
二
十
五
人
以
内
を
、
東
海
財
務
局
に
、
証
券
調
査
官
二
十
三
人
以
内
を
置
く
。

第
百
九
十
一
条
の
二

関
東
財
務
局
に
、
上
席
証
券
調
査
官
八
人
以
内
を
、
近
畿
財
務
局
に
、
上
席
証
券
調
査
官

二
人
以
内
を
、
東
海
財
務
局
に
、
上
席
証
券
調
査
官
一
人
を
、
関
東
財
務
局
に
、証
券
調
査
官
四
十
人
以
内
を
、

近
畿
財
務
局
に
、
証
券
調
査
官
二
十
六
人
以
内
を
、
東
海
財
務
局
に
、
証
券
調
査
官
二
十
三
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈
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（
理
財
部
に
置
く
課
等
）

（
理
財
部
に
置
く
課
等
）

第
二
百
十
六
条

理
財
部
に
、
次
の
表
に
掲
げ
る
課
を
置
く
。

第
二
百
十
六
条

理
財
部
に
、
次
の
表
に
掲
げ
る
課
を
置
く
。

財
務
局
又
は
財
務
支
局
名

設

置

す

る

課

名

財
務
局
又
は
財
務
支
局
名

設

置

す

る

課

名

関

東

財

務

局

主
計
第
一
課

主
計
第
二
課

主
計
第
三
課

理
財
第
一
課

理
財
第
二

課

理
財
第
三
課

理
財
第
四
課

金
融
総
括
課

検
査
総
括
課

審
査

業
務
課

金
融
監
督
第
一
課

金
融
監
督
第
二
課

金
融
監
督
第
三
課

金
融
監
督
第
四
課

金
融
監
督
第
五
課

金
融
監
督
第
六
課

証
券
監
督

第
一
課

証
券
監
督
第
二
課

証
券
監
督
第
三
課

融
資
課

関

東

財

務

局

主
計
第
一
課

主
計
第
二
課

主
計
第
三
課

理
財
第
一
課

理
財
第
二

課

理
財
第
三
課

金
融
総
括
課

検
査
総
括
課

審
査
業
務
課

金
融

監
督
第
一
課

金
融
監
督
第
二
課

金
融
監
督
第
三
課

金
融
監
督
第
四

課

金
融
監
督
第
五
課

金
融
監
督
第
六
課

証
券
監
督
第
一
課

証
券

監
督
第
二
課

証
券
監
督
第
三
課

融
資
課

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
理
財
課
、
理
財
第
一
課
、
理
財
第
二
課
、
理
財
第
三
課
及
び
理
財
第
四
課
の
所
掌
事
務
）

（
理
財
課
、
理
財
第
一
課
、
理
財
第
二
課
及
び
理
財
第
三
課
の
所
掌
事
務
）

第
二
百
十
八
条

﹇
略
﹈

第
二
百
十
八
条

﹇
同
上
﹈

２

理
財
第
一
課
、
理
財
第
二
課
、
理
財
第
三
課
及
び
理
財
第
四
課
を
置
く
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
は
、
財

務
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
財
務
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
に
規
定
す
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

２

理
財
第
一
課
、
理
財
第
二
課
及
び
理
財
第
三
課
を
置
く
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
は
、
財
務
大
臣
の
承
認

を
受
け
て
財
務
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
に
規
定
す
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

（
金
融
監
督
第
一
課
、
金
融
監
督
第
二
課
、
金
融
監
督
第
三
課
、
金
融
監
督
第
四
課
、
金
融
監
督
第
五
課
、
金

融
監
督
第
六
課
、
証
券
監
督
課
、
証
券
監
督
第
一
課
、
証
券
監
督
第
二
課
及
び
証
券
監
督
第
三
課
の
所
掌
事

務
）

（
金
融
監
督
第
一
課
、
金
融
監
督
第
二
課
、
金
融
監
督
第
三
課
、
金
融
監
督
第
四
課
、
金
融
監
督
第
五
課
、
金

融
監
督
第
六
課
、
証
券
監
督
課
、
証
券
監
督
第
一
課
、
証
券
監
督
第
二
課
及
び
証
券
監
督
第
三
課
の
所
掌
事

務
）

第
二
百
二
十
一
条

金
融
監
督
第
一
課
、
金
融
監
督
第
二
課
、
金
融
監
督
第
三
課
、
金
融
監
督
第
四
課
、
金
融
監

督
第
五
課
、
金
融
監
督
第
六
課
、
証
券
監
督
課
、
証
券
監
督
第
一
課
、
証
券
監
督
第
二
課
及
び
証
券
監
督
第
三

課
は
、
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
財
務
局
長
又
は
福
岡
財
務
支
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ

る
事
務
（
金
融
総
括
課
、
検
査
総
括
課
、
審
査
業
務
課
、
検
査
指
導
官
、
特
別
金
融
証
券
検
査
官
、
統
括
金
融

証
券
検
査
官
及
び
金
融
調
整
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
分
掌
す
る
。

第
二
百
二
十
一
条

金
融
監
督
第
一
課
、
金
融
監
督
第
二
課
、
金
融
監
督
第
三
課
、
金
融
監
督
第
四
課
、
金
融
監

督
第
五
課
、
金
融
監
督
第
六
課
、
証
券
監
督
課
、
証
券
監
督
第
一
課
、
証
券
監
督
第
二
課
及
び
証
券
監
督
第
三

課
は
、
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
財
務
局
長
又
は
福
岡
財
務
支
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ

る
事
務
（
金
融
総
括
課
、
検
査
総
括
課
、
審
査
業
務
課
、
検
査
指
導
官
、
特
別
金
融
証
券
検
査
官
、
統
括
金
融

証
券
検
査
官
及
び
金
融
調
整
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
分
掌
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
者
の
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

一

次
に
掲
げ
る
者
の
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
イ
〜
カ

略
﹈

﹇
イ
〜
カ

同
上
﹈

ヨ

認
可
金
融
商
品
取
引
業
協
会
、
認
定
金
融
商
品
取
引
業
協
会
及
び
認
定
投
資
者
保
護
団
体
（
証
券
取
引

等
監
視
官
、
理
財
課
、
理
財
第
一
課
、
理
財
第
二
課
、
理
財
第
三
課
及
び
理
財
第
四
課
の
所
掌
に
属
す
る

も
の
を
除
く
。）

ヨ

認
可
金
融
商
品
取
引
業
協
会
、
認
定
金
融
商
品
取
引
業
協
会
及
び
認
定
投
資
者
保
護
団
体
（
証
券
取
引

等
監
視
官
、
理
財
課
、
理
財
第
一
課
、
理
財
第
二
課
及
び
理
財
第
三
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）

﹇
タ
〜
オ

略
﹈

﹇
タ
〜
オ

同
上
﹈

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

（
上
席
為
替
実
査
官
及
び
為
替
実
査
官
）

（
上
席
為
替
実
査
官
及
び
為
替
実
査
官
）

第
二
百
二
十
九
条

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
理
財
部
に
、
上
席
為
替
実
査
官
十
五
人
以
内
及
び

為
替
実
査
官
六
十
人
以
内
を
置
く
。

第
二
百
二
十
九
条

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
理
財
部
に
、
上
席
為
替
実
査
官
十
四
人
以
内
及
び

為
替
実
査
官
五
十
八
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
主
任
投
資
調
査
官
及
び
投
資
調
査
官
）

（
主
任
投
資
調
査
官
及
び
投
資
調
査
官
）

第
二
百
三
十
条
の
二

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
理
財
部
に
、
主
任
投
資
調
査
官
十
七
人
以
内
及

び
投
資
調
査
官
二
十
四
人
以
内
を
置
く
。

第
二
百
三
十
条
の
二

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
理
財
部
に
、
主
任
投
資
調
査
官
十
八
人
以
内
及

び
投
資
調
査
官
二
十
一
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
上
席
金
融
証
券
検
査
官
及
び
金
融
証
券
検
査
官
）

（
上
席
金
融
証
券
検
査
官
及
び
金
融
証
券
検
査
官
）

第
二
百
三
十
二
条

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
理
財
部
に
、
上
席
金
融
証
券
検
査
官
八
十
人
以
内

及
び
金
融
証
券
検
査
官
四
百
九
十
三
人
以
内
を
置
く
。

第
二
百
三
十
二
条

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
理
財
部
に
、
上
席
金
融
証
券
検
査
官
七
十
七
人
以

内
及
び
金
融
証
券
検
査
官
四
百
八
十
八
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
）

（
上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
）

第
二
百
三
十
四
条

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
理
財
部
に
、
上
席
調
査
官
百
八
十
一
人
以
内
及
び

調
査
官
四
百
十
七
人
以
内
を
置
く
。

第
二
百
三
十
四
条

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
理
財
部
に
、
上
席
調
査
官
百
七
十
九
人
以
内
及
び

調
査
官
四
百
十
一
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
国
有
財
産
総
括
専
門
官
）

（
国
有
財
産
総
括
専
門
官
）

第
二
百
四
十
八
条

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
管
財
部
（
関
東
財
務
局
に
あ
っ
て
は
、
管
財
第
一

部
）
に
、
国
有
財
産
総
括
専
門
官
六
十
二
人
以
内
を
置
く
。

第
二
百
四
十
八
条

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
管
財
部
（
関
東
財
務
局
に
あ
っ
て
は
、
管
財
第
一

部
）
に
、
国
有
財
産
総
括
専
門
官
六
十
人
以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
上
席
国
有
財
産
管
理
官
及
び
国
有
財
産
管
理
官
）

（
上
席
国
有
財
産
管
理
官
及
び
国
有
財
産
管
理
官
）

第
二
百
五
十
条

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
管
財
部
（
関
東
財
務
局
に
あ
っ
て
は
、
管
財
第
一
部

及
び
管
財
第
二
部
）
に
、
上
席
国
有
財
産
管
理
官
八
十
六
人
以
内
及
び
国
有
財
産
管
理
官
三
百
五
十
八
人
以
内

を
置
く
。

第
二
百
五
十
条

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
管
財
部
（
関
東
財
務
局
に
あ
っ
て
は
、
管
財
第
一
部

及
び
管
財
第
二
部
）
に
、
上
席
国
有
財
産
管
理
官
八
十
六
人
以
内
及
び
国
有
財
産
管
理
官
三
百
四
十
四
人
以
内

を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
業
務
部
の
所
掌
事
務
）

（
業
務
部
の
所
掌
事
務
）

第
二
百
六
十
五
条

業
務
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
二
百
六
十
五
条

業
務
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

﹇
一
〜
十
七

略
﹈

﹇
一
〜
十
七

同
上
﹈

十
八

外
国
に
お
け
る
経
済
上
の
連
携
に
係
る
関
税
及
び
税
関
行
政
に
関
す
る
制
度
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に

関
す
る
こ
と
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
総
務
部
に
置
く
課
等
）

（
総
務
部
に
置
く
課
等
）

第
二
百
六
十
八
条

総
務
部
に
、
次
に
掲
げ
る
課
及
び
室
を
置
く
。

第
二
百
六
十
八
条

総
務
部
に
、
次
に
掲
げ
る
課
及
び
室
を
置
く
。

総
務
課

総
務
課

人
事
課
（
東
京
税
関
を
除
く
。）

人
事
課

人
事
第
一
課
（
東
京
税
関
に
限
る
。）

人
事
第
二
課
（
東
京
税
関
に
限
る
。）

会
計
課
（
東
京
税
関
を
除
く
。）

会
計
課

会
計
第
一
課
（
東
京
税
関
に
限
る
。）

会
計
第
二
課
（
東
京
税
関
に
限
る
。）

企
画
調
整
室
（
函
館
税
関
を
除
く
。）

企
画
調
整
室
（
函
館
税
関
及
び
長
崎
税
関
を
除
く
。）

Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ン
タ
ー
室
（
東
京
税
関
に
限
る
。）

Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ン
タ
ー
室
（
東
京
税
関
に
限
る
。）

シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
室
（
函
館
税
関
及
び
長
崎
税
関
を
除
く
。）

シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
室
（
函
館
税
関
及
び
長
崎
税
関
を
除
く
。）

税
関
広
報
広
聴
室
（
函
館
税
関
及
び
長
崎
税
関
を
除
く
。）

税
関
広
報
広
聴
室
（
函
館
税
関
及
び
長
崎
税
関
を
除
く
。）

２

前
項
に
掲
げ
る
課
及
び
室
の
ほ
か
、
各
税
関
の
総
務
部
に
、
厚
生
管
理
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
、
東
京
税
関
の

総
務
部
に
、
総
括
シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
一
人
を
置
く
。

２

前
項
に
掲
げ
る
課
及
び
室
の
ほ
か
、
函
館
税
関
、
東
京
税
関
、
横
浜
税
関
、
名
古
屋
税
関
、
大
阪
税
関
、
神

戸
税
関
及
び
門
司
税
関
の
総
務
部
に
厚
生
管
理
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
、
東
京
税
関
の
総
務
部
に
総
括
シ
ス
テ
ム

企
画
調
整
官
一
人
を
置
く
。

（
人
事
課
、
人
事
第
一
課
及
び
人
事
第
二
課
の
所
掌
事
務
）

（
人
事
課
の
所
掌
事
務
）

第
二
百
七
十
条

﹇
略
﹈

第
二
百
七
十
条

﹇
同
上
﹈

２

人
事
第
一
課
及
び
人
事
第
二
課
を
置
く
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
は
、
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け

て
税
関
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
に
規
定
す
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

２

長
崎
税
関
の
総
務
部
人
事
課
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
第
二
百
七
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
事

務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
会
計
課
、
会
計
第
一
課
及
び
会
計
第
二
課
の
所
掌
事
務
）

（
会
計
課
の
所
掌
事
務
）

第
二
百
七
十
一
条

﹇
略
﹈

第
二
百
七
十
一
条

﹇
同
上
﹈

２

会
計
第
一
課
及
び
会
計
第
二
課
を
置
く
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
は
、
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け

て
税
関
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
に
規
定
す
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
企
画
調
整
官
）

（
企
画
調
整
官
）

第
二
百
七
十
七
条

東
京
税
関
の
総
務
部
に
、
企
画
調
整
官
二
人
以
内
を
、
函
館
税
関
の
総
務
部
に
、
企
画
調
整

官
一
人
を
置
く
。

第
二
百
七
十
七
条

東
京
税
関
の
総
務
部
に
、
企
画
調
整
官
二
人
以
内
を
、
函
館
税
関
及
び
長
崎
税
関
の
総
務
部

に
、
企
画
調
整
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
）

（
シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
）

第
二
百
七
十
八
条

東
京
税
関
の
総
務
部
に
、
シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
十
三
人
以
内
を
、神
戸
税
関
の
総
務
部
に
、

シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
四
人
以
内
を
、
大
阪
税
関
の
総
務
部
に
、
シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
三
人
以
内
を
、
函
館

税
関
、
横
浜
税
関
、
名
古
屋
税
関
及
び
長
崎
税
関
の
総
務
部
に
、
シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
そ
れ
ぞ
れ
二
人
以
内

を
、
門
司
税
関
の
総
務
部
に
、
シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
一
人
を
置
く
。

第
二
百
七
十
八
条

東
京
税
関
の
総
務
部
に
、
シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
十
二
人
以
内
を
、神
戸
税
関
の
総
務
部
に
、

シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
四
人
以
内
を
、
大
阪
税
関
の
総
務
部
に
、
シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
三
人
以
内
を
、
函
館

税
関
、
横
浜
税
関
、
名
古
屋
税
関
及
び
長
崎
税
関
の
総
務
部
に
、
シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
そ
れ
ぞ
れ
二
人
以
内

を
、
門
司
税
関
の
総
務
部
に
、
シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官
一
人
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
税
関
考
査
官
）

（
税
関
考
査
官
）

第
二
百
八
十
条

﹇
略
﹈

第
二
百
八
十
条

﹇
同
上
﹈

２

税
関
考
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
し
、
並
び
に
上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
の
行
う

事
務
を
総
括
す
る
。

２

税
関
考
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
税
関
行
政
の
考
査
を
行
い
、及
び
税
関
長
の
指
定
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

一

税
関
行
政
の
考
査
を
行
う
こ
と
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

二

税
関
長
の
指
定
す
る
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

（
首
席
税
関
考
査
官
）

（
首
席
税
関
考
査
官
）

第
二
百
八
十
一
条

﹇
略
﹈

第
二
百
八
十
一
条

﹇
同
上
﹈

２

首
席
税
関
考
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
前
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
考
査
を
行
い
、
及
び
税
関
考
査
官

の
行
う
事
務
を
整
理
す
る
。

２

首
席
税
関
考
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
考
査
を
行
い
、
及
び
税
関
考
査
官
の
行
う

事
務
を
整
理
す
る
。

（
上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
）

（
上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
）

第
二
百
八
十
五
条

各
税
関
を
通
じ
て
総
務
部
に
、
上
席
調
査
官
七
十
七
人
以
内
及
び
調
査
官
百
十
七
人
以
内
を

置
く
。

第
二
百
八
十
五
条

各
税
関
を
通
じ
て
総
務
部
に
、
上
席
調
査
官
七
十
二
人
以
内
及
び
調
査
官
百
十
五
人
以
内
を

置
く
。

２

前
項
の
上
席
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
二
百
七
十
二
条
各
号
、
第
二
百
七
十
二
条
の
二
各
号
、
第
二
百

七
十
三
条
各
号
及
び
第
二
百
八
十
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
事
務
を
処
理
し
、
並
び
に
次
項
の
調
査
官
の
行

う
事
務
を
総
括
す
る
。

２

前
項
の
上
席
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
二
百
七
十
二
条
各
号
、
第
二
百
七
十
二
条
の
二
各
号
及
び
第
二

百
七
十
三
条
各
号
に
規
定
す
る
事
務
を
処
理
し
、
並
び
に
次
項
の
調
査
官
の
行
う
事
務
を
総
括
す
る
。

３

第
一
項
の
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
二
百
七
十
二
条
各
号
、
第
二
百
七
十
二
条
の
二
各
号
、
第
二
百
七

十
三
条
各
号
及
び
第
二
百
八
十
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

３

第
一
項
の
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
二
百
七
十
二
条
各
号
、
第
二
百
七
十
二
条
の
二
各
号
及
び
第
二
百

七
十
三
条
各
号
に
規
定
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

（
監
視
部
に
置
く
課
等
）

（
監
視
部
に
置
く
課
等
）

第
二
百
八
十
六
条

﹇
略
﹈

第
二
百
八
十
六
条

﹇
同
上
﹈

２

前
項
に
掲
げ
る
課
及
び
室
の
ほ
か
、
監
視
部
に
、
統
括
監
視
官
、
特
別
監
視
官
及
び
保
税
地
域
監
督
官
を
置

く
。

２

前
項
に
掲
げ
る
課
及
び
室
の
ほ
か
、
監
視
部
に
統
括
監
視
官
、特
別
監
視
官
及
び
保
税
地
域
監
督
官
を
置
く
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

（
監
視
取
締
セ
ン
タ
ー
室
の
所
掌
事
務
）

（
監
視
取
締
セ
ン
タ
ー
室
の
所
掌
事
務
）

第
二
百
八
十
八
条

﹇
略
﹈

第
二
百
八
十
八
条

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

旅
客
及
び
乗
組
員
の
携
帯
品
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
係
る
関
税
、
内
国
消
費
税
及
び
貨
物
割
並
び

に
国
際
観
光
旅
客
税
の
統
一
的
な
賦
課
及
び
徴
収
に
係
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

三

関
税
定
率
法
及
び
関
税
暫
定
措
置
法
に
規
定
す
る
製
造
工
場
に
関
す
る
事
務
の
統
一
的
な
実
施
に
係
る
調

整
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

四

コ
ン
テ
ナ
ー
に
関
す
る
通
関
条
約
の
統
一
的
な
実
施
に
係
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



五

保
税
制
度
の
統
一
的
な
運
営
に
係
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

六

前
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
資
料
及
び
情
報
の
収
集
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
資
料
及
び
情
報
の
収
集
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

七

﹇
略
﹈

三

﹇
同
上
﹈

（
統
括
監
視
官
の
職
務
）

（
統
括
監
視
官
の
職
務
）

第
二
百
九
十
二
条

﹇
略
﹈

第
二
百
九
十
二
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

旅
客
及
び
乗
組
員
の
携
帯
品
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
係
る
関
税
、
内
国
消
費
税
及
び
貨
物
割
並
び

に
国
際
観
光
旅
客
税
の
賦
課
及
び
徴
収
に
関
す
る
こ
と
（
第
三
百
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ

る
事
務
並
び
に
監
視
取
締
セ
ン
タ
ー
室
、
統
括
審
査
官
、
特
別
審
査
官
、
統
括
分
析
官
、
特
別
分
析
官
、
総

括
関
税
鑑
査
官
、
総
括
関
税
評
価
官
及
び
統
括
調
査
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

三

旅
客
及
び
乗
組
員
の
携
帯
品
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
係
る
関
税
、
内
国
消
費
税
及
び
貨
物
割
並
び

に
国
際
観
光
旅
客
税
の
賦
課
及
び
徴
収
に
関
す
る
こ
と
（
第
三
百
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ

る
事
務
並
び
に
統
括
審
査
官
、
特
別
審
査
官
、
統
括
分
析
官
、
特
別
分
析
官
、
総
括
関
税
鑑
査
官
、
総
括
関

税
評
価
官
及
び
統
括
調
査
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

四

﹇
略
﹈

四

﹇
同
上
﹈

五

コ
ン
テ
ナ
ー
に
関
す
る
通
関
条
約
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
（
監
視
取
締
セ
ン
タ
ー
室
の
所
掌
に
属
す
る
も

の
を
除
く
。）。

五

コ
ン
テ
ナ
ー
に
関
す
る
通
関
条
約
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
六
〜
十
一

略
﹈

﹇
六
〜
十
一

同
上
﹈

（
保
税
地
域
監
督
官
の
職
務
）

（
保
税
地
域
監
督
官
の
職
務
）

第
二
百
九
十
四
条

保
税
地
域
監
督
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
監
視
取
締
セ
ン
タ
ー
室
、
統
括

監
視
官
及
び
特
別
監
視
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
分
掌
す
る
。

第
二
百
九
十
四
条

保
税
地
域
監
督
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
統
括
監
視
官
及
び
特
別
監
視
官

の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
分
掌
す
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
取
締
企
画
調
整
官
）

（
取
締
企
画
調
整
官
）

第
二
百
九
十
五
条

横
浜
税
関
の
監
視
部
に
、
取
締
企
画
調
整
官
三
人
以
内
を
置
く
。

第
二
百
九
十
五
条

横
浜
税
関
の
監
視
部
に
、
取
締
企
画
調
整
官
二
人
以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
上
席
監
視
官
及
び
監
視
官
）

（
上
席
監
視
官
及
び
監
視
官
）

第
二
百
九
十
八
条

各
税
関
を
通
じ
て
監
視
部
に
、
上
席
監
視
官
三
百
十
七
人
以
内
及
び
監
視
官
三
百
八
十
二
人

以
内
を
置
く
。

第
二
百
九
十
八
条

各
税
関
を
通
じ
て
監
視
部
に
、
上
席
監
視
官
三
百
十
五
人
以
内
及
び
監
視
官
三
百
七
十
五
人

以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
業
務
部
に
置
く
課
等
）

（
業
務
部
に
置
く
課
等
）

第
三
百
一
条

﹇
略
﹈

第
三
百
一
条

﹇
同
上
﹈

２

前
項
に
掲
げ
る
課
及
び
室
の
ほ
か
、
業
務
部
に
、
統
括
審
査
官
、
特
別
審
査
官
、
統
括
分
析
官
（
函
館
税
関

及
び
長
崎
税
関
を
除
く
。）、
特
別
分
析
官
（
函
館
税
関
、
神
戸
税
関
、
門
司
税
関
及
び
長
崎
税
関
を
除
く
。）、

通
関
業
監
督
官
、
首
席
通
関
業
監
督
官
（
函
館
税
関
、
門
司
税
関
及
び
長
崎
税
関
を
除
く
。）、
総
括
関
税
鑑
査

官
（
東
京
税
関
に
限
る
。）、
総
括
原
産
地
調
査
官
（
東
京
税
関
に
限
る
。）、
総
括
認
定
事
業
者
管
理
官
（
東
京

税
関
に
限
る
。）、
総
括
知
的
財
産
調
査
官（
東
京
税
関
に
限
る
。）及
び
総
括
関
税
評
価
官（
東
京
税
関
に
限
る
。）

を
置
く
。

２

前
項
に
掲
げ
る
課
及
び
室
の
ほ
か
、
業
務
部
に
統
括
審
査
官
、
特
別
審
査
官
、
統
括
分
析
官
（
函
館
税
関
及

び
長
崎
税
関
を
除
く
。）、
特
別
分
析
官
（
函
館
税
関
、
神
戸
税
関
、
門
司
税
関
及
び
長
崎
税
関
を
除
く
。）、
通

関
業
監
督
官
、
首
席
通
関
業
監
督
官
（
函
館
税
関
、
門
司
税
関
及
び
長
崎
税
関
を
除
く
。）、
総
括
関
税
鑑
査
官

（
東
京
税
関
に
限
る
。）、
総
括
原
産
地
調
査
官
（
東
京
税
関
に
限
る
。）、
総
括
認
定
事
業
者
管
理
官
（
東
京
税

関
に
限
る
。）、
総
括
知
的
財
産
調
査
官
（
東
京
税
関
に
限
る
。）及
び
総
括
関
税
評
価
官
（
東
京
税
関
に
限
る
。）

を
置
く
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

（
収
納
課
の
所
掌
事
務
）

（
収
納
課
の
所
掌
事
務
）

第
三
百
三
条

収
納
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
監
視
取
締
セ
ン
タ
ー
室
、
統
括
監
視
官
、
特
別
監
視
官
、
統
括

審
査
官
及
び
特
別
審
査
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

第
三
百
三
条

収
納
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
統
括
監
視
官
、
特
別
監
視
官
、
統
括
審
査
官
及
び
特
別
審
査
官

の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

九

輸
入
貨
物
に
関
す
る
申
告
書
及
び
申
請
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
書
類
の
整
理
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と

（
総
括
関
税
評
価
官
、
統
括
調
査
官
及
び
特
別
調
査
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

九

輸
入
貨
物
に
関
す
る
申
告
書
及
び
申
請
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
書
類
の
整
理
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と

（
総
括
関
税
評
価
官
、
統
括
調
査
官
及
び
特
別
関
税
調
査
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈
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（
統
括
審
査
官
の
職
務
）

（
統
括
審
査
官
の
職
務
）

第
三
百
六
条

統
括
審
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
監
視
取
締
セ
ン
タ
ー
室
、
情
報
管
理
室
、

統
括
監
視
官
、
特
別
監
視
官
、
特
別
審
査
官
、
総
括
関
税
鑑
査
官
、
総
括
原
産
地
調
査
官
、
総
括
知
的
財
産
調

査
官
及
び
総
括
関
税
評
価
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
分
掌
す
る
。

第
三
百
六
条

統
括
審
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
情
報
管
理
室
、
統
括
監
視
官
、
特
別
監
視

官
、
特
別
審
査
官
、
総
括
関
税
鑑
査
官
、
総
括
原
産
地
調
査
官
、
総
括
知
的
財
産
調
査
官
及
び
総
括
関
税
評
価

官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
分
掌
す
る
。

﹇
一
〜
四

略
﹈

﹇
一
〜
四

同
上
﹈

五

輸
入
貨
物
の
関
税
、
内
国
消
費
税
及
び
貨
物
割
の
確
定
に
関
す
る
こ
と
（
収
納
課
、
統
括
調
査
官
及
び
特

別
調
査
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

五

輸
入
貨
物
の
関
税
、
内
国
消
費
税
及
び
貨
物
割
の
確
定
に
関
す
る
こ
と
（
収
納
課
、
統
括
調
査
官
及
び
特

別
関
税
調
査
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

﹇
六
〜
二
十
二

略
﹈

﹇
六
〜
二
十
二

同
上
﹈

﹇
２
〜
５

略
﹈

﹇
２
〜
５

同
上
﹈

（
特
別
審
査
官
の
職
務
）

（
特
別
審
査
官
の
職
務
）

第
三
百
七
条

特
別
審
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
（
監
視
取
締
セ
ン
タ
ー
室
、

情
報
管
理
室
、
統
括
監
視
官
、
特
別
監
視
官
、
総
括
関
税
鑑
査
官
、
総
括
原
産
地
調
査
官
、
総
括
知
的
財
産
調

査
官
及
び
総
括
関
税
評
価
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
特
に
処
理
困
難
な
も
の
と
し
て
、
税
関

長
が
指
定
す
る
も
の
を
分
掌
す
る
。

第
三
百
七
条

特
別
審
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
（
情
報
管
理
室
、
統
括
監
視

官
、
特
別
監
視
官
、
総
括
関
税
鑑
査
官
、
総
括
原
産
地
調
査
官
、
総
括
知
的
財
産
調
査
官
及
び
総
括
関
税
評
価

官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
特
に
処
理
困
難
な
も
の
と
し
て
、
税
関
長
が
指
定
す
る
も
の
を
分

掌
す
る
。

（
総
括
原
産
地
調
査
官
の
職
務
）

（
総
括
原
産
地
調
査
官
の
職
務
）

第
三
百
十
二
条

﹇
略
﹈

第
三
百
十
二
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

外
国
に
お
け
る
経
済
上
の
連
携
に
係
る
関
税
及
び
税
関
行
政
に
関
す
る
制
度
に
関
す
る
統
一
的
な
情
報
の

提
供
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
調
査
、
情
報
の
収
集
及
び
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

（
税
関
相
談
官
）

（
税
関
相
談
官
）

第
三
百
十
五
条

各
税
関
を
通
じ
て
業
務
部
に
、
税
関
相
談
官
二
十
一
人
以
内
を
置
く
。

第
三
百
十
五
条

各
税
関
を
通
じ
て
業
務
部
に
、
税
関
相
談
官
二
十
人
以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
原
産
地
調
査
官
）

（
原
産
地
調
査
官
）

第
三
百
十
九
条

﹇
略
﹈

第
三
百
十
九
条

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

外
国
に
お
け
る
経
済
上
の
連
携
に
係
る
関
税
及
び
税
関
行
政
に
関
す
る
制
度
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
関

す
る
こ
と
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

三

前
二
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
調
査
並
び
に
資
料
及
び
情
報
の
収
集
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
調
査
並
び
に
資
料
及
び
情
報
の
収
集
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

（
上
席
審
査
官
及
び
審
査
官
）

（
上
席
審
査
官
及
び
審
査
官
）

第
三
百
二
十
一
条

各
税
関
を
通
じ
て
業
務
部
に
、
上
席
審
査
官
二
百
四
十
六
人
以
内
及
び
審
査
官
二
百
四
十
二

人
以
内
を
置
く
。

第
三
百
二
十
一
条

各
税
関
を
通
じ
て
業
務
部
に
、
上
席
審
査
官
二
百
四
十
四
人
以
内
及
び
審
査
官
二
百
六
十
五

人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
）

（
上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
）

第
三
百
二
十
二
条

各
税
関
を
通
じ
て
業
務
部
に
、
上
席
調
査
官
九
十
人
以
内
及
び
調
査
官
百
二
十
一
人
以
内
を

置
く
。

第
三
百
二
十
二
条

各
税
関
を
通
じ
て
業
務
部
に
、
上
席
調
査
官
八
十
四
人
以
内
及
び
調
査
官
百
十
九
人
以
内
を

置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
上
席
分
析
官
及
び
分
析
官
）

（
上
席
分
析
官
及
び
分
析
官
）

第
三
百
二
十
三
条

東
京
税
関
の
業
務
部
に
、
上
席
分
析
官
六
人
以
内
を
、
横
浜
税
関
及
び
大
阪
税
関
の
業
務
部

に
、
上
席
分
析
官
そ
れ
ぞ
れ
三
人
以
内
を
、
名
古
屋
税
関
及
び
神
戸
税
関
の
業
務
部
に
、
上
席
分
析
官
そ
れ
ぞ

れ
二
人
以
内
を
、
門
司
税
関
及
び
長
崎
税
関
の
業
務
部
に
、
上
席
分
析
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
、
各
税
関
を
通
じ

て
業
務
部
に
、
分
析
官
二
十
二
人
以
内
を
置
く
。

第
三
百
二
十
三
条

東
京
税
関
の
業
務
部
に
、
上
席
分
析
官
四
人
以
内
を
、
横
浜
税
関
及
び
大
阪
税
関
の
業
務
部

に
、
上
席
分
析
官
そ
れ
ぞ
れ
三
人
以
内
を
、
神
戸
税
関
の
業
務
部
に
、
上
席
分
析
官
二
人
以
内
を
、
名
古
屋
税

関
、
門
司
税
関
及
び
長
崎
税
関
の
業
務
部
に
、
上
席
分
析
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
、各
税
関
を
通
じ
て
業
務
部
に
、

分
析
官
十
九
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈
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（
調
査
部
に
置
く
課
等
）

（
調
査
部
に
置
く
課
等
）

第
三
百
二
十
四
条

﹇
略
﹈

第
三
百
二
十
四
条

﹇
同
上
﹈

２

前
項
に
掲
げ
る
課
及
び
室
の
ほ
か
、
調
査
部
に
、
統
括
調
査
官
、
特
別
調
査
官
、
統
括
審
理
官
、
特
別
審
理

官
及
び
総
括
情
報
管
理
官
（
東
京
税
関
に
限
る
。）を
置
く
。

２

前
項
に
掲
げ
る
課
及
び
室
の
ほ
か
、
調
査
部
に
統
括
調
査
官
、
特
別
関
税
調
査
官
、
統
括
審
理
官
、
特
別
審

理
官
及
び
総
括
情
報
管
理
官
（
東
京
税
関
に
限
る
。）を
置
く
。

３

統
括
調
査
官
、
特
別
調
査
官
、
統
括
審
理
官
、
特
別
審
理
官
及
び
総
括
情
報
管
理
官
の
各
税
関
別
定
数
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

３

統
括
調
査
官
、
特
別
関
税
調
査
官
、
統
括
審
理
官
、
特
別
審
理
官
及
び
総
括
情
報
管
理
官
の
各
税
関
別
定
数

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

統
括
調
査
官

特
別
調
査
官

統
括
審
理
官

特
別
審
理
官

総
括
情
報

管
理
官

統
括
調
査
官

特
別
関
税

調
査
官

統
括
審
理
官

特
別
審
理
官

総
括
情
報

管
理
官

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

東
京
税
関

四
十
六
人

十
一
人

十
五
人

二
人

一
人

東
京
税
関

四
十
三
人

十
人

十
五
人

二
人

一
人

横
浜
税
関

十
八
人

八
人

十
一
人

四
人

横
浜
税
関

十
九
人

七
人

十
一
人

四
人

名
古
屋
税
関

十
二
人

六
人

五
人

三
人

名
古
屋
税
関

十
三
人

五
人

五
人

三
人

大
阪
税
関

十
七
人

九
人

九
人

二
人

大
阪
税
関

十
七
人

八
人

九
人

二
人

神
戸
税
関

十
三
人

九
人

五
人

五
人

神
戸
税
関

十
五
人

七
人

五
人

五
人

門
司
税
関

六
人

一
人

七
人

二
人

門
司
税
関

六
人

一
人

六
人

二
人

長
崎
税
関

五
人

一
人

一
人

一
人

長
崎
税
関

四
人

一
人

一
人

一
人

合

計

百
二
十
人

四
十
六
人

五
十
四
人

二
十
人

一
人

合

計

百
二
十
人

四
十
人

五
十
三
人

二
十
人

一
人

（
統
括
調
査
官
の
職
務
）

（
統
括
調
査
官
の
職
務
）

第
三
百
三
十
条

統
括
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
総
括
関
税
評
価
官
及
び
特
別
調
査
官
の

所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
分
掌
す
る
。

第
三
百
三
十
条

統
括
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
総
括
関
税
評
価
官
及
び
特
別
関
税
調
査

官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
分
掌
す
る
。

﹇
一
〜
七

略
﹈

﹇
一
〜
七

同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
特
別
調
査
官
の
職
務
）

（
特
別
関
税
調
査
官
の
職
務
）

第
三
百
三
十
一
条

特
別
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
（
総
括
関
税
評
価
官
の

所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
特
に
処
理
困
難
な
も
の
と
し
て
、
税
関
長
の
指
定
す
る
も
の
に
関
す
る

事
務
を
分
掌
す
る
。

第
三
百
三
十
一
条

特
別
関
税
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及

び
第
七
号
に
掲
げ
る
事
務
（
総
括
関
税
評
価
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
特
に
処
理
困
難
な
も

の
と
し
て
、
税
関
長
の
指
定
す
る
も
の
に
関
す
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

（
情
報
管
理
官
）

（
情
報
管
理
官
）

第
三
百
三
十
六
条

東
京
税
関
の
調
査
部
に
、
情
報
管
理
官
二
十
人
以
内
を
、
大
阪
税
関
及
び
神
戸
税
関
の
調
査

部
に
、
情
報
管
理
官
そ
れ
ぞ
れ
五
人
以
内
を
、
横
浜
税
関
、
名
古
屋
税
関
及
び
門
司
税
関
の
調
査
部
に
、
情
報

管
理
官
そ
れ
ぞ
れ
四
人
以
内
を
、
函
館
税
関
及
び
長
崎
税
関
の
調
査
部
に
、
情
報
管
理
官
そ
れ
ぞ
れ
二
人
以
内

を
置
く
。

第
三
百
三
十
六
条

東
京
税
関
の
調
査
部
に
、
情
報
管
理
官
十
九
人
以
内
を
、
大
阪
税
関
の
調
査
部
に
、
情
報
管

理
官
五
人
以
内
を
、
横
浜
税
関
、
名
古
屋
税
関
、
神
戸
税
関
及
び
門
司
税
関
の
調
査
部
に
、
情
報
管
理
官
そ
れ

ぞ
れ
四
人
以
内
を
、
函
館
税
関
及
び
長
崎
税
関
の
調
査
部
に
、
情
報
管
理
官
そ
れ
ぞ
れ
二
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
）

（
上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
）

第
三
百
三
十
七
条

各
税
関
を
通
じ
て
調
査
部
に
、
上
席
調
査
官
三
百
五
人
以
内
及
び
調
査
官
三
百
四
十
三
人
以

内
を
置
く
。

第
三
百
三
十
七
条

各
税
関
を
通
じ
て
調
査
部
に
、
上
席
調
査
官
三
百
九
人
以
内
及
び
調
査
官
三
百
四
十
六
人
以

内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
上
席
審
理
官
及
び
審
理
官
）

（
上
席
審
理
官
及
び
審
理
官
）

第
三
百
三
十
八
条

各
税
関
を
通
じ
て
調
査
部
に
、
上
席
審
理
官
百
二
十
六
人
以
内
及
び
審
理
官
百
六
十
二
人
以

内
を
置
く
。

第
三
百
三
十
八
条

各
税
関
を
通
じ
て
調
査
部
に
、
上
席
審
理
官
百
二
十
六
人
以
内
及
び
審
理
官
百
六
十
四
人
以

内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

第
三
百
四
十
三
条

﹇
略
﹈

第
三
百
四
十
三
条

﹇
同
上
﹈

﹇
２
〜
７

略
﹈

﹇
２
〜
７

同
上
﹈

８

東
京
税
関
成
田
税
関
支
署
、
東
京
税
関
羽
田
税
関
支
署
及
び
大
阪
税
関
関
西
空
港
税
関
支
署
に
、
次
長
そ
れ

ぞ
れ
五
人
を
、
名
古
屋
税
関
中
部
空
港
税
関
支
署
に
、
次
長
四
人
を
、
東
京
税
関
成
田
航
空
貨
物
出
張
所
及
び

門
司
税
関
福
岡
空
港
税
関
支
署
に
、
次
長
そ
れ
ぞ
れ
三
人
を
、
函
館
税
関
千
歳
税
関
支
署
、
東
京
税
関
東
京
外

郵
出
張
所
、
東
京
税
関
大
井
出
張
所
、
横
浜
税
関
千
葉
税
関
支
署
、
横
浜
税
関
本
牧
埠
頭
出
張
所
、
横
浜
税
関

川
崎
外
郵
出
張
所
、
名
古
屋
税
関
清
水
税
関
支
署
、
大
阪
税
関
南
港
出
張
所
、
神
戸
税
関
水
島
税
関
支
署
、
神

戸
税
関
広
島
税
関
支
署
、
神
戸
税
関
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
出
張
所
、
神
戸
税
関
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
出
張
所
、
門

司
税
関
下
関
税
関
支
署
及
び
門
司
税
関
博
多
税
関
支
署
に
、
次
長
そ
れ
ぞ
れ
二
人
を
、
函
館
税
関
札
幌
税
関
支

署
、
東
京
税
関
新
潟
税
関
支
署
、
横
浜
税
関
仙
台
塩

税
関
支
署
、
横
浜
税
関
鹿
島
税
関
支
署
、
横
浜
税
関
川

崎
税
関
支
署
、
横
浜
税
関
大
黒
埠
頭
出
張
所
、
名
古
屋
税
関
四
日
市
税
関
支
署
、
名
古
屋
税
関
中
部
外
郵
出
張

所
、
名
古
屋
税
関
西
部
出
張
所
、
大
阪
税
関
堺
税
関
支
署
、
大
阪
税
関
大
阪
外
郵
出
張
所
、
神
戸
税
関
姫
路
税

関
支
署
、
神
戸
税
関
境
税
関
支
署
、
門
司
税
関
徳
山
税
関
支
署
、
門
司
税
関
大
分
税
関
支
署
、
門
司
税
関
田
野

浦
出
張
所
及
び
長
崎
税
関
鹿
児
島
税
関
支
署
に
、
次
長
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

８

東
京
税
関
成
田
税
関
支
署
、
東
京
税
関
羽
田
税
関
支
署
及
び
大
阪
税
関
関
西
空
港
税
関
支
署
に
、
次
長
そ
れ

ぞ
れ
五
人
を
、
名
古
屋
税
関
中
部
空
港
税
関
支
署
に
、
次
長
四
人
を
、
東
京
税
関
成
田
航
空
貨
物
出
張
所
及
び

門
司
税
関
福
岡
空
港
税
関
支
署
に
、
次
長
そ
れ
ぞ
れ
三
人
を
、
東
京
税
関
東
京
外
郵
出
張
所
、
東
京
税
関
大
井

出
張
所
、
横
浜
税
関
千
葉
税
関
支
署
、
横
浜
税
関
本
牧
埠
頭
出
張
所
、
横
浜
税
関
川
崎
外
郵
出
張
所
、
名
古
屋

税
関
清
水
税
関
支
署
、
大
阪
税
関
南
港
出
張
所
、
神
戸
税
関
水
島
税
関
支
署
、
神
戸
税
関
広
島
税
関
支
署
、
神

戸
税
関
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
出
張
所
、
神
戸
税
関
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
出
張
所
、
門
司
税
関
下
関
税
関
支
署
及
び

門
司
税
関
博
多
税
関
支
署
に
、
次
長
そ
れ
ぞ
れ
二
人
を
、
函
館
税
関
札
幌
税
関
支
署
、
函
館
税
関
千
歳
税
関
支

署
、
東
京
税
関
新
潟
税
関
支
署
、
横
浜
税
関
仙
台
塩

税
関
支
署
、
横
浜
税
関
鹿
島
税
関
支
署
、
横
浜
税
関
川

崎
税
関
支
署
、
横
浜
税
関
大
黒
埠
頭
出
張
所
、
名
古
屋
税
関
四
日
市
税
関
支
署
、
名
古
屋
税
関
中
部
外
郵
出
張

所
、
名
古
屋
税
関
西
部
出
張
所
、
大
阪
税
関
堺
税
関
支
署
、
大
阪
税
関
大
阪
外
郵
出
張
所
、
神
戸
税
関
姫
路
税

関
支
署
、
神
戸
税
関
境
税
関
支
署
、
門
司
税
関
徳
山
税
関
支
署
、
門
司
税
関
大
分
税
関
支
署
、
門
司
税
関
田
野

浦
出
張
所
及
び
長
崎
税
関
鹿
児
島
税
関
支
署
に
、
次
長
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

﹇
９
・
10

略
﹈

﹇
９
・
10

同
上
﹈

（
業
務
部
の
所
掌
事
務
）

（
業
務
部
の
所
掌
事
務
）

第
三
百
四
十
七
条

業
務
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
三
百
四
十
七
条

業
務
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

﹇
一
〜
十
七

略
﹈

﹇
一
〜
十
七

同
上
﹈

十
八

外
国
に
お
け
る
経
済
上
の
連
携
に
係
る
関
税
及
び
税
関
行
政
に
関
す
る
制
度
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に

関
す
る
こ
と
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
）

（
上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
）

第
三
百
五
十
七
条
の
二

沖
縄
地
区
税
関
の
総
務
部
に
、上
席
調
査
官
二
人
以
内
及
び
調
査
官
四
人
以
内
を
置
く
。

第
三
百
五
十
七
条
の
二

沖
縄
地
区
税
関
の
総
務
部
に
、上
席
調
査
官
三
人
以
内
及
び
調
査
官
四
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
監
視
部
に
置
く
課
等
）

（
監
視
部
に
置
く
課
等
）

第
三
百
五
十
八
条

﹇
略
﹈

第
三
百
五
十
八
条

﹇
同
上
﹈

２

前
項
に
掲
げ
る
課
及
び
室
の
ほ
か
、
監
視
部
に
、
統
括
監
視
官
七
人
並
び
に
特
別
監
視
官
及
び
保
税
地
域
監

督
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

２

前
項
に
掲
げ
る
課
及
び
室
の
ほ
か
、
監
視
部
に
統
括
監
視
官
七
人
並
び
に
特
別
監
視
官
及
び
保
税
地
域
監
督

官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

（
上
席
監
視
官
及
び
監
視
官
）

（
上
席
監
視
官
及
び
監
視
官
）

第
三
百
六
十
三
条
の
二

沖
縄
地
区
税
関
の
監
視
部
に
、
上
席
監
視
官
二
十
五
人
以
内
及
び
監
視
官
三
十
三
人
以

内
を
置
く
。

第
三
百
六
十
三
条
の
二

沖
縄
地
区
税
関
の
監
視
部
に
、
上
席
監
視
官
二
十
五
人
以
内
及
び
監
視
官
三
十
五
人
以

内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
業
務
部
に
置
く
課
等
）

（
業
務
部
に
置
く
課
等
）

第
三
百
六
十
四
条

﹇
略
﹈

第
三
百
六
十
四
条

﹇
同
上
﹈

２

前
項
に
掲
げ
る
課
の
ほ
か
、
業
務
部
に
、
統
括
審
査
官
三
人
、
特
別
審
査
官
二
人
及
び
通
関
業
監
督
官
一
人

を
置
く
。

２

前
項
に
掲
げ
る
課
の
ほ
か
、
業
務
部
に
統
括
審
査
官
三
人
、
特
別
審
査
官
二
人
及
び
通
関
業
監
督
官
一
人
を

置
く
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
原
産
地
調
査
官
）

（
原
産
地
調
査
官
）

第
三
百
七
十
一
条

﹇
略
﹈

第
三
百
七
十
一
条

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

外
国
に
お
け
る
経
済
上
の
連
携
に
係
る
関
税
及
び
税
関
行
政
に
関
す
る
制
度
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
関

す
る
こ
と
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

三

前
二
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
調
査
並
び
に
資
料
及
び
情
報
の
収
集
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
調
査
並
び
に
資
料
及
び
情
報
の
収
集
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

（
上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
）

（
上
席
調
査
官
）

第
三
百
七
十
四
条
の
三

沖
縄
地
区
税
関
の
業
務
部
に
、上
席
調
査
官
及
び
調
査
官
そ
れ
ぞ
れ
二
人
以
内
を
置
く
。

第
三
百
七
十
四
条
の
三

沖
縄
地
区
税
関
の
業
務
部
に
、
上
席
調
査
官
二
人
以
内
を
置
く
。

２

前
項
の
上
席
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
三
百
七
十
一
条
第
二
項
各
号
及
び
第
三
百
七
十
三
条
第
二
項
各

号
に
規
定
す
る
事
務
を
処
理
し
、
並
び
に
次
項
の
調
査
官
の
行
う
事
務
を
総
括
す
る
。

２

前
項
の
上
席
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
三
百
七
十
一
条
第
二
項
各
号
及
び
第
三
百
七
十
三
条
第
二
項
各

号
に
規
定
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

３

第
一
項
の
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
三
百
七
十
一
条
第
二
項
各
号
及
び
第
三
百
七
十
三
条
第
二
項
各
号

に
規
定
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

（
調
査
部
に
置
く
課
等
）

（
調
査
部
に
置
く
課
等
）

第
三
百
七
十
五
条

﹇
略
﹈

第
三
百
七
十
五
条

﹇
同
上
﹈

２

前
項
に
掲
げ
る
課
の
ほ
か
、
調
査
部
に
、
統
括
調
査
官
二
人
、
統
括
審
理
官
三
人
及
び
特
別
審
理
官
一
人
を

置
く
。

２

前
項
に
掲
げ
る
課
の
ほ
か
、
調
査
部
に
統
括
調
査
官
二
人
、
統
括
審
理
官
三
人
及
び
特
別
審
理
官
一
人
を
置

く
。

（
上
席
審
理
官
及
び
審
理
官
）

（
上
席
審
理
官
及
び
審
理
官
）

第
三
百
八
十
条
の
三

沖
縄
地
区
税
関
の
調
査
部
に
、
上
席
審
理
官
四
人
以
内
及
び
審
理
官
六
人
以
内
を
置
く
。

第
三
百
八
十
条
の
三

沖
縄
地
区
税
関
の
調
査
部
に
、
上
席
審
理
官
四
人
以
内
及
び
審
理
官
七
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
国
税
実
査
官
）

（
国
税
実
査
官
）

第
四
百
十
条

課
税
部
及
び
徴
収
部
を
通
じ
て
国
税
実
査
官
二
百
九
十
六
人
以
内
を
置
く
。

第
四
百
十
条

課
税
部
及
び
徴
収
部
を
通
じ
て
国
税
実
査
官
二
百
九
十
人
以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
国
際
調
査
管
理
官
）

（
国
際
調
査
管
理
官
）

第
四
百
十
一
条

﹇
略
﹈

第
四
百
十
一
条

﹇
同
上
﹈

２

国
際
調
査
管
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
四
百
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
海
外
取
引
（
租
税
特
別
措

置
法
第
六
十
六
条
の
四
（
国
外
関
連
者
と
の
取
引
に
係
る
課
税
の
特
例
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
取
引
を
含

む
。
第
四
百
五
十
二
条
第
二
項
、
第
五
百
条
第
五
項
第
二
号
、
第
五
百
三
条
、
第
五
百
四
条
、
第
五
百
四
条
の

二
及
び
第
五
百
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
外
国
法
人
に
係
る
も
の
を
処
理
す
る
。

２

国
際
調
査
管
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
四
百
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
海
外
取
引
（
租
税
特
別
措

置
法
第
六
十
六
条
の
四
（
国
外
関
連
者
と
の
取
引
に
係
る
課
税
の
特
例
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
取
引
を
含

む
。
第
四
百
五
十
二
条
第
二
項
、第
五
百
条
第
五
項
第
二
号
、第
五
百
三
条
及
び
第
五
百
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）

及
び
外
国
法
人
に
係
る
も
の
を
処
理
す
る
。

（
国
際
監
理
官
）

（
国
際
監
理
官
）

第
四
百
五
十
二
条

﹇
略
﹈

第
四
百
五
十
二
条

﹇
同
上
﹈

２

国
際
監
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
国
際
機
動
課
、
事
前
確
認
審
査
課
、

特
別
国
税
調
査
官
（
海
外
取
引
に
係
る
も
の
と
し
て
国
税
局
長
が
特
別
の
調
査
又
は
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
認
め
た
も
の
及
び
外
国
法
人
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
統
括
国
税
調
査
官
（
海
外
取
引
に
係
る
も
の
と
し

て
国
税
局
長
が
特
別
の
調
査
又
は
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
も
の
及
び
外
国
法
人
に
係
る
も
の
に
限

る
。）の
事
務
を
整
理
す
る
。

２

国
際
監
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
事
前
確
認
審
査
課
、
特
別
国
税
調
査

官
（
海
外
取
引
に
係
る
も
の
と
し
て
国
税
局
長
が
特
別
の
調
査
又
は
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
も
の

及
び
外
国
法
人
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
統
括
国
税
調
査
官
（
海
外
取
引
に
係
る
も
の
と
し
て
国
税
局
長
が

特
別
の
調
査
又
は
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
も
の
及
び
外
国
法
人
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
事
務
を

整
理
す
る
。

（
総
務
部
に
置
く
課
等
）

（
総
務
部
に
置
く
課
等
）

第
四
百
五
十
三
条

﹇
略
﹈

第
四
百
五
十
三
条

﹇
同
上
﹈

２

前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
部
に
、
特
別
国
税
管
理
官
（
関
東
信
越
国
税
局
、
東
京
国
税
局
、
名
古

屋
国
税
局
及
び
大
阪
国
税
局
に
限
る
。）、
統
括
国
税
管
理
官
及
び
情
報
処
理
管
理
官
（
東
京
国
税
局
及
び
大
阪

国
税
局
に
限
る
。）を
置
く
。

２

前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
部
に
、
統
括
国
税
管
理
官
及
び
情
報
処
理
管
理
官
（
東
京
国
税
局
及
び

大
阪
国
税
局
に
限
る
。）を
置
く
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



３

特
別
国
税
管
理
官
、
統
括
国
税
管
理
官
及
び
情
報
処
理
管
理
官
の
国
税
局
別
定
数
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

３

統
括
国
税
管
理
官
及
び
情
報
処
理
管
理
官
の
国
税
局
別
定
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

名
称

特
別
国
税
管
理
官

名
称

統
括
国
税
管
理
官

情
報
処
理
管
理
官

札
幌
国
税
局

札
幌
国
税
局

四
人

仙
台
国
税
局

仙
台
国
税
局

五
人

関
東
信
越
国
税
局

一
人

関
東
信
越
国
税
局

六
人

東
京
国
税
局

一
人

東
京
国
税
局

二
十
三
人

二
人

金
沢
国
税
局

金
沢
国
税
局

二
人

名
古
屋
国
税
局

一
人

名
古
屋
国
税
局

九
人

大
阪
国
税
局

一
人

大
阪
国
税
局

九
人

三
人

広
島
国
税
局

広
島
国
税
局

四
人

高
松
国
税
局

高
松
国
税
局

三
人

福
岡
国
税
局

福
岡
国
税
局

四
人

熊
本
国
税
局

熊
本
国
税
局

三
人

合

計

四
人

合

計

七
十
二
人

五
人

（
特
別
国
税
管
理
官
の
職
務
）

第
四
百
六
十
三
の
二

特
別
国
税
管
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
条
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
、
特
に
処
理
困
難

な
も
の
と
し
て
国
税
局
長
の
指
定
す
る
も
の
を
分
掌
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

統
括
国
税
管
理
官

五
人

五
人

十
一
人

三
十
人

二
人

十
三
人

十
六
人

四
人

三
人

四
人

三
人

九
十
六
人

情
報
処
理
管
理
官

二
人

三
人

五
人

（
統
括
国
税
管
理
官
の
職
務
）

（
統
括
国
税
管
理
官
の
職
務
）

第
四
百
六
十
三
条
の
三

統
括
国
税
管
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
五
百
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
、
第
六
号
及
び
第
八
号
並
び
に
第
五
百
五
十
三
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
五

百
五
十
四
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
税
務
署
の
事
務
の
運
営
及
び
処
理
の
状
況
に
照
ら
し
、
国
税
局

長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
事
項
（
関
東
信
越
国
税
局
、
東
京
国
税
局
、
名
古
屋
国
税
局
及
び
大
阪
国
税

局
に
あ
っ
て
は
、
特
別
国
税
管
理
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）に
関
す
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

第
四
百
六
十
三
条
の
二

統
括
国
税
管
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
五
百
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
、
第
六
号
及
び
第
八
号
並
び
に
第
五
百
五
十
三
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
五

百
五
十
四
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
税
務
署
の
事
務
の
運
営
及
び
処
理
の
状
況
に
照
ら
し
、
国
税
局

長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
事
項
に
関
す
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

（
主
任
国
税
管
理
官
）

（
主
任
国
税
管
理
官
）

第
四
百
六
十
六
条
の
三

総
務
部
を
通
じ
て
主
任
国
税
管
理
官
九
百
四
十
四
人
以
内
を
置
く
。

第
四
百
六
十
六
条
の
三

総
務
部
を
通
じ
て
主
任
国
税
管
理
官
六
百
三
十
五
人
以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
国
税
管
理
官
）

（
国
税
管
理
官
）

第
四
百
六
十
六
条
の
四

総
務
部
を
通
じ
て
国
税
管
理
官
一
万
九
千
七
百
六
十
九
人
以
内
を
置
く
。

第
四
百
六
十
六
条
の
四

総
務
部
を
通
じ
て
国
税
管
理
官
一
万
五
千
七
十
七
人
以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
課
税
部
、
課
税
第
一
部
及
び
課
税
第
二
部
に
置
く
課
等
）

（
課
税
部
、
課
税
第
一
部
及
び
課
税
第
二
部
に
置
く
課
等
）

第
四
百
六
十
七
条

﹇
略
﹈

第
四
百
六
十
七
条

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



３

審
理
官
、
資
産
評
価
官
、
企
画
調
整
官
、
統
括
国
税
実
査
官
及
び
統
括
国
税
調
査
官
の
国
税
局
別
定
数
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

３

審
理
官
、
資
産
評
価
官
、
企
画
調
整
官
、
統
括
国
税
実
査
官
及
び
統
括
国
税
調
査
官
の
国
税
局
別
定
数
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

名
称

部
名

審
理
官

資
産
評
価
官

企
画
調
整
官

統
括
国
税
実

査
官

統
括
国
税
調

査
官

名
称

部
名

審
理
官

資
産
評
価
官

企
画
調
整
官

統
括
国
税
実

査
官

統
括
国
税
調

査
官

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

東
京
国
税

局

課
税
第
一
部

二
人

一
人

一
人

九
人

東
京
国
税

局

課
税
第
一
部

二
人

一
人

一
人

七
人

課
税
第
二
部

二
人

三
人

課
税
第
二
部

二
人

三
人

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

大
阪
国
税

局

課
税
第
一
部

二
人

一
人

五
人

大
阪
国
税

局

課
税
第
一
部

二
人

一
人

五
人

課
税
第
二
部

二
人

三
人

課
税
第
二
部

一
人

三
人

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

合

計

十
一
人

十
一
人

一
人

二
十
九
人

十
二
人

合

計

十
一
人

十
一
人

一
人

二
十
六
人

十
二
人

（
国
税
実
査
官
）

（
国
税
実
査
官
）

第
四
百
八
十
五
条

課
税
部
並
び
に
課
税
第
一
部
及
び
課
税
第
二
部
を
通
じ
て
国
税
実
査
官
三
千
七
百
九
十
三
人

以
内
を
置
く
。

第
四
百
八
十
五
条

課
税
部
並
び
に
課
税
第
一
部
及
び
課
税
第
二
部
を
通
じ
て
国
税
実
査
官
三
千
七
百
三
十
四
人

以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
国
税
実
査
官
）

（
国
税
実
査
官
）

第
四
百
九
十
七
条

徴
収
部
を
通
じ
て
国
税
実
査
官
六
百
五
十
二
人
以
内
を
置
く
。

第
四
百
九
十
七
条

徴
収
部
を
通
じ
て
国
税
実
査
官
六
百
五
十
人
以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
調
査
査
察
部
、
調
査
部
、
調
査
第
一
部
、
調
査
第
二
部
、
調
査
第
三
部
、
調
査
第
四
部
及
び
査
察
部
に
置
く

課
等
）

（
調
査
査
察
部
、
調
査
部
、
調
査
第
一
部
、
調
査
第
二
部
、
調
査
第
三
部
、
調
査
第
四
部
及
び
査
察
部
に
置
く

課
等
）

第
四
百
九
十
九
条

調
査
査
察
部
、
調
査
部
、
調
査
第
一
部
、
調
査
第
二
部
、
調
査
第
三
部
、
調
査
第
四
部
及
び

査
察
部
に
、
次
の
表
に
掲
げ
る
課
並
び
に
特
別
国
税
調
査
官
、
統
括
国
税
調
査
官
、
情
報
企
画
分
析
官
、
特
別

国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
を
置
く
。

第
四
百
九
十
九
条

調
査
査
察
部
、
調
査
部
、
調
査
第
一
部
、
調
査
第
二
部
、
調
査
第
三
部
、
調
査
第
四
部
及
び

査
察
部
に
、
次
の
表
に
掲
げ
る
課
並
び
に
特
別
国
税
調
査
官
、
統
括
国
税
調
査
官
、
情
報
企
画
分
析
官
、
特
別

国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
を
置
く
。

名
称

部
名

設
置
す
る
課
名

名
称

部
名

設
置
す
る
課
名

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

東
京
国
税
局

調
査
第
一
部

調
査
管
理
課

広
域
情
報
管
理
課

調
査
総
括
課

調
査

審
理
課

国
際
調
査
管
理
課

国
際
調
査
課

国
際
機
動

課

事
前
確
認
審
査
課

調
査
開
発
課

東
京
国
税
局

調
査
第
一
部

調
査
管
理
課

広
域
情
報
管
理
課

調
査
総
括
課

調
査

審
理
課

国
際
調
査
管
理
課

国
際
調
査
課

事
前
確
認

審
査
課

調
査
開
発
課

調
査
第
二
部

調
査
総
括
課

調
査
第
二
部

調
査
総
括
課

調
査
第
三
部

調
査
総
括
課

調
査
第
三
部

調
査
総
括
課

調
査
第
四
部

調
査
総
括
課

調
査
第
四
部

調
査
総
括
課

査
察
部

査
察
管
理
課

査
察
総
括
第
一
課

査
察
総
括
第
二
課

査
察
広
域
課

資
料
情
報
課

査
察
審
理
課

査
察
開
発

課

査
察
情
報
戦
略
課

査
察
国
際
課

査
察
部

査
察
管
理
課

査
察
総
括
第
一
課

査
察
総
括
第
二
課

査
察
広
域
課

資
料
情
報
課

査
察
審
理
課

査
察
開
発

課

査
察
情
報
戦
略
課

査
察
国
際
課

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈
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２

特
別
国
税
調
査
官
、
統
括
国
税
調
査
官
、
情
報
企
画
分
析
官
、
特
別
国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
の

国
税
局
別
定
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

特
別
国
税
調
査
官
、
統
括
国
税
調
査
官
、
情
報
企
画
分
析
官
、
特
別
国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
の

国
税
局
別
定
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

名
称

部
名

特
別
国
税
調

査
官

統
括
国
税
調

査
官

情
報
企
画
分

析
官

特
別
国
税
査

察
官

統
括
国
税
査

察
官

名
称

部
名

特
別
国
税
調

査
官

統
括
国
税
調

査
官

情
報
企
画
分

析
官

特
別
国
税
査

察
官

統
括
国
税
査

察
官

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

東
京
国
税

局

調
査
第
一
部

三
十
五
人

六
人

一
人

東
京
国
税

局

調
査
第
一
部

三
十
五
人

七
人

一
人

調
査
第
二
部

十
六
人

調
査
第
二
部

十
六
人

調
査
第
三
部

十
六
人

調
査
第
三
部

十
六
人

調
査
第
四
部

十
六
人

調
査
第
四
部

十
六
人

査
察
部

八
人

三
十
三
人

査
察
部

八
人

三
十
三
人

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

合

計

五
十
九
人

百
十
八
人

二
人

三
十
一
人

八
十
八
人

合

計

五
十
九
人

百
十
九
人

二
人

三
十
一
人

八
十
八
人

（
調
査
管
理
課
の
所
掌
事
務
）

（
調
査
管
理
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
条

﹇
略
﹈

第
五
百
条

﹇
同
上
﹈

２

東
京
国
税
局
の
調
査
管
理
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

２

東
京
国
税
局
の
調
査
管
理
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
国
際
機
動
課
、
事
前
確
認
審
査
課
及
び
調
査
開
発
課
並
び
に
特
別
国

税
調
査
官
及
び
統
括
国
税
調
査
官
の
所
掌
に
属
す
る
調
査
の
方
針
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

一

国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
事
前
確
認
審
査
課
及
び
調
査
開
発
課
並
び
に
特
別
国
税
調
査
官
及
び

統
括
国
税
調
査
官
の
所
掌
に
属
す
る
調
査
の
方
針
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
二
〜
四

略
﹈

﹇
二
〜
四

同
上
﹈

﹇
３
〜
５

略
﹈

﹇
３
〜
５

同
上
﹈

（
広
域
情
報
管
理
課
の
所
掌
事
務
）

（
広
域
情
報
管
理
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
条
の
二

広
域
情
報
管
理
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
東
京

国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
国
際
機
動
課
、
事
前
確
認
審
査
課
、
調
査
開
発
課

及
び
情
報
企
画
分
析
官
、
大
阪
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、事
前
確
認
審
査
課
、

調
査
開
発
課
及
び
情
報
企
画
分
析
官
、
名
古
屋
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
及
び

調
査
開
発
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

第
五
百
条
の
二

広
域
情
報
管
理
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
東
京

国
税
局
及
び
大
阪
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
事
前
確
認
審
査
課
、
調
査
開
発

課
及
び
情
報
企
画
分
析
官
、
名
古
屋
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
及
び
調
査
開
発

課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

﹇
一
〜
五

略
﹈

﹇
一
〜
五

同
上
﹈

（
国
際
調
査
管
理
課
の
所
掌
事
務
）

（
国
際
調
査
管
理
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
三
条

東
京
国
税
局
の
国
際
調
査
管
理
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
五
百
三
条

東
京
国
税
局
及
び
大
阪
国
税
局
の
国
際
調
査
管
理
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

国
際
調
査
課
、
国
際
機
動
課
及
び
事
前
確
認
審
査
課
の
所
掌
に
属
す
る
調
査
並
び
に
特
別
国
税
調
査
官
及

び
統
括
国
税
調
査
官
の
職
務
に
関
す
る
調
査
（
海
外
取
引
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
計
画
の
企
画
及
び
立
案

に
関
す
る
こ
と
。

一

国
際
調
査
課
及
び
事
前
確
認
審
査
課
の
所
掌
に
属
す
る
調
査
並
び
に
特
別
国
税
調
査
官
及
び
統
括
国
税
調

査
官
の
職
務
に
関
す
る
調
査（
海
外
取
引
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
計
画
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

二

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

大
阪
国
税
局
の
国
際
調
査
管
理
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

一

国
際
調
査
課
及
び
事
前
確
認
審
査
課
の
所
掌
に
属
す
る
調
査
並
び
に
特
別
国
税
調
査
官
及
び
統
括
国
税
調

査
官
の
職
務
に
関
す
る
調
査（
海
外
取
引
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
計
画
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

二

海
外
取
引
に
係
る
調
査
又
は
検
査
に
関
す
る
国
税
調
査
官
の
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。
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（
国
際
調
査
課
の
所
掌
事
務
）

（
国
際
調
査
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
四
条

﹇
略
﹈

第
五
百
四
条

﹇
同
上
﹈

２

東
京
国
税
局
の
国
際
調
査
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
機
動
課
及
び
事
前
確
認
審

査
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

一

第
五
百
十
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
海
外
取
引
に
係
る
も
の
と
し
て
国
税
局
長
が
特
別
の
調
査

又
は
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
特
定
事
項
に
関
す
る
調
査
又
は
検
査
に
関
す
る
こ
と
。

二

第
五
百
十
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
海
外
取
引
に
係
る
も
の
と
し
て
国
税
局
長
が
特
別
の
調
査

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
特
定
事
項
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

三

海
外
取
引
に
関
す
る
調
査
技
法
の
開
発
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
国
税
局
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
特
定

事
項
に
係
る
事
務

３

名
古
屋
国
税
局
及
び
大
阪
国
税
局
の
国
際
調
査
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
大
阪
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
国

際
調
査
管
理
課
及
び
事
前
確
認
審
査
課
、
名
古
屋
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
国
際
調
査
管
理
課
の
所
掌
に
属
す
る

も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

２

東
京
国
税
局
、
名
古
屋
国
税
局
及
び
大
阪
国
税
局
の
国
際
調
査
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
東
京
国
税
局
及

び
大
阪
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
国
際
調
査
管
理
課
及
び
事
前
確
認
審
査
課
、
名
古
屋
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
国

際
調
査
管
理
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

﹇
一
〜
四

略
﹈

﹇
一
〜
四

同
上
﹈

（
国
際
機
動
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
四
条
の
二

国
際
機
動
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
国
際
調
査
管
理
課
及
び
事
前
確
認
審
査
課
の
所
掌
に

属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

特
別
国
税
調
査
官
及
び
統
括
国
税
調
査
官
の
行
う
調
査
又
は
検
査
の
う
ち
海
外
取
引
に
係
る
も
の
の
指
導

並
び
に
こ
れ
に
必
要
な
調
査
又
は
検
査
に
関
す
る
こ
と
。

二

第
五
百
十
四
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
法
人
税
法
第
二
編
第
二
章
、
第
三
編
第
三
章

及
び
第
百
五
十
条
の
三
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
も
の
の
指
導
並
び
に
こ
れ
に
必
要
な
調
査
又
は
検
査
に
関

す
る
こ
と
。

（
事
前
確
認
審
査
課
の
所
掌
事
務
）

（
事
前
確
認
審
査
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
四
条
の
三

﹇
略
﹈

第
五
百
四
条
の
二

﹇
同
上
﹈

（
特
別
国
税
調
査
官
の
職
務
）

（
特
別
国
税
調
査
官
の
職
務
）

第
五
百
十
三
条

特
別
国
税
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
特
に
大
規
模
な
組
織

を
有
す
る
法
人
で
、
国
税
局
長
の
指
定
す
る
も
の
に
係
る
も
の
（
東
京
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
、

広
域
情
報
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
国
際
機
動
課
、
事
前

確
認
審
査
課
、
調
査
開
発
課
及
び
情
報
企
画
分
析
官
、
大
阪
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報

管
理
課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
事
前
確
認
審
査
課
、
調
査
開
発

課
及
び
情
報
企
画
分
析
官
、
名
古
屋
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理
課
、調
査
総
括
課
、

調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
及
び
調
査
開
発
課
、
関
東
信
越
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査

管
理
課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
及
び
国
際
調
査
課
、
札
幌
国
税
局
、
仙
台
国
税
局
、
金
沢
国
税
局
、
広

島
国
税
局
、
高
松
国
税
局
、
福
岡
国
税
局
及
び
熊
本
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
の
所
掌
に
属
す
る
も

の
を
除
く
。）を
分
掌
す
る
。

第
五
百
十
三
条

特
別
国
税
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
特
に
大
規
模
な
組
織

を
有
す
る
法
人
で
、
国
税
局
長
の
指
定
す
る
も
の
に
係
る
も
の（
東
京
国
税
局
及
び
大
阪
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、

調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
事
前

確
認
審
査
課
、
調
査
開
発
課
及
び
情
報
企
画
分
析
官
、
名
古
屋
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情

報
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
及
び
調
査
開
発
課
、
関
東
信
越

国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
及
び
国
際
調
査
課
、
札
幌
国
税
局
、
仙
台

国
税
局
、
金
沢
国
税
局
、
広
島
国
税
局
、
高
松
国
税
局
、
福
岡
国
税
局
及
び
熊
本
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査

管
理
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
分
掌
す
る
。

（
統
括
国
税
調
査
官
の
職
務
）

（
統
括
国
税
調
査
官
の
職
務
）

第
五
百
十
四
条

統
括
国
税
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
特
別
国
税
調
査
官
の
所
掌
に
属
す

る
も
の
並
び
に
東
京
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、調
査
審
理
課
、

国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
国
際
機
動
課
、
事
前
確
認
審
査
課
、調
査
開
発
課
及
び
情
報
企
画
分
析
官
、

大
阪
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管

理
課
、
国
際
調
査
課
、
事
前
確
認
審
査
課
、
調
査
開
発
課
及
び
情
報
企
画
分
析
官
、
名
古
屋
国
税
局
に
あ
っ
て

第
五
百
十
四
条

統
括
国
税
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
特
別
国
税
調
査
官
の
所
掌
に
属
す

る
も
の
並
び
に
東
京
国
税
局
及
び
大
阪
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理
課
、
調
査
総
括

課
、
調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
事
前
確
認
審
査
課
、
調
査
開
発
課
及
び
情
報
企
画
分

析
官
、
名
古
屋
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
、
国

際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
及
び
調
査
開
発
課
、
関
東
信
越
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
調
査
総
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﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
及

び
調
査
開
発
課
、
関
東
信
越
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
及
び
国
際
調

査
課
、
札
幌
国
税
局
、
仙
台
国
税
局
、
金
沢
国
税
局
、
広
島
国
税
局
、
高
松
国
税
局
、
福
岡
国
税
局
及
び
熊
本

国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
分
掌
す
る
。

括
課
、
調
査
審
理
課
及
び
国
際
調
査
課
、
札
幌
国
税
局
、
仙
台
国
税
局
、
金
沢
国
税
局
、
広
島
国
税
局
、
高
松

国
税
局
、
福
岡
国
税
局
及
び
熊
本
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
管
理
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
分

掌
す
る
。

（
国
税
調
査
官
）

（
国
税
調
査
官
）

第
五
百
十
七
条

調
査
査
察
部
（
東
京
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
第
一
部
、
調
査
第
二
部
、
調
査
第
三
部
及
び

調
査
第
四
部
、
大
阪
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
第
一
部
及
び
調
査
第
二
部
、
名
古
屋
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、

調
査
部
と
す
る
。）を
通
じ
て
国
税
調
査
官
二
千
八
百
三
十
三
人
以
内
を
置
く
。

第
五
百
十
七
条

調
査
査
察
部
（
東
京
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
第
一
部
、
調
査
第
二
部
、
調
査
第
三
部
及
び

調
査
第
四
部
、
大
阪
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
調
査
第
一
部
及
び
調
査
第
二
部
、
名
古
屋
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、

調
査
部
と
す
る
。）を
通
じ
て
国
税
調
査
官
二
千
七
百
八
十
八
人
以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
国
税
査
察
官
）

（
国
税
査
察
官
）

第
五
百
十
八
条

調
査
査
察
部
（
東
京
国
税
局
、
名
古
屋
国
税
局
及
び
大
阪
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
査
察
部
と
す

る
。）を
通
じ
て
国
税
査
察
官
千
六
百
八
十
一
人
以
内
を
置
く
。

第
五
百
十
八
条

調
査
査
察
部
（
東
京
国
税
局
、
名
古
屋
国
税
局
及
び
大
阪
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
査
察
部
と
す

る
。）を
通
じ
て
国
税
査
察
官
千
六
百
八
十
九
人
以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
副
署
長
）

（
副
署
長
）

第
五
百
四
十
六
条

各
税
務
署
を
通
じ
て
副
署
長
四
百
七
十
四
人
以
内
を
置
く
。

第
五
百
四
十
六
条

各
税
務
署
を
通
じ
て
副
署
長
四
百
七
十
九
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
税
務
署
に
置
く
課
等
）

（
税
務
署
に
置
く
課
等
）

第
五
百
四
十
七
条

﹇
略
﹈

第
五
百
四
十
七
条

﹇
同
上
﹈

﹇
２
〜
４

略
﹈

﹇
２
〜
４

同
上
﹈

５

税
務
広
報
広
聴
官
の
定
数
は
、
各
税
務
署
を
通
じ
て
百
二
十
人
以
内
と
し
、
特
別
国
税
徴
収
官
の
定
数
は
、

各
税
務
署
を
通
じ
て
四
百
九
人
以
内
と
し
、
特
別
国
税
調
査
官
の
定
数
は
、
各
税
務
署
を
通
じ
て
千
五
百
三
人

以
内
と
し
、
統
括
国
税
徴
収
官
の
定
数
は
、
各
税
務
署
を
通
じ
て
七
百
四
人
以
内
と
し
、
統
括
国
税
調
査
官
の

定
数
は
、
各
税
務
署
を
通
じ
て
三
千
三
百
四
十
七
人
以
内
と
し
、
酒
類
指
導
官
の
定
数
は
、
各
税
務
署
を
通
じ

て
百
三
十
一
人
以
内
と
す
る
。

５

税
務
広
報
広
聴
官
の
定
数
は
、
各
税
務
署
を
通
じ
て
百
二
十
人
以
内
と
し
、
特
別
国
税
徴
収
官
の
定
数
は
、

各
税
務
署
を
通
じ
て
四
百
七
人
以
内
と
し
、
特
別
国
税
調
査
官
の
定
数
は
、
各
税
務
署
を
通
じ
て
千
五
百
十
人

以
内
と
し
、
統
括
国
税
徴
収
官
の
定
数
は
、
各
税
務
署
を
通
じ
て
九
百
四
十
九
人
以
内
と
し
、
統
括
国
税
調
査

官
の
定
数
は
、
各
税
務
署
を
通
じ
て
三
千
四
百
二
十
九
人
以
内
と
し
、
酒
類
指
導
官
の
定
数
は
、
各
税
務
署
を

通
じ
て
百
三
十
一
人
以
内
と
す
る
。

（
国
税
徴
収
官
）

（
国
税
徴
収
官
）

第
五
百
五
十
五
条

各
税
務
署
を
通
じ
て
国
税
徴
収
官
四
千
九
百
四
十
一
人
以
内
を
置
く
。

第
五
百
五
十
五
条

各
税
務
署
を
通
じ
て
国
税
徴
収
官
五
千
九
百
五
十
九
人
以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
国
税
調
査
官
）

（
国
税
調
査
官
）

第
五
百
五
十
六
条

各
税
務
署
を
通
じ
て
国
税
調
査
官
一
万
五
千
三
人
以
内
を
置
く
。

第
五
百
五
十
六
条

各
税
務
署
を
通
じ
て
国
税
調
査
官
一
万
五
千
八
百
八
人
以
内
を
置
く
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
副
署
長
）

（
副
署
長
）

第
五
百
五
十
九
条

各
税
務
署
を
通
じ
て
副
署
長
四
人
以
内
を
置
く
。

第
五
百
五
十
九
条

各
税
務
署
を
通
じ
て
副
署
長
三
人
以
内
を
置
く
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

別
表
第
四
（
第
三
百
四
十
三
条
関
係
）

別
表
第
四
（
第
三
百
四
十
三
条
関
係
）

税
関
出
張
所
及
び
税
関
支
署
出
張
所
の
名
称
及
び
位
置

税
関
出
張
所
及
び
税
関
支
署
出
張
所
の
名
称
及
び
位
置

所
轄
税
関

出

張

所

名

位

置

所
轄
税
関

出

張

所

名

位

置

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈
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横
浜
税
関
本
牧
埠
頭
出
張
所

横
浜
市

横

浜

横
浜
税
関
本
牧
埠
頭
出
張
所

横
浜
市

横

浜

横
浜
税
関
国
際
園
芸
博
覧
会
出
張
所

横
浜
市

横
浜
税
関
川
崎
外
郵
出
張
所

川
崎
市

横
浜
税
関
川
崎
外
郵
出
張
所

川
崎
市

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

三
池
税
関
支
署
久
留
米
出
張
所

久
留
米
市

長

崎

三
池
税
関
支
署
久
留
米
出
張
所

久
留
米
市

長

崎

三
池
税
関
支
署
佐
賀
空
港
出
張
所

佐
賀
市

長
崎
税
関
長
崎
空
港
出
張
所

大
村
市

長
崎
税
関
長
崎
空
港
出
張
所

大
村
市

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

（
調
査
査
察
部
等
の
所
掌
事
務
の
範
囲
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

調
査
査
察
部
等
の
所
掌
事
務
の
範
囲
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
二
十
四
年
大
蔵
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

１

国
税
庁
の
調
査
査
察
部
並
び
に
国
税
局
の
調
査
査
察
部
、
調
査
部
、
調
査
第
一
部
、
調
査
第
二
部
、
調
査
第

三
部
、
調
査
第
四
部
及
び
査
察
部
並
び
に
沖
縄
国
税
事
務
所
の
調
査
課
及
び
査
察
課
の
所
掌
事
務
の
範
囲
は
、

内
国
税
の
賦
課
（
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
十
四
条
の
七
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
報
告
の
求
め
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）及
び
徴
収
並
び
に
外
国
と
の
租
税
に
関
す
る
協
定
の
実
施
の
た

め
に
行
う
調
査
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
に

掲
げ
る
も
の
は
、
調
査
課
（
関
東
信
越
国
税
局
の
調
査
査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、

調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
課
、
特
別
国
税
調
査
官
及
び
統
括
国
税
調
査
官
と
し
、
東
京
国
税
局
の
調
査
第
一
部

に
あ
つ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際

調
査
課
、
国
際
機
動
課
、
事
前
確
認
審
査
課
、
調
査
開
発
課
、
特
別
国
税
調
査
官
、
統
括
国
税
調
査
官
及
び
情

報
企
画
分
析
官
と
し
、
東
京
国
税
局
の
調
査
第
二
部
、
調
査
第
三
部
及
び
調
査
第
四
部
に
あ
つ
て
は
、
調
査
総

括
課
及
び
統
括
国
税
調
査
官
と
し
、
名
古
屋
国
税
局
の
調
査
部
に
あ
つ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理

課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
調
査
開
発
課
、
特
別
国
税
調
査
官
及

び
統
括
国
税
調
査
官
と
し
、
大
阪
国
税
局
の
調
査
第
一
部
に
あ
つ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理
課
、

調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
事
前
確
認
審
査
課
、
調
査
開
発
課
、
特
別

国
税
調
査
官
、
統
括
国
税
調
査
官
及
び
情
報
企
画
分
析
官
と
し
、
大
阪
国
税
局
の
調
査
第
二
部
に
あ
つ
て
は
、

調
査
総
括
課
及
び
統
括
国
税
調
査
官
と
し
、
札
幌
国
税
局
、
仙
台
国
税
局
、
金
沢
国
税
局
、
広
島
国
税
局
、
高

松
国
税
局
、
福
岡
国
税
局
及
び
熊
本
国
税
局
の
調
査
査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
特
別
国
税
調
査
官

及
び
統
括
国
税
調
査
官
と
す
る
。）に
お
い
て
、
第
五
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
査
察
課
（
関
東
信
越

１

国
税
庁
の
調
査
査
察
部
並
び
に
国
税
局
の
調
査
査
察
部
、
調
査
部
、
調
査
第
一
部
、
調
査
第
二
部
、
調
査
第

三
部
、
調
査
第
四
部
及
び
査
察
部
並
び
に
沖
縄
国
税
事
務
所
の
調
査
課
及
び
査
察
課
の
所
掌
事
務
の
範
囲
は
、

内
国
税
の
賦
課
（
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
十
四
条
の
七
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
報
告
の
求
め
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）及
び
徴
収
並
び
に
外
国
と
の
租
税
に
関
す
る
協
定
の
実
施
の
た

め
に
行
う
調
査
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
に

掲
げ
る
も
の
は
、
調
査
課
（
関
東
信
越
国
税
局
の
調
査
査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、

調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
課
、
特
別
国
税
調
査
官
及
び
統
括
国
税
調
査
官
と
し
、
東
京
国
税
局
の
調
査
第
一
部

に
あ
つ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、
調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際

調
査
課
、
事
前
確
認
審
査
課
、
調
査
開
発
課
、
特
別
国
税
調
査
官
、
統
括
国
税
調
査
官
及
び
情
報
企
画
分
析
官

と
し
、
東
京
国
税
局
の
調
査
第
二
部
、
調
査
第
三
部
及
び
調
査
第
四
部
に
あ
つ
て
は
、
調
査
総
括
課
及
び
統
括

国
税
調
査
官
と
し
、
名
古
屋
国
税
局
の
調
査
部
に
あ
つ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理
課
、
調
査
総
括

課
、
調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
調
査
開
発
課
、
特
別
国
税
調
査
官
及
び
統
括
国
税
調

査
官
と
し
、
大
阪
国
税
局
の
調
査
第
一
部
に
あ
つ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
広
域
情
報
管
理
課
、
調
査
総
括
課
、

調
査
審
理
課
、
国
際
調
査
管
理
課
、
国
際
調
査
課
、
事
前
確
認
審
査
課
、
調
査
開
発
課
、
特
別
国
税
調
査
官
、

統
括
国
税
調
査
官
及
び
情
報
企
画
分
析
官
と
し
、
大
阪
国
税
局
の
調
査
第
二
部
に
あ
つ
て
は
、
調
査
総
括
課
及

び
統
括
国
税
調
査
官
と
し
、
札
幌
国
税
局
、
仙
台
国
税
局
、
金
沢
国
税
局
、
広
島
国
税
局
、
高
松
国
税
局
、
福

岡
国
税
局
及
び
熊
本
国
税
局
の
調
査
査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
調
査
管
理
課
、
特
別
国
税
調
査
官
及
び
統
括
国
税

調
査
官
と
す
る
。）に
お
い
て
、
第
五
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
査
察
課
（
関
東
信
越
国
税
局
の
調
査

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
の
規
定
並
び
に
第
二
条
中
財
務
省
組
織
規
則
第
四
百
十
条
、
第
四
百
十
一
条
、
第
四
百
五
十
二
条
及
び
第
四
百
五
十
三
条
の
改
正
規
定
、
第
四
百
六
十
三
条
の
二
を
第
四
百
六
十
三
条
の
三
と
し
、
第
四
百
六
十
三
条
の
次
に
一

条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
四
百
六
十
六
条
の
三
、
第
四
百
六
十
六
条
の
四
、
第
四
百
六
十
七
条
、
第
四
百
八
十
五
条
、
第
四
百
九
十
七
条
、
第
四
百
九
十
九
条
、
第
五
百
条
、
第
五
百
条
の
二
、
第
五
百
三
条
及
び
第
五
百
四
条
の
改
正

規
定
、
第
五
百
四
条
の
二
を
第
五
百
四
条
の
三
と
し
、
第
五
百
四
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
五
百
十
三
条
、
第
五
百
十
四
条
、
第
五
百
十
七
条
、
第
五
百
十
八
条
、
第
五
百
四
十
六
条
、
第
五
百
四
十
七
条
、
第
五
百

五
十
五
条
、
第
五
百
五
十
六
条
及
び
第
五
百
五
十
九
条
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
の
規
定

令
和
八
年
七
月
十
日

二

第
二
条
中
財
務
省
組
織
規
則
別
表
第
四
横
浜
の
項
の
改
正
規
定

令
和
八
年
十
月
一
日





﹇
一
〜
七

略
﹈

﹇
一
〜
七

同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

国
税
局
の
調
査
査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
査
察
管
理
課
、
査
察
総
括
第
一
課
、
査
察
総
括
第
二
課
、資
料
情
報
課
、

特
別
国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
と
し
、
東
京
国
税
局
の
査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
査
察
管
理
課
、
査
察

総
括
第
一
課
、
査
察
総
括
第
二
課
、
査
察
広
域
課
、
資
料
情
報
課
、
査
察
審
理
課
、
査
察
開
発
課
、
査
察
情
報

戦
略
課
、
査
察
国
際
課
、
特
別
国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
と
し
、
大
阪
国
税
局
の
査
察
部
に
あ
つ
て

は
、
査
察
管
理
課
、
査
察
総
括
第
一
課
、
査
察
総
括
第
二
課
、
査
察
広
域
課
、
資
料
情
報
課
、
査
察
審
理
課
、

査
察
開
発
課
、
査
察
国
際
課
、
特
別
国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
と
し
、
名
古
屋
国
税
局
の
査
察
部
に

あ
つ
て
は
、
査
察
管
理
課
、
査
察
総
括
第
一
課
、
査
察
総
括
第
二
課
、
資
料
情
報
課
、
特
別
国
税
査
察
官
及
び

統
括
国
税
査
察
官
と
し
、
札
幌
国
税
局
、
仙
台
国
税
局
、
広
島
国
税
局
及
び
福
岡
国
税
局
の
調
査
査
察
部
に
あ

つ
て
は
、
査
察
管
理
課
、
特
別
国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
と
し
、
金
沢
国
税
局
、
高
松
国
税
局
及
び

熊
本
国
税
局
の
調
査
査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
特
別
国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
と
す
る
。）に
お
い
て
つ

か
さ
ど
る
も
の
と
す
る
。

査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
査
察
管
理
課
、
査
察
総
括
第
一
課
、
査
察
総
括
第
二
課
、
資
料
情
報
課
、
特
別
国
税
査

察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
と
し
、
東
京
国
税
局
の
査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
査
察
管
理
課
、査
察
総
括
第
一
課
、

査
察
総
括
第
二
課
、
査
察
広
域
課
、
資
料
情
報
課
、
査
察
審
理
課
、
査
察
開
発
課
、
査
察
情
報
戦
略
課
、
査
察

国
際
課
、
特
別
国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
と
し
、
大
阪
国
税
局
の
査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
査
察
管
理

課
、
査
察
総
括
第
一
課
、
査
察
総
括
第
二
課
、
査
察
広
域
課
、
資
料
情
報
課
、
査
察
審
理
課
、
査
察
開
発
課
、

査
察
国
際
課
、
特
別
国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
と
し
、
名
古
屋
国
税
局
の
査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
査

察
管
理
課
、
査
察
総
括
第
一
課
、
査
察
総
括
第
二
課
、
資
料
情
報
課
、
特
別
国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察

官
と
し
、
札
幌
国
税
局
、
仙
台
国
税
局
、
広
島
国
税
局
及
び
福
岡
国
税
局
の
調
査
査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
査
察

管
理
課
、
特
別
国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
と
し
、
金
沢
国
税
局
、
高
松
国
税
局
及
び
熊
本
国
税
局
の

調
査
査
察
部
に
あ
つ
て
は
、
特
別
国
税
査
察
官
及
び
統
括
国
税
査
察
官
と
す
る
。）に
お
い
て
つ
か
さ
ど
る
も
の

と
す
る
。

規

則

改

正

後

改

正

前

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

サ
イ
バ
ー
通
信
情
報
監
理
委
員
会

十

サ
イ
バ
ー
通
信
情
報
監
理
委
員
会

組

織

官

職

区

分

組

織

官

職

区

分

事
務
局

次
長

一
種

事
務
局

（
新
設
）

一
種

課
長

課
長

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

十
一
〜
四
十
二

（
略
）

十
一
〜
四
十
二

（
略
）

四
十
三

環
境
省

四
十
三

環
境
省

組

織

官

職

区

分

組

織

官

職

区

分

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

人
事
院
総
裁

川
本

裕
子

人
事
院
規
則
九

一
七

一
七
七

人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分

で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ

部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。





地
方
環
境
局

局
長

一
種

地
方
環
境
事
務
所

所
長

二
種

次
長

二
種

次
長

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

四
十
四
・
四
十
五

（
略
）

四
十
四
・
四
十
五

（
略
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
用
地
交
渉
等
手
当
）

（
用
地
交
渉
等
手
当
）

第
二
十
七
条
の
二

用
地
交
渉
等
手
当
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
が
当
該
各
号
に
定
め
る
事
業
に
必
要
な
土

地
の
取
得
等
に
係
る
交
渉
又
は
そ
の
事
業
の
施
行
に
よ
り
生
ず
る
損
失
の
補
償
に
係
る
交
渉
（
土
地
の
取
得
等

に
係
る
交
渉
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）の
業
務
で
人
事
院
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
従
事
し
た
と
き

に
支
給
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二

用
地
交
渉
等
手
当
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
が
当
該
各
号
に
定
め
る
事
業
に
必
要
な
土

地
の
取
得
等
に
係
る
交
渉
又
は
そ
の
事
業
の
施
行
に
よ
り
生
ず
る
損
失
の
補
償
に
係
る
交
渉
（
土
地
の
取
得
等

に
係
る
交
渉
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）の
業
務
で
人
事
院
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
従
事
し
た
と
き

に
支
給
す
る
。

一

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
、
農
林
水
産
省
地
方
農
政
局
の
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
、
国
土
交
通
省
地
方

整
備
局
、
北
海
道
開
発
局
開
発
建
設
部
若
し
く
は
地
方
航
空
局
又
は
環
境
省
福
島
環
境
局
に
所
属
す
る
職
員

（
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。）
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
三
条
第
一

号
か
ら
第
三
号
の
二
ま
で
、
第
十
号
、
第
十
号
の
二
、
第
十
二
号
若
し
く
は
第
二
十
七
号
の
二
に
掲
げ
る
道

路
、
ダ
ム
、
飛
行
場
等
若
し
く
は
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
の
都

市
公
園
に
関
す
る
事
業
又
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
関
連
す
る
事
業
（
同
号
に
掲
げ
る
施
設
に
関
す
る
事
業
又
は

こ
の
事
業
に
関
連
す
る
事
業
に
あ
つ
て
は
、
人
事
院
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

一

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
、
農
林
水
産
省
地
方
農
政
局
の
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
、
国
土
交
通
省
地
方

整
備
局
、
北
海
道
開
発
局
開
発
建
設
部
若
し
く
は
地
方
航
空
局
又
は
環
境
省
福
島
地
方
環
境
事
務
所
に
所
属

す
る
職
員
（
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。）
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第

三
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
の
二
ま
で
、
第
十
号
、
第
十
号
の
二
、
第
十
二
号
若
し
く
は
第
二
十
七
号
の
二
に

掲
げ
る
道
路
、
ダ
ム
、
飛
行
場
等
若
し
く
は
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第

一
項
の
都
市
公
園
に
関
す
る
事
業
又
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
関
連
す
る
事
業
（
同
号
に
掲
げ
る
施
設
に
関
す
る

事
業
又
は
こ
の
事
業
に
関
連
す
る
事
業
に
あ
つ
て
は
、
人
事
院
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

二

（
略
）

二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

三
〇
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

人
事
院
総
裁

川
本

裕
子

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

五
五
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

人
事
院
総
裁

川
本

裕
子

人
事
院
規
則
九

五
五

一
五
七

人
事
院
規
則
九

五
五
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

五
五
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に

掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

人
事
院
規
則
九

三
〇

一
一
四

人
事
院
規
則
九

三
〇
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

三
〇
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。





改

正

後

改

正

前

別
表
第
一
（
第
一
条

第
四
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
一
条

第
四
条
関
係
）

一

一
年
を
通
じ
て
特
地
勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ
る
特
地
官
署

一

一
年
を
通
じ
て
特
地
勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ
る
特
地
官
署

都
道
府
県

所
在
地

官

署

級
別
区
分
（
冬
期
以

外
の
期
間
）

級
別
区
分
（
冬
期
）

都
道
府
県

所
在
地

官

署

級
別
区
分
（
冬
期
以

外
の
期
間
）

級
別
区
分
（
冬
期
）

北
海
道

（
略
）

（
略
）

四
級
地

四
級
地

北
海
道

（
略
）

（
略
）

四
級
地

四
級
地

幌
泉
郡
え
り
も
町
字

新
浜
六
一
の
一
五

北
海
道
環
境
局
え
り

も
自
然
保
護
官
事
務

所

幌
泉
郡
え
り
も
町
字

新
浜
六
一
の
一
五

北
海
道
地
方
環
境
事

務
所
え
り
も
自
然
保

護
官
事
務
所

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

青
森
県

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

青
森
県

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

十
和
田
市
大
字
奥
瀬

字
十
和
田
湖
畔
休
屋

四
八
六

東
北
環
境
局
十
和
田

八
幡
平
国
立
公
園
管

理
事
務
所

二
級
地

三
級
地

十
和
田
市
大
字
奥
瀬

字
十
和
田
湖
畔
休
屋

四
八
六

東
北
地
方
環
境
事
務

所
十
和
田
八
幡
平
国

立
公
園
管
理
事
務
所

二
級
地

三
級
地

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

福
島
県

（
略
）

（
略
）

四
級
地

四
級
地

福
島
県

（
略
）

（
略
）

四
級
地

四
級
地

南
会
津
郡
檜
枝
岐
村

字
下
ノ
原
八
六
七
の

一

関
東
環
境
局
檜
枝
岐

自
然
保
護
官
事
務
所

南
会
津
郡
檜
枝
岐
村

字
下
ノ
原
八
六
七
の

一

関
東
地
方
環
境
事
務

所
檜
枝
岐
自
然
保
護

官
事
務
所

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

一
級
地

二
級
地

（
略
）

（
略
）

一
級
地

二
級
地

耶
麻
郡
北
塩
原
村
大

字
桧
原
字
剣
ケ
峯
一

〇
九
三

東
北
環
境
局
裏
磐
梯

自
然
保
護
官
事
務
所

耶
麻
郡
北
塩
原
村
大

字
桧
原
字
剣
ケ
峯
一

〇
九
三

東
北
地
方
環
境
事
務

所
裏
磐
梯
自
然
保
護

官
事
務
所

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

群
馬
県

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

群
馬
県

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

利
根
郡
片
品
村
大
字

鎌
田
字
下
半
瀬
三
八

八
五
の
一

関
東
環
境
局
片
品
自

然
保
護
官
事
務
所

一
級
地

二
級
地

利
根
郡
片
品
村
大
字

鎌
田
字
下
半
瀬
三
八

八
五
の
一

関
東
地
方
環
境
事
務

所
片
品
自
然
保
護
官

事
務
所

一
級
地

二
級
地

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



東
京
都

（
略
）

（
略
）

六
級
地

六
級
地

東
京
都

（
略
）

（
略
）

六
級
地

六
級
地

小
笠
原
村
父
島
字
西

町

関
東
環
境
局
小
笠
原

自
然
保
護
官
事
務
所

小
笠
原
村
父
島
字
西

町

関
東
地
方
環
境
事
務

所
小
笠
原
自
然
保
護

官
事
務
所

小
笠
原
村
母
島
字
静

沢

関
東
環
境
局
母
島
自

然
保
護
官
事
務
所

小
笠
原
村
母
島
字
静

沢

関
東
地
方
環
境
事
務

所
母
島
自
然
保
護
官

事
務
所

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
級
地

二
級
地

（
略
）

（
略
）

二
級
地

二
級
地

大
島
町
元
町
字
家
の

上
四
四
五
の
九

関
東
環
境
局
富
士
箱

根
伊
豆
国
立
公
園
管

理
事
務
所
伊
豆
諸
島

管
理
官
事
務
所

大
島
町
元
町
字
家
の

上
四
四
五
の
九

関
東
地
方
環
境
事
務

所
富
士
箱
根
伊
豆
国

立
公
園
管
理
事
務
所

伊
豆
諸
島
管
理
官
事

務
所

新
潟
県

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

新
潟
県

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
級
地

二
級
地

（
略
）

（
略
）

二
級
地

二
級
地

佐
渡
市
新
穂
正
明
寺

一
二
七
七

関
東
環
境
局
佐
渡
自

然
保
護
官
事
務
所

佐
渡
市
新
穂
正
明
寺

一
二
七
七

関
東
地
方
環
境
事
務

所
佐
渡
自
然
保
護
官

事
務
所

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

石
川
県

白
山
市
白
峰
ホ
二
五

の
一

中
部
環
境
局
白
山
自

然
保
護
官
事
務
所

一
級
地

一
級
地

石
川
県

白
山
市
白
峰
ホ
二
五

の
一

中
部
地
方
環
境
事
務

所
白
山
自
然
保
護
官

事
務
所

一
級
地

一
級
地

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

島
根
県

（
略
）

（
略
）

二
級
地

二
級
地

島
根
県

（
略
）

（
略
）

二
級
地

二
級
地

隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

城
北
町
五
五

中
国
四
国
環
境
局
大

山
隠
岐
国
立
公
園
管

理
事
務
所
隠
岐
管
理

官
事
務
所

隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

城
北
町
五
五

中
国
四
国
地
方
環
境

事
務
所
大
山
隠
岐
国

立
公
園
管
理
事
務
所

隠
岐
管
理
官
事
務
所

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

長
崎
県

（
略
）

（
略
）

四
級
地

四
級
地

長
崎
県

（
略
）

（
略
）

四
級
地

四
級
地

対
馬
市
上
県
町
佐
護

西
里
二
九
五
六
の
五

九
州
環
境
局
対
馬
自

然
保
護
官
事
務
所

対
馬
市
上
県
町
佐
護

西
里
二
九
五
六
の
五

九
州
地
方
環
境
事
務

所
対
馬
自
然
保
護
官

事
務
所

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
略
）

（
略
）

二
級
地

二
級
地

（
略
）

（
略
）

二
級
地

二
級
地

五
島
市
東
浜
町
二
の

一
の
一

九
州
環
境
局
五
島
自

然
保
護
官
事
務
所

五
島
市
東
浜
町
二
の

一
の
一

九
州
地
方
環
境
事
務

所
五
島
自
然
保
護
官

事
務
所

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

大
分
県

（
略
）

（
略
）

二
級
地

二
級
地

大
分
県

（
略
）

（
略
）

二
級
地

二
級
地

玖
珠
郡
九
重
町
大
字

田
野
二
六
〇
の
二

九
州
環
境
局
阿
蘇
く

じ
ゅ
う
国
立
公
園
管

理
事
務
所
く
じ
ゅ
う

管
理
官
事
務
所

玖
珠
郡
九
重
町
大
字

田
野
二
六
〇
の
二

九
州
地
方
環
境
事
務

所
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国

立
公
園
管
理
事
務
所

く
じ
ゅ
う
管
理
官
事

務
所

宮
崎
県

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

宮
崎
県

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

え
び
の
市
末
永
一
四

九
五
の
五

九
州
環
境
局
霧
島
錦

江
湾
国
立
公
園
管
理

事
務
所
え
び
の
管
理

官
事
務
所

一
級
地

一
級
地

え
び
の
市
末
永
一
四

九
五
の
五

九
州
地
方
環
境
事
務

所
霧
島
錦
江
湾
国
立

公
園
管
理
事
務
所
え

び
の
管
理
官
事
務
所

一
級
地

一
級
地

鹿
児
島
県

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

鹿
児
島
県

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

奄
美
市
笠
利
町
大
字

和
野
字
長
濱
金
久
三

七
四
の
四

福
岡
空
港
事
務
所
奄

美
空
港
分
室
準
備
室

四
級
地

四
級
地

（
新
設
）

（
新
設
）

四
級
地

四
級
地

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

熊
毛
郡
屋
久
島
町
安

房
前
岳
二
七
三
九
の

三
四
三

九
州
環
境
局
屋
久
島

自
然
保
護
官
事
務
所

熊
毛
郡
屋
久
島
町
安

房
前
岳
二
七
三
九
の

三
四
三

九
州
地
方
環
境
事
務

所
屋
久
島
自
然
保
護

官
事
務
所

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

備
考

（
略
）

備
考

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）

一

一
年
を
通
じ
て
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
が
支
給
さ
れ
る
準
特
地
官
署

一

一
年
を
通
じ
て
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
が
支
給
さ
れ
る
準
特
地
官
署

都
道
府
県

所

在

地

官

署

都
道
府
県

所

在

地

官

署

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

山
形
県

酒
田
市
草
津
字
湯
ノ
台
七
一
の
一

東
北
環
境
局
鳥
海
南
麓
自
然
保
護
官
事
務
所

山
形
県

酒
田
市
草
津
字
湯
ノ
台
七
一
の
一

東
北
地
方
環
境
事
務
所
鳥
海
南
麓
自
然
保
護

官
事
務
所

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

備
考

（
略
）

備
考

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



二

冬
期
に
限
り
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
が
支
給
さ
れ
る
準
特
地
官
署

二

冬
期
に
限
り
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
が
支
給
さ
れ
る
準
特
地
官
署

都
道
府
県

所

在

地

官

署

都
道
府
県

所

在

地

官

署

北
海
道

上
川
郡
上
川
町
中
央
町
六
〇
三

北
海
道
環
境
局
大
雪
山
国
立
公
園
管
理
事
務

所

北
海
道

上
川
郡
上
川
町
中
央
町
六
〇
三

北
海
道
地
方
環
境
事
務
所
大
雪
山
国
立
公
園

管
理
事
務
所

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

備
考

（
略
）

備
考

（
略
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
管
理
監
督
職
か
ら
除
か
れ
る
官
職
）

（
管
理
監
督
職
か
ら
除
か
れ
る
官
職
）

第
三
条

法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら

れ
る
官
職
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
職
は
、
次
に
掲
げ
る
官
職
と
す
る
。

第
三
条

法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら

れ
る
官
職
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
職
は
、
次
に
掲
げ
る
官
職
と
す
る
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

地
方
環
境
局
の
国
立
公
園
調
整
官

十

地
方
環
境
事
務
所
の
国
立
公
園
調
整
官

十
一
〜
十
四

（
略
）

十
一
〜
十
四

（
略
）

（
特
定
管
理
監
督
職
群
を
構
成
す
る
管
理
監
督
職
）

（
特
定
管
理
監
督
職
群
を
構
成
す
る
管
理
監
督
職
）

第
十
二
条

法
第
八
十
一
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
人
事
院
規
則
で
定
め
る
管
理
監
督
職
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
区
分
ご
と
に
、
当
該
各
号
に
定
め
る
官
職
と
す
る
。

第
十
二
条

法
第
八
十
一
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
人
事
院
規
則
で
定
め
る
管
理
監
督
職
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
区
分
ご
と
に
、
当
該
各
号
に
定
め
る
官
職
と
す
る
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

環
境
省
の
内
部
部
局
等
の
特
定
管
理
監
督
職
群

環
境
省
の
内
部
部
局
の
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
管
理
事

務
所
長
並
び
に
環
境
調
査
研
修
所
の
庶
務
課
長
及
び
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
総
務
課
長
並
び
に
地

方
環
境
局
の
総
務
課
長
、
資
源
循
環
・
災
害
廃
棄
物
対
策
課
長
及
び
環
境
対
策
課
長
並
び
に
人
事
院
が
定
め

る
官
職

十

環
境
省
の
内
部
部
局
等
の
特
定
管
理
監
督
職
群

環
境
省
の
内
部
部
局
の
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
管
理
事

務
所
長
並
び
に
環
境
調
査
研
修
所
の
庶
務
課
長
及
び
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
総
務
課
長
並
び
に
地

方
環
境
事
務
所
の
総
務
課
長
、
資
源
循
環
課
長
及
び
環
境
対
策
課
長
並
び
に
人
事
院
が
定
め
る
官
職

十
一

福
島
環
境
局
の
特
定
管
理
監
督
職
群

福
島
環
境
局
の
廃
棄
物
対
策
課
長
及
び
調
整
官
（
人
事
院
が
定

め
る
官
職
に
限
る
。）並
び
に
支
所
長

十
一

福
島
地
方
環
境
事
務
所
の
特
定
管
理
監
督
職
群

福
島
地
方
環
境
事
務
所
の
廃
棄
物
対
策
課
長
及
び
調

整
官
（
人
事
院
が
定
め
る
官
職
に
限
る
。）並
び
に
支
所
長

十
二

地
方
環
境
局
の
特
定
管
理
監
督
職
群

地
方
環
境
局
の
国
立
公
園
課
長
、
野
生
生
物
課
長
、
自
然
環
境

整
備
課
長
及
び
統
括
自
然
保
護
企
画
官

十
二

地
方
環
境
事
務
所
の
特
定
管
理
監
督
職
群

地
方
環
境
事
務
所
の
国
立
公
園
課
長
、
野
生
生
物
課
長
、

自
然
環
境
整
備
課
長
及
び
統
括
自
然
保
護
企
画
官

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
一

一
一
（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

人
事
院
総
裁

川
本

裕
子

人
事
院
規
則
一
一

一
一

七

人
事
院
規
則
一
一

一
一
（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
一

一
一
（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。





法 規 的 告 示

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 及 び 改 正 後 欄 に 対 応 し て 掲 げ る そ の 標 記 部 分 に 二 重 傍

線 を 付 し た 規 定 （ 以 下 「 対 象 規 定 」 と い う 。 ） は 、 当 該 対 象 規 定 全 体 を 改 正 後 欄 に 掲 げ る も の の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 後 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 削 り 、

改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 前 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 新 た に 追 加 す る 。

改 正 後 改 正 前

第２ 農山漁村における農林漁業の健全な発展と調和のとれた再生可能エネルギー電気の発電の
促進のための施策に関する基本的事項

第２ 農山漁村における農林漁業の健全な発展と調和のとれた再生可能エネルギー電気の発電の
促進のための施策に関する基本的事項

１ 国による施策の総合的な推進 １ 国による施策の総合的な推進
～ （略） ～ （略）
 国の相談窓口の設置  国の相談窓口の設置
国は、市町村をはじめとする農山漁村における再生可能エネルギー電気の発電の関係者
に対し、現場の実情に応じたきめ細やかな援助を行うため、地方農政局、北海道農政事務
所及び内閣府沖縄総合事務局（以下「地方農政局等」という。）に相談窓口を設ける。地方
農政局等は、経済産業局及び地方環境局


等の国の地方支分部局と連携を強化しつつ、地域

脱炭素ロードマップ（令和３年６月９日国・地方脱炭素実現会議決定）等の国の施策につ
いて、市町村や設備整備者等に対し、必要な情報提供や助言等を行う。

国は、市町村をはじめとする農山漁村における再生可能エネルギー電気の発電の関係者
に対し、現場の実情に応じたきめ細やかな援助を行うため、地方農政局、北海道農政事務
所及び内閣府沖縄総合事務局（以下「地方農政局等」という。）に相談窓口を設ける。地方
農政局等は、経済産業局及び地方環境事務所


等の国の地方支分部局と連携を強化しつつ、

地域脱炭素ロードマップ（令和３年６月９日国・地方脱炭素実現会議決定）等の国の施策
について、市町村や設備整備者等に対し、必要な情報提供や助言等を行う。

・ （略） ・ （略）
２ （略） ２ （略）
第５ その他の基本計画の作成に関する基本的事項 第５ その他の基本計画の作成に関する基本的事項
１～５ （略） １～５ （略）
６ 協議会の運営に関する留意事項 ６ 協議会の運営に関する留意事項
 協議会の組織  協議会の組織
～ （略） ～ （略）
 からまでに掲げる者のほか、市町村が構成員として必要と認める者として、次に
掲げる者を構成員とすることが望ましい。

 からまでに掲げる者のほか、市町村が構成員として必要と認める者として、次に
掲げる者を構成員とすることが望ましい。

ア （略） ア （略）
イ 設備整備区域に国立公園を含めようとする場合にあっては、その区域を管轄区域に
含む地方環境局


の職員
イ 設備整備区域に国立公園を含めようとする場合にあっては、その区域を管轄区域に
含む地方環境事務所


の職員
ウ～キ （略） ウ～キ （略）
・ （略） ・ （略）
・ （略） ・ （略）
７～10 （略） ７～10 （略）

令
和

年

月

日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

〇
農 林 水 産 省

経 済 産 業 省

環 境 省
告 示 第 二 号

環 境 省 設 置 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 八 年 法 律 第 二 十 二 号 ） の 施 行 に 伴 い 、 及 び 農 林 漁 業 の 健 全 な 発 展 と 調 和 の と れ た 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 電 気 の 発 電 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 八 十

一 号 ） 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 農 林 漁 業 の 健 全 な 発 展 と 調 和 の と れ た 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 電 気 の 発 電 の 促 進 に よ る 農 山 漁 村 の 活 性 化 に 関 す る 基 本 的 な 方 針 （ 平 成 二 十 六 年 五 月
農 林 水 産 省

経 済 産 業 省

環 境 省
告 示 第 二 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 変 更 し た の で 、 同 法 第 四 条 第 六 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 表 す る 。

令 和 八 年 七 月 一 日 農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

経 済 産 業 大 臣 赤 澤 亮 正

環 境 大 臣 石 原 宏 高






（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
二

低
炭
素
水
素
等
の
供
給
及
び
利
用
の
促
進
に

関
す
る
事
項

第
二

低
炭
素
水
素
等
の
供
給
及
び
利
用
の
促
進
に

関
す
る
事
項

一

（
略
）

一

（
略
）

二

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的
か
つ
低
廉
な
供
給
を

確
保
し
つ
つ
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円

滑
な
移
行
を
図
る
た
め
に
重
点
的
に
実
施
す
べ

き
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
内
容
及
び
実

施
方
法
に
関
す
る
事
項

二

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的
か
つ
低
廉
な
供
給
を

確
保
し
つ
つ
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円

滑
な
移
行
を
図
る
た
め
に
重
点
的
に
実
施
す
べ

き
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
内
容
及
び
実

施
方
法
に
関
す
る
事
項

Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
、
我
が
国
で
は
、
Ｇ
Ｘ

経
済
移
行
債
を
創
設
し
、
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
の

資
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、「
規
制
・
制
度
的
措

置
と
一
体
的
に
講
じ
て
い
く
」
こ
と
に
加
え
、

「
民
間
の
み
で
は
投
資
判
断
が
真
に
困
難
な
案

件
で
あ
っ
て
、
産
業
競
争
力
強
化
・
経
済
成
長

及
び
排
出
削
減
の
い
ず
れ
の
実
現
に
も
貢
献
す

る
分
野
へ
の
投
資
を
対
象
と
す
る
。」と
い
う
国

に
よ
る
投
資
促
進
策
の
基
本
原
則
を
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
状
、
低
炭
素
水
素
等
の
価
格

が
化
石
燃
料
に
比
し
て
高
い
た
め
に
、
利
用
側

は
大
規
模
な
投
資
に
踏
み
切
れ
ず
、
供
給
側
も

利
用
側
が
大
規
模
か
つ
強
靭
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
踏
み
出
せ
な
い
ゆ
え
、
低

廉
な
低
炭
素
水
素
等
が
供
給
さ
れ
な
い
現
状
で

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
べ
く
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
的
か
つ
低
廉
な
供
給
の
確
保
を

大
前
提
に
、
Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
て
、
法
第
十

条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め

の
助
成
金
の
交
付
（
以
下
「
価
格
差
に
着
目
し

た
支
援
」
と
い
う
。）及
び
同
号
ロ
に
規
定
す
る

資
金
に
充
て
る
た
め
の
助
成
金
の
交
付
（
以
下

「
拠
点
整
備
支
援
」
と
い
う
。）と
い
っ
た
支
援

措
置
を
講
ず
る
。

Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
、
我
が
国
で
は
、
Ｇ
Ｘ

経
済
移
行
債
を
創
設
し
、
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
の

資
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、「
規
制
・
制
度
的
措

置
と
一
体
的
に
講
じ
て
い
く
」
こ
と
に
加
え
、

「
民
間
の
み
で
は
投
資
判
断
が
真
に
困
難
な
案

件
で
あ
っ
て
、
産
業
競
争
力
強
化
・
経
済
成
長

及
び
排
出
削
減
の
い
ず
れ
の
実
現
に
も
貢
献
す

る
分
野
へ
の
投
資
を
対
象
と
す
る
。」と
い
う
国

に
よ
る
投
資
促
進
策
の
基
本
原
則
を
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
状
、
低
炭
素
水
素
等
の
価
格

が
化
石
燃
料
に
比
し
て
高
い
た
め
に
、
利
用
側

は
大
規
模
な
投
資
に
踏
み
切
れ
ず
、
供
給
側
も

利
用
側
が
大
規
模
か
つ
強
靭
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
踏
み
出
せ
な
い
ゆ
え
、
低

廉
な
低
炭
素
水
素
等
が
供
給
さ
れ
な
い
現
状
で

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
べ
く
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
的
か
つ
低
廉
な
供
給
の
確
保
を

大
前
提
に
、
Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
て
、
法
第
十

条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め

の
助
成
金
の
交
付
（
以
下
「
価
格
差
に
着
目
し

た
支
援
」
と
い
う
。）及
び
同
号
ロ
に
規
定
す
る

資
金
に
充
て
る
た
め
の
助
成
金
の
交
付
（
以
下

「
拠
点
整
備
支
援
」
と
い
う
。）と
い
っ
た
支
援

措
置
を
講
ず
る
。

１

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
内
容

（
新
設
）

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
内
容
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
す
な
わ
ち
、
安
全
性
、

安
定
供
給
、
環
境
適
合
性
及
び
経
済
効
率
性

の
観
点
並
び
に
Ｇ
Ｘ
政
策
、
す
な
わ
ち
、
脱

炭
素
化
及
び
産
業
競
争
力
の
強
化
・
経
済
成

長
の
両
立
の
観
点
か
ら
、
次
の
項
目
に
照
ら

し
て
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

安
全
性

安
全
に
関
す
る
法
令
に
係
る
許
認
可

等
を
取
得
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

安
定
供
給

イ

発
電
な
ど
に
向
け
大
規
模
に
供
給

す
る
場
合
、
我
が
国
企
業
に
よ
る
上

流
権
益
へ
の
参
入
が
な
さ
れ
て
お

り
、
価
格
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
。

ロ

低
炭
素
水
素
等
を
輸
入
す
る
相
手

国
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
に
対
応
し
て

い
る
こ
と
。

ハ

特
定
の
国
に
依
存
し
な
い
、
強
靱

で
信
頼
性
の
あ
る
低
炭
素
水
素
等
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
こ

と
。

環
境
適
合
性

計
画
に
お
い
て
供
給
さ
れ
る
水
素
等

が
低
炭
素
水
素
等
で
あ
る
こ
と
。

経
済
効
率
性

イ

経
済
的
か
つ
合
理
的
な
方
法
で
脱

炭
素
化
に
資
す
る
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
。

ロ

発
電
な
ど
に
向
け
大
規
模
に
供
給

す
る
場
合
、
我
が
国
企
業
に
よ
る
上

流
権
益
へ
の
参
入
が
な
さ
れ
て
お

り
、
価
格
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
。

Ｇ
Ｘ
政
策

産
業
競
争
力
の
強
化
・
経
済
成
長

低
炭
素
水
素
等
供
給
事
業
及
び
低
炭

素
水
素
等
利
用
事
業
の
双
方
に
お
い

て
、
我
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強

化
に
寄
与
す
る
こ
と
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
八
十
一
号

脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
た
め
の
低
炭
素
水
素
等
の
供
給
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
令
和
六
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
低
炭
素
水
素
等
の
供
給
及
び
利
用
の
促
進
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
（
令
和
六
年
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
告
示
第
五
号
）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





脱
炭
素
化

国
内
で
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減

に
寄
与
す
る
こ
と
。

２

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法

（
新
設
）

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法

は
、
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
が
円
滑
か

つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
観

点
か
ら
、
次
の
項
目
に
照
ら
し
て
評
価
す
る

も
の
と
す
る
。

低
炭
素
水
素
等
供
給
事
業
者
に
よ
る
低

炭
素
水
素
等
供
給
事
業
の
確
実
性
が
高
い

こ
と
。

低
炭
素
水
素
等
利
用
事
業
者
に
よ
る
低

炭
素
水
素
等
利
用
事
業
の
確
実
性
が
高
い

こ
と
。

３

価
格
差
に
着
目
し
た
支
援
の
対
象
と
な
る

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
内
容

１

価
格
差
に
着
目
し
た
支
援
の
対
象
と
な
る

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
内
容

価
格
差
に
着
目
し
た
支
援
の
対
象
と
な
る

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
内
容
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
す
な
わ
ち
、
安
全
性
、
安

定
供
給
、
環
境
適
合
性
及
び
経
済
効
率
性
の

観
点
並
び
に
Ｇ
Ｘ
政
策
、
す
な
わ
ち
、
脱
炭

素
化
及
び
産
業
競
争
力
の
強
化
・
経
済
成
長

の
両
立
の
観
点
か
ら
、
次
の
項
目
に
照
ら
し

て
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

、

イ
並
び
に

イ
は
価
格
差
に
着
目
し
た

支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
低
炭
素
水
素
等
供

給
等
事
業
計
画
が
必
ず
満
た
す
べ
き
要
件

（
以
下
「
必
須
の
要
件
」と
い
う
。）と
す
る
。

価
格
差
に
着
目
し
た
支
援
の
対
象
と
な
る

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
内
容
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
す
な
わ
ち
、
安
全
性
、
安

定
供
給
、
環
境
適
合
性
及
び
経
済
効
率
性
の

観
点
並
び
に
Ｇ
Ｘ
政
策
、
す
な
わ
ち
、
脱
炭

素
化
及
び
産
業
競
争
力
の
強
化
・
経
済
成
長

の
両
立
の
観
点
か
ら
、
次
の
項
目
に
照
ら
し

て
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

、

イ
並
び
に

イ
は
価
格
差
に
着
目
し
た

支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
低
炭
素
水
素
等
供

給
等
事
業
計
画
が
必
ず
満
た
す
べ
き
要
件

（
以
下
「
必
須
の
要
件
」と
い
う
。）と
す
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

（
略
）

（
略
）

安
定
供
給

安
定
供
給

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

ニ

我
が
国
企
業
に
よ
る
上
流
権
益
の

参
入
比
率
が
高
く
、
価
格
が
安
定
し

て
い
る
こ
と
。

ニ

我
が
国
企
業
に
よ
る
上
流
権
益
の

参
入
比
率
が
高
い
こ
と
、
価
格
の
安

定
性
が
高
い
こ
と
。

ホ

低
炭
素
水
素
等
を
輸
入
す
る
相
手

国
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
に
対
応
し
て

い
る
こ
と
。

（
新
設
）

ヘ

特
定
の
国
に
依
存
し
な
い
、
強
靱

で
信
頼
性
の
あ
る
低
炭
素
水
素
等
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
こ

と
。

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

経
済
効
率
性

経
済
効
率
性

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

ニ

我
が
国
企
業
に
よ
る
上
流
権
益
の

参
入
比
率
が
高
く
、
価
格
が
安
定
し

て
い
る
こ
と
。

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

４

価
格
差
に
着
目
し
た
支
援
の
対
象
と
な
る

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法

２

価
格
差
に
着
目
し
た
支
援
の
対
象
と
な
る

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法

価
格
差
に
着
目
し
た
支
援
の
対
象
と
な
る

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法

は
、
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
が
円
滑
か

つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
観

点
か
ら
、
次
の
項
目
に
照
ら
し
て
評
価
す
る

も
の
と
す
る
。

価
格
差
に
着
目
し
た
支
援
の
対
象
と
な
る

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法

は
、
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
が
円
滑
か

つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
観

点
か
ら
、
次
の
項
目
に
照
ら
し
て
評
価
す
る

も
の
と
す
る
。

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画
の
確

実
性
及
び
妥
当
性

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画
の
確

実
性
及
び
妥
当
性

低
炭
素
水
素
等
供
給
事
業
者
に
よ
る

低
炭
素
水
素
等
供
給
事
業
の
確
実
性
が

高
い
こ
と
。

（
新
設
）

・

（
略
）

・

（
略
）

国
と
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
を
行

い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
と
の
リ
ス
ク

分
担
の
妥
当
性

国
と
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
を
行

い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
と
の
リ
ス
ク

分
担
の
妥
当
性

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
リ
ス
ク
や
供
給
開
始
リ

ス
ク
へ
の
対
応
の
た
め
、
基
準
価
格
（
低

炭
素
水
素
等
供
給
事
業
者
に
よ
る
低
炭
素

水
素
等
の
供
給
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
を

可
能
と
す
る
当
該
低
炭
素
水
素
等
の
単
位

量
当
た
り
の
価
格
を
い
う
。）及
び
参
照
価

格
（
低
炭
素
水
素
等
利
用
事
業
者
が
既
存

の
原
料
・
燃
料
に
代
替
し
て
低
炭
素
水
素

等
の
利
用
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
原

料
・
燃
料
の
単
位
量
当
た
り
の
価
格
を
い

う
。）が
、
定
め
ら
れ
た
基
本
的
な
考
え
方

に
基
づ
き
、
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
リ
ス
ク
や
供
給
開
始

リ
ス
ク
へ
の
対
応
の
た
め
、
基
準
価
格

（
低
炭
素
水
素
等
供
給
事
業
者
に
よ
る

低
炭
素
水
素
等
の
供
給
を
継
続
的
に
行

う
こ
と
を
可
能
と
す
る
当
該
低
炭
素
水

素
等
の
単
位
量
当
た
り
の
価
格
を
い

う
。）及
び
参
照
価
格
（
低
炭
素
水
素
等

利
用
事
業
者
が
既
存
の
原
料
・
燃
料
に

代
替
し
て
低
炭
素
水
素
等
の
利
用
を
行

う
場
合
に
お
け
る
当
該
原
料
・
燃
料
の

単
位
量
当
た
り
の
価
格
を
い
う
。）が
、

定
め
ら
れ
た
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ

き
、
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
削
る
）

低
炭
素
水
素
等
を
輸
入
す
る
相
手
国

の
地
政
学
的
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
い
る

こ
と
。

５

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
内
容

３

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
内
容

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
内
容
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
観
点
及
び
Ｇ
Ｘ
政
策
の
観
点
か
ら
、

次
の
項
目
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、

、
イ
並
び
に

イ
、

ト
は
拠
点
整
備
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
低

炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画
が
満
た
す
べ

き
必
須
の
要
件
と
す
る
。
ま
た
、

ル
は

必
須
の
要
件
で
あ
る
と
と
も
に
評
価
項
目
と

し
て
も
用
い
る
。

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
内
容
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
観
点
及
び
Ｇ
Ｘ
政
策
の
観
点
か
ら
、

次
の
項
目
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、

、

並
び
に

イ
、

ト
は
拠
点
整
備
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
低

炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画
が
満
た
す
べ

き
必
須
の
要
件
と
す
る
。
ま
た
、

ル
は

必
須
の
要
件
で
あ
る
と
と
も
に
評
価
項
目
と

し
て
も
用
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

（
略
）

（
略
）

安
定
供
給

安
定
供
給

イ

低
炭
素
水
素
等
の
供
給
量
が
水
素

換
算
で
少
な
く
と
も
年
間
一
万
ト
ン

を
超
え
る
こ
と
。

低
炭
素
水
素
等
の
供
給
量
が
水
素
換

算
で
少
な
く
と
も
年
間
一
万
ト
ン
を
超

え
る
こ
と
。

ロ

発
電
な
ど
に
向
け
大
規
模
に
供
給

す
る
場
合
、
我
が
国
企
業
に
よ
る
上

流
権
益
へ
の
参
入
が
な
さ
れ
て
お

り
、
価
格
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
。

（
新
設
）

ハ

低
炭
素
水
素
等
を
輸
入
す
る
相
手

国
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
に
対
応
し
て

い
る
こ
と
。

（
新
設
）

ニ

特
定
の
国
に
依
存
し
な
い
、
強
靱

で
信
頼
性
の
あ
る
低
炭
素
水
素
等
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
こ

と
。

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

経
済
効
率
性

経
済
効
率
性

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

ニ

発
電
な
ど
に
向
け
大
規
模
に
供
給

す
る
場
合
、
我
が
国
企
業
に
よ
る
上

流
権
益
へ
の
参
入
が
な
さ
れ
て
お

り
、
価
格
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
。

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

６

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法

４

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法
は
、
低
炭
素

水
素
等
供
給
等
事
業
が
円
滑
か
つ
確
実
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
観
点
か
ら
、
次

の
項
目
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、

は
必
須
の
要
件
と
す
る
。

ま
た
、

、

、

は
必
須
の
要
件
で
あ
る

と
と
も
に
評
価
項
目
と
し
て
も
用
い
る
。

拠
点
整
備
支
援
の
対
象
と
な
る
低
炭
素
水

素
等
供
給
等
事
業
の
実
施
方
法
は
、
低
炭
素

水
素
等
供
給
等
事
業
が
円
滑
か
つ
確
実
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
観
点
か
ら
、
次

の
項
目
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、

は
必
須
の
要
件
と
す
る
。

ま
た
、

、

、

は
必
須
の
要
件
で
あ
る

と
と
も
に
評
価
項
目
と
し
て
も
用
い
る
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

低
炭
素
水
素
等
利
用
事
業
者
に
よ
る
低

炭
素
水
素
等
利
用
事
業
の
確
実
性
が
高
い

こ
と
。

（
新
設
）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画
の
認
定
の
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
た
め
の
低
炭
素
水
素
等
の
供
給

及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
認
定
の
申
請
が
さ
れ
た
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画
で
あ
っ
て
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
際
認
定
を
す
る

か
ど
う
か
の
処
分
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
主
務
大
臣
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

前
項
の
規
定
に
基
づ
き
従
前
の
例
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
法
第
七
条
第
一
項
の
低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画

は
、
次
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
認
定
供

給
等
事
業
計
画
と
み
な
す
。

（
認
定
供
給
等
事
業
計
画
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
認
定
供
給
等
事
業
計
画
の
変
更
の
認
定
、

変
更
の
指
示
及
び
取
消
し
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省

環

境

省
告
示
第
四
号

環
境
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
ヒ
ア
リ
類
（
要
緊
急

対
処
特
定
外
来
生
物
）
に
係
る
対
処
指
針
（
令
和
五
年
国
土
交
通
省

環

境

省
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の

よ
う
に
定
め
、
同
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

環
境
大
臣

石
原

宏
高

第
２
中
「地

方
環
境
事
務
所

」
を
「地

方
環
境
局

」
に
改
め
る
。





そ

の

他

告

示

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
関
す
る
事
項

第
一

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
関
す
る
事
項

イ
〜
ホ

（
略
）

イ
〜
ホ

（
略
）

ヘ

環
境
の
保
全
、
土
地
利
用
の
調
整
そ
の
他
地

域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
際
し
配
慮
す
べ
き

事
項

ヘ

環
境
の
保
全
、
土
地
利
用
の
調
整
そ
の
他
地

域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
際
し
配
慮
す
べ
き

事
項

〜

（
略
）

〜

（
略
）

自
然
環
境
の
保
全
そ
の
他
地
域
経
済
牽
引

事
業
の
促
進
に
際
し
配
慮
す
べ
き
事
項

自
然
環
境
の
保
全
そ
の
他
地
域
経
済
牽
引

事
業
の
促
進
に
際
し
配
慮
す
べ
き
事
項

環
境
保
全
上
重
要
な
地
域
に
お
い
て
は
自

然
環
境
の
保
全
が
特
に
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
促
進
区
域
に
は
、自
然
環
境
保
全
法（
昭

和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
に
規
定
す

る
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
及
び
自
然
環
境

保
全
地
域
並
び
に
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野

生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平

成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
に
規
定
す
る
生

息
地
等
保
護
区
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

重
点
促
進
区
域
に
は
、
こ
の
ほ
か
、
自
然
公

園
法（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）

に
規
定
す
る
国
立
・
国
定
公
園
区
域
や
鳥
獣

の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に

環
境
保
全
上
重
要
な
地
域
に
お
い
て
は
自

然
環
境
の
保
全
が
特
に
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
促
進
区
域
に
は
、自
然
環
境
保
全
法（
昭

和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
に
規
定
す

る
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
及
び
自
然
環
境

保
全
地
域
並
び
に
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野

生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平

成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
に
規
定
す
る
生

息
地
等
保
護
区
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

重
点
促
進
区
域
に
は
、
こ
の
ほ
か
、
自
然
公

園
法（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）

に
規
定
す
る
国
立
・
国
定
公
園
区
域
や
鳥
獣

の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
を
含
ま
な
い

も
の
と
す
る
。
ま
た
、
重
点
促
進
区
域
に
環

境
保
全
上
重
要
な
地
域
（
重
点
促
進
区
域
か

ら
除
く
べ
き
地
域
を
除
く
。）を
含
む
場
合
、

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
実
施
に
よ
り
自
然
環

境
に
重
大
な
影
響
が
な
い
よ
う
に
十
分
な
配

慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
を
含
ま
な
い

も
の
と
す
る
。
ま
た
、
重
点
促
進
区
域
に
環

境
保
全
上
重
要
な
地
域
（
重
点
促
進
区
域
か

ら
除
く
べ
き
地
域
を
除
く
。）を
含
む
場
合
、

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
実
施
に
よ
り
自
然
環

境
に
重
大
な
影
響
が
な
い
よ
う
に
十
分
な
配

慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

促
進
区
域
に
環
境
保
全
上
重
要
な
地
域

（
促
進
区
域
か
ら
除
く
べ
き
地
域
を
除
く
。）

を
含
む
場
合
に
は
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

実
施
に
よ
り
自
然
環
境
へ
重
大
な
影
響
が
な

い
よ
う
に
十
分
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す

る
。
特
に
、
促
進
区
域
に
国
立
・
国
定
公
園

区
域
を
含
む
場
合
に
は
、
基
本
計
画
及
び
事

業
計
画
と
自
然
公
園
法
第
二
条
第
五
号
に
規

定
す
る
公
園
計
画
等
と
の
整
合
を
取
る
も
の

と
す
る
。
ま
た
、
国
立
・
国
定
公
園
を
含
む

基
本
計
画
を
作
成
す
る
場
合
又
は
事
業
計
画

を
承
認
す
る
場
合
に
は
、
国
立
公
園
に
あ
っ

て
は
地
方
環
境
局
、
国
定
公
園
に
あ
っ
て
は

都
道
府
県
の
自
然
環
境
部
局
と
調
整
を
図
る

も
の
と
す
る
。
な
お
、
地
方
公
共
団
体
の
条

例
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
保
護
区
域
等
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
の
目
的
や
関
係
計

画
に
基
づ
き
、
適
切
な
環
境
保
全
を
図
る
も

の
と
す
る
。

促
進
区
域
に
環
境
保
全
上
重
要
な
地
域

（
促
進
区
域
か
ら
除
く
べ
き
地
域
を
除
く
。）

を
含
む
場
合
に
は
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

実
施
に
よ
り
自
然
環
境
へ
重
大
な
影
響
が
な

い
よ
う
に
十
分
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す

る
。
特
に
、
促
進
区
域
に
国
立
・
国
定
公
園

区
域
を
含
む
場
合
に
は
、
基
本
計
画
及
び
事

業
計
画
と
自
然
公
園
法
第
二
条
第
五
号
に
規

定
す
る
公
園
計
画
等
と
の
整
合
を
取
る
も
の

と
す
る
。
ま
た
、
国
立
・
国
定
公
園
を
含
む

基
本
計
画
を
作
成
す
る
場
合
又
は
事
業
計
画

を
承
認
す
る
場
合
に
は
、
国
立
公
園
に
あ
っ

て
は
地
方
環
境
事
務
所
、
国
定
公
園
に
あ
っ

て
は
都
道
府
県
の
自
然
環
境
部
局
と
調
整
を

図
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
地
方
公
共
団
体

の
条
例
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
保
護
区
域
等
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
の
目
的
や
関

係
計
画
に
基
づ
き
、
適
切
な
環
境
保
全
を
図

る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、基
本
計
画
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、

緑
地
の
確
保
、
大
気
汚
染
防
止
対
策
、
廃
水

処
理
、
土
壌
汚
染
防
止
対
策
、
騒
音
・
振
動

対
策
、
悪
臭
対
策
、
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル

対
策
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
地
球
温
暖
化

対
策
等
、
事
業
活
動
に
伴
い
課
題
が
生
じ
得

る
事
項
に
対
す
る
環
境
保
全
の
取
組
、
住
民

の
理
解
を
得
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
定
め

る
と
と
も
に
、
防
犯
設
備
や
防
犯
体
制
、
犯

罪
や
事
故
の
発
生
時
に
お
け
る
警
察
へ
の
連

絡
体
制
の
整
備
等
、犯
罪
及
び
事
故
の
防
止
、

地
域
の
安
全
と
平
穏
、
交
通
の
安
全
等
を
確

ま
た
、基
本
計
画
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、

緑
地
の
確
保
、
大
気
汚
染
防
止
対
策
、
廃
水

処
理
、
土
壌
汚
染
防
止
対
策
、
騒
音
・
振
動

対
策
、
悪
臭
対
策
、
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル

対
策
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
地
球
温
暖
化

対
策
等
、
事
業
活
動
に
伴
い
課
題
が
生
じ
得

る
事
項
に
対
す
る
環
境
保
全
の
取
組
、
住
民

の
理
解
を
得
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
定
め

る
と
と
も
に
、
防
犯
設
備
や
防
犯
体
制
、
犯

罪
や
事
故
の
発
生
時
に
お
け
る
警
察
へ
の
連

絡
体
制
の
整
備
等
、犯
罪
及
び
事
故
の
防
止
、

地
域
の
安
全
と
平
穏
、
交
通
の
安
全
等
を
確

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
総

務

省
、
財

務

省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

告
示
第
一
号

環
境
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
地
域
経
済
牽
引

事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
四
十
号
）
第
三
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
令
和
二
年
総
務
省
・
財

務
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正

し
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

総
務
大
臣

林

芳
正

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





ト

（
略
）

ト

（
略
）

第
二

（
略
）

第
二

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

保
す
る
た
め
に
効
果
を
有
す
る
取
組
を
住
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
行
う
こ
と
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

保
す
る
た
め
に
効
果
を
有
す
る
取
組
を
住
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
行
う
こ
と
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

工
事
の
区
域
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

工

事

の

区

域

工
事
の
種
類

工
事
開
始
の
日

次
に
掲
げ
る
地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

に
掲
げ
る
地
点
と

に
掲
げ

る
地
点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
岸
保
全
区
域
の
区
域

海
岸
保
全

施
設
の
新

設
、
改
良
及

び
災
害
復
旧

平
成
十
九
年

九
月
十
日

三
等
三
角
点
「
江
波
」
広
島
市
中
区
江
波
南
一
の
四
〇
の
一
（
北
緯
三

四
度
二
一
分
五
八
秒
、
東
経
一
三
二
度
二
六
分
〇
六
秒
）
か
ら
二
九
二
度

〇
〇
分
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
八
度
〇
〇
分
五
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
〇
八
度
〇
〇
分
一
七
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
〇
度
〇
〇
分
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
〇
八
度
〇
〇
分
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
九
度
〇
〇
分
五
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
〇
五
度
〇
〇
分
三
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
五
度
〇
〇
分
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
〇
五
度
〇
〇
分
二
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
〇
度
〇
〇
分
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
四
度
〇
〇
分
一
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
〇
五
度
〇
〇
分
四
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
七
度
〇
〇
分
二
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
六
二
度
〇
〇
分
四
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
五
四
度
〇
〇
分
三
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
三
二
度
〇
〇
分
七
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
五
五
度
〇
〇
分
一
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
八
度
〇
〇
分
二
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

次
に
掲
げ
る
地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

に
掲
げ
る
地
点
と

に
掲
げ

る
地
点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
岸
保
全
区
域
の
区
域

海
岸
保
全

施
設
の
新

設
、
改
良
及

び
災
害
復
旧

平
成
十
九
年

九
月
十
日

三
等
三
角
点
「
江
波
」
広
島
市
中
区
江
波
南
一
の
四
〇
の
一
（
北
緯
三

四
度
二
一
分
五
八
秒
、
東
経
一
三
二
度
二
六
分
〇
六
秒
）
か
ら
二
一
六
度

六
一
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
五
度
〇
〇
分
五
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
五
度
〇
〇
分
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
五
度
〇
〇
分
二
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
一
度
〇
〇
分
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
五
度
〇
〇
分
二
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
九
度
〇
〇
分
五
一
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
八
度
〇
〇
分
三
四
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
九
度
〇
〇
分
二
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
〇
〇
度
〇
〇
分
一
六
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
七
度
〇
〇
分
四
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
五
七
度
〇
〇
分
一
五
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
五
四
度
〇
〇
分
一
〇
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
度
〇
〇
分
一
一
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
七
度
〇
〇
分
四
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
〇
八
度
〇
〇
分
一
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
五
度
〇
〇
分
九
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
九
度
〇
〇
分
四
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
五
七
度
〇
〇
分
四
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
外
務
省
告
示
第
二
百
八
号

令
和
七
年
十
二
月
十
九
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
除
去
並
び
に
脱
税
及

び
租
税
回
避
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と
の
間
の
協
定
に
つ
い
て
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
は
、
同
協

定
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
国
内
手
続
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
通
告
を
行
い
、
我
が
国
は
こ
れ
を

令
和
八
年
六
月
二
十
二
日
に
受
領
し
た
。
我
が
国
は
、
同
月
二
十
六
日
に
同
協
定
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ

る
国
内
手
続
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
通
告
を
行
い
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
は
こ
れ
を
同
日
に
受
領
し
た
。よ
っ
て
、

同
協
定
は
、
そ
の
第
二
十
八
条
１
の
規
定
に
従
い
、
令
和
八
年
七
月
二
十
六
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
九
号

我
が
国
は
、
平
成
五
年
四
月
二
十
一
日
付
け
の
日
本
国
と
旧
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
の
間
で
締
結
さ

れ
、
効
力
を
有
し
て
い
た
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
日
本
国
と
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
共
和
国
と
の
間
に
お
け
る
適
用
関
係

を
確
認
す
る
日
本
国
政
府
と
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
の
往
復
書
簡
に
よ
り
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と
の
間
で
適

用
さ
れ
て
き
た
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
十
八
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回

避
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
政
府
と
の
間
の
条
約
に
関
し
、
同
条
約
の
適
用
を
終

了
さ
せ
る
意
思
を
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
に
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
通
告
し
た
。
よ
っ
て
、
同
条
約
は
、
そ
の
第
二
十

六
条
の
規
定
に
従
い
、
我
が
国
と
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と
の
間
に
お
い
て
、
令
和
九
年
一
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
各
課

税
年
度
の
所
得
に
つ
い
て
効
力
を
失
う
。

令
和
八
年
七
月
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
十
号

令
和
六
年
八
月
八
日
に
東
京
及
び
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
署
名
さ
れ
た
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

共
和
国
と
の
間
の
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
つ
い
て
、
同
議
定
書
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
国
内
法
上
の
手
続
が
完
了
し
た
旨
を
相
互
に
通
告
す
る
外
交
上
の
公
文
の
交
換
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
に

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
行
わ
れ
た
。
よ
っ
て
、
同
議
定
書
は
、
そ
の
第
二
十
六
条
１
の
規
定
に
従
い
、
令
和
八
年
八
月
一
日
に

効
力
を
生
ず
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
七
号

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第

千
百
七
十
四
号
（
海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
直
轄
工
事
を
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る
件
）
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





に
掲
げ
る
地
点
か
ら
九
五
度
〇
〇
分
七
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
九
七
度
〇
〇
分
二
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
九
八
度
〇
〇
分
一
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
〇
九
度
〇
〇
分
一
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
七
三
度
〇
〇
分
一
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
一
度
〇
〇
分
九
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
八
度
〇
〇
分
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
四
九
度
〇
〇
分
五
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
七
五
度
〇
〇
分
一
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
七
五
度
〇
〇
分
一
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
六
度
〇
〇
分
二
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
〇
七
度
〇
〇
分
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
八
四
度
〇
〇
分
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
八
六
度
〇
〇
分
六
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
八
六
度
〇
〇
分
四
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
六
四
度
〇
〇
分
四
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
五
八
度
〇
〇
分
四
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
四
八
度
〇
〇
分
五
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
七
度
〇
〇
分
二
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

次
に
掲
げ
る
地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

に
掲
げ
る
地
点
と

に
掲
げ

る
地
点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
岸
保
全
区
域
の
区
域

海
岸
保
全

施
設
の
新

設
、
改
良
及

び
災
害
復
旧

平
成
十
九
年

九
月
十
日

三
等
三
角
点
「
江
波
」
広
島
市
中
区
江
波
南
一
の
四
〇
の
一
（
北
緯
三

四
度
二
一
分
五
八
秒
、
東
経
一
三
二
度
二
六
分
〇
六
秒
）
か
ら
六
四
度
〇

〇
分
七
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
〇
七
度
〇
〇
分
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
六
四
度
〇
〇
分
七
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
八
二
度
〇
〇
分
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
九
八
度
〇
〇
分
二
四
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
七
九
度
〇
〇
分
五
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
九
八
度
〇
〇
分
三
二
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
九
八
度
〇
〇
分
二
六
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
一
九
度
〇
〇
分
三
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
八
七
度
〇
〇
分
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
九
八
度
〇
〇
分
四
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
〇
〇
度
〇
〇
分
二
〇
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
九
〇
度
〇
〇
分
二
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
九
九
度
〇
〇
分
一
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
七
二
度
〇
〇
分
二
八
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
六
二
度
〇
〇
分
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
度
〇
〇
分
四
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
八
度
〇
〇
分
一
八
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
八
度
〇
〇
分
五
六
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
〇
八
度
〇
〇
分
八
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
〇
〇
度
〇
〇
分
二
六
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
九
八
度
〇
〇
分
二
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
〇
〇
度
〇
〇
分
一
一
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
八
度
〇
〇
分
八
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
八
度
〇
〇
分
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
五
度
〇
〇
分
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
三
度
〇
〇
分
七
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
八
度
〇
〇
分
三
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
度
〇
〇
分
七
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
六
度
〇
〇
分
八
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
二
度
〇
〇
分
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
八
七
度
〇
〇
分
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
度
〇
〇
分
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
一
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
五
六
度
〇
〇
分
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
四
九
度
〇
〇
分
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
七
六
度
〇
〇
分
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
八
七
度
〇
〇
分
三
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
七
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
二
二
度
〇
〇
分
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
一
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
四
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
八
〇
度
〇
〇
分
三
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
八
〇
度
〇
〇
分
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
一
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
一
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
〇
六
度
〇
〇
分
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
度
〇
〇
分
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
三
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
六
三
度
〇
〇
分
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
八
〇
度
〇
〇
分
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
一
度
〇
〇
分
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
一
度
〇
〇
分
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
二
度
〇
〇
分
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
六
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
六
度
〇
〇
分
三
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
九
度
〇
〇
分
二
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
六
度
〇
〇
分
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
六
度
〇
〇
分
四
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
二
四
度
〇
〇
分
三
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
七
度
〇
〇
分
四
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
四
二
度
〇
〇
分
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
六
三
度
〇
〇
分
五
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
九
五
度
〇
〇
分
四
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
八
七
度
〇
〇
分
四
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
〇
八
度
〇
〇
分
四
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
二
二
度
〇
〇
分
四
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
五
度
〇
〇
分
一
五
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
九
度
〇
〇
分
一
六
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
六
七
度
〇
〇
分
七
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
八
二
度
〇
〇
分
一
三
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
八
五
度
〇
〇
分
一
三
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
〇
度
〇
〇
分
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
七
一
度
〇
〇
分
二
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
九
度
〇
〇
分
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
六
五
度
〇
〇
分
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
七
八
度
〇
〇
分
二
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
九
二
度
〇
〇
分
四
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
二
七
度
〇
〇
分
三
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
五
六
度
〇
〇
分
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
七
六
度
〇
〇
分
三
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
三
六
度
〇
〇
分
四
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
四
〇
度
〇
〇
分
四
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
二
九
度
〇
〇
分
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
六
〇
度
〇
〇
分
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
二
九
度
〇
〇
分
四
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
〇
六
度
〇
〇
分
三
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
七
九
度
〇
〇
分
二
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
四
五
度
〇
〇
分
三
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
五
〇
度
〇
〇
分
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
八
七
度
〇
〇
分
二
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

附

則

平
成
二
十
二
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
十
八
号
（
海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
直
轄
工
事
を
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す

る
件
）
は
、
廃
止
す
る
。

工
事
の
区
域
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

工

事

の

区

域

工
事
の
種
類

工
事
開
始
の
日

次
に
掲
げ
る
地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

に
掲
げ
る
地
点
と

に
掲
げ

る
地
点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
岸
保
全
区
域
の
区
域

海
岸
保
全

施
設
の
新

設
、
改
良

平
成
二
十
一

年
一
月
三
十
日

四
等
三
角
点
「
丸
林
」
安
芸
郡
坂
町
字
参
王
峠
二
番
、
五
番
（
北
緯
三

四
度
二
〇
分
三
九
秒
六
一
七
九
、
東
経
一
三
二
度
三
一
分
一
八
秒
四
五
六

八
）
か
ら
三
九
度
五
六
分
四
七
秒
一
九
一
六
・
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
四
度
二
九
分
四
一
秒
一
一
九
・
五
メ
ー
ト
ル
の

地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
四
九
度
四
八
分
二
一
秒
一
四
一
・
五
メ
ー
ト

ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
度
四
三
分
〇
五
秒
四
三
・
四
メ
ー
ト
ル
の
地

点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
度
四
九
分
〇
七
秒
六
七
・
八
メ
ー
ト
ル
の

地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
八
度
四
二
分
二
二
秒
二
八
・
一
メ
ー
ト
ル
の

地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
二
七
度
一
六
分
三
一
秒
一
九
七
・
六
メ
ー
ト

ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
五
四
度
三
一
分
三
五
秒
九
・
六
メ
ー
ト
ル
の

地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
二
一
度
一
八
分
一
〇
秒
五
三
・
八
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
六
度
五
五
分
〇
九
秒
九
四
・
二
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
一
〇
五
度
五
二
分
二
二
秒
四
七
・
四
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
三
二
度
二
四
分
二
三
秒
二
二
・
四
メ
ー
ト
ル
の

地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
八
七
度
一
六
分
二
〇
秒
五
七
・
〇
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
八
度
一
六
分
三
一
秒
六
九
・
九
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
三
一
〇
度
〇
八
分
二
五
秒
二
六
五
・
三
メ
ー
ト

ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
〇
度
〇
四
分
三
五
秒
五
八
・
九
メ
ー
ト
ル

の
地
点

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
八
号

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示

第
百
十
七
号
（
海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
直
轄
工
事
を
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る
件
）
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





に
掲
げ
る
地
点
か
ら
七
度
〇
七
分
四
二
秒
四
六
・
八
メ
ー
ト
ル
の
地

点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
〇
度
五
六
分
四
二
秒
五
一
・
二
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
三
二
六
度
三
八
分
〇
二
秒
二
八
・
三
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
二
四
〇
度
一
五
分
四
九
秒
一
三
一
・
二
メ
ー
ト

ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
二
九
度
二
五
分
一
〇
秒
三
七
二
・
三
メ
ー
ト

ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
二
九
度
五
二
分
〇
六
秒
五
一
二
・
七
メ
ー
ト

ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
二
七
度
〇
五
分
〇
九
秒
二
・
二
メ
ー
ト
ル
の

地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
三
九
度
二
六
分
四
九
秒
一
一
九
・
六
メ
ー
ト

ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
三
六
度
五
五
分
四
〇
秒
一
三
七
・
七
メ
ー
ト

ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
二
七
度
三
九
分
五
四
秒
三
〇
・
九
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
二
三
七
度
四
〇
分
三
九
秒
七
五
・
五
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
三
二
七
度
一
八
分
〇
二
秒
三
五
・
〇
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
二
三
七
度
〇
九
分
一
九
秒
三
・
二
メ
ー
ト
ル
の

地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
四
七
度
〇
九
分
一
九
秒
三
八
・
九
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
五
七
度
〇
九
分
二
二
秒
七
四
・
七
メ
ー
ト
ル
の

地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
四
七
度
〇
九
分
二
一
秒
一
五
・
九
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
二
三
七
度
三
五
分
〇
七
秒
一
八
・
四
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
一
四
七
度
〇
五
分
五
九
秒
三
五
・
八
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
五
八
度
五
二
分
〇
二
秒
二
六
五
・
一
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
一
四
九
度
五
二
分
〇
六
秒
四
〇
一
・
二
メ
ー
ト

ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
三
八
度
四
三
分
二
三
秒
四
〇
・
三
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
二
三
八
度
四
三
分
二
三
秒
六
〇
・
四
メ
ー
ト
ル

の
地
点に

掲
げ
る
地
点
か
ら
一
四
七
度
五
六
分
五
九
秒
九
四
一
・
三
メ
ー
ト

ル
の
地
点

次
に
掲
げ
る
地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

に
掲
げ
る
地
点
と

に
掲
げ

る
地
点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
岸
保
全
区
域
の
区
域

海
岸
保
全

施
設
の
新

設
、
改
良

平
成
二
十
一

年
一
月
三
十
日

三
等
三
角
点
「
向
洋
」
広
島
市
南
区
向
洋
新
町
一
丁
目
一
五
（
北
緯
三

四
度
二
一
分
五
八
秒
、
東
経
一
三
二
度
三
〇
分
四
五
秒
）
か
ら
四
二
度
一

〇
分
四
五
六
・
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
四
一
度
三
〇
分
一
八
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地

点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
六
五
度
三
二
分
三
一
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地

点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
二
六
度
三
〇
分
五
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
六
度
〇
〇
分
五
九
・
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
三
度
四
八
分
一
五
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地

点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
二
五
度
三
〇
分
七
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
九
一
度
三
〇
分
五
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
二
二
度
三
〇
分
六
五
・
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
八
九
度
三
一
分
二
三
三
・
二
メ
ー
ト
ル
の
地

点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
四
四
度
四
六
分
二
九
・
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
四
七
度
五
五
分
二
六
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
地

点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
四
二
度
一
四
分
八
七
・
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
二
四
度
四
六
分
一
五
九
・
六
メ
ー
ト
ル
の
地

点

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
百
八
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

百
三
十
八
号

富
士
吉
田
市
上
吉
田
七
丁
目
六
六
二
番
地
先
か
ら
同
市
上
吉
田
七

丁
目
六
八
七
番
二
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分

の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
甲

府
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
七
月
一
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
百
八
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

五
十
一
号

潮
来
市
小
泉
二
四
六
九
番
二
地
先
か
ら
同
市
小
泉
二
四
二
八
番
一

地
先
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
常

陸
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
七
月
一
日





官 庁 報 告

１ 次の表により、改正前欄に掲げる規定の傍線を付した部分をこれに対応する改正後欄に掲げる規
定の傍線を付した部分のように改める。

改 正 後 改 正 前

別表第４ 別表第４

種類ごと
の名称

区分
試験

受 験 資 格
種類ごと
の名称

区分
試験

受 験 資 格

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

気象庁経
験者採用
試験（係
長級（技
術））

試験年度の４月１日
において、大学等を卒
業した日又は大学院の
課程等を修了した日の
うち最も古い日から起
算して８年を経過した
者


気象庁経
験者採用
試験（係
長級（技
術））

試験年度の４月１日
において、大学等を卒
業した日又は大学院の
課程等を修了した日の
うち最も古い日から起
算して８年を経過した
者で、これらの大学等

又は大学院の課程等に

在学して電気、電子、

通信、情報工学、土木、

物理、地球科学又は化

学に関する課程を修め

て卒業又は修了したも

の


２ この決定による改正は、令和８年７月１日から効力を発生する。

２ 受付法務局、採用予定地、採用予定人員及び採用予定年月日

受 付 法 務 局 採 用 予 定 地 採用予定人員 採用予定年月日

東京法務局 本局管内 港区 １人 令和９年２月８日
本局管内 港区 １人 令和９年３月31日
本局管内 品川区 １人 令和９年１月14日
本局管内 品川区 １人 令和９年３月31日
本局管内 渋谷区 １人 令和８年12月１日

横浜地方法務局 本局管内 横浜市港南区 １人 令和８年12月１日
川崎支局管内 川崎市高津区 １人 令和９年１月４日

さいたま地方法務局 本局管内 川口市 １人 令和９年３月２日

水戸地方法務局 本局管内 水戸市 １人 令和８年12月１日

宇都宮地方法務局 本局管内 宇都宮市 ２人 令和８年12月１日

前橋地方法務局 本局管内 前橋市 １人 令和８年12月１日

新潟地方法務局 本局管内 新潟市中央区 １人 令和８年12月１日

大阪法務局 本局管内 大阪市北区 １人 令和９年２月22日
本局管内 大阪市北区 １人 令和９年３月31日
本局管内 大阪市中央区 １人 令和９年３月31日
本局管内 枚方市 １人 令和９年３月31日
岸和田支局管内 岸和田市 １人 令和８年12月１日

神戸地方法務局 本局管内 神戸市中央区 １人 令和８年12月１日

岐阜地方法務局 本局管内 岐阜市 １人 令和９年２月25日

福井地方法務局 本局管内 福井市 １人 令和８年12月１日

金沢地方法務局 本局管内 金沢市 １人 令和８年12月１日

広島法務局 本局管内 広島市中区 ２人 令和８年12月１日

岡山地方法務局 本局管内 岡山市北区 １人 令和８年12月１日

福岡法務局 本局管内 福岡市中央区 １人 令和８年12月18日
北九州支局管内 北九州市小倉北
区

１人 令和９年１月４日

長崎地方法務局 本局管内 長崎市 １人 令和８年12月１日

令
和

年

月

日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

官 庁 事 項

人事院公示第 25 号
人事院は、人事院規則８18（採用試験）第８条第３項の規定に基づき、平成26年人事院公示第22
号の一部改正に関し、次のとおり決定した。
令和８年７月１日 人事院総裁 川本 裕子

法 務

公証人法第 13 条に規定する公証人の採用に関する公告
令和８年７月１日 法 務 省

１ 公証人採用申込案内掲示期間及び採用申込願書受付期間
 受付法務局における公証人採用申込案内掲示期間
令和８年７月６日（月）午前８時30分から同年８月10日（月）午後５時15分まで

 受付法務局における公証人採用申込願書受付期間
令和８年７月13日（月）から同年８月10日（月）まで（土、日及び休日を除く。）の午前８時30
分から午後零時まで及び午後１時から午後５時15分まで







宮崎地方法務局 本局管内 宮崎市 １人 令和８年12月１日

福島地方法務局 本局管内 福島市 １人 令和８年12月１日

山形地方法務局 本局管内 山形市 １人 令和８年12月１日

盛岡地方法務局 本局管内 盛岡市 １人 令和８年12月１日

秋田地方法務局 本局管内 秋田市 １人 令和８年12月１日

青森地方法務局 本局管内 青森市 １人 令和８年12月１日

３ 第１号の家内労働者に係る最低工賃額 次の表の左欄に掲げる業務及び中欄に掲げる規格の区分
に応じ、１個につき、右欄に掲げる金額

業 務 規 格 金 額

糸結び 丸セイゴ針 10～13号、ハリス２号 長さ55セ
ンチメートル付

１円50銭

チヌ針 ３～５号、ハリス２号 長さ15メー
トル付

２円10銭

仕掛け キス仕掛 ６～13号、３本針、２セット入 24円

サビキ仕掛 ７本針 25円

胴突仕掛、２本針、２セット入 18円

包装 バラ針15本入、台紙付 ３円10銭

４ 効力発生の日 令和８年７月31日






右の規格の釣針の包装作業
及び針の選別作業



右の規格の釣針の仕掛けを
作る作業及び包装作業



右の規格の釣針と糸を結ぶ
作業









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労 働

最低工賃の改正決定に関する公示
兵庫労働局最低工賃公示第２号
家内労働法（昭和45年法律第60号）第10条の規定に基づき、兵庫県釣針製造業最低工賃（平成15年
兵庫労働局最低工賃公示第１号）の全部を次のように改正する決定をしたので、同法第12条第１項の
規定により公示する。
令和８年７月１日 兵庫労働局長 金成 真一
兵庫県釣針製造業最低工賃

１ 適用する家内労働者 兵庫県の区域内で釣針製造業に係る糸結び、仕掛け又は包装の業務に従事
する家内労働者
２ 適用する委託者 前号の家内労働者に前号の業務を委託する委託者

国 家 試 験

2026 年度経験者採用試験（係長級（事務））公告
国家公務員法第47条の規定に基づき、採用試験について次のように告知する。
令和８年７月１日 人事院事務総長 佐々木雅之

１ 試験の名称 2026年度経験者採用試験（係長級（事務））
２ 試験の区分 府省合同Ａ及び府省合同Ｂ
３ 対象官職 標準的な官職が係長である職制上の段階に属する官職のうち、次に掲げる官職であっ
て、民間企業における実務の経験その他これに類する経験を活用することができるもの。
イ 政策の企画及び立案又は調査及び研究に関する事務をその職務とする官職
ロ 事務の実施等の業務に従事することをその職務の主たる内容とする官職
 試験の区分「府省合同Ａ」については、上記イの官職
 試験の区分「府省合同Ｂ」については、上記ロの官職
４ 給与
 試験の区分「府省合同Ａ」 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関す
る法律」の定めるところにより、採用された者の経験年数と同程度の経験年数を有する国家公務
員採用総合職試験又は国家公務員採用Ⅰ種試験により採用された職員が受ける俸給月額との均衡
を考慮して決定する俸給月額を支給される。
（参考）
国家公務員採用総合職試験による採用後５年の経験年数を有する係長の標準的な俸給月額

280300円
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。

 試験の区分「府省合同Ｂ」 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関す
る法律」の定めるところにより、採用された者の経験年数と同程度の経験年数を有する国家公務
員採用一般職試験（大卒程度試験）又は国家公務員採用Ⅱ種試験により採用された職員が受ける
俸給月額との均衡を考慮して決定する俸給月額を支給される。
（参考）
国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）による採用後10年の経験年数を有する係長の標準
的な俸給月額

287200円
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。

５ 受験資格
 試験の区分「府省合同Ａ」 2026（令和８）年４月１日において、学校教育法（昭和22年法律
第26号）に基づく大学（短期大学を除き、同法第104条第７項第２号の規定により大学に相当す
る教育を行うものとして認められた課程を置く教育施設を含む。）若しくはこれに相当する外国の
大学（これに準ずる教育施設を含む。）（以下「大学等」という。）を卒業した日又は同法に基づく
大学の大学院の課程（同号の規定により大学院の課程に相当する教育を行うものとして認められ
たものを含む。）若しくはこれに相当する外国の大学（これに準ずる教育施設を含む。）の課程（以
下「大学院の課程等」という。）を修了した日のうち最も古い日から起算して２年を経過した者
 試験の区分「府省合同Ｂ」 2026（令和８）年４月１日において、次の各号のいずれかに掲げ
る日から起算して当該各号に定める期間を経過した者
一 学校教育法に定める義務教育を終了した日 14年
二 学校教育法に基づく高等学校又は中等教育学校を卒業した日 11年
三 学校教育法に基づく高等専門学校の第３学年の課程を修了した日 11年


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
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四 学校教育法第90条第２項の規定に基づき大学に入学した日 11年
五 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条第２号の規定に基づき文部科学大
臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了
した日 11年
六 学校教育法に基づく専修学校の高等課程のうち、学校教育法施行規則第150条第３号の規定
に基づき文部科学大臣が指定した課程を修了した日（同号の規定に基づき文部科学大臣が定め
る日以後に修了した場合に限る。） 11年
七 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）に規定する高等学校卒業程
度認定試験の合格者となった日 11年
八 外国において学校教育における12年の課程を修了した日 11年
九 昭和23年文部省告示第47号第20号から第24号までに規定する資格を取得した日 11年
十 昭和23年文部省告示第47号第25号に規定する教育施設又はこれに準ずるものに置かれる12年
の課程を修了した日 11年
十一 昭和56年文部省告示第153号第１号に規定する検定に合格した日又は同告示第２号から第
５号までに規定する課程を修了した日 11年
十二 学校教育法に基づく短期大学、高等専門学校、高等学校の専攻科の課程（同法第58条の２
の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）又は専修学校の専門課程（同法第132条の
文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）（以下「短期大学等」という。）を修了した日
９年

十三 学校教育法に基づく専門職大学の前期課程を修了した日 ９年
十四 学校教育法施行規則第155条第２項第５号から第７号までに規定する課程を修了した日
９年
十五 大学等を卒業した日 ７年
十六 学校教育法第102条第２項の規定に基づき大学院に入学した日 ７年
十七 学校教育法第104条第７項第１号の規定に基づき学士の学位を授与された日 ７年
十八 学校教育法に基づく専修学校の専門課程のうち、学校教育法施行規則第155条第１項第５
号の規定に基づき文部科学大臣が指定した課程を修了した日（同号の規定に基づき文部科学大
臣が定める日以後に修了した場合に限る。） ７年
十九 大学院の課程等を修了した日 ５年
ただし、日本の国籍を有しない者、国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることがで
きない者及び平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因
とするもの以外）は、受験することができない。
６ 第１次試験
 試験種目 基礎能力試験及び経験論文試験
 試験の実施日 2026（令和８）年10月４日（日）
 試験地 札幌市、仙台市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、高松市、福岡市、那覇市
 第１次試験合格者発表 2026（令和８）年10月30日（金）に、受験番号及び試験地を、インター
ネットの利用その他の適切な方法により発表する。

７ 第２次試験
 試験種目
 試験の区分「府省合同Ａ」 政策課題討議試験及び人物試験（人物試験は、個別面接により
行う。）
 試験の区分「府省合同Ｂ」 人物試験（人物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

 試験の実施日
 試験の区分「府省合同Ａ」 2026（令和８）年11月上旬で指定する日
 試験の区分「府省合同Ｂ」 2026（令和８）年11月中旬で指定する日
 試験地
 試験の区分「府省合同Ａ」 東京都
 試験の区分「府省合同Ｂ」 札幌市、仙台市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、高松市、
福岡市、那覇市

８ 最終合格者発表
 試験の区分「府省合同Ａ」 2026（令和８）年11月20日（金）に、受験番号及び試験地を、
第１次試験合格者発表の方法と同一の方法により発表する。
 試験の区分「府省合同Ｂ」 2026（令和８）年12月４日（金）に、受験番号及び試験地を、
第１次試験合格者発表の方法と同一の方法により発表する。

９ 採用候補者名簿及び採用方法 試験の区分ごとに採用候補者名簿を作成し、最終合格者の氏名を
得点順に記載する。採用は、この名簿に記載された者の中から行う。
10 受験手続
 受験申込み及び申込受付期間 受験希望者は、国家公務員採用試験インターネット申込専用ア
ドレスにアクセスして申込手続を行うこと（申込専用アドレス〔https://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html〕）。
申し込むことができる試験の区分は一つに限る。なお、受験の申込みの受理後における試験の
区分及び試験地の変更は認めない。ただし、試験地の変更については、災害又は転居によりやむ
を得ないと認められる場合に限り、試験の実施に支障のない範囲で認める。
申込受付期間は、2026（令和８）年７月27日（月）９時から８月17日（月）までとし、８月17
日（月）までに申込データの受信を完了したものに限り受け付ける。
なお、インターネットが利用できない環境にある受験希望者は、受けようとする第１次試験の
試験地に対応する次の問合せ先に至急問い合わせること（郵送・持参による申込みは2026（令和
８）年７月27日（月）から７月28日（火）までとし、郵送による申込みの受付は同日までの通信
日付印のあるものに限る。）。



第１次

試験の
試験地 




（問 合 せ 先）

札 幌 市 人事院北海道事務局 〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目
仙 台 市 人事院東北事務局 〒9800014 仙台市青葉区本町３２23
東 京 都 人事院関東事務局 〒3309712 さいたま市中央区新都心１１
名古屋市 人事院中部事務局 〒4600001 名古屋市中区三の丸２５１
大 阪 市 人事院近畿事務局 〒5538513 大阪市福島区福島１１60
広 島 市 人事院中国事務局 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30
高 松 市 人事院四国事務局 〒7600019 高松市サンポート３33
福 岡 市 人事院九州事務局 〒8120013 福岡市博多区博多駅東２11１
那 覇 市 人事院沖縄事務所 〒9000022 那覇市樋川１1515

 受験票の発行 受験の申込みを受理した場合は、受験票を発行する。
受験者は、本人の写真を申込専用アドレスからアップロードした受験票を印刷し、又は印刷し
た受験票に本人の写真を貼り、第１次試験の際に必ず持参すること。


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
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2026 年度総務省経験者採用試験（係長級（技術））公告
国家公務員法第47条の規定に基づき、採用試験について次のように告知する。
令和８年７月１日 人事院事務総長 佐々木雅之

１ 試験の名称 2026年度総務省経験者採用試験（係長級（技術））
２ 対象官職 総務省の標準的な官職が係長である職制上の段階に属する官職のうち、同省の所掌に
係る事務の実施等の業務に主として技術的な知識を活用して従事することをその職務の主たる内容
とする官職であって、民間企業における実務の経験その他これに類する経験を活用することができ
るもの。
３ 給与 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関する法律」の定めるところ
により、採用された者の経験年数と同程度の経験年数を有する国家公務員採用一般職試験（大卒程
度試験）又は国家公務員採用Ⅱ種試験により採用された職員が受ける俸給月額との均衡を考慮して
決定する俸給月額を支給される。
（参考）
国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）による採用後10年の経験年数を有する総合通信局に
おける係長級職員の標準的な俸給月額

287200円
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。

４ 受験資格 2026（令和８）年４月１日において、次の各号のいずれかに該当する日（二以上ある
ときは、当該日のうち最も古い日）から起算して12年を経過した者で、学校教育法（昭和22年法律
第26号）に基づく短期大学、高等専門学校、高等学校の専攻科の課程（同法第58条の２の文部科学
大臣の定める基準を満たすものに限る。）若しくは専修学校の専門課程（同法第132条の文部科学大
臣の定める基準を満たすものに限る。）、同法に基づく大学（短期大学を除き、同法第104条第７項
第２号の規定により大学に相当する教育を行うものとして認められた課程を置く教育施設を含む。）
若しくはこれに相当する外国の大学（これに準ずる教育施設を含む。）、同法に基づく大学の大学院
の課程（同号の規定により大学院の課程に相当する教育を行うものとして認められたものを含む。）
若しくはこれに相当する外国の大学（これに準ずる教育施設を含む。）の課程、第一号、第四号、第
五号、第七号、第九号若しくは第十号に規定する学校若しくは課程、職業能力開発促進法（昭和44
年法律第64号）第16条第１項若しくは第２項の規定に基づき国若しくは都道府県が設置した職業能
力開発短期大学校の専門課程若しくは職業能力開発大学校の専門課程若しくは応用課程又は同法第
27条に規定する職業能力開発総合大学校の特定専門課程若しくは特定応用課程に在学して電気、電
子、通信、情報工学、機械、物理又は化学に関する課程を修めて卒業又は修了したもの
一 学校教育法に基づく高等学校又は中等教育学校を卒業した日
二 学校教育法に基づく高等専門学校の第３学年の課程を修了した日
三 学校教育法第90条第２項の規定に基づき大学に入学した日
四 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条第２号の規定に基づき文部科学大
臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了
した日

五 学校教育法に基づく専修学校の高等課程のうち、学校教育法施行規則第150条第３号の規定
に基づき文部科学大臣が指定した課程を修了した日（同号の規定に基づき文部科学大臣が定め
る日以後に修了した場合に限る。）
六 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）に規定する高等学校卒業程
度認定試験の合格者となった日
七 外国において学校教育における12年の課程を修了した日
八 昭和23年文部省告示第47号第20号から第24号までに規定する資格を取得した日
九 昭和23年文部省告示第47号第25号に規定する教育施設又はこれに準ずるものに置かれる12年
の課程を修了した日
十 昭和56年文部省告示第153号第１号に規定する検定に合格した日又は同告示第２号から第５
号までに規定する課程を修了した日
ただし、日本の国籍を有しない者、国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることがで
きない者及び平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因
とするもの以外）は、受験することができない。
５ 第１次試験
 試験種目 基礎能力試験及び経験論文試験
 試験の実施日 2026（令和８）年10月４日（日）
 試験地 札幌市、仙台市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、高松市、福岡市、那覇市
 第１次試験合格者発表 2026（令和８）年10月30日（金）に、受験番号及び試験地を、インター
ネットの利用その他の適切な方法により発表する。

６ 第２次試験
 試験種目 人物試験（人物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

 試験の実施日 2026（令和８）年11月中旬で指定する日
 試験地 東京都
７ 第２次試験合格者発表 2026（令和８）年11月26日（木）に、受験番号及び試験地を、第１次試
験合格者発表の方法と同一の方法により発表する。
８ 第３次試験
 試験種目 総合評価面接試験
 試験の実施日 2026（令和８）年11月下旬又は12月上旬で指定する日
 試験地 東京都
９ 最終合格者発表 2026（令和８）年12月23日（水）に、受験番号及び試験地を、第１次試験合格
者発表の方法と同一の方法により発表する。
10 採用候補者名簿及び採用方法 採用候補者名簿には、最終合格者の氏名を記載する。採用は、こ
の名簿に記載された者の中から行う。
11 受験手続
 受験申込み及び申込受付期間 受験希望者は、国家公務員採用試験インターネット申込専用ア
ドレスにアクセスして申込手続を行うこと（申込専用アドレス〔https://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html〕）。
受験の申込みの受理後における試験地の変更は認めない。ただし、災害又は転居によりやむを
得ないと認められる場合に限り、試験の実施に支障のない範囲で試験地の変更を認める。
申込受付期間は、2026（令和８）年７月27日（月）９時から８月17日（月）までとし、８月17
日（月）までに申込データの受信を完了したものに限り受け付ける。

11 受験上の配慮 身体の障害等があるため特に何らかの措置を希望する者は、申込時にあらかじめ
その旨を申し出ること。
12 その他
 受験手続その他受験に関する問合せは、人事院事務総局（〒1050001 東京都港区虎ノ門２
２３）、人事院の地方事務局及び沖縄事務所に行うこと。
 提出書類等の所要事項は正確に記入又は入力すること。
 試験の詳細については、別に作成している受験案内、人事院のホームページ等を参照すること。
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なお、インターネットが利用できない環境にある受験希望者は、受けようとする第１次試験地
の試験地に対応する次の問合せ先に至急問い合わせること（郵送・持参の申込みは2026（令和８）
年７月27日（月）から７月28日（火）までとし、郵送による申込みの受付は同日までの通信日付
印のあるものに限る。）。



第１次

試験の
試験地 




（問 合 せ 先）

札 幌 市 人事院北海道事務局 〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目
仙 台 市 人事院東北事務局 〒9800014 仙台市青葉区本町３２23
東 京 都 人事院関東事務局 〒3309712 さいたま市中央区新都心１１
名古屋市 人事院中部事務局 〒4600001 名古屋市中区三の丸２５１
大 阪 市 人事院近畿事務局 〒5538513 大阪市福島区福島１１60
広 島 市 人事院中国事務局 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30
高 松 市 人事院四国事務局 〒7600019 高松市サンポート３33
福 岡 市 人事院九州事務局 〒8120013 福岡市博多区博多駅東２11１
那 覇 市 人事院沖縄事務所 〒9000022 那覇市樋川１1515

 受験票の発行 受験の申込みを受理した場合は、受験票を発行する。
受験者は、本人の写真を申込専用アドレスからアップロードした受験票を印刷し、又は印刷し
た受験票に本人の写真を貼り、第１次試験の際に必ず持参すること。

12 受験上の配慮 身体の障害等があるため特に何らかの措置を希望する者は、申込時にあらかじめ
その旨を申し出ること。
13 その他
 受験手続その他受験に関する問合せは、人事院事務総局（〒1050001 東京都港区虎ノ門２
２３）、人事院の地方事務局及び沖縄事務所に行うこと。
 提出書類等の所要事項は正確に記入又は入力すること。
 試験の詳細については、別に作成している受験案内、人事院のホームページ等を参照すること。
2026 年度国税庁経験者採用試験（国税調査官級）公告
国家公務員法第47条の規定に基づき、採用試験について次のように告知する。
令和８年７月１日 人事院事務総長 佐々木雅之

１ 試験の名称 2026年度国税庁経験者採用試験（国税調査官級）
２ 対象官職 内国税の賦課及び徴収、酒類業の発達並びに税理士業務の運営に関する事務をその職
務の主たる内容とする標準的な官職が国税調査官である職制上の段階に属する官職であって、民間
企業における実務の経験その他これに類する経験を活用することができるもの。
３ 給与 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関する法律」の定めるところ
により、採用された者の経験年数と同程度の経験年数を有する国税専門官採用試験により採用され
た職員が受ける俸給月額との均衡を考慮して決定する俸給月額を支給される。
（参考）
国税専門官採用試験による採用後８年の経験年数を有する国税調査官の標準的な俸給月額

322600円
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。

４ 受験資格 2026（令和８）年４月１日において、学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づく大
学（短期大学を除き、同法第104条第７項第２号の規定により大学に相当する教育を行うものとし
て認められた課程を置く教育施設を含む。）若しくはこれに相当する外国の大学（これに準ずる教育
施設を含む。）を卒業した日又は同法に基づく大学の大学院の課程（同号の規定により大学院の課程
に相当する教育を行うものとして認められたものを含む。）若しくはこれに相当する外国の大学（こ
れに準ずる教育施設を含む。）の課程を修了した日のうち最も古い日から起算して８年を経過した者

ただし、日本の国籍を有しない者、国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることがで
きない者及び平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因
とするもの以外）は、受験することができない。
５ 第１次試験
 試験種目 基礎能力試験及び経験論文試験
 試験の実施日 2026（令和８）年10月４日（日）
 試験地 札幌市、仙台市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、高松市、福岡市、那覇市
 第１次試験合格者発表 2026（令和８）年10月30日（金）に、受験番号及び試験地を、インター
ネットの利用その他の適切な方法により発表する。

６ 第２次試験
 試験種目 人物試験（人物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

 試験の実施日 2026（令和８）年11月上旬又は中旬で指定する日
 試験地 札幌市、仙台市、さいたま市、東京都、名古屋市、金沢市、大阪市、広島市、高松市、
福岡市、熊本市、那覇市

７ 第２次試験合格者発表 2026（令和８）年12月２日（水）に、受験番号及び試験地を、第１次試
験合格者発表の方法と同一の方法により発表する。
８ 第３次試験
 試験種目 総合評価面接試験
 試験の実施日 2026（令和８）年12月上旬又は中旬で指定する日
 試験地 札幌市、仙台市、さいたま市、東京都、名古屋市、金沢市、大阪市、広島市、高松市、
福岡市、熊本市、那覇市

９ 最終合格者発表 2026（令和８）年12月23日（水）に、受験番号及び試験地を、第１次試験合格
者発表の方法と同一の方法により発表する。
10 採用候補者名簿及び採用方法 採用候補者名簿には、最終合格者の氏名を記載する。採用は、こ
の名簿に記載された者の中から行う。
11 受験手続
 受験申込み及び申込受付期間 受験希望者は、国家公務員採用試験インターネット申込専用ア
ドレスにアクセスして申込手続を行うこと（申込専用アドレス〔https://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html〕）。
受験の申込みの受理後における試験地の変更は認めない。ただし、災害又は転居によりやむを
得ないと認められる場合に限り、試験の実施に支障のない範囲で試験地の変更を認める。
申込受付期間は、2026（令和８）年７月27日（月）９時から８月17日（月）までとし、８月17
日（月）までに申込データの受信を完了したものに限り受け付ける。
なお、インターネットが利用できない環境にある受験希望者は、受けようとする第１次試験地
に対応する次の問合せ先に至急問い合わせること（郵送・持参の申込みは2026（令和８）年７月
27日（月）から７月28日（火）までとし、郵送による申込みの受付は同日までの通信日付印のあ
るものに限る。）。



第１次

試験の
試験地 




（問 合 せ 先）

札 幌 市 人事院北海道事務局 〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目
仙 台 市 人事院東北事務局 〒9800014 仙台市青葉区本町３２23
東 京 都 人事院関東事務局 〒3309712 さいたま市中央区新都心１１
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名古屋市 人事院中部事務局 〒4600001 名古屋市中区三の丸２５１
大 阪 市 人事院近畿事務局 〒5538513 大阪市福島区福島１１60
広 島 市 人事院中国事務局 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30
高 松 市 人事院四国事務局 〒7600019 高松市サンポート３33
福 岡 市 人事院九州事務局 〒8120013 福岡市博多区博多駅東２11１
那 覇 市 人事院沖縄事務所 〒9000022 那覇市樋川１1515

 受験票の発行 受験の申込みを受理した場合は、受験票を発行する。
受験者は、本人の写真を申込専用アドレスからアップロードした受験票を印刷し、又は印刷し
た受験票に本人の写真を貼り、第１次試験の際に必ず持参すること。

12 受験上の配慮 身体の障害等があるため特に何らかの措置を希望する者は、申込時にあらかじめ
その旨を申し出ること。
13 その他
 受験手続その他受験に関する問合せは、人事院事務総局（〒1050001 東京都港区虎ノ門２
２３）、人事院の地方事務局及び沖縄事務所に行うこと。
 提出書類等の所要事項は正確に記入又は入力すること。
 試験の詳細については、別に作成している受験案内、人事院のホームページ等を参照すること。
2026 年度国土交通省経験者採用試験（係長級（技術））公告
国家公務員法第47条の規定に基づき、採用試験について次のように告知する。
令和８年７月１日 人事院事務総長 佐々木雅之

１ 試験の名称 2026年度国土交通省経験者採用試験（係長級（技術））
２ 試験の区分 本省及び地方整備局・北海道開発局
３ 対象官職 国土交通省の標準的な官職が係長である職制上の段階に属する官職のうち、次に掲げ
る官職であって、民間企業における実務の経験その他これに類する経験を活用することができるも
の（ロにあっては、2026年度気象庁経験者採用試験（係長級（技術））の対象官職を除く。）。
イ 国土交通省の所掌に係る政策の企画及び立案又は調査及び研究に関する事務に主として技術
的な知識を活用して従事することをその職務とする官職
ロ 国土交通省の所掌に係る事務の実施等の業務に主として技術的な知識を活用して従事するこ
とをその職務の主たる内容とする官職

 試験の区分「本省」については、上記イの官職のうち、国土交通省の内部部局（本省に置かれ
る職を含む。）における主として都市計画及び都市計画事業、下水道、河川等の整備及び管理、砂
防、道路の整備及び管理、住宅の供給、建築物の質の向上、道路運送車両の安全の確保及び道路
運送車両に係る環境の保全、船舶の安全の確保、港湾等の整備及び管理、航空運送及び航空に関
する事業の発達、改善及び調整、航空機の安全の確保、空港等の管理に関連する環境対策、官公
庁施設の整備及び官公庁施設に関する指導等に関する事務に従事することを職務とする官職
 試験の区分「地方整備局・北海道開発局」については、上記ロの官職のうち、地方整備局若し
くは北海道開発局における主として河川等、道路若しくは港湾等の整備及び管理、官公庁施設の
整備及び官公庁施設に関する指導等に関する事務又は北海道開発局における主として農地の保全
等に関する事務に従事することを職務とする官職

５ 受験資格
 試験の区分「本省」 2026（令和８）年４月１日において、学校教育法（昭和22年法律第26号）
に基づく大学（短期大学を除き、同法第104条第７項第２号の規定により大学に相当する教育を
行うものとして認められた課程を置く教育施設を含む。）若しくはこれに相当する外国の大学（こ
れに準ずる教育施設を含む。）（以下「大学等」という。）を卒業した日又は同法に基づく大学の大
学院の課程（同号の規定により大学院の課程に相当する教育を行うものとして認められたものを
含む。）若しくはこれに相当する外国の大学（これに準ずる教育施設を含む。）の課程（以下「大学
院の課程等」という。）を修了した日のうち最も古い日から起算して２年を経過した者で、これら
の大学等又は大学院の課程等に在学して計測、制御、情報工学、電気、電子、通信、機械、航空、
土木、建築、材料工学、造船工学、農業農村工学、林学、砂防又は造園に関する課程を修めて卒
業又は修了したもの
 試験の区分「地方整備局・北海道開発局」 2026（令和８）年４月１日において、次の各号の
いずれかに該当する日（二以上あるときは、当該日のうち最も古い日）から起算して11年を経過
した者で、学校教育法に基づく短期大学、高等専門学校、高等学校の専攻科の課程（同法第58条
の２の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）若しくは専修学校の専門課程（同法第
132条の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）、大学等、大学院の課程等又は第一号、
第四号、第五号、第七号、第九号若しくは第十号に規定する学校若しくは課程に在学して電気、
機械、土木、建築又は農業農村工学に関する課程を修めて卒業又は修了したもの
一 学校教育法に基づく高等学校又は中等教育学校を卒業した日
二 学校教育法に基づく高等専門学校の第３学年の課程を修了した日
三 学校教育法第90条第２項の規定に基づき大学に入学した日
四 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条第２号の規定に基づき文部科学大
臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了
した日
五 学校教育法に基づく専修学校の高等課程のうち、学校教育法施行規則第150条第３号の規定
に基づき文部科学大臣が指定した課程を修了した日（同号の規定に基づき文部科学大臣が定め
る日以後に修了した場合に限る。）
六 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）に規定する高等学校卒業程
度認定試験の合格者となった日
七 外国において学校教育における12年の課程を修了した日

４ 給与
 試験の区分「本省」 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関する法律」
の定めるところにより、採用された者の経験年数と同程度の経験年数を有する国家公務員採用総
合職試験又は国家公務員採用Ⅰ種試験により採用された職員が受ける俸給月額との均衡を考慮し
て決定する俸給月額を支給される。
（参考）
国家公務員採用総合職試験による採用後５年の経験年数を有する係長の標準的な俸給月額

280300円
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。

 試験の区分「地方整備局・北海道開発局」 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職
員の給与に関する法律」の定めるところにより、採用された者の経験年数と同程度の経験年数を
有する国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）又は国家公務員採用Ⅱ種試験により採用され
た職員が受ける俸給月額との均衡を考慮して決定する俸給月額を支給される。
（参考）
国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）による採用後10年の経験年数を有する係長の標準
的な俸給月額

287200円
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。




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八 昭和23年文部省告示第47号第20号から第24号までに規定する資格を取得した日
九 昭和23年文部省告示第47号第25号に規定する教育施設又はこれに準ずるものに置かれる12年
の課程を修了した日
十 昭和56年文部省告示第153号第１号に規定する検定に合格した日又は同告示第２号から第５
号までに規定する課程を修了した日
ただし、日本の国籍を有しない者、国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることがで
きない者及び平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因
とするもの以外）は、受験することができない。
６ 第１次試験
 試験種目 基礎能力試験及び経験論文試験
 試験の実施日 2026（令和８）年10月４日（日）
 試験地 札幌市、仙台市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、高松市、福岡市、那覇市
 第１次試験合格者発表 2026（令和８）年10月30日（金）に、受験番号及び試験地を、インター
ネットの利用その他の適切な方法により発表する。

７ 第２次試験
 試験種目
 試験の区分「本省」 政策課題討議試験及び人物試験（人物試験は、個別面接により行う。）
 試験の区分「地方整備局・北海道開発局」 人物試験（人物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

 試験の実施日
 試験の区分「本省」 2026（令和８）年11月上旬で指定する日
 試験の区分「地方整備局・北海道開発局」 2026（令和８）年11月中旬で指定する日
 試験地 東京都
８ 第２次試験合格者発表 2026（令和８）年11月26日（木）に、受験番号及び試験地を、第１次試
験合格者発表の方法と同一の方法により発表する。
９ 第３次試験
 試験種目 総合評価面接試験
 試験の実施日 2026（令和８）年11月下旬又は12月上旬で指定する日
 試験地
 試験の区分「本省」 東京都
 試験の区分「地方整備局・北海道開発局」 札幌市、仙台市、さいたま市、横浜市、新潟市、
名古屋市、大阪市、神戸市、広島市、高松市、福岡市

10 最終合格者発表 2026（令和８）年12月23日（水）に、受験番号及び試験地を、第１次試験合格
者発表の方法と同一の方法により発表する。
11 採用候補者名簿及び採用方法 採用候補者名簿には、最終合格者の氏名を記載する。採用は、こ
の名簿に記載された者の中から行う。

13 受験上の配慮 身体の障害等があるため特に何らかの措置を希望する者は、申込時にあらかじめ
その旨を申し出ること。
14 その他
 受験手続その他受験に関する問合せは、人事院事務総局（〒1050001 東京都港区虎ノ門２
２３）、人事院の地方事務局又は沖縄事務所に行うこと。
 提出書類等の所要事項は正確に記入又は入力すること。
 試験の詳細については、別に作成している受験案内、人事院のホームページ等を参照すること。
2026 年度気象庁経験者採用試験（係長級（技術））公告
国家公務員法第47条の規定に基づき、採用試験について次のように告知する。
令和８年７月１日 人事院事務総長 佐々木雅之

１ 試験の名称 2026年度気象庁経験者採用試験（係長級（技術））
２ 対象官職 気象庁の標準的な官職が係長である職制上の段階に属する官職のうち、同庁の所掌に
係る事務の実施等の業務に主として技術的な知識を活用して従事することをその職務の主たる内容
とする官職であって、民間企業における実務の経験その他これに類する経験を活用することができ
るもの。
３ 給与 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関する法律」の定めるところ
により、採用された者の経験年数と同程度の経験年数を有する国家公務員採用一般職試験（大卒程
度試験）又は国家公務員採用Ⅱ種試験により採用された職員が受ける俸給月額との均衡を考慮して
決定する俸給月額を支給される。
（参考）
国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）による採用後10年の経験年数を有する係長の標準的
な俸給月額

287200円
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。

12 受験手続
 受験申込み及び申込受付期間 受験希望者は、国家公務員採用試験インターネット申込専用ア
ドレスにアクセスして申込手続を行うこと（申込専用アドレス〔https://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html〕）。
申し込むことができる試験の区分は一つに限る。なお、受験の申込みの受理後における試験の
区分及び試験地の変更は認めない。ただし、試験地の変更については、災害又は転居によりやむ
を得ないと認められる場合に限り、試験の実施に支障のない範囲で認める。
申込受付期間は、2026（令和８）年７月27日（月）９時から８月17日（月）までとし、８月17
日（月）までに申込データの受信を完了したものに限り受け付ける。

なお、インターネットが利用できない環境にある受験希望者は、受けようとする第１次試験の
試験地に対応する次の問合せ先に至急問い合わせること（郵送・持参の申込みは2026（令和８）
年７月27日（月）から７月28日（火）までとし、郵送による申込みの受付は同日までの通信日付
印のあるものに限る。）。



第一次

試験の
試験地 




（問 合 せ 先）

札 幌 市 人事院北海道事務局 〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目
仙 台 市 人事院東北事務局 〒9800014 仙台市青葉区本町３２23
東 京 都 人事院関東事務局 〒3309712 さいたま市中央区新都心１１
名古屋市 人事院中部事務局 〒4600001 名古屋市中区三の丸２５１
大 阪 市 人事院近畿事務局 〒5538513 大阪市福島区福島１１60
広 島 市 人事院中国事務局 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30
高 松 市 人事院四国事務局 〒7600019 高松市サンポート３33
福 岡 市 人事院九州事務局 〒8120013 福岡市博多区博多駅東２11１
那 覇 市 人事院沖縄事務所 〒9000022 那覇市樋川１1515

 受験票の発行 受験の申込みを受理した場合は、受験票を発行する。
受験者は、本人の写真を申込専用アドレスからアップロードした受験票を印刷し、又は印刷し
た受験票に本人の写真を貼り、第１次試験の際に必ず持参すること。







 筆記試験
ア 時間割は、次のとおりである。
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の部

午前９時
15分

午前９時30分から
午前11時30分まで
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上記３
の
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の部

午後０時
45分

午後１時00分から
午後３時30分まで
の２時間30分

上記３
のか
らま
で及び

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４ 受験資格 2026（令和８）年４月１日において、学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づく大
学（短期大学を除き、同法第104条第７項第２号の規定により大学に相当する教育を行うものとし
て認められた課程を置く教育施設を含む。）若しくはこれに相当する外国の大学（これに準ずる教育
施設を含む。）を卒業した日又は同法に基づく大学の大学院の課程（同号の規定により大学院の課程
に相当する教育を行うものとして認められたものを含む。）若しくはこれに相当する外国の大学（こ
れに準ずる教育施設を含む。）の課程を修了した日のうち最も古い日から起算して８年を経過した者
ただし、日本の国籍を有しない者、国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることがで
きない者及び平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因
とするもの以外）は、受験することができない。
５ 第１次試験
 試験種目 基礎能力試験及び経験論文試験
 試験の実施日 2026（令和８）年10月４日（日）
 試験地 札幌市、仙台市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、高松市、福岡市、那覇市
 第１次試験合格者発表 2026（令和８）年10月30日（金）に、受験番号及び試験地を、インター
ネットの利用その他の適切な方法により発表する。

６ 第２次試験
 試験種目 人物試験（人物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

 試験の実施日 2026（令和８）年11月中旬で指定する日
 試験地 東京都
７ 第２次試験合格者発表 2026（令和８）年11月26日（木）に、受験番号及び試験地を、第１次試
験合格者発表の方法と同一の方法により発表する。
８ 第３次試験
 試験種目 総合評価面接試験
 試験の実施日 2026（令和８）年11月下旬又は12月上旬で指定する日
 試験地 東京都
９ 最終合格者発表 2026（令和８）年12月23日（水）に、受験番号及び試験地を、第１次試験合格
者発表の方法と同一の方法により発表する。
10 採用候補者名簿及び採用方法 採用候補者名簿には、最終合格者の氏名を記載する。採用は、こ
の名簿に記載された者の中から行う。
11 受験手続
 受験申込み及び申込受付期間 受験希望者は、国家公務員採用試験インターネット申込専用ア
ドレスにアクセスして申込手続を行うこと（申込専用アドレス〔https://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html〕）。
受験の申込みの受理後における試験地の変更は認めない。ただし、災害又は転居によりやむを
得ないと認められる場合に限り、試験の実施に支障のない範囲で試験地の変更を認める。
申込受付期間は、2026（令和８）年７月27日（月）９時から８月17日（月）までとし、８月17
日（月）までに申込データの受信を完了したものに限り受け付ける。
なお、インターネットが利用できない環境にある受験希望者は、受けようとする第１次試験の
試験地に対応する次の問合せ先に至急問い合わせること（郵送・持参の申込みは2026（令和８）
年７月27日（月）から７月28日（火）までとし、郵送による申込みの受付は同日までの通信日付
印のあるものに限る。）。



第１次
試験の
試験地 



（問 合 せ 先）

札 幌 市 人事院北海道事務局 〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目
仙 台 市 人事院東北事務局 〒9800014 仙台市青葉区本町３２23
東 京 都 人事院関東事務局 〒3309712 さいたま市中央区新都心１１

名古屋市 人事院中部事務局 〒4600001 名古屋市中区三の丸２５１
大 阪 市 人事院近畿事務局 〒5538513 大阪市福島区福島１１60
広 島 市 人事院中国事務局 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30
高 松 市 人事院四国事務局 〒7600019 高松市サンポート３33
福 岡 市 人事院九州事務局 〒8120013 福岡市博多区博多駅東２11１
那 覇 市 人事院沖縄事務所 〒9000022 那覇市樋川１1515

 受験票の発行 受験の申込みを受理した場合は、受験票を発行する。
受験者は、本人の写真を申込専用アドレスからアップロードした受験票を印刷し、又は印刷し
た受験票に本人の写真を貼り、第１次試験の際に必ず持参すること。

12 受験上の配慮 身体の障害等があるため特に何らかの措置を希望する者は、申込時にあらかじめ
その旨を申し出ること。
13 その他
 受験手続その他受験に関する問合せは、人事院事務総局（〒1050001 東京都港区虎ノ門２
２３）、人事院の地方事務局又は沖縄事務所に行うこと。
 提出書類等の所要事項は正確に記入又は入力すること。
 試験の詳細については、別に作成している受験案内、人事院のホームページ等を参照すること。
令和８年度土地家屋調査士試験に関する公告
土地家屋調査士法（昭和25年法律第228号）第

６条第１項の規定に基づき、令和８年度における
土地家屋調査士試験を次のとおり行う。
令和８年７月１日 法務大臣 平口 洋
１ 受験資格
年令、性別、学歴等に関係なく、誰でも受験
することができる。
２ 試験期日
筆記試験 令和８年10月18日（日曜日）
口述試験 令和９年１月21日（木曜日）

３ 試験の内容
不動産の表示に関する登記につき必要と認め
られる事項であって、次に掲げるもの
 民法に関する知識
 登記の申請手続（登記申請書の作成に関す
るものを含む。）及び審査請求の手続に関する
知識
 筆界（不動産登記法（平成16年法律第123
号）第123条第１号に規定する筆界をいう。）
に関する知識
 土地及び家屋の調査及び測量に関する知識
及び技能であって、次に掲げる事項
ア 土地家屋調査士法第３条第１項第１号か
ら第６号までに規定する業務を行うのに必
要な測量
イ 作図（縮図及び伸図並びにこれに伴う地
図の表現の変更に関する作業を含む。）

 その他土地家屋調査士法第３条第１項第１
号から第６号までに規定する業務を行うのに
必要な知識及び能力

４ 試験の時間割等
 指定時刻
土地家屋調査士法施行規則（昭和54年法務
省令第53号）第７条第１項の時刻（以下「指
定時刻」という。）として、午前の部について
は午前９時15分、午後の部については午後０
時45分を指定する。
受験者は、指定時刻までに試験場内の試験
室に出頭せず、又は係員の承認を受けないで
試験室から退室したときは、その試験を受け
ることができない。







 次の表の欄記載の司法書士会が考査申請
書類を提出する法務局は、欄記載の法務局
とする。

 

東京司法書士会 東京法務局

神奈川県司法書士会

埼玉司法書士会

千葉司法書士会

茨城司法書士会

栃木県司法書士会

群馬司法書士会

静岡県司法書士会

山梨県司法書士会

長野県司法書士会

新潟県司法書士会

令
和

年

月

日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

イ 午前の部の試験（以下「測量の試験」と
いう。）及び午後の部の試験（以下「表示に
関する登記の試験」という。）とも、多肢択
一式及び記述式により実施する。
なお、測量の試験及び表示に関する登記
の試験とも、多肢択一式問題又は記述式問
題の各成績のいずれかがそれぞれ一定の基
準点に達しない場合には、それだけで不合
格とする。

 口述試験
筆記試験に合格した者につき、上記３の
及びに掲げる事項について行う。
 筆記試験一部免除者
測量士若しくは測量士補又は一級建築士
若しくは二級建築士となる資格を有する者、
測量の試験について筆記試験に合格した者
と同等以上の知識及び技能を有するものとし
て法務大臣が認定した者（筆記試験合格者を
除く。）（以下「認定者」という。）、前々回
以前の筆記試験合格者については、筆記試験
のうち測量の試験を免除する。
 筆記試験免除申請者
令和７年度の土地家屋調査士試験の筆記試
験合格者については、今回の土地家屋調査士
試験の筆記試験を免除する。
 法令等の適用日
筆記試験及び口述試験の解答に当たり適用
すべき法令等は、令和８年４月１日（水曜日）
現在において施行されているもの（同日が施
行日とされているものを含む。）とする。

７ 受験申請書類の提出先
那覇地方法務局が指定する場所を受験地とす
る者については、同地方法務局の総務課
それ以外の者については、受験地を管轄する
法務局民事行政部総務課又は当該法務局の管区
内にある地方法務局の総務課
筆記試験免除申請者については、法務局民事
行政部総務課
８ 受験手数料
8300円の額に相当する収入印紙を受験申請
書に貼って納付すること。
９ 受験申請書等の用紙の交付
受験申請書その他の受験の申請に必要な書類
の用紙は、令和８年７月１日（水曜日）から全
国の法務局及び地方法務局の総務課において交
付する。
なお、郵送によって受験申請書等の用紙を請
求する場合には、返送用として、郵便番号、住
所及び氏名を記載し、郵便切手（180円）を貼っ
た角形２号の郵便封筒を同封すること。
10 筆記試験の結果の発表
令和８年11月20日（金曜日）の午後４時に、
法務省ホームページ（https://www.moj.go.jp/）
において、筆記試験問題、多肢択一式問題の正
解及び基準点等を掲載する。
令和９年１月６日（水曜日）の午後４時に、
筆記試験を実施した法務局又は地方法務局にお
いて、それぞれ筆記試験合格者及び認定者の受
験番号を掲示するほか、筆記試験合格者に対し
ては筆記試験合格通知書を、認定者に対しては
認定通知書を発送して行う。また、同日の午後
４時に、法務省ホームページ（https://www.
moj.go.jp/）にも筆記試験合格者及び認定者の
受験番号を掲載する。
なお、今回の筆記試験に合格した者について
は、その申請により、次回（令和９年度）の土
地家屋調査士試験の筆記試験及びその後に行わ
れる測量の筆記試験が免除される。また、認定
者については、その申請により、次回（令和９
年度）以降の土地家屋調査士試験における測量
の試験が免除される。

11 最終合格者の発表
令和９年２月15日（月曜日）の午後４時に、
筆記試験を実施した法務局又は地方法務局にお
いて受験番号を掲示するほか、同日の午後４時
に、法務省ホームページ（https://www.moj.
go.jp/）にも最終合格者の受験番号を掲載する。
また、令和９年３月５日（金曜日）の官報にお
いて、最終合格者の受験番号及び氏名を公告す
る。
なお、最終合格者本人には、土地家屋調査士
試験合格証書を交付する。
令和８年度簡裁訴訟代理等能力認定考査に関する
公告
司法書士法（昭和25年法律第197号）第３条第

２項第２号及び司法書士法施行規則（昭和53年法
務省令第55号）第11条第１項の規定に基づき、令
和８年度簡裁訴訟代理等能力認定考査を次のとお
り行う。
令和８年７月１日 法務大臣 平口 洋
１ 受験資格
司法書士法第３条第２項第１号に規定する研
修の課程を修了した者
２ 考査の期日等
 期日
令和８年９月13日（日曜日）午後１時から
午後３時まで
 指定時刻
司法書士法施行規則第14条において準用す
る同規則第６条第１項の時刻（以下「指定時
刻」という。）として、午後０時50分を指定す
る。
受験者は、指定時刻までに試験場内の考査
室に出頭せず、又は係員の承認を受けないで
考査室から退室したときは、その試験を受け
ることができない。

５ 試験場所
 筆記試験
法務局（東京、大阪、名古屋、広島、福岡、
仙台、札幌及び高松）又は那覇地方法務局が
指定する場所
 口述試験
筆記試験受験者については、筆記試験の受
験地を管轄する法務局（那覇地方法務局が指
定する場所で筆記試験を受験した者について
は、福岡法務局）が指定する場所
筆記試験免除申請者については、受験申請
書類を提出した法務局が指定する場所

６ 受験申請受付期間
令和８年７月27日（月曜日）から同年８月７
日（金曜日）まで（土曜日、日曜日及び祝祭日
を除く。）の午前９時00分から正午まで及び午後
１時00分から午後５時00分まで。

なお、受験申請書類を郵送によって提出する
場合には、書留郵便によるものとし、令和８年
８月７日（金曜日）までの消印があることを要
する。

３ 考査の内容等
事実認定の手法に関する能力、立証活動に関
する能力、弁論及び尋問技術に関する能力、訴
訟代理人としての倫理に関する能力その他簡裁
訴訟代理等関係業務を行うのに必要な能力を習
得したかどうかについて、記述式により行う。
４ 考査会場
考査を受けようとする者が考査申請書類を提
出した法務局が指定する場所で行う。

５ 考査申請書類の提出等
 考査を受けようとする者は、自己が入会し
ている司法書士会（司法書士会に入会してい
ない者にあっては、その者の住所地を管轄す
る法務局又は地方法務局の管轄区域ごとに設
立された司法書士会）を通じて考査申請書類
の交付を受け、令和８年８月６日（木曜日）
午後５時までに考査申請書類を当該司法書士
会に提出し、当該司法書士会においては、同
月13日（木曜日）までに各考査申請書類を取
りまとめた上、次のの表に定められた法務
局に提出すること。
なお、住所地を管轄する法務局又は地方法
務局の管轄区域以外の地域で考査を受けよう
とする者は、上記にかかわらず、当該地域を
管轄する法務局の管轄区域内に設立された司
法書士会に考査申請書類を提出することによ
り、当該地域において考査を受けることがで
きる。
おって、考査申請書類を提出するに当たっ
ては、考査申請書類に司法書士特別研修の修
了証明書を添付するほか、考査受験票裏面に
氏名、連絡先及び郵便番号を記載し、85円切
手を貼ること。







３．試験の方法等
 各試験科目とも筆記（マークシート方式）により行う。

試 験 科 目
出題形式、配点及び出題数

選択式
（注１） 択一式 計算式 選択式・

計算式

《１》 通関業法 41点（13問） ４点（４問）

《２》 関税法、関税定率法その他関
税に関する法律及び外国為替及び
外国貿易法（同法第６章に係る部
分に限る。）

49点（17問） 11点（11問）

《３》 通関書類の作成要領その他通関手続の実務

通関書類の作成要領（注２） 20点（２問）

その他通関手続の実務 10点（５問） ３点（３問） 12点（６問）

注１．「選択式」とは、文章の空欄に当てはまる最も適切な語句を選択肢から選んで解答する形
式、又は五肢の中から「正しいもの」若しくは「誤っているもの」を複数選択する形式であ
る。

注２．輸出入・港湾関連情報処理システム（ＮＡＣＣＳ）を使用して行う輸出申告と輸入申告の
問題を、前回（第59回）と同様の形式で各１問出題する。

 試験合格のためには、上記３．の表に掲げる試験科目すべてで合格基準を満たす必要がある。

大阪司法書士会 大阪法務局

京都司法書士会

兵庫県司法書士会

奈良県司法書士会

滋賀県司法書士会

和歌山県司法書士会

愛知県司法書士会 名古屋法務局

三重県司法書士会

岐阜県司法書士会

福井県司法書士会

石川県司法書士会

富山県司法書士会

広島司法書士会 広島法務局

山口県司法書士会

岡山県司法書士会

鳥取県司法書士会

島根県司法書士会

福岡県司法書士会 福岡法務局

佐賀県司法書士会

長崎県司法書士会

大分県司法書士会

熊本県司法書士会

鹿児島県司法書士会

宮崎県司法書士会

沖縄県司法書士会

宮城県司法書士会 仙台法務局

福島県司法書士会

山形県司法書士会

岩手県司法書士会

秋田県司法書士会

青森県司法書士会

札幌司法書士会 札幌法務局

函館司法書士会

旭川司法書士会

釧路司法書士会

香川県司法書士会 高松法務局

徳島県司法書士会

高知県司法書士会

愛媛県司法書士会

令
和

年

月

日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

通関士試験公告
第60回通関士試験の実施について、通関業法施行規則（昭和42年大蔵省令第50号）第５条の規定に
より、次のとおり公告する。
令和８年７月１日 財務大臣 片山さつき
通関士試験は、次の要領により行う。
１．試験日 令和８年10月４日（日）
２．試験科目及び時間
通関業法……………………………………………午前９時30分から午前10時20分まで
関税法、関税定率法その他関税に関する法律及び外国為替及び外国貿易法（同法第６章に係る
部分に限る。）………………………………………午前11時00分から午後０時40分まで
通関書類の作成要領その他通関手続の実務……午後１時50分から午後３時30分まで
これらの科目の出題範囲は、法律のほか、それぞれの法律に基づく関係政令、省令、告示及び通
達とし、令和８年７月１日現在で施行されているものとする。
なお、通関業法に規定する通関業者に係る出題については、関税法第79条の２の規定において定
義する認定通関業者に係るものを含む。

４．試験実施地並びに受験願書提出先及びその所在地
（試験実施地） （受験願書提出先及びその所在地）
北 海 道 函館税関業務部通関業監督官 （〒0408561）函館市海岸町24番４号

函館港湾合同庁舎
新 潟 県 東京税関業務部通関業監督官 （〒1358615）東京都江東区青海２丁目７番

11号 東京港湾合同庁舎
東 京 都 東京税関業務部通関業監督官 （〒1358615）東京都江東区青海２丁目７番

11号 東京港湾合同庁舎
宮 城 県 横浜税関業務部通関業監督官 （〒2318401）横浜市中区海岸通１丁目１番

地

６ 考査手数料
10900円の額に相当する収入印紙を考査申請

書に貼って納付すること。
７ 認定者の発表
法務大臣が簡裁訴訟代理等関係業務を行うの
に必要な能力を有すると認定した者（認定者）
の発表は、令和８年12月10日（木曜日）の午後
４時に考査会場を管轄する法務局に掲示して行
うほか、同日の午後４時に法務省ホームページ
（https://www.moj.go.jp/）にも認定者の受験
番号を掲載する。また、前記掲示及びホームペー
ジ掲載後、認定者の受験番号及び氏名について、
官報に公告する。
なお、認定者本人には、認定証書を交付する。
おって、認定者は認定を受けるに当たり、登
録免許税として5000円の額に相当する収入印
紙の納付が必要となるので、別途指定する方法
により納付すること。




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神 奈 川 県 横浜税関業務部通関業監督官 （〒2318401）横浜市中区海岸通１丁目１番
地

静 岡 県 名古屋税関業務部通関業監督官 （〒4558535）名古屋市港区入船２丁目３番
12号 名古屋港湾合同庁舎

愛 知 県 名古屋税関業務部通関業監督官 （〒4558535）名古屋市港区入船２丁目３番
12号 名古屋港湾合同庁舎

大 阪 府 大阪税関業務部通関業監督官 （〒5520021）大阪市港区築港４丁目10番３
号 大阪港湾合同庁舎

兵 庫 県 神戸税関業務部通関業監督官 （〒6500041）神戸市中央区新港町12番１号
広 島 県 神戸税関業務部通関業監督官 （〒6500041）神戸市中央区新港町12番１号
福 岡 県 門司税関業務部通関業監督官 （〒8018511）北九州市門司区西海岸１丁目

３番10号 門司港湾合同庁舎
熊 本 県 長崎税関業務部通関業監督官 （〒8500862）長崎市出島町１番36号
沖 縄 県 沖縄地区税関業務部通関業監督官 （〒9000006）那覇市おもろまち２丁目１番

１号 那覇第２地方合同庁舎
３号館

注．試験会場は、受験票に記載して通知する。
５．受験願書の受付期間等
 書面により提出する場合
 書面により提出する場合、第60回試験から出願受付は原則郵送のみとする。（各税関への提出
方法については、試験実施地を管轄する税関のホームページを確認すること。）
 受付期間は、令和８年７月21日（火）から同年８月４日（火）までとする。郵送は、令和８
年８月４日（火）までの消印のあるものに限り受け付ける。
なお、受験願書には、受験手数料として３千円に相当する額の収入印紙を貼付すること。

 受験願書には、所定の箇所に写真を貼付した受験票を添付すること。
 試験科目の一部免除を受けようとする者は、上記の受験願書の受付期間中に通関士試験科目
の一部免除申請書（税関様式Ｂ第1210号）及び証明書（税関様式Ｂ第1215号）（既に「通関士試
験科目の一部免除通知書」の交付を受けている者は当該通知書の写し）を受験願書とともに提
出すること。

 ＮＡＣＣＳを使用して提出する場合
 ＮＡＣＣＳを使用して受験願書の提出をする場合の必要な手続は、輸出入・港湾関連情報処
理センター株式会社（ＮＡＣＣＳセンター）のホームページ（https://www.naccs.jp）を参照
すること。
 受付期間・時間は、令和８年７月21日（火）午前10時から同年８月４日（火）午後５時まで
（土曜日、日曜日を含む。）とし、受験手数料として２千９百円を、上記の受付期間・時間内に
電子納付すること。
なお、上記の受付期間・時間内に電子納付されない場合は、ＮＡＣＣＳを使用した受験願書
の提出自体が無効となるので注意すること。
 ＮＡＣＣＳを使用して受験願書の提出を行った後、所定の箇所に写真を貼付した受験票を別
途郵送により提出すること。郵送は令和８年８月４日（火）までの消印のあるものに限り受け
付ける。
 ＮＡＣＣＳを使用して試験科目の一部免除を受けようとする者は、証明書（税関様式B第
1215号）（既に「通関士試験科目の一部免除通知書」の交付を受けている者は当該通知書の写し）
を電子ファイルとして添付して、ＮＡＣＣＳを使用して提出すること。また、この場合の必要
な手続は、ＮＡＣＣＳセンターのホームページを参照すること。

６．その他
 受験願書等の請求又は受験手続に関する照会は、各税関の通関業監督官へ行うこと（郵送によ
る場合は、必ず所要の切手を貼ったあて先明記の返信用封筒を同封すること）。
 試験の詳細は、「第60回通関士試験受験案内」を参照すること。

医師国家試験の施行
医師法（昭和23年法律第201号）第10条第１項

の規定により、第121回医師国家試験を次のとお
り施行する。
令和８年７月１日

厚生労働大臣 上野賢一郎
１ 試験期日 令和９年２月６日（土曜日）及び
７日（日曜日）
２ 試験地 北海道、宮城県、東京都、新潟県、
愛知県、石川県、大阪府、広島県、香川県、福
岡県、熊本県及び沖縄県
３ 試験内容 臨床上必要な医学及び公衆衛生に
関して、医師として具有すべき知識及び技能
４ 受験資格
 学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づ
く大学において、医学の正規の課程を修めて
卒業した者（大学において医学を専攻する学
生が臨床実習を開始する前に修得すべき知識
及び技能を具有しているかどうかを評価する
ために大学が共用する試験として厚生労働省
令で定めるものに合格した者に限る。ただし、
令和７年４月１日より前に卒業した者は、こ
の規定にかかわらず医師国家試験を受験する
ことができる。）（令和９年３月９日（火曜日）
までに卒業する見込みの者を含む。）
 医師国家試験予備試験に合格した者で、合
格した後１年以上の診療及び公衆衛生に関す
る実地修練を経たもの（令和９年３月９日（火
曜日）までに実地修練を終える見込みの者を
含む。）
 外国の医学校を卒業し、又は外国で医師免
許を得た者であって、厚生労働大臣が又は
に掲げる者と同等以上の学力及び技能を有
し、かつ、適当と認定したもの
 沖縄の復帰に伴う厚生省関係法令の適用の
特別措置等に関する政令（昭和47年政令第
108号）第17条第１項の規定により医師法の
規定による医師免許を受けたものとみなされ
る者であって、厚生労働大臣が認定したもの

５ 受験手続
 試験を受けようとする者は、次の書類等を
提出すること。
ア すべての受験者が提出する書類等
 受験願書 医師法施行規則（昭和23年
厚生省令第47号）第３号書式により作成
するとともに、受験願書に記載する氏名

は、戸籍（中長期在留者については在留
カード又は住民票、特別永住者について
は特別永住者証明書又は住民票、短期在
留者については旅券その他の身分を証す
る書類）に記載されている文字を使用す
ること。
なお、戸籍に記載されている限りにお
いて、氏名の横に括弧書きの上、旧姓を
併記して申請することができる。
 写真 出願前６月以内に脱帽正面で撮
影した縦６センチメートル、横４センチ
メートルのもので、その裏面にの記号、
撮影年月日及び氏名を記載し、医師国家
試験運営本部事務所又は医師国家試験運
営臨時事務所において交付する受験写真
用台紙に貼り付けた上、同台紙に所定の
事項を記入して提出すること。
なお、写真の提出に当たっては、卒業
し、若しくは在籍している大学又は医師
国家試験運営本部事務所若しくは医師国
家試験運営臨時事務所において、その写
真が受験者本人と相違ない旨の確認を受
けること。
 返信用封筒 縦235センチメートル、
横12センチメートルのもので、表面に、
郵便番号及び宛先を記載し、590円（定
形郵便110円＋一般書留480円）の郵便切
手を貼り付け、書留の表示をすること。

イ ４のに該当する者が提出する書類 卒
業証明書又は卒業見込証明書
この場合、卒業見込証明書を提出した者
にあっては、令和９年３月９日（火曜日）
午後２時までに卒業証明書を提出するこ
と。
ウ ４のに該当する者が提出する書類 医
師国家試験予備試験の合格証書の写し（医
師国家試験運営本部事務所又は医師国家試
験運営臨時事務所に合格証書の原本を提示
し、原本照合を受けたもの）又は合格証明
書及び実地修練施設の長の発行する実地修
練を終えたことを証する書面又は実地修練
を終える見込みであることを証する書面
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なお、実地修練を終える見込みであるこ
とを証する書面を提出した者にあっては、
令和９年３月９日（火曜日）午後２時まで
に実地修練を終えたことを証する書面を提
出すること。
エ ４の又はに該当する者が提出する書
類 医師国家試験受験資格の認定書の写し
（医師国家試験運営本部事務所又は医師国
家試験運営臨時事務所に当該認定書の原本
を提示し、原本照合を受けたもの）

 受験に関する書類の受付期間、提出場所等
ア 受験に関する書類は、令和８年11月２日
（月曜日）から同年11月30日（月曜日）ま
でに提出すること。
イ 受験に関する書類を郵送する場合の提出
先は、医師国家試験運営本部事務所とする。
ウ ただし、下記に掲げる医師国家試験運営
臨時事務所においては、受験に関する書類
を直接持参する場合について、その提出を
受け付けることとする。
北海道 ランスタッド・札幌支店
宮城県 ランスタッド・仙台支店
東京都 ランスタッド・試験監督事業部
愛知県 ランスタッド・名古屋支店
大阪府 ランスタッド・大阪支店
広島県 ランスタッド・広島支店
香川県 ランスタッド・高松支店
福岡県 ランスタッド・福岡支店
沖縄県 人材派遣センターオキナワ
エ 受験に関する書類を直接持参する場合の
受付時間は、アの期間中毎日（土曜日、日
曜日その他の行政機関の休日を除く。）午前
９時から午前12時までと午後１時から午後
５時までとする。
オ 受験に関する書類を郵送する場合は、書
留郵便をもって送付すること。この場合、
令和８年11月30日（月曜日）までの消印の
あるものに限り受け付ける。
カ 受験に関する書類を受理した後は、受験
に関する書類の返還及び受験地の変更は認
めない。

 書類の提出については次のことに注意する
こと。
ア ４のに該当する者で卒業見込証明書を
提出したものにあっては、令和９年３月９
日（火曜日）午後２時までに卒業証明書の
提出がなされないときは、当該受験は原則
として無効とする。
イ ４のに該当する者で、実地修練を終え
る見込みであることを証する書面を提出し
たものにあっては、令和９年３月９日（火
曜日）午後２時までに実地修練を終えたこ
とを証する書面の提出がないときは、当該
受験は原則として無効とする。

 受験手数料
ア 受験手数料は、15300円とし、受験手数
料の額に相当する収入印紙を受験願書に貼
ることにより納付すること。この場合、収
入印紙は消印しないこと。
イ 受験に関する書類を受理した後は、受験
手数料は返還しない。

 受験票の交付 受験票は、郵送により交付
する。なお、令和９年１月25日（月曜日）ま
でに受験票が到着しない場合は、医師国家試
験運営本部事務所に問い合わせること。

６ 合格者の発表 試験の合格者は、令和９年３
月16日（火曜日）午後２時に厚生労働省ホーム
ページの資格・試験情報のページにその受験地
及び受験番号を掲載して発表する。
７ 受験に伴う配慮 視覚、聴覚、音声機能又は
言語機能に障害を有する者で受験を希望するも
のは、令和８年10月１日（木曜日）までに医師
国家試験運営本部事務所に申し出ること。申し
出た者については、受験の際にその障害の状態
に応じて必要な配慮を講ずることがある。
８ 手続及び問い合わせ先
 試験に関する手続及び問い合わせ先は下記
のとおりとする。
医師国家試験運営本部事務所 東京都江東
区有明３丁目６番11号 ＴＦＴビル東館７階
郵便番号1350063 電話番号03（5579）

6903

 ５ののアの期間に、受験に関する書類を
直接持参する場合の提出先は下記の試験地を
管轄する医師国家試験運営臨時事務所とす
る。

医師国家試験運営臨時事務所
試験地 所 在 地
北海道 ランスタッド・札幌支店 国家試験係

北海道札幌市中央区北四条西４丁目１
番３号 伊藤・加藤ビル５階

宮城県 ランスタッド・仙台支店 国家試験係
宮城県仙台市青葉区中央１丁目２番３
号 仙台マークワン15階

東京都
新潟県

ランスタッド・試験監督事業部 国家試
験係
東京都江東区有明３丁目６番11号 Ｔ
ＦＴビル東館７階

愛知県
石川県

ランスタッド・名古屋支店 国家試験係
愛知県名古屋市中区栄１丁目24番15号
プライム名古屋伏見ビル２階

大阪府 ランスタッド・大阪支店 国家試験係
大阪府大阪市北区梅田２丁目２番22号
ハービスＥＮＴオフィスタワー18階

広島県 ランスタッド・広島支店 国家試験係
広島県広島市中区本通６番11号 明治
安田生命広島本通ビル８階

香川県 ランスタッド・高松支店 国家試験係
香川県高松市番町１丁目６番８号 高
松興銀ビル８階

福岡県
熊本県

ランスタッド・福岡支店 国家試験係
福岡県福岡市中央区天神１丁目６番８
号 天神ツインビル９階

沖縄県 人材派遣センターオキナワ 国家試験係
沖縄県那覇市久茂地１丁目７番１号
琉球リース総合ビル９階

歯科医師国家試験の施行
歯科医師法（昭和23年法律第202号）第10条第

１項の規定により、第120回歯科医師国家試験を
次のとおり施行する。
令和８年７月１日

厚生労働大臣 上野賢一郎
１ 試験期日 令和９年１月30日（土曜日）及び
31日（日曜日）
２ 試験地 北海道、宮城県、東京都、新潟県、
愛知県、大阪府、広島県及び福岡県
３ 試験内容 臨床上必要な歯科医学及び口腔

くう

衛
生に関して、歯科医師として具有すべき知識及
び技能

４ 受験資格
 学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づ
く大学において、歯学の正規の課程を修めて
卒業した者（大学において歯学を専攻する学
生が臨床実習を開始する前に修得すべき知識
及び技能を具有しているかどうかを評価する
ために大学が共用する試験として厚生労働省
令で定めるものに合格した者に限る。ただし、
令和８年４月１日より前に卒業した者は、こ
の規定にかかわらず歯科医師国家試験を受験
することができる。）（令和９年３月９日（火
曜日）までに卒業する見込みの者を含む。）
 歯科医師国家試験予備試験に合格した者
で、合格した後１年以上の診療及び口腔

くう

衛生
に関する実地修練を経たもの（令和９年３月
９日（火曜日）までに実地修練を終える見込
みの者を含む。）
 外国の歯科医学校を卒業し、又は外国で歯
科医師免許を得た者であって、厚生労働大臣
が又はに掲げる者と同等以上の学力及び
技能を有し、かつ、適当と認定したもの
 沖縄の復帰に伴う厚生省関係法令の適用の
特別措置等に関する政令（昭和47年政令第
108号）第18条第１項の規定により歯科医師
法の規定による歯科医師免許を受けたものと
みなされる者であって、厚生労働大臣が認定
したもの

５ 受験手続
 試験を受けようとする者は、次の書類等を
提出すること。
ア すべての受験者が提出する書類等
 受験願書 歯科医師法施行規則（昭和
23年厚生省令第48号）第３号書式により
作成するとともに、受験願書に記載する
氏名は、戸籍（中長期在留者については
在留カード又は住民票、特別永住者につ
いては特別永住者証明書又は住民票、短
期在留者については旅券その他の身分を
証する書類）に記載されている文字を使
用すること。
なお、戸籍に記載されている限りにお
いて、氏名の横に括弧書きの上、旧姓を
併記して申請することができる。
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 写真 出願前６月以内に脱帽正面で撮
影した縦６センチメトル、横４センチ
メトルのもので、その裏面に㋛の記号、
撮影年月日及び氏名を記載し、歯科医師
国家試験運営本部事務所又は歯科医師国
家試験運営臨時事務所において交付する
受験写真用台紙に貼り付けた上、同台紙
に所定の事項を記入して提出すること。
なお、写真の提出に当たっては、卒業
し、若しくは在籍している大学又は歯科
医師国家試験運営本部事務所若しくは歯
科医師国家試験運営臨時事務所におい
て、その写真が受験者本人と相違ない旨
の確認を受けること。
 返信用封筒 縦235センチメートル、
横12センチメートルのもので、表面に、
郵便番号及び宛先を記載し、590円（定
形郵便110円＋一般書留480円）の郵便切
手を貼り付け、書留の表示をすること。

イ ４のに該当する者が提出する書類 卒
業証明書又は卒業見込証明書
この場合、卒業見込証明書を提出した者
にあっては、令和９年３月９日（火曜日）
午後２時までに卒業証明書を提出するこ
と。

ウ ただし、下記に掲げる歯科医師国家試験
運営臨時事務所においては、受験に関する
書類を直接持参する場合について、その提
出を受け付けることとする。
北海道 ランスタッド・札幌支店
宮城県 ランスタッド・仙台支店
東京都 ランスタッド・試験監督事業部
愛知県 ランスタッド・名古屋支店
大阪府 ランスタッド・大阪支店
広島県 ランスタッド・広島支店
福岡県 ランスタッド・福岡支店
エ 受験に関する書類を直接持参する場合の
受付時間は、アの期間中毎日（土曜日、日
曜日その他の行政機関の休日を除く。）午前
９時から午前12時までと午後１時から午後
５時までとする。
オ 受験に関する書類を郵送する場合は、書
留郵便をもって送付すること。この場合、
令和８年11月30日（月曜日）までの消印の
あるものに限り受け付ける。
カ 受験に関する書類を受理した後は、受験
に関する書類の返還及び受験地の変更は認
めない。

ウ ４のに該当する者が提出する書類 歯
科医師国家試験予備試験の合格証書の写し
（歯科医師国家試験運営本部事務所又は歯
科医師国家試験運営臨時事務所に合格証書
の原本を提示し、原本照合を受けたもの）
又は合格証明書及び実地修練施設の長の発
行する実地修練を終えたことを証する書面
又は実地修練を終える見込みであることを
証する書面
なお、実地修練を終える見込みであるこ
とを証する書面を提出した者にあっては、
令和９年３月９日（火曜日）午後２時まで
に実地修練を終えたことを証する書面を提
出すること。
エ ４の又はに該当する者が提出する書
類 歯科医師国家試験受験資格の認定書の
写し（歯科医師国家試験運営本部事務所又
は歯科医師国家試験運営臨時事務所に当該
認定書の原本を提示し、原本照合を受けた
もの）

 受験に関する書類の受付期間、提出場所等
ア 受験に関する書類は、令和８年11月２日
（月曜日）から同年11月30日（月曜日）ま
でに提出すること。
イ 受験に関する書類を郵送する場合の提出
先は、歯科医師国家試験運営本部事務所と
する。

 書類の提出については次のことに注意する
こと。
ア ４のに該当する者で卒業見込証明書を
提出したものにあっては、令和９年３月９
日（火曜日）午後２時までに卒業証明書の
提出がなされないときは、当該受験は原則
として無効とする。
イ ４のに該当する者で、実地修練を終え
る見込みであることを証する書面を提出し
たものにあっては、令和９年３月９日（火
曜日）午後２時までに実地修練を終えたこ
とを証する書面の提出がないときは、当該
受験は原則として無効とする。

 受験手数料
ア 受験手数料は、18900円とし、受験手数
料の額に相当する収入印紙を受験願書に貼
ることにより納付すること。この場合、収
入印紙は消印しないこと。
イ 受験に関する書類を受理した後は、受験
手数料は返還しない。

 受験票の交付 受験票は、郵送により交付
する。なお、令和９年１月18日（月曜日）ま
でに受験票が到着しない場合は、歯科医師国
家試験運営本部事務所に問い合わせること。

６ 合格者の発表 試験の合格者は、令和９年３
月16日（火曜日）午後２時に厚生労働省ホーム
ページの資格・試験情報のページにその受験地
及び受験番号を掲載して発表する。

基本測量関係事項公告
基本測量の測量成果を得たので、測量法（昭和24年法律第188号）第27条第１項の規定に基づき、

次のとおり公告する。
令和８年７月１日 国土交通大臣 金子 恭之

測量の種類 実施時期
地 域


都道府県 市、区、（郡）、町、村名

備 考

復旧測量 令和７年度 新 潟 県 新潟市 水 準 点
（改 算）

〃 〃 〃 新発田市 〃
〃 〃 〃 阿賀野市 〃
〃 〃 石 川 県 輪島市 三 角 点

（改 測）
〃 〃 熊 本 県 阿蘇市 〃
〃 〃 〃 （阿蘇郡）南阿蘇村 〃
〃 〃 鹿 児 島 県 （熊毛郡）屋久島町 〃

〃 〃 〃 〃 三 角 点
（標高改算)

７ 受験に伴う配慮 視覚、聴覚、音声機能又は
言語機能に障害を有する者で受験を希望するも
のは、令和８年10月１日（木曜日）までに歯科
医師国家試験運営本部事務所に申し出ること。
申し出た者については、受験の際にその障害の
状態に応じて必要な配慮を講ずることがある。
８ 手続及び問い合わせ先
 試験に関する手続及び問い合わせ先は下記
のとおりとする。
歯科医師国家試験運営本部事務所 東京都
江東区有明３丁目６番11号 ＴＦＴビル東館
７階 郵便番号1350063 電話番号03
（5579）6903

 ５ののアの期間に、受験に関する書類を
直接持参する場合の提出先は下記の試験地を
管轄する歯科医師国家試験運営臨時事務所と
する。
歯科医師国家試験運営臨時事務所

試験地 所 在 地
北海道 ランスタッド・札幌支店 国家試験係

北海道札幌市中央区北四条西４丁目１
番３号 伊藤・加藤ビル５階

宮城県 ランスタッド・仙台支店 国家試験係
宮城県仙台市青葉区中央１丁目２番３
号 仙台マークワン15階

東京都 ランスタッド・試験監督事業部 国家試
新潟県 験係

東京都江東区有明３丁目６番11号 Ｔ
ＦＴビル東館７階

愛知県 ランスタッド・名古屋支店 国家試験係
愛知県名古屋市中区栄１丁目24番15号
プライム名古屋伏見ビル２階

大阪府 ランスタッド・大阪支店 国家試験係
大阪府大阪市北区梅田２丁目２番22号
ハービスＥＮＴオフィスタワー18階

広島県 ランスタッド・広島支店 国家試験係
広島県広島市中区本通６番11号 明治
安田生命広島本通ビル８階

福岡県 ランスタッド・福岡支店 国家試験係
福岡県福岡市中央区天神１丁目６番８
号 天神ツインビル９階




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